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凡 例 

（1） 用字・用語については、固有名詞や特殊な用語を除き、原則として常

用漢字、現代かなづかいを用いるが、必ずしも、これによらない。 
（2） 書籍等については、表紙記載名を用いる。引用文については、原則と

して、原文のままにするが、漢字については、常用漢字に書換えたも

のがある。 
（3） 人名については、すべて敬称を略する。 
（4） 法人名については、「株式会社」等を省略する。 
「鍋島藩」と「佐賀藩」は同一であるが、概ね鍋島藩で記載した。関連す

る出典により、佐賀（鍋島）藩を用いたところもある。 
（5） 「端島」と「軍艦島」について、『長崎日日新聞』が 1921 年、軍艦

「土佐」に似ていると記事にしたことから軍艦島と呼ばれるように

なった。しかし、本研究では高層の鉄筋コンクリート造７階 30 号棟

が建設着手される以前 1915（大正 4）年までを端島と表記し、以降

を端島（軍艦島）という。ただし、前後の内容により必ずしも、これ

によらない。 
（6） 「三菱」の表記について、三菱商会(明治 6 年 3 月～）・三菱蒸汽船会

社(明治 7 年 3 月～）・郵便汽船三菱会社(明治 8 年 9 月～）・三菱社

(明治 19 年 3 月～）・三菱合資会社(明治 26 年 12 月～）とするが、

跨っている場合は「三菱」と表記する。「長崎造船所」と「三菱造船

所」は三菱借用以降(明治 17 年 6 月～）を三菱造船所とし、以前を長

崎造船所(明治 4 年 4 月～明治 17 年 6 月）とする。なお、借用以降の

三菱合資会社三菱造船所(明治 26 年 12 月～）及び三菱造船(大正 6 年

11 月～）も「三菱造船所」で表記した。長崎の他に神戸〔1905(明治

38)年～〕にも造船所があるので、三菱（長崎）造船所と表記した箇

所もある。書籍名や引用、脚注及びヒアリング等はこれによらない。 
（7） 「炭鉱」、「炭砿」、「炭坑」について参考とした資料では、時代での区

分、あるいは偏（石偏・金偏）の意味で区分を行っているが、「炭

鉱」及び「炭坑」の二つを用いる。「鉱」は高島炭鉱や炭鉱経営、炭

鉱事業のような場合に使う。「坑」については堅坑や坑口や坑道のよ

うな場合に用いる。ただし、三菱が端島での操業後は高島炭鉱端島坑

と記述する。その場合は第一・第二・第三の堅坑を含む。同様に、高

島にも複数の坑があるが、高島坑という場合は複数の堅坑を含む。資

料等引用や前後の説明では必ずしも、これによらない。 
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（8） 「坑夫」「職工」「炭坑労務者」「炭坑労働者」について、島内には坑

夫以外の炭坑関連の労務者や施設の建設・土木等の労働者がいるが、

全ての年代を通して分別集計した人員資料が確認できないので、坑夫

と限定して用いられる以外は、炭坑労務者とする。住宅については炭

坑労務者住宅とした。炭坑労務者と職員を区別したほうが良いと考え

られる場合は職員を使用した。職員用の住居は職員住宅として区別し

た。資料等引用や前後の説明では必ずしも、これによらない。 
（9） 「納屋制度廃止」「納屋制度解体」は同一の内容であるが、引用文は

原文のままの記述とする。 
（10） 「飽之浦溶鉄所」「飽之浦製鉄所」「長崎製鉄所」

１
について、文献資

料において記載が食違っている。本研究では、1857（安政 4)年まで

を「飽之浦溶鉄所」、1858（安政 5)年以降を飽之浦製鉄所、オランダ

の技術支援による 初の工場が完了する 1861（文久元)年以降を長崎

製鉄所とする。 
（11） 「近代建築」について、合理主義や自由な空間構成を基礎に近代特

有の問題解決に積極的な建築を「近代建築」と記し、近代の洋風建築

については「近代洋風建築」と記述するが、6 章の 6.1 で「日本の近

代建築についての考察」を述べ、本研究での用い方を記した。 
（12） 本文中での氏名はトーマス=ブレーク=グラバーのように「=」で表

記。書籍等の表記や脚注は必ずしも、これによらない。 
（13） 「」で表示した引用文の中に「」を含む表現がある場合、「」を〔〕

に書換えて記述した。 
 

 
※創業期・生成期における三菱沿革 資料出典：『三菱鉱業社史』 [1, pp. 96-97] 
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1.1 研究の目的及び背景 

1）研究の背景 

軍艦島
２
は、長崎港外の小島で正式名称を端島という。高層建築群を擁す

る島の姿が「軍艦土佐」
３
に似ていることから、1921(大正 10)年にその通称

が付けられた。炭坑施設区と居住区を合わせた、6,383ha の面積に 大期に

は 5,259 人が居住し
４
、人口密度は島全体で 824 人/ha、居住区だけでは、

1,300 人/ha を超えるという極めて高密な人口密度に達した人工島は、

1974(昭和 49)年の閉山で無人島となった。 
筆者が軍艦島に興味をもち、研究を行うきっかけとなったのが、1991(平

成 3)年、「都市の解体と再構築」をテーマとする都市提案コンペ
５
であった。

コンペは新日本建築家協会と長崎県共催で行われた。筆者は、経済優先で進

められる都市からの脱却を目指す提案を、長崎の歴史に求めた。長崎という

都市の歴史的役割を振返り、エネルギー政策転換で無人島となった軍艦島か

ら、出島までの直線上に起きた近代の歴史に、筆者は注目した。長崎港内に

使われなくなった石油掘削リグ(船）を停泊させ、環境自然エネルギーの研

究所に改造する提案を行った。三菱が蓄積する内燃機関等の環境技術や、出

島時代から異文化を受け入れる長崎の優れたホスピタリティを基盤とし、未

来の可能性を探る基地をつくるもので、環境研究を軸とした都市再構築の提

案であった。コンペは埋立て前提であったが、埋立てを否定する

「INCUBATER1991」と題したその提案は、オランダ人建築家、レム=コー

ルハース（Rem Koolhaas）６
や国内審査員の建築家、北川原温

７
から都市と

新エネルギーを視野にいれた環境問題を提案していたことを評価された。 
1994(平成 6)年、新日本建築家協会

８
の全国大会が、「地球をデザインす

る」をテーマに福岡で開催された。軍艦島は炭鉱閉山から 20 年を迎えてい

たが、軍艦島に残された高層建築群はすでに荒廃が進んでいた。環境との調

和や高密度住空間での地域コミュニティ等、現代が抱える問題を、すでに映

し出していた。大会実行委員を務めた筆者は、「近代建築の生きた教科書」

として軍艦島でのシンポジウムを企画
９
したが、地元の協力を得られず、開

催が見送られた。 
2004(平成 16)年 11 月、北京で開催された「アジア文化遺産学術研究会」

１０
に於いて、論文「再生デザインと軍艦島の動き」を発表した。短期間で飛

躍的に発展し、アジア地域で極めて早い時期に近代化に成功しながら、経済

論理により棄て去られる運命を辿った軍艦島を文化遺産として再評価する試

みは、急激な経済発展を遂げる中国で都市遺産を論じる学者達に保存や再生

の動きを評価された。 
2015(平成 27)年、軍艦島は、明治日本の産業革命遺産の構成資産として、

ユネスコ世界文化遺産に登録された。独特の景観が残される島は、「世界文
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化遺産」として注目されている。しかしながら、一時的な物見遊山で終わっ

てしまうことと、どのように保護がなされるのかを筆者は危惧している。 
「軍艦島」は現在、建築物は激しい自然環境に晒され、崩壊の危機に直面

している。木造や鉄骨建築はすでに風雨と塩害により破壊されている。崩落

が始まった鉄筋コンクリート建築は、傷みが激しく、現地調査も困難な状況

である。 
明治大正期の資料については、三菱が編集した『三菱鑛業社史』 [1]と『高

島炭礦史』 [2]以外は断片的な資料に留まり、検討されていない。建築、都市

関連資料については、採炭当時、民間施設であったことから、片寄俊秀や西

山夘三以外には学術的な研究がされていない。 
1974(昭和 49)年の閉山後、当時東京電機大学の助教授、阿久井喜孝と滋賀

秀實による詳細な実測調査と研究が行われ、建築群の全貌が明らかになった

が、以降、世界遺産関連の調査が開始される 2005(平成 17)年１１
まで、学術的

調査研究が行われておらず、研究が滞っていた。 
阿久井等が本格的な調査に入った 1975 年(昭和 50）頃、三菱鉱業所や日

給社宅建設工事に関係した清水建設に対して阿久井等が資料発掘調査を行っ

た。しかし、30 号棟や日給社宅等の建築図面等の資料を発掘できなかった

という。2016(平成 28)年 7 月端島の建物 24 施設の設計図が発掘された。 

炭坑労務者等が住んだ共同住宅、端島小中学校、合宿所、体育館、病院など

で、清水建設が作成した 1930～60 年代の設計図である。 

三菱あるいは鉱山学の研究機関や、工事関係者に埋もれている資料が、今

後発掘されることを期待するが、今後の研究は益々困難となる状況が予想さ

れる。 
経済優先の都市破綻や、環境破壊の進行が顕在化する現代社会に於いて、

近代は何を求め、建築や都市づくりはどのような役目を果たしたのか、を深

く理解したいと考えた。 
都市

１２
について、香山壽夫は、日本建築学会編『建築論事典』で以下のよ

うに記述している。 
 
建築論として意味を持つ都市論とは、都市の統合の形態および意味につ

いての論に限られる。（中略）都市の存在形態、都市とは、まず、人間

を包む空間として理解されなければならない。自己を包んで無限に拡散

している空間に、ひとつの限定を与えている囲いとして建築の集合体、

それが都市である。 [3, p. 86] 

 
規模は別として端島（軍艦島）は限定した囲い（海）に囲まれた建築の集

合体であるので、その視点では明確であると考えられる。規模に関して、共

同社会規模を 12 段階で示した「I住居集団（人口 40）、Ⅱ小型近隣（人口
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250）、Ⅲ近隣（人口 1,500）Ⅳ町（人口 9,000）Ⅴ市（人口 50,000）Ⅵ大都

市（人口 300,000）Ⅶ巨大都市（人口 200 万）・・・・Ⅻ世界都市（300
億）」

１３
がある。端島は明治大正期の僅か 50 年で I～Ⅳ段階までを辿るが、

人口密度でいうとⅦ巨大都市の中心部に匹敵していた。電気、水、学校、病

院等の設備や機能は明治期にⅣ町の段階を必要とした。孤島が故の整備課題

であった。大正期に入ると、さらに娯楽、治安等の機能を上げる都市化への

段階が求められたと考えられる。 
 

2）研究の目的 

1910 年代、近代建築が端島（軍艦島）に出現した。鉄筋コンクリート造

7 階建 30 号棟や 6 階建日給社宅（16 号棟から 18 号棟）が、第一次世界大

戦が終結する 1918(大正 7)年までに建設された。16 号棟と 17 号棟は 1920
年には 9 階まで増築された。高層の労働者住宅建設は稀な時代である。その

発生経緯を知るには、すでに学術的成果を見せている建築史を含む、経済

史・産業技術史等の視点を含めた考察が重要であると考えられる。『三菱鑛

業社史』には、 
 

大正 5 年日本 初の鉄筋コンクリート造り 7 階建のアパートを建て、以

後順次アパートを建設して、のちに「軍艦島」の異名を受けたが、その

遠因は納屋解体に求められる。 [1, p. 175] 

 
と記されている。間接雇用制による労資問題の解決が必要だったことは理

解できるが、炭坑労務者住宅の建設以前に企業が抱えていた問題等、幾つか

の疑問がある。建設されたのが何故その時で、何故その形になったのか。誰

が発意し、誰が決定し、実行されたのか。それらの疑問に対する答えとなる

記録は殆ど残されていない。加えて、外国人技術者の関与の可能性が、『三

菱鑛業社史』
１４
や『高島炭礦史』

１５
に記述されているが、その根拠が示され

ていない。 
長崎は西欧社会との交易拠点として、古くから出島があり、国内では も

早く海外からの技術移転が行われた。幕末から明治初期に近代産業化が炭鉱

業や造船業の分野で起こった。同時に社会問題も発生させることとなった。

長崎が背負った近代産業化の変遷と近代社会化への動きは、政治、社会、経

済、労働問題と密接に関係している。 
三菱に関する造船業の資料は、社史以外に、長崎造船所（三菱造船所）を

扱った日本近代化基礎過程の研究等が進んでいるが、炭鉱業について社史以

外は断片的な資料しか残っていない。そこで、造船業と炭鉱業を同時に俯瞰

し、黎明期三菱の企業体質や決断過程を参考とし変遷を探る。 
高島炭鉱は、歴史的、地理的に大陸と近い。しかも石炭品質は 優良ラン
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クであったことから、高島炭鉱は国内では も早い時期に産業の近代化を成

し遂げた。政治や世界情勢に影響を受けるのが、国力と直結するエネルギー

産業である。近代化過程の中で、高島炭鉱に影響を与えた人物を探る。 
炭鉱都市の端島（軍艦島）は、日本黎明期の近代産業化を立証する貴重な

場所の一つで、19 世紀後半から 20 世紀初頭の痕跡を今に留める。 
本研究では、幕末時代まで遡り、端島（軍艦島）が近代建築を有した炭鉱

都市の建設に至るまでの歴史的事象を検証し、成立と展開を明らかにする。

特に三菱端島坑の形成過程を明らかにすることが目的である。 
 

1.2 研究の方法 

地域に存在しない技術や材料が用いられる建築は、全ての資材や職人を建

設地に派遣しない限り建設は不可能である。歴史を辿ると、地域にある類似

技術や材料を再編集し、異なった様式の建築が建造されている。現存する日

本 古の木造教会大浦天主堂やグラバー住宅も、日本の伝統技術を駆使して

建設され誕生した。国内で初めて製造された煉瓦
１６
は、長崎の瓦職人が製造

していた。日本で使用されるのが初めてとなった、鉄骨トラスの構造材や鋳

鉄柱も、飽之浦溶鉄所
１７
（後に飽之浦製鉄所、さらに長崎製鉄所となった）

では、オランダから材料を運び込んで建設された。文化や文明の交流は、

様々な技術の融合と技術移転を生み出した。また、軍艦島の 30 号棟のよう

な革新的な建築が生まれる時は、一定の要件が満たされる必要がある。鉄筋

コンクリート造は、当時、国内において事例が少ないことから、海外の建築

の動きも検証した。 
期間を幕末の 1850(嘉永 3)年から大正期の 1920(大正 9)年に設定し、時系

列に整理した。分類は以下の項目とした。日本史、長崎史、グラバー、長崎

製鉄所～岩崎/三菱、日本近代建築、長崎派１８、高島炭鉱/端島、鉄筋コンク

リート構造技術、欧州、米国、万国博、世界史の項目で分析調査を行った。 
文献資料から、軍艦島の近代建築発生に関係すると考えられる内容を列記

する。技術情報の伝達経路に関しては、建築教育や学会、企業広報誌、書籍

等による公開情報からの伝達が も容易であろう。しかしながら、学術的発

表を伴わない企業内の蓄積技術において、組織内で情報が共有化されたと考

えられる。同時代や地域の技術情報、同地域に継承された技術情報は、職人

等の技術者に共有化されたと考えられる。組織的関係や地域的関係が無くと

も、個人的な繋がりのある場合は、情報伝達の可能性があると考えられる。

新技術導入の際は、その導入者や受容者の役割、影響力が大きいと考えられ

る。建築史に於いては、発注者よりも建築家や建築技術者を中心に記述され

るが、事業者や統治者、商人等、その事業の中心人物が、事業遂行の過程で

導入した事例も明治期には多く確認できる。特に、幕末から明治初期には海
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外視察に出かけ、政治、経済、文化、教育、産業、土木等基盤整備を導入し

た。したがって、変革が起こった時代の人物や組織体にも注目した。 
論文の本論は 7 章からなる。 
第 1 章では、研究の前提となる、資料の検証を行う。明治期の端島埋立て

の変遷の齟齬を指摘し、2013(平成 25)年に産業考古学会で論文を発表した。

その後新史料も発掘できたことから、加筆をした。さらに、端島坑での三菱

事業開始年の検証や、写真資料同定年も検証する。 
第 2 章では日本に於ける近代産業の勃興期を支えた長崎の蓄積を検証し、

三菱が関係する端島炭坑事業の前史として検討する。 
特に、鍋島直正

１９
、トーマス=ブレーク=グラバー（Thomas Blake 

Glover）２０
、小山秀之進

２１
、後藤象二郎

２２
が果たした役割に注目し、地域に定

着した技術や貿易、産業化等の日本近代化に於ける先進性を把握する。 
第 3 章では、三菱が深堀鍋島家から事業を引き継ぎ、端島坑の事業を開始

し納屋制度廃止に至るまでの変遷を検証する。事業を開始した年代は、第 1
章で検証した 1886(明治 19)年とする。 
この期間は、採炭技術や施設整備の移行期と考えられる。従来から採炭を

行っていた第一堅坑の操業から、第二堅坑・第三堅坑の移行準備期で埋立事

業も炭坑施設地区を中心に行われた。そのような背景の中、三菱はどのよう

に問題解決を行ったのか。経営改善や労資問題を社史や経済論文、労資関係

の研究論文から関係性を立証し、経営環境の改善や技術変遷を検証する。 
第 4 章では、納屋制度廃止以降の経営環境の改善や技術変遷を検証する。

労資関係の改善は大きな課題であり、環境整備に影響を与えるが、第二堅

坑・第三堅坑での採炭は三菱の技術によって整備されたことから、三菱独自

の技術改革を伴った段階へと入る。 
第 5 章では、1908(明治 41)年、職制機構改革に踏み切った以降の変遷を

検証する。1905(明治 38)年、端島は、納屋制度廃止以降整備した居住区を台

風によって破壊され、壊滅的な被害を受けた。その後の復旧整備や居住環境

整備は、端島から軍艦島へと移行していく一連の過程を進めていくこととな

るが、どのような課題が生まれ、改革改善を必要としたのか。また、日露戦

争後の不況による経営環境の悪化や社会情勢の変化、海底炭鉱にとっては宿

命である自然環境の猛威からの改善事業など、その要因や変遷を検証する。 
第 6 章では、端島の近代建築誕生と密接な関係にある、三菱へのコンク

リート技術の伝達導入経路を検証する。また、三菱の建築技師達がどのよう

に西洋近代建築情報を取得していたか、その検証を行う。 
第 7 章では研究全体を通しての総括を行う。7.1 では、高層高密化がもた

らした産業都市の変容を検証する。7.2 では、三菱の経営に注目し、生産性

向上と労資関係のバランスがどのように図られたかを検証する。7.3 では、
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建造物に導入された技術と計画を検証する。また、端島 30 号棟建設課題に

ついての検証を行う。7.4 では、端島から軍艦島への形の変化、経済的優位

性の判断をどのような過程で行ったか。都市化への目標設定が重要な課題と

なるので、設定課題を検証する。7.5 では、研究の結論を述べる。 
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1.3 先行研究 

1）埋立変遷と三菱着工期に関する研究 

端島は明治初期から護岸を築造し、採炭可能な環境を築造してきた。しか

しながら、これまで通説とされる端島埋立ての変遷には齟齬があった。 
世界遺産登録の推薦書に添付された埋立変遷の添付図にも誤記が見られ

る。埋立は端島の も重要な基盤整備の一つであると考えられるが、埋立変

遷資料は遺産価値に影響を与える。 
これまでにも、埋立て変遷に関する資料は、長崎歴史文化博物館蔵の事務

簿２３や三菱史料館での存在が確認されていたが、未整理の状態であった。確

認資料は、断片的で不整合なため、検証を行う必要があった。 
埋立変遷史は、1974(昭和 49)年に、日本建築学会九州支部研究報告会で片

寄俊秀が、研究「軍艦島の生活環境（その 1）生活環境形成史」 [4]を発表
２４

し、その後、雑誌『住宅』 [5]1974 年 5 月号において、端島における生活環

境史を追記。その時に、埋立拡張図を掲載したのが 初である。 
埋立拡張図は埋立は昭和期まで含め４回の拡張があったと記述されてい

た。図 1 に示すが、埋立時期及び階数の修正を行う必要がある。 

 
続いて、阿久井喜孝、滋賀秀實等が、雑誌『都市住宅』の特集「実測・軍

艦島（序）高密度居住空間の構成」 [6]に掲載した島の拡張変化図（図 2）
は、三菱端島砿業所資料からの引用

２５
であり、阿久井等の『軍艦島実測調査

資料集』 [7, p. 569]にも類似の図が掲載されている。埋立期間は拡張期の回数

が細かく表示されているが、埋立変遷図に大きな違いは見られない。 

図 2 島の拡張変化図。出典：東京電機大学阿久井研究室編「実測・軍艦島（序）高密

度居住空間の構成」 [6, p. 35]。 

図 1 埋立拡張図。出典：片寄俊秀「軍艦島の生活環境（その 1）」 [5, p. 68]。 
資料は片寄が三菱端島鈎砿鉱業から入手。 
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2009(平成 21)年に池上重康等が発表した「大正・昭和初期の高島炭坑端島

坑社宅街の変遷」 [8]の埋立変遷図
２６
（図 3）は、資料出典が東京大学となっ

ており、資料年代は 1940(昭和 15)年に遡る。埋立変遷の年代は阿久井の資

料と同じだが、1907(明治 40)年の拡張地形状に若干の違い（円中部：拡張明

治 40 年度部）が確認できる。 
図 3 端島埋立変遷図。出典：

池上重康等「大正・昭和初期の

高島炭坑端島坑社宅街の変遷」 

[8, p. 159] 。「[東大 1940]添付

図を調整」とある。 
 

 
 
 

「明治期の高島炭鉱端島坑の社宅街」 [9]と共に、埋立てや住宅建設に関す

る変遷を池上等はまとめている。これらは、実習報文
２７
や、三菱史料館所蔵

の資料等を基礎として、変遷を辿っている。しかし、この埋立変遷の資料

は、明治期の埋立変遷において、長崎地方法務局所蔵の字図や長崎歴史博物

館所蔵の海面埋立願添付図等との食違いが確認できる。護岸は明治日本の産

業革命遺産の遺構として評価されているが、埋立変遷を明らかにする検証は

重要であると考えられる。 
また、『高島炭礦史』には「1890(明治 23)年 8.11 端島炭坑譲受締結」。『三

菱鑛業社史』には、「1890(明治 23)年 8 端島炭坑を買収」と記載されてい

る。しかし、端島坑の三菱（三菱社）による事業は、譲渡された 1890(明治

23)年 8 月以前から進められていたと考えられる。 
明治日本の産業革命遺産、推薦書の端島坑には、出炭開始年 1891(明治

24)年と記載があるが、それ以前のことにふれられていない。高島炭鉱は近

代化された炭鉱の日本発祥の地であり、1881(明治 14)年に岩崎彌太郎が取得

した。その後、三菱社は端島を取得したが、出炭準備を含めた実質的な事業

開始は、検証される必要がある。本研究において、三菱社が端島に関与し始

めた年代を検証し、明治時代における端島の埋立変遷を明らかにした。 
 

2）端島の生活環境に関する研究 

1952(昭和 27)年 10 月 27 日、西山夘三
２８
等が、調査のため端島（軍艦島）

に上陸した。翌年、「軍艦島の生活」 [10]と題した報告が日本住宅協会の機関

誌『住宅』に掲載された。この報告以前には、端島の生活環境に関する資料

が乏しく、1908(明治 41)年発行の『日本炭礦誌』
２９

 [11]まで遡る。 
「西山、扇田が長崎港外、三菱端島炭礦の見学記」というサブタイトルで

まとめられている。西山等上陸調査は、研究というよりも現地報告である。 
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1974(昭和 49)年 2 月、片寄俊秀が端島（軍艦島）の生活環境を調査し、

「軍艦島の生活環境（その 1）生活環境形成史」 [4]を日本建築学会九州支

部研究報告会で発表した。これは、端島（軍艦島）が特殊な環境でありなが

ら、生活環境等の記録が整理されておらず、後世に活かされないことを片寄

が懸念して行った研究である。資料収集と同時に、生活管理体系の構造や住

宅階層の構成、住宅の分類別構成など閉山前の終結期調査に基づき、まとめ

た貴重な資料が含まれている。同年 10 月、片寄は北陸で開催された日本建

築学会にて研究成果「軍艦島の生活環境（その 2）島内生活管理の構造」 

[12]を発表した。片寄は、「生活環境を主題とする研究であることから、労働

環境問題にもふれようとしたが、課題が大きすぎ不十分であった」と、後に

筆者のヒアリングで述べている。 
片寄は、その後の、軍艦島研究の先駆者である。前述のとおり片寄が雑誌

『住宅』に寄稿した「軍艦島の生活環境（その 1）」 [5, p. 68]に掲載した埋立

拡張図は三菱端島砿業所からの入手であるが、本研究にて修正する。また、

同誌の「軍艦島の生活環境（その 2）」 [13]では、30 号棟の設計者につい

て、グラバーの可能性をあげているが、グラバーは 1911(明治 44)年に亡く

なっていることから、その可能性は極めて低いと考えられる。また、納屋制

度廃止時期について高島と端島に時間的なずれ３０があったと記述している

が、『三菱鑛業社史』や『高島炭礦史』記載と異なるので、検証する必要が

ある。本研究では、納屋制度廃止以降における労使間の改革後の推移や居住

施設整備を明らかにし、制度廃止から近代建築住居施設整備までの間の変遷

過程を明らかにした。 
 

3）現地実測調査を伴う近代建築に関する研究 

片寄研究に続き、阿久井喜孝、滋賀秀實等による現地実測調査が 1974
（昭和 49)年の閉山後から開始され、膨大な実測図面が作成された。建築家

としての実践経験を持つ阿久井は、ディテールまで細かく図面化した『軍艦

島実測調査資料集』をまとめた。これは、片寄研究で収集した図面や写真資

料に一層の厚みを増し、以降の軍艦島研究のバイブルとなった。1910 年代

に建築した 30 号棟と日給社宅（16-18 号棟）は、当時の技術水準を立証す

るのに充分な資料として集約されている。この実測資料は貴重なアーカイブ

スといえる。また、阿久井等による 1985(昭和 60)年度科学研究費補助金研

究「軍艦島の近代建築群に関する実証的研究」報告書 [14]では、近代建築群

の構造技術や計画手法の発展過程が報告されている。 
その後、阿久井は同研究報告を英文に翻訳しているが、世界遺産登録関連

の資料が作成されるまでは、英文研究報告としては貴重な資料であった。し

かし、阿久井は近代建築としての要素を全て有していると指摘しながら、30
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号棟建設に至る変遷や設計者に関して明らかにしていない。30 号棟と日給

社宅（16-18 号棟）は連続的に整備され、高密な近代建築を有する炭鉱都市

が誕生しているが、都市化への経緯や背景については確認することができな

い。本研究では、その建設に至る経営的基盤や社会的背景、技術導入過程を

検証した。 
 

4）社史編纂と経済・経営に関する研究 

1973(昭和 48)年、『三菱鑛業社史』の編纂が開始された。法政大学の森川

英正や関東学院大学の小林正彬等、三菱外部の執筆者によって 1976(昭和

51)年に発刊された。同書に続き、小林正彬は『高島炭礦史』の編纂も手掛

け、高島炭鉱端島坑取得の経緯や三菱内部の経営、組織的変遷などを明らか

にした。 
特に、埋立ての諸届けに関する資料や坑内の技術、機械化や電化、製塩に

関することが坑内図や施設一覧等で示されている。『高島炭礦史』には、30
号棟について、「鉄筋コンクリート造り 4 階建（のち 7 階まで増築、設計は

ドイツ人の手によるものとの言い伝えがある」 [2, pp. 172-173]との記載もある

が、根拠はないと考えられる。 
特に、同書では労働環境改善の内容を詳細に確認できる。高層の近代建築

を有した端島（軍艦島）の炭鉱都市づくりは｢その遠因は納屋解体に求めら

れる｣ [2, p. 173]を理解するのに有効である。しかしながら、それに伴う環境改

善や施設整備等がどのように関連したかという内容は、小林の研究からは確

認できない。本研究では変革期を探し、節目の環境改善や施設整備との関連

を明らかにし、変革内容や変革期の設定目標を検証した。 
 

5）高島・端島の三菱譲渡に関する研究 

『三菱鑛業社史』では、高島が三菱（岩崎彌太郎）へ譲渡される以前の蓬

莱社、すなわち後藤象二郎が携わった 1874(明治 7)年頃からの資料が詳細に

報告されている。高島炭鉱端島坑取得の経緯や三菱内部の経営、組織的変遷

などを明らかにした。小林正彬は他に、2003(平成 15)年の「後藤象二郎よ

り買収以後の三菱高島炭鉱」 [15]と 2005(平成 17)年の「政商より財閥へ」 

[16]の 2 つの論文を発表し、さらに経緯を明らかにした。これらは、三菱周

辺で起こった出来事や、三菱が企業として高島炭鉱開発で目指していたこと

が示されている。小林は、三菱の政治的背景や社会情勢の変化に対する姿勢

等をまとめ、三菱が高島炭鉱と造船所を軸にしながら多角経営を目指した

「財閥でなく大企業だった」と指摘している３１。これらは、高島炭鉱が近代

産業化へ向かう道筋において、世界的な視野で近代経営を進めようとしてい

たことを理解できる貴重な資料である。しかし、譲渡に関する契約年や経緯
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にふれてはいるものの、実質的な三菱事業介入の時期や事業内容にはふれて

いない。本研究では、端島の仮坑区権取得以降の災害史料を、『官報』及び

『日本炭礦誌』で確認し検証した。 
 

6）日本近代化の基礎過程に関する研究 

納屋制度廃止からの環境改善と炭鉱都市の発生は深く関係している。管見

するところ端島の労資に関する研究論文は確認できないが、三菱を労資環境

から研究する中西洋の『日本近代化の基礎過程(上・中・下) 長崎造船所とそ

の労資関係』 [17] [18] [19]がある。幕末期 1855(安政 2)年の幕府下で開設され

た飽之浦溶鉄所から、官営時代長崎造船所、三菱に払下げ後 1903(明治 36)
年までの三菱（長崎）造船所の変遷がまとめられている。 
飽之浦溶鉄所時代から長崎製鉄所時代の史料には、オランダを通じた技術

移転を確認できる資料も引用されている。高島炭鉱事業は、三菱造船所等を

財政的に支え、三菱の多角化経営の基盤を築いた事業であり、造船所では炭

鉱事業の採炭機械や蒸気機関を製造している。1907(明治 40)年造船部が設置

される頃までは、組織的に一体であり、それぞれの事業が相互に深く関係し

ていた。端島の労資問題についても経緯が綴られているが、中西の資料は小

林研究と同様に施設整備にはほとんどふれられていない。 
しかしながら、小林正彬と中西洋が研究対象とした経営、労資と関連する

内容は、すでに『三菱鑛業社史』、『高島炭礦史』、『創業百年の長崎造

船所』 [20]の社史年表に記載されている。これらを環境施設整備に関する内

容と照合することにより、本研究では端島が近代建築を有する炭鉱都市へ建

造していく背景を経営、労資、技術の側面から検証を行った。 
 

7）生産技術史に関する研究 

村松貞次郎は『日本建築近代化過程の技術史的研究』 [21]において、工場

建築と近代建築におけるデザイン根本理念の関連を重視した
３２
。 

長崎においては、1857(安政 4)年、オランダの技術が流入し、ここで鉄の

鋳造や旋盤などの技術を習得し、製造するための広い空間建造技術が必要と

なった。飽之浦溶鉄所の建設によって、煉瓦製造が始まり、鉄骨トラス構造

等近代技術による建築物が完成した。 
造船業に関連する土木、港湾でも同様に、西洋近代技術が導入された。蒸

気機関を利用した炭鉱技術も高島炭鉱から始まり、造船所関連技術と並行し

て近代技術を獲得していった。土木、港湾、造船、建築、機械の技術を改良

しながら端島へと繋がる過程を一体で考察すると、端島（軍艦島）の近代建

築群の発生や変遷は、まさに村松の指摘する通りであったと考えられる。 
さらに、その過程の多くに長崎製鉄所や三菱の中に確認されるにも関わら
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ず、今まで一体的に研究されたものはない。日本、特に長崎や横浜では西洋

の近代技術の習得と実践が極めて短期間で達成された。 
端島（軍艦島）では、欧米と殆ど同時期に近代建築が発生したが、その評

価は 1976(昭和 51)年、「実測・軍艦島（序）高密度居住空間の構成」３３で発

表された阿久井研究まで見過ごされてきた。本研究では三菱技師として欧米

の建築技術や建築様式を導入した土木技師や建築家に注目し、欧米との関係

の検証を試みた。 
鉄、ガラス、セメントの技術革新によってもたらされた近代建築に関連し

た材料使用は、長崎、横須賀などで先行して導入が始まった。幕末から明治

初期にかけての石灰利用やセメント技術に関しては、宮谷慶一の論文「横須

賀製鉄所建設に使用された結合材および混和材についての研究」 [22]があ

る。これには、1865(慶応元)年起工の第一船渠で使用したベトン３４が報告さ

れ、1871(明治 4)年起工の第二船渠では輸入セメントへの技術推移が示され

ている。 
1600 年代、すでに、平戸や長崎では護岸や石橋が天川（天川漆喰）工法

で築造され、明治日本の産業革命遺産に登録されている小菅修繕場３５の護岸

にもその技術が利用された。幕末期の長崎において、セメントは飽之浦溶鉄

所の建造資材と共にオランダから運ばれ、1857(安政 4)年長崎に到着してい

る。1864(元治元)年には長崎製鉄所にもセメント発注３６の記載がある。 
宮谷の研究は、明治期以降のベトンやセメント等の技術推移を明らかにし

たが、横須賀製鉄所建設以前の飽之浦溶鉄所との相互関係についてはふれら

れていない。セメントやコンクリート技術の発達と利用技術は、近代建築出

現の重要な要素であることから、本研究では、長崎周辺で伝承された天川等

の類似技術を調査した。端島埋築におけるセメント使用の経緯に関して探っ

ていく必要がある。 
村松貞次郎は『日本建築近代化過程の技術史的研究』で、engineer-

architect の重要性を指摘しながら、白石直治
３７
が設計した鉄筋コンクリート

造建築の出現について、次のように記している。「かなり高度な技術のもの

がこつ然と出現した感じがするが」 [21, p. 62]
３８
。しかし、決して「こつ然」

ではなかった。1906(明治 39)年白石が発表した米国土木学会の論文集３９ に
は、パナマ運河の論文や鉄筋コンクリート造の綿花倉庫の経済優位性につい

ての論文４０が報告されている。したがって、白石は東京倉庫の建設時に先端

事例の技術情報を欧米から直接得ていたと考えられる。 
嶋田勝次は 1962(昭和 37)年「神戸和田岬における鉄筋コンクリート造

（旧東京倉庫）について」 [23]を発表している。嶋田は、白石が和田岬に設

計した東京倉庫を紹介しているが、『工學博士白石直治傳』 [24]に示される

内容以外の知見は特にない。 
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白石は、英国工師会で、和田岬東京倉庫に関する論文４１を発表する他、世

界で通用する技術水準に達した engineer-architect であった。三菱内での功

績と近代建築を有した炭鉱都市軍艦島との関連を検証する必要がある。 
1982(昭和 57)年発表の堀勇良の論文「日本におけるコンクリート建築成立

過程の構造技術史的研究」 [25]は、日本での鉄筋コンクリートの伝達経緯を

明らかにしたものであったが、欧米からの技術情報の伝達経路に関してはふ

れられていない。 
そのため、本研究では、日本 初期の鉄筋コンクリート建築物である真島

健三郎４２が設計した佐世保海軍構内の 2 棟の建築と、白石が設計した東京倉

庫等一連の建築がその後の鉄筋コンクリート造建築の出現に影響を与えたか

を含め再評価を試みた。 
 

8）端島住民視点に関する研究 

丸山久志４３は、明治から 3 世代にわたる端島島民であった。西山夘三の

『住み方の記』 [26]に影響を受け、「私の住み方の記 軍艦島生活談」 [27]

を造船大学（現長崎総合科学大学）卒業研究のテーマとし、片寄の指導で卒

業論文を書いた。軍艦島での人間と空間の関わりや、先駆的な役割を果たし

た住み方がみられたと丸山は考えた。エネルギー源が石油へと転換される中

での炭坑内爆発は島内の衰退を加速した。相互扶助やコミュニティのある生

活は暮らしやすかったとする報告は、外部の研究者にとって興味深い内容で

あった。 
1994(平成 6)年 2 月、雑誌『よむ』 [28]の特集には、元端島労働組合長千

住繁や小宮實らの取材を通じて、「島は輝いていた」というタイトルが付け

られた。多数の島民の取材を通し、戦後復興期で豊かになった時期に焦点を

あて記事にした。 
2005(平成 17)年には、後藤惠之輔と坂本道徳が、『軍艦島の遺産 風化する

近代日本の象徴』 [29]を共著し出版した。坂本は「生活者の視点から」、後藤

は土木工学の専門家として「軍艦島学」と題し、人工島へ成長した様々な要

因を語った。2006(平成 18)年には、九州大学の森由起子が島民にヒアリング

を行い、「端島高層アパートメントにおける住みこなしに関する研究（1・
2）元商店併用住宅居住者のリビングヒストリー分析」 [30] [31]を発表した。 

住民視点での研究は、多くが戦後生まれの者によるが、炭鉱生活が改善さ

れ豊かになった時代を捉えたものが多い。本研究では厳しい労働環境が、ど

のような過程を経て改善されていったか、明治期大正初期の変遷過程を検証

し、住民に住みやすいと言わせるような生活環境が、どのように目標設定さ

れたかの推測を試みる。 
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第 1 章 埋立の変遷 
 

1.1 端島変遷図の資料 
1.2 端島埋立変遷の検証 

1）長崎地方法務局及び三菱財務資料の埋立変遷 
2）字図誤記の可能性 
3）明治初期における端島坑 
4）端島石炭坑出願坑区実測図の測量年 
5）端島坑譲渡と三菱の台頭期 
6）明治中期における端島坑の展開に関する仮説と検証 
7）埋立期の再検討 
8）埋立期の検証 

1.3 三菱端島坑の事業開始年 
1.4 写真撮影年 
1.5 章 結 
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1.1 端島変遷図の資料 

 第 1 章では、本研究の基礎資料となる端島埋立変遷の検証を行う。 
端島坑は海底に石炭資源が埋蔵された炭鉱であるが、島の埋立事業は炭坑施

設区や居住区の施設配置に大きく影響する。 
長崎は台風が多発する地域であるが、特に埋立の沿岸部は被害が多発す

る。同じ海域であっても外洋の面した部分と内海側では被害の規模が異な

る。小島では波止場や集落はより安全な内海側に配置されるが、端島ではよ

り安全な東側（内海側）に炭坑施設区が配置されていた。 
もっとも、東側に露出した石炭層があったことが炭坑施設区を東側に配置

した第一の理由だったと考えられる。炭鉱事業の推進と安全な環境の整備に

影響を受ける埋立事業の変遷は、端島の形成過程に大きな影響が生じる。端

島に於いて殆どの埋立事業は明治期で完成するが、明治期端島研究の基礎資

料となることから、冒頭に埋立変遷の章を設けた。 
先行研究で述べたように、図 1、図 2、図 3 の埋立変遷図の齟齬を指摘し

産業考古学会で論文を発表した。1897（明治 30）年拡張地と記載されてい

た部分は、三菱が長崎県に届けを提出した、増区に係わる鉱区訂正や、埋立

地所認定願い、その他埋立申請をした史料等から、段階的な埋立工事が行わ

れていたことが明らかであった。 
管見したところ、埋立変遷図の中で も古い資料は、三菱史料館所蔵の

端島変遷図（図 4）で、1927(昭和 2)年 6 月の日付が記載された史料であっ

た。これら、図 1、図 2、図 3、図 4 の史料を長崎地方法務局の字図や謄

本史料を比較検証すると、史料間に差異が検証できた。 
筆者が 2013 年に産業考古学会で論文を発表した以降、新史料を発掘でき

た内容を加味し改訂端島変遷図 2016 を作成する。作成した埋立変遷を元

に、第 2 章以降の端島坑の形成過程を検証する。 
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図 4 端島変遷図。出典：

三菱史料館蔵。1927(昭和

2)年 6 月、縮尺 1/1,200。 
右下、同図の赤色部凡例拡

大。凡例内の青色部は明治

30 年埋立部を示す。 

 

1.2 端島埋立変遷の検証 

1）長崎地方法務局及び三菱財務資料の埋立変遷 

長崎地方法務局に、明治期端島の長崎税務管理局土地台帳（図 5）が

保管されている。1894(明治 27)年には合併
４４
されて、西彼杵郡高濱村字端島

（あざはしま）となっていた。土地台帳から、所有権の移転は東側海岸

部、端島字二番（1409）が 1890(明治 23)年 9 月 2 日、端島字三番

（1410）四番（1411）が 9 月 11 日深堀村鍋島孫太郎から岩崎彌之助へ所

有移転が記載されている。また、土地台帳から埋立て履歴を確認できる。

1890(明治 23)年時に端島字には一番（1407）、二番（1409）、三番

（1410）、四番（1411）の 4 筆があり、東側海岸部にある宅地 1409 が 3.5
反と 1411 が 1.7 反、雑種地 1410 の 1.6 反の計 6.8 反（0.68ha）が造成

と埋立て部と考えられる。1409 宅地 1410 雑種地、1411 宅地は 1875(明治

8)年頃の護岸整備と考えられる。 
1896(明治 29)年 6 月に、埋立地 1414 として 12 町 8 反 14 歩（約 1.2ha）

が三菱合資会社に所有認定された。 
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字図、および謄本に記載され

た埋立地認定年を元に字図の変

遷を（図 6）に示す。土地台帳と

三菱史料館蔵の各炭坑決算勘定

書
４５(表 1 参照)から数値を抜粋し

た地所の変遷を表 1、表 2 に示

す。1901(明治 34)年までは、島

の合計面積が一緒であるが、以

降は食違いがある。土地台帳の

埋立地認定と各炭坑決算勘定書

とでは記載年度が食違っている

が、土地台帳の方が早い時期を

示している。埋立て年を確認す

る資料として、1899(明治 32)年
以降は、事務簿埋立願（長崎歴

史文化博物館蔵）がある。許可

から完成までに長期間を要する

が、提出時の記載年の土地現況

資料の図は、すでに完成した内

容を示していると考えて良い。 
 

 
図 5 長崎税務管理局土地台帳。出典：長崎地方法務局蔵。 

 

 
 

図 6 字図による埋築の変遷推定、筆者作成。 
※数字は土地台帳の旧地番である。 
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表 1 土地台帳と各炭坑決算勘定書の比較。出典：長崎税務管理局字図、長崎地方法務

局蔵。三菱史料館蔵、および長崎地方法務局蔵旧土地台帳資料より筆者作成。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
2）字図誤記の可能性 

1905(明治 38)年の字図（図

6）の形状は、同年の端島の形

状（図 21 参照）と異なる。 
古い時代の字図は正確な縮尺

で作成されていない。しか

し、大まかな形状は合致して

いる。筆者が考える字図の形

状を図 7 に示す。 
 
 
 
 

  

図 7 1905(明治 38)年に登記位置を

a→b へ変更したケース。字図を修正

し埋築の変遷推定、筆者作成。出典

参考：長崎税務管理局字図、長崎地

方法務局蔵。 

表 2 各炭坑決算勘定書より端島炭坑を抜粋した地所資料。出典：三菱史料館蔵資

料より筆者作成。 

各炭坑決算勘定書

中の各炭坑名は 
高島炭坑 
端島炭坑 
鯰田炭坑 
臼井炭坑 
新入炭坑 
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3）明治初期における端島坑 

 

 

 

 

 

 

 
 

端島は 1862(文久 2)年には、岩礁と南北に細長い小山しかない状態であっ

た。三菱が関係する以前の資料については、1862(文久 2)年の彼杵郡高島図
４６
（図 8）において、埋立て前の姿が確認できる。高島、中ノ島、端島が描

かれているが、資料サイズは横幅 248cm あり、詳細
４７
に描かれていることか

ら、端島の当時の形を推測できる。 
1868(明治元)年まで、深堀鍋島家４８は高島の炭鉱事業により藩運営の大き

な財源を得たが、同年 6 月鍋島本藩直営により高島炭鉱経営が始まり、深堀

鍋島家は採炭事業を接収された
４９
。深堀の士族たちは周辺の香焼、伊王島、

中ノ島、端島等周辺で炭鉱を開発し経営した。経営にあたったのは、旧領

主、鍋島孫六郎はじめ渡辺聞櫓、峰如松、深堀楳伍等であった。端島の炭鉱

開発もすぐに準備された
５０
。1870(明治 3)年 3 月請負稼奉願

５１
を出していた

ことが、日本坑法布告時に渡辺聞櫓、深堀楳伍の名前で提出された借区開坑

願（図 10,図 11）に記されている。 
  

図 9 彼杵郡高島図(部分拡大) 
左上、高島と二子島。中央

右、中ノ島。出典：長崎歴史

文化博物館蔵、1862（文久 2)
年。 

図 8 彼杵郡高島図(部分拡大) 
上図は端島。下図の□ 内拡

大。出典：長崎歴史文化博物

館蔵、1862（文久 2)年。 
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天草の小山秀（小山秀之進から改称）５２が、端島の採炭事業について技術

的な援助を行っていた。片山逸太
５３
は坑内排水について小山を援助したこと

があるが、浅井淳『日本石炭讀本』 [32]では、小山を「所有者」
５４
と記して

いる。片山が長崎製鉄所を退社し、筑豊に戻る 1871(明治 4)年から 1876(明
治 9)年の間であるが、正確な年代は他資料からも推察できなかった。 
小山は、高島炭鉱において経理担当支配人兼鉱区請負人として労務対策な

ど行っていた。1870(明治 3)年からの「高島石炭坑記」諸向払方仕分書５５

に、ガラブル（グラバー）、ボードイン、アレフル等と並び、小山が出資者

として記録されている他、機械設備や建造物の支払いなどに頻繁に名前が記

されている。 
小山秀之進は天草出身の棟梁で、大浦天主堂やグラバー住宅等、長崎外国

人居留地内の洋風建築や、大浦海岸の埋立て等を請負った。長崎の大浦海岸

では、天草の石材や石工が投入された５６ことから、明治初期の端島の護岸

も、小山等の天草石工技術によって整備されたと考えられる。1873(明治 6)
年 1 月から 6 月までの端島炭坑出炭高は、163 万 8,124 斤。7 月から 12 月

の出炭高は、361 万 3,552 斤
５７
であると、記録５８があることから、1873(明

図 10 借区開坑願。出典：長崎歴史

文化博物館蔵、1874(明治 7)年。 
私共儀明治三年午三月長崎縣管下肥前

国彼杵郡高濱村端島ニ於テ石炭発見致

シ候二付請負稼奉願候・・・・ 明治

七年五月十日 渡邊聞櫓 深堀楳伍 
 

図 11 借区開坑願。出典：長崎歴史文

化博物館蔵、1874(明治 7)年。 
肥前国彼杵郡高濱村字端島借区図 端島

官有地 借区域 南北百五十間 東西六

十間 九千坪 
肥前国彼杵郡深堀村士族 借区人渡邊聞

櫓同深堀楳伍 
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治 6)年にはすでに護岸整備が整っていたと考えられる。 
1874(明治 7)年に深堀鍋島家の重臣たちも明治政府に反乱を起こし、佐賀

の役５９へ参加したため、深堀鍋島家に謹慎や処分が出て、峰真興が炭鉱事業

を代表６０することとなった。1875(明治 8)年に渡辺聞櫓は小山秀と端島炭坑

開発契約「端島坑業出炭請負条約」
６１
を結んで採炭事業を行った。しかしな

がら、その翌年の 1876(明治 9)年、小山は端島坑内への海水浸入と、台風に

よる被害で廃業に追い込まれた。 
長谷川芳之助

６２
が測量した端島石炭坑出願坑区実測図（図 12,図 13）６３

と

彼杵郡高島図（図 8）には、海岸線の埋め立て（A1,A2）の違いが確認でき

る。東海岸部の海域と接する部分（A2）は、横坑からの廃土や山側斜面を

切土して埋立に利用されたと考えられる。護岸は全長で 200m ほどの長さ

がある。桟橋（C）もあり、帆船など比較的大きな船の寄り付きに優位な海

岸部で、石炭を貯留するのに有効な場所を埋立てたと考えられる。 

 
  

B 

A2 

A1 

C 桟橋

いさ桟

堅坑 

横坑 

図 12 端島石炭坑出願坑区実測図。出典：三菱史料館蔵。1881(明治 14)年

頃、長谷川芳之助測量。 
A,B,C は筆者が追記。B 部は山が削られる前の状態。 
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図 13 端島石炭坑出願坑区実測図。出典：三菱史料館

蔵。図 12 と図 13 は同一資料の端島石炭坑出願坑区実

測図であるが、新旧の借区面積記載部と測量者記載部

を部分拡大して示す。 
 

『明治前期肥前石炭礦業史料集』 [33]には

1870（明治 3)）年頃の記録がある。諸向払方

仕分書には、赤瓦
６４
（煉瓦）や石灰など、仕払

品が細かく記載されている。赤瓦は風トリ築立

と表記もあるので、煙突又は排気風洞に使用さ

れていたのではないかと考えられる。 
セメントの記載がないことから、セメント技

術はまだ使用されていないようである。

1877(明治 10)年には高島の隣の伊王島で、セメ

ントを利用した日本初の無筋コンクリート造の

灯台吏員所
６５
が建設され、セメント技術との併

用が始まるが、端島の護岸整備はそれ以前の時

期であり、伝統的な天川
６６
の技術を使用し、築

造されたと考えられる。 
 

 

 

4）端島石炭坑出願坑区実測図の測量年 

管見するところ、実測寸法が記入された資料としては、端島石炭坑出願坑

区実測図（図 12,図 13）が も古い。測量図は美濃紙に着色し清書されてい

るが、10 枚（縦 2 段横 5 列）を繋ぎ合わせてある。坑区出願には、端島を

包括するように 150 間（273m）、49 間（89m）の表記がある。原資料を保

管する三菱史料館の出版年月日記述形欄には「明治 24 年 1 月 16 日」と記

録されている。資料の裏に書かれた日付により記載されたと考えられるが、

1891(明治 24)年 1 月 16 日付けで提出された鉱区増借区願の時に美濃紙を継

ぎ足して出願された可能性が大きいと考えられる。その根拠は、1891(明治

24)年には北側部の埋立て東側の護岸整備がすでに行われていることである
６７
。また、長谷川芳之助は 1880(明治 13)年に郵便汽船三菱会社に入社

し、1881(明治 14)年高島炭鉱坑内検査役兼機械師助役６８として高島に勤務

していた。1883(明治 16)年には岡山県で銅を産出していた吉岡鉱山の鉱山長

として移動していた。したがって、実測図（図 12,図 13）の測量者が長谷川

であることから、高島炭鉱在任中明治 14 年から明治 16 年頃の測量図であ

ると考えられる。 
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図 14 高島炭坑明治 15 年 2 月 15 日改正組織図。出典：『高島炭鉱史』 [2, p. 53] 
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5）端島坑譲渡と三菱の台頭期 

『三菱鑛業社史』では、端島坑が 1883(明治 16)年、峰眞興から鍋島孫太

郎へ譲渡された段階で事実上三菱による鉱区の肩代わりが決定していたこと

が記されている。登記上は、1890(明治 23)年 8 月に特約書が締結され、鍋

島孫太郎から岩崎彌之助に譲渡された。三菱史料館所蔵の「端島石炭坑採掘

特許願」（図 15）では 1892(明治 25)年、岩崎彌之助に譲渡後間もなくの海

岸線が確認できるが、長谷川芳之助の測量と東北部の海岸線形状がすでに

違っている。「長崎県肥前国西彼杵郡高浜村字端島炭坑譲渡譲受約定書
６９
」に

添付の「建物売渡證」には、構造・規模・間取りが添付されているが、「端

島石炭坑採掘特許願」（図 15）とほぼ一致する。これにより、1890(明治 23)
年当時の端島の様子を知ることができる。しかし、それらの建築物は三菱

社が関与する以前か以降かは不明である。 
図 15 の A 部分の埋立ては建築物建設と関連して行われたと考えられるこ

とから、その頃から三菱社が関与して護岸が建設された可能性が考えられ

る。1892(明治 25)年まで埋立てによる護岸整備は、堅坑坑口がある東北部は

炭坑施設区として、南西部は居住区として利用されたようである。南部には

石垣のような築造物があるようにも伺える。西斜面を登り、宅地化された区

域も確認できる。 

 
 

  

竪

坑 

図 15 端島石炭坑採掘特許願。出典：三菱史料館蔵、1892(明治 25)年 8 月。右側は B 部拡大。 
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隣接する中ノ島は、1884(明治 17)年郵便汽船三菱会社に払下げられて以

降７０、三菱の坑山師、南部球吾７１により採炭されていたが、類似した土地利

用がなされていた。1890(明治 23)年岩崎彌之助に引渡された炭鉱関連建築の

全てが木造であったが、建築においても中ノ島と同様の建築が計画されてい

た。（写真 1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
図 16 端島炭坑増区に係わる鉱区訂正。出典：長崎歴史文化博物館蔵、1897(明治 30)
年。 

左上 □ 内：中ノ島、右下 □ 内：端島 (図 18 に拡大図を示す)。 

 
図 16 に端島と中ノ島の位置関係を示す。山側斜面を利用した居住区の配

置共通性が見られる。 
  

写真 1 端島から中ノ

島を望む、明治初期

頃。出典：長崎歴史文

化博物館蔵。上：遠

景、下：同写真の□部

拡大。拡大写真では屋

根に瓦漆喰が施されて

いるのがわかる。 
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副坑長松林公二郎は 1891(明治 24)年 3 月に敷地拡張の計画を立て、海面

埋立ての申請を長崎県知事に願い出ている
７２
。石垣の全長は 500m にもおよ

ぶ大事業で、地堀丁堀、石垣 築造、溝渠築造、埋立てについて記されてい

る。1894(明治 27)年の端島炭坑鉱区訂正願届（図 17）では東部海岸部の埋

立てが進んでいたことが確認できる。同資料に〇部で示す東側中央部の埋立

ては完了していないことを確認できる。“1897(明治 30)年埋立”とされてい

る片寄や阿久井や池上等が引用している資料、及び三菱史料館蔵の資料（図

1～図 4）よりも早い時期から段階的に埋立てが進んでいたことが明らかで

ある。 

 
 

 

 

図 18 端島炭坑増区に係わる鉱区訂正。出典：長崎歴史文化博物館蔵、

1897(明治 30)年。 
 

1897(明治 30)年の端島炭坑増区に係わる鉱区訂正（図 18）では、東部海岸

部の埋立てがすでに完了し、南部一期の工事が新たに完了していたと考えら

W-3 

図 17 端島炭坑鉱区訂正願届。出典：長崎歴史文化博物館蔵、1894(明治 27)
年。 
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れる。図 18 の〇部に示す西部の海岸線は、長谷川が 1881(明治 14)年頃測量

した端島石炭坑出願坑区実測図（図 12）の海岸線と比較すると、中央部の

断崖上の入江部（W-3 部）を除き、西側の海岸線に変化が見られないことか

ら、西部の埋立事業については 1897(明治 30)年以前は未着工であった。 
 

6）明治中期における端島坑の展開に関する仮説と検証 

これまで、端島の埋立変遷は端島変遷図（図 4）や、それ以降の三菱鉱

業所資料を引用していたが、修正が必要な箇所があることから、新たに作図

した。確認には、測量精度の高い端島坑外図と端島石炭坑出願坑区実測図

（図 12）を重ねた資料を作成した（図 19）。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 19 端島坑外図 出典：山田義勇「高島炭坑端島支坑報告書」 [34]に埋立変遷を筆

者が加筆。 
※実線は山田義勇「高島炭坑端島支坑報告書」に添付された、地形図の護岸外郭線を示

し、破線は長谷川の測量図以降の端島の護岸外郭線を示す。 
 
長崎歴史文化博物館蔵の 1899(明治 32)年、自 1 月至 2 月、第二課事務

簿、海面埋立之部には、長崎県へ提出された埋立地所有認定願に添付された

「埋立地所有認定願添付実測図」（図 20）がある。認定を受けた公有水面埋

立願の区域の中で、埋土が遅れる箇所があり、護岸整備が行われた後も〇部

（図 19 左下）の埋立てが完了するのは、大正期以降となる。埋立地所有認

定願が提出された時期は北部の海岸線も西側の海岸線も 1897(明治 30)年端

島炭坑増区に係わる鉱区訂正（図 18）と同一の形状であることが、確認で

きる。 
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図 20 埋立地所有認定願添付実測図。出典：長崎歴史文化博物館蔵、 
1899(明治 32)年。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 公有水面埋立願添付図。出典：長崎歴史文化博物館蔵、1905(明治 38)年。 
 
新たな端島変遷図の作成に先立ち、1905(明治 38)年までの字図を登記年順

に図 6 に整理した。端島坑外図に筆者が加筆したスケッチ（図 19）では、

改訂端島変遷図（図 23）の S 部に該当する区域が埋立未完成である。 
改訂端島変遷図（図 23）からは、以下のことがわかる。1927(昭和 2)年の

端島変遷図（図 4）の凡例（□枠で表示）の内において、1897(明治 30)年
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頃の範囲としていた部分が、7 年前の 1890(明治 23)年以前から段階的に行

われ、少なくとも 4 回埋立てられている。北端部の埋立て図 23 の N 部は

1904(明治 37)年以前に完了しているが、字図表記がないこと、三菱合資会社

の財産関連の台帳資料にも 1907(明治 40)年までは未記入となっていて埋立

て年を確定できない。 
ただし、1899(明治 32)年の埋立地所有認定願添付実測図（図 20）にその

形状がなく、1905(明治 38)年の公有水面埋立願（図 21）には埋立てた形状

となっていること。 
1904(明治 37)年頃と記された端島北岸の写真 2 では埋立てられた形状と

なっており、建築物がすでに建造されていることから、1899(明治 32)年から

1903(明治 36)年の間に埋め立てられたと考えられる。1927(昭和 2)年の端島

変遷図（図 4）には 1901(明治 34)年度拡張地との記載がある。 
資料によって埋立時期を確定できないが、写真との総合的な考察から

1899(明治 32)年から 1903(明治 36)年の埋立と考えられる。参考とした写真

の時代検証は 1 章 4 項で改めて行う。 
1897(明治 30)年長崎県へ提出した海面埋立願添付図（図 22）は西側海岸

W 部が殆ど一直線で計画されているが、W-2 部については埋立てが未完成

の部分がある。W-2 部は台風被害に度々あっていることから、岩礁部が深い

位置にあり、基礎工事が困難であったと考えられる。 

 
 

 

 
  

写真 2 1904(明治 37)年頃の端島。出典：片寄俊秀氏提供。

「明治 37 年頃のはしま」と記載がある。 
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7）埋立期の再検討 

2013(平成 25)年に産業考古学会において発表した筆者論文以後、新史料を

確認したので、加筆を行う。図 23 の W 部は、埋立願い提出が 1897(明治

30)年となっており、長崎税務管理局土地台帳への記載が 1903(明治 36)年と

なっていることから、1899(明治 32)年から 1903(明治 36)年の間とした。し

かしながら、『高島炭礦史』第 5 表７３の 1898(明治 31）～1900(明治 33)年の

住宅・施設一覧に記載された住宅の建設時期と場所を特定すると、W 部の社

宅建設は 1899(明治 32)年後期には着工され、引き続き 1900(明治 33)年にも

記録があることから、「1898(明治 31)年」から「1899(明治 32)年」と改め

る。南部 D 区の埋立ては先行して行われていること、D 区内の第三竪坑の

完成が 1897(明治 30)年に完成していることから、「1894(明治 27)年」から

「1897(明治 30)年」と改める。長崎地方法務局旧土地台帳よりも 2～3 年先

図 22 海面埋立願添付図。出典：長崎歴史文化博物館蔵、1897(明治 30)年。 

図 23 改訂端島変遷図。出典：筆者作成（2013 年 12 月産業考古学 150 号掲載）。 
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行して整備が行われている。1897(明治 30)年以降、南部及び西部 E 区と北

部 F 区の埋立てを連続して行っているが、1901(明治 34)年に完了したと考

えられる。三菱史料館所蔵の端島変遷図（図 4）では北部（N 部）埋立てを

1900(明治 33)年と 1901(明治 34)年の 2 期に分けているが、連続した工事で

同じ区域にあることから、本研究では１期にまとめる。 
図 23 の W 部は、埋立願い提出が 1897(明治 30)年となっており、長崎税

務管理局土地台帳への記載が 1903(明治 36)年となっていることから、

1899(明治 32)年から 1903(明治 36)年の間とした。しかしながら、『高島炭

礦史』第 5 表の 1898(明治 31)年～1900(明治 33)年の住宅・施設一覧に記載

された住宅の建設時期と場所を特定すると、W 部の社宅建設は 1899(明治

32)年後期には着工され、引き続き 1900(明治 33)年にも記録があることか

ら、「1898(明治 31)年」から「1899(明治 32)年」と改める。南部 D 区の埋

立ては先行して行われていること、D 区内の第三竪坑の完成が 1897(明治

30)年である。 
1907(明治 40)年、G 区東南部の埋立てを行い、明治期の三菱事業だけで 6

回の埋立てを行っていると考えられる。 
端島は深堀鍋島家時代を A 区に一括でまとめ、三菱期 B 区から F 区を図

24 に示す。 
北部の埋立ての時期は E 地区の次に行われ、F 地区は 1900(明治 33)年か

ら 1901(明治 34)年と考えられる。1904(明治 37)年の写真では、E 地区の建

築物が多く整備されていることと、1927(昭和 2)年の端島変遷図（図 4）に

「1900(明治 33)年～1901(明治 34)年」と記載があることが根拠である。 
 

8）埋立期の検証 

図 24 改訂端島変遷図 2016。筆者作成、2016.03。 
 

ユネスコ世界文化遺産登録時の推薦書に記載された 6 回という埋立事業の

回数について再検証する必要がある。三菱（岩崎彌之助）譲渡以前におい
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て、1869(明治 2)年に蓬莱社の前身六海社
７４
が官許を得て採炭を開始した。

1870(明治 3)年に深堀鍋島家の士族渡辺聞櫓、深堀楳伍、続いて 1875(明治

8)年に小山秀の採炭事業が行われた。長崎地方法務局旧土地台帳には埋立地

との表記はないが、埋立を含む造成のための護岸整備は複数回行われていた

と考えられる。位置や時代、回数を確定できないため、登記上の面積および

地形形状から推定する位置をプロットした。本研究では、深堀鍋島家時代の

埋立部を A 区埋立と表記する。 
三菱期の埋立に関して検証する。次項で実質的な稼働期を詳しく述べる

が、1886(明治 19)年から三菱の採炭事業準備が始まっていたと考えられる。

県届資料提出と護岸整備期間が前後する。しかしながら、1891(明治 24)年 2
月の端島坑出炭開始までの第一竪坑の周辺整備埋立てであることから、BI・
BⅡ区の埋立期間は、1887(明治 20)年～1890(明治 23)年と考えられる。C 区

は権利譲渡移管後に連続して整備され、第二竪坑第三竪坑までの区域で、

1891(明治 24)年～1894(明治 27)年の埋立てと考えられる。長崎地方法務局

旧土地台帳では BI 区と BⅡ区及び C 区を同時年に登記（表 1 明治 29 年参

照）していた。埋立計画書も一体として届け出が長崎県に提出されていた。

しかし、B 区は旧坑を継続した事業で、炭鉱設備機械も従前の機材を修理や

交換等利用した坑道と区域であったこと。図 15 の端島石炭坑採掘特許願で

確認できるように、第一竪坑からの出炭環境として整備されていたこと。ま

た、C 区は三菱による新坑準備の関連埋立てであったことから、埋立変遷を

分けて検討する必要があると考えられる。1894(明治 27)年～1897(明治 30)
年までの南部埋立てを D 区埋立てとした。長崎地方法務局旧土地台帳で

は、1899(明治 32)年に登記（表 1 参照）されていた。 
三菱史料館所蔵の端島変遷図（図 4）や他の端島埋立変遷図等では

1893(明治 26）～1897(明治 30)年までの範囲とされ、埋立回数を 1 回とカウ

ントしている。 
しかし、埋立期間の違いや埋立目的の違いがあるので、B 区・C 区・D 区

と埋立期を分ける必要があると考えられる。また、同埋立区域に西部埋立て

（E-1 区）が含まれているが、1897(明治 30)年に埋立ては完了していない。

誤記として述べる根拠は以下のとおり 3 つある。1 つは 1899(明治 32)年ま

での字図にはなく、1903(明治 36)年で初めて出てくる。2 つめは、1897(明
治 30)年提出の端島炭坑増区に係わる鉱区訂正図（図 18）では埋立てられて

いない。3 つ目は 1897(明治 30)年に長崎県に提出した海面埋立願添付図（図

22）にも、新計画の予定地で出願していた。  
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1.3 三菱端島坑の事業開始年 

1890(明治 23)年に三菱が端島を所有、または買収と記述する資料を表 3
に示す。 

 

表 3 1890(明治 23)年に三菱が端島を所有または買収と記述する資料一覧。 
 
1.明治 23 年 8 月端島炭坑を買収/三菱鉱業セメント株式会社編『三菱鑛業社史』 [1] 
2.明治 23 年 8.11 端島炭坑譲受締結/高島炭砿史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2] 
3.1890 年三菱合資会社の所有となる。（端島坑沿革、端島支所沿革より高島砿業所資

料）/片寄俊秀「軍艦島の生活環境（その 2）」 [13, p. 96] 
4.明治 23 年(1890)三菱社、端島炭坑を買収/東京電機大学阿久井研究室編「実測・軍艦

島（序）高密度居住空間の構成」 [6]年表 
 

1890(明治 23)年 8 月 4 日は、三菱社（岩崎彌之助）が端島坑を買収する

譲渡締結日である。しかしながら、三菱社が端島で事業を開始するのは、そ

れ以前であることから、『三菱鑛業社史』、『高島炭礦史』、『日本炭礦

誌』、『炭坑誌・長崎県石炭史年表』 [35]、「三菱史料館財務資料」、

「長崎歴史文化博物館資料」に基づき検討する。 
事業開始時期を特定させるについては、登記以外にも法廷で権利を争った

複雑な状況がある。裁判は譲渡後ではあるが、1893(明治 26)年川崎儀三郎が

鍋島孫太郎と岩崎彌之助を相手に起こした。1889(明治 22)年に鍋島孫太郎が

川崎儀三郎へ端島炭坑の契約を行い、契約金 10 万円のうち 3 万 5 千円支

払っていたという炭鉱取得権利の訴え７５であった。裁判は長谷川芳之助や南

部球吾と共に派遣海外留学生として渡米した鳩山和夫が弁護を務めた。裁判

は 1895(明治 28)年まで続き、 終的には三菱合資会社（彌之助）と川崎と

の契約解除示談済口契約となった。三菱の権利取得には 1883(明治 16)年頃

から 1890(明治 23)年の譲渡締結が完了するまで、複雑な状況が続いた。『三

菱鑛業社史』の社内炭坑における竪坑の一覧表に第一竪坑の掘削開始年を

「深さ 44m、掘鑿開始年月日が明治 16 年で、掘鑿完了月日が明治 20 年」７６

と記載されている。備考欄に※印７７があり、「三菱買収以前の竪坑を示す」と

ある。1881(明治 14)年高島からの撮影写真（写真 3）には煙が出ていること

から、採炭稼働していた可能性がある。深堀鍋島家の峯真興の可能性が高

いが、出炭記録等が確認できないため、誰による創業の時の写真か不明で

ある。1887(明治 20)年 8 月には、端島坑の爆発と坑内浸水の官報記事７８があ

り、多量の坑内水が流入し、死亡者が 32 名と記載がある。記事の内容から

採炭が行われていたと考えられるが、当時仮坑区券は岩崎彌太郎名で発行さ

れている。異なる資料に於いて三菱着工時代を特定するのに矛盾があるが、

この項では実質的な三菱の整備着工年を特定する。 
『炭坑誌・長崎県石炭史年表』原出典『古洞調査』には以下の記載があ
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る。「明治 15 年 小山秀より鍋島孫六郎へ」 [35, p. 74]。 
小山秀は、1875(明治 8)年 9 月に端島炭坑借区主の渡辺聞櫓、深堀楳伍と

契約を結んでいるが、長崎歴史文化博物館が所蔵する契約書には、以下のよ

うに記載されている。 
 
一、請負年限は本年 9 月 1 日より、10 年 2 月まで小山社中にて引き受

け候につき、（中略）一、此の約定請負掘り年限中、もし三カ月出炭致

させず候はば、請負条約破棄すべし７９ 
 

小山は 1876(明治 9)年 6 月に坑内に水が浸入し、翌月の台風被害で大打撃

を受けた。小山は、天草の親類縁者から出資協力を得るが、復旧は難航し

た。協力関係にあった英国商人グラバーにも、協力を受けることができな

かった。 
1877(明治 10)年に小山が石炭貯船を長崎工作分室から借用し、長崎と端島

間で石炭を毎日運んだ記録８０があるが、事業を再興させるには至っていな

い。端島炭坑借区主との契約条項から察するに、1879(明治 12)年以降は小山

の契約更新は困難であったと考えられる。『炭坑誌・長崎県石炭史年表』

に記された｢1882 年(明治 15）…端島 小山秀より鍋島孫六郎へ…（原出典

『古洞調査』 昭 34～昭 35 福岡通産局石炭部実施、所蔵）｣ [35, p. 74]の記

載は信憑性に欠ける。 
『高島炭礦史』では、「1880(明治 13)年から 1886(明治 19)年までの借

区人は峯真興と(明治 12 年 9 月～16 年 4 月）、鍋島孫六郎(明治 16 年 9 月

～19 年 4 月）、渡辺元(明治 19 年 5 月～）」８１となっている。 
岩崎彌之助が、端島での仮坑区券を届け、下付されるのは 1883(明治 16)

年 9 月であることから、三菱の関与はそれ以前である。『三菱鑛業社史』に

以下の記述がある。 
 

仮坑区券 
東京府東京市神田区東紅梅町 
士族 岩崎彌之助 
官借第二百九十一号（元丙第六号） 
長崎県肥前国西彼杵郡高浜村端島 
石炭場 四万八千二坪 
但坑区税五百坪ニ付金五十銭 
前書之通明治十二年九月四日長崎県肥前国西彼杵郡深堀村士族峰眞興へ

致許可候借区開坑今般譲受（譲受人鍋島孫六郎）之儀差許候 
（中略） 
すなわち、峰眞興から鍋島孫六郎へ譲渡された段階で、事実上三菱によ

る鉱区の肩代りが決定していたことになる… [1, p. 70]８２ 
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続いて、「三菱史料館財務資料」を元に、三菱関与の時期を推定する。三

菱史料館財産目録に、三菱合資会社 1894(明治 27)年 10 月の「端島炭坑第７

回貸借対照表」
８３
がある。第７回貸借対照と記載があることから、第１回は

1888(明治 21)年 10 月となる。1887(明治 20)年末頃（当時は三菱社）から、

決算に関わる資本の投入が行われ、準備が行われていることとなる。ただし

それ以前に高島炭鉱の決算勘定で端島坑採炭準備の資金が調達されていた可

能性はある。 
『高島炭礦史』の社誌第 17 巻には端島について以下の記載がある。「渡辺

（聞櫓）は 19 年 11 月、島の北側に 4 カ月かけて竪坑を開坑し、海浜に堅牢

な石垣を築き、機械装置の場所に充て、別に東浜を堤防で囲って貯炭場を設

けた。｣ [2, p. 116]
８４ 

前掲した『三菱鑛業社史』の「事実上三菱による鉱区の肩代りが決定して

いた」という記述を考慮すると、この整備事業は三菱社の整備であったと考

えられる。 
1908(明治 41)年発行の『日本炭礦誌』には、以下の記載がある。｢明治 20

年第一層上八尺炭層採掘の目的を持って、第一竪坑を島の東北部に開鑿し、

漸く正式の工事を始めたり。｣ [11, p. 417] 
上記内容からも、前述の『高島炭礦史』の「渡辺は 19 年 11 月…」という

記述からも実質的な三菱の整備であったことを裏付ける。 
三菱社が事業を着工した年を断定できないが、以上を総合的に検討した結

果、1886(明治 19)年 11 月の渡辺が着工した整備工事が三菱の実質的な着工

と考えられる。 
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1.4 写真撮影年 

煙突から、たなびく煙について検証する。写真 A は 1881(明治 14)年と記

載されている長崎市歴史文化博物館蔵のものであるが、高島に隣接する二子

島付近から撮影されている。左手前の中ノ島坑からは煙もあがり採炭してい

るので稼働期である。廃坑は 1893(明治 26)年以前であるので、同写真もそ

れ以前の撮影であると確定できる。 
右奥に映る端島の煙は上部から排出され、撮影地と端島の山の直線上に位

置していることから、堅坑（図 12 参照）からの煙であると判断できる。

1881(明治 14)年頃は小山秀か峰眞興が採炭事業を行っていた可能性がある。

しかし、前述したが小山の契約更新は困難であったと考えられるので、煙を

出すような事業を行っているとすれば、峰の可能性が高い。しかし、採炭お

よび出荷記録で確認できないため、煙はどのような状況下で出ているかは不

明である。 
端島の写真は 1904(明治 37)年頃（写真 2）が も古い８５といわれてきた

が、2016(平成 28)年中ノ島側からの撮影された写真が発見された。「明治日

本の産業革命遺産」登録申請に掲載された写真も 1910 年代のものとして、

写真 C が使用されている。「長崎歴史文化博物館蔵」や『三菱鑛業社史』に

記載された写真と、片寄俊秀が研究中に端島砿業所から内部資料として入手

した写真の年代を同定する。他資料に掲載された写真は上記資料からの転載

が多いと考えられる。A、B、C、D の 4 点を以下に示す。遠景で高島から撮

影された A を除き第二・第三竪坑が撮っていることから、第三竪坑が完成し

た 1896(明治 29)年頃以降と考えられる。 
 
 

写真 3 写真 A。出

典：長崎歴史文化博物

館蔵。 
北北東から 1881(明治

14)年撮影。中央上部に

煙が上っているのが、

中ノ島である一方、右

側に煙が上がっている

のは端島である。 
 
 
 

 

※ 写真の撮影方向を図 25 に示す。 
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写真 4 写真 B。出

典：『三菱鑛業社史』 

[1]に 1906(明治 39)年と

あるが、1905(明治 38)
年発行『九州鉄道案

内』 [36, p. 70]に同じ写

真が掲載。 
従って、1905(明治 38)
年以前の写真と考えら

れる。写真 B・C・D
は端島の護岸埋立形状

から明治期であると考

えられるが、煙突本数

が異なる。 
 

写真 5 写真 C。出

典：長崎歴史文化博物

館蔵。東北から撮影。

写真 B,C,D は殆ど同じ

ように見える。中央煙

突から煙が出ている。

B より前の時代に撮影

された可能性がある。 
 
 

写真 6 写真 D。出

典：『三菱鑛業社史』 

[1]に 1907(明治 40)年
と記載。右煙突が写真

C に比べ細い。左手山

頂も削られ形状にも変

化が見える。東北東か

ら撮影。 
 
 
 

 
 

 
地図資料（図 25）を用いて写真年代を確定する。これは 1901(明治 34)年

に作成された国土地理院による端島の地図で、煙突の表示が 2 か所示されて

いる。また、右北部煙突の山裾に 1901(明治 34)年新築の小学校校舎の輪郭

も確認できる。 
煙突の位置を特定するには精度が粗いが、煙突の本数の確認には国土地理

院地図は十分だと考えられる。南東部に位置しているものは第二、第三竪坑

に近い煙突で、他の一本は北部の第一坑近くに位置する。 

※ 写真の撮影方向を図 25 に示す。 
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1901(明治 34)年以前の端島全景写真を確認することができないが、その中

でも山頂の形状が削られておらず、煙突が二本であった場合には、1901(明
治 34)年以前の写真であると特定することができる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 B、C に写った三本目の煙突に関しては建設年代が確認できない。山

田義勇による実習報文「高島炭坑端島支坑報告書」 [34]の 1917(大正 6)年頃

の配置図には、端島北西部の汽鑵室に隣接した煙突が記されている。写真中

央の煙突は発電所のものではないかと考えられる。 
写真 D『三菱鑛業社史』掲載の 1907(明治 40)年とされる写真は煙突が 2

本だが、煙突形状が、B、C と異なり、細い円形の形状に変わっている。建

設後僅かしか経過していないので、建替えを行う必然性は考えにくい。 
1905(明治 38)年 8 月に、猛烈な台風が襲来した。護岸が破壊されたが、

煙突も被害を受け破損し、解体ないしは再築されたのではないかと考えられ

る。また、右手の煙突が細く円形状になったのはコンクリート製になったか

らと考えられる。3 本立っていた中央の煙突は同時期に解体された可能性が

ある。その後、まもなく第二坑近くの煙突も建て替えられている。 
3 本目の煙突が写った写真は、国土地理院の地図資料から 1901(明治 34)

年以降のもので、台風が襲来する 1905(明治 38)年 8 月までの期間に撮影さ

れたものだと考えられる。検証の結果、片寄が端島砿業所から入手した写真

に記載された、1904(明治 37)年頃の表記は正確だと考えられる。 
 

  

図 25 国土地理院地図 
測量 1901(明治 34)
年。 
赤円：学校 
青円：煙突 
 

写真 A 

写真 B・C 

写真 D 
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1.5 章 結 

端島は、海底炭鉱から採炭した石炭を搬出するための炭坑施設地区と居住

区を整備するため、明治初期から海面を埋立てた。1870(明治 3)年頃には深

堀鍋島家によって護岸が整備されたと考えられる。以降、護岸築造と埋立が

繰返され、2ha 程の岩礁の小島が、1900 年代初頭には 5.7ha の陸地を確保

するに至った。 
埋立初期は、山を崩し、岩石や砂礫を活かして埋立てられ、護岸工事は

伝統的な天川の技術により築造されたと考えられる。 
深堀鍋島家や小山秀等は、坑口の近くで、比較的波浪の影響の少ない

東側護岸を、石炭の船積み用に整備したと考えられる。その頃まで、居

住区の埋立はなく、炭坑施設地区が先行して埋立整備された。 
1886(明治 19)年に三菱が採炭準備に入った。北側第一堅坑近くにある山の

斜面を大規模に削り、埋立を開始した（図 37Ａ部参照）。1891(明治 24)年 2
月に端島坑から出炭を開始したが、埋立区域は次第に南下し、炭坑内から

出た土砂等を利用して埋立が進められたと考えられる。 
1893(明治 26)年に第二竪坑開削に着手し、周辺の埋立が進んだ（図

17 参照）。1894(明治 27)年には、炭坑施設地区の埋立が殆ど完了した。 
1894(明治 27)年から 1899(明治 32)年にかけ、南部は 2 回の埋立を行

い、炭坑施設地区と居住区を整備した（図 20,図 22 参照）。 
西部の埋立は 1898(明治 31)年頃から開始された。西側海岸線は深く

入り込んでいたが、山側斜面の土砂を削り埋立土に利用されたと考えら

れる。 
1900(明治 33)年から北部の埋立が行われた。1890(明治 23)年頃に埋

立てられた外側の区域である。端島では災害時の医療施設整備を必要と

していたことから、病院用地確保のために埋立を行ったと考えられる。 
1900 年代初頭には、露出した岩礁がなくなった。海面下での護岸基礎工

事は技術的に問題があったことから、用地確保が困難となった。この時代ま

での護岸は天草石工技術と天川漆喰技術が利用され、セメントで改良されな

がら築造されたと考えられるが、技術的検証については今後の研究を俟つ。 
端島では埋立による用地確保が困難となり、大正期以降は、限定された土

地の中での施設整備と採炭活動を行うための合理的経営が課題となった。 
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第 2 章 端島炭坑の前史と移行期 
 

2.1 西洋技術文明の導入と長崎 
2.2 開港前の鍋島直正とオランダ 
2.3 佐賀（鍋島）藩とグラバーの炭鉱事業 
2.4 小山が移植した西洋技術と端島開発 
2.5 三菱海運業時代に蓄積された建築技術 
2.6 三菱高島炭鉱への移行期時代 

1）官営時代から蓬莱社時代の変遷 
2）隣接した高島坑の労資環境 
3）端島の深堀鍋島家時代の埋立整備 

2.7 前史技術変遷の検証 
2.8 章 結 
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2.1 西洋技術文明の導入と長崎 

三菱による採炭が行われる以前の端島の変遷を、前史として検証する。長

崎および周辺が他の都市や地域と大きく異なるのは、近代化を遂げる以前の

西洋文化や技術の伝承等の蓄積が多くあることである。 
特に、1563(永禄 6)年から平戸で取得した文明や技術は、長崎及び周辺で

の技術文明の受入れを容易にしたと考えられる。 
16 世紀中頃から、平戸藩や長崎奉行所では西洋文化や技術を導入し、交

易を行った。イエズス会宣教師フロイスが長崎の横瀬浦に 1563(永禄 6)年に

入港した。フロイスが記した『日本史 1 キリシタン伝来のころ』 [37]、『日

本史 2 キリシタン伝来のころ』 [38]では、マカオやインド西岸のゴアまで

頻繁に往来していたことが理解できる。豊臣秀吉は交易を保護する時期もあ

り、1587(天正 15)年のバテレン追放令のころまでに、長崎にはすでに多くの

教会堂が建設されていた。 
桐敷真次郎『明治の建築 建築百年のあゆみ』 [39]は、1602(慶長 7)年か

ら 1640(寛永 17)年頃マカオに献堂された聖パウロ教会堂で起こった出来事

について以下のように記している。 
 
そして、 大の驚きは、マカオには日本人がこの正面を建てた、という

伝説が流布していることである。幾人かの人々がそう私に語り、彼らは

そう信じているようであった。調べてみると、これが明らかに事実なの

である。 [39, p. 12] 
 
日本人大工、石工、画家、彫刻家が同教会堂建設に携わっていた。彼らは

バテレン追放令で日本国を追われた日本人達であった。同書に引用された

1596(慶長元)年の『グレゴリオ 13 世偉業要約』（図 26）によると、西洋建

築技術を日本人が取得していたと考えられる。 
 

  

図 26 左上は有馬、左下は安

土、右上は臼杵、右下は府内の

セミナリヨコレジョ。出典：桐

敷真次郎『明治の建築 建築百

年のあゆみ』 [39, p. 16]、原出

典：マルコ=アントニオ=チャッ

ピ『グレゴリオ 13 世偉業要約』

1596（慶長元)年。 
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平戸では 16 世紀中頃、オランダやイギリスの商館が建設された。オラン

ダが本格的に建設を開始８６したのは 1611(慶長 16)年であった。オランダは、

商館や住居の他に製材所や船、帆船に使用するロープを製造し、漆喰を利用

した耐火造りの倉庫や火薬を製造８７する家屋、石造の埠頭や牧場まで建造し

ていた。オランダ商館長は、1639(寛永 16)年にバタヴィア総督に宛てた手紙

で、「すべて石の窓枠と石壁で、漆喰で仕上げてある」と報告していた８８。

1618(元和 4)年住居を増築しているが、各部屋に窓ガラスが取り付けられ、

台湾製の輸入煉瓦と 800 個８９のタイルが用いられていた。将軍徳川家光は、

堅固に建造された石造 3 階建の石造倉庫や贅をつくす住居や生活に憤慨と脅

威を覚え９０、キリスト教との関係を理由に、1640(嘉永 17)年に関連施設の破

壊を命じ、長崎への移転命令を下した。 

 
 

 
1571(元亀 2)年、長崎では大村純忠が朝長対馬を町割奉行として派遣し、

六か町建設と開港が行われた。中国や東アジア諸国との交易を長崎に集中さ

せた。ポルトガル、オランダ、イギリス、中国などの交易が活発に行われ、

開港当時人口 1,500 人程の長崎の町は、急激な都市化を遂げた。1614(慶長

19)年頃には、人口が 25,000 人以上となったことから、内町（六か町）の他

に外町が出来た。低地部分の護岸が整備され、新造成地が出現し、1634(寛
永 11)年には新旧街を繋ぐ眼鏡橋が架けられた。同年、地元商人の出資で出

島が築造された。しかし、1637(寛永 14)年に幕府がキリスト教弾圧政策に転

図 27 平戸オランダ商館の図。出典：『平戸オランダ商館』 [40, p. 

27]。原出典：モンタヌス『東インド会社遣日使節紀行』、1669（寛

文 9)年。 
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じたことから、島原、天草地方の農民が一揆を起こした。キリシタン反乱な

どをきっかけに、1639(寛永 16)年にはポルトガル船の来航禁止やキリスト教

が禁じられた。1641(寛永 18)年、平戸から出島にオランダ商館を移転させる

と、鎖国政策が始まった。これ以降、様々な情報や文化、技術や物品は長崎

の出島を通じて、制約を受けながらも国内へ伝播する環境へと変化していっ

た。 
 

2.2 開港前の鍋島直正とオランダ 

1808(文化 5)年に 350 名が乗込む大砲 45 門を備えた英国軍艦フェートン

号が、長崎港に不法に入港した９１。黒船が来航する 45 年前のことで、開港

を求めるものではなかったが、長崎は欧米の変化に敏感に対応する必要を迫

られていた。 
『ジーボルト 後の日本旅行』 [41]によれば、1843(天保 14)年、鎖国中の

日本に関する記事が英国の新聞に下記のように掲載されている。 
 

日本を世界貿易から閉ざしている政 
策上の障壁は、早晩破壊されよう。 
それが何処の海軍力によって行われ 
るにせよ、その時全世界の通商的な 
投機は日本を対象にすることになろ 
う。 [41, pp. 62-63] 

 
欧米の列強諸国が武力によってアジア

地域の国を植民地化し、日本にもその脅

威が迫っていることを憂慮したオランダ

国王ウィレム二世は日本に使節を派遣し

た９２。西欧諸国の情勢が影響し、長崎伝

習所、及び関連施設の飽之浦溶鉄所建設

が動き始めた。鍋島直正は海軍創設の上

申書を幕府閣老の阿倍伊勢守に送った

が、幕府は動かず、独自に近代的装備を

目指した海軍を創設した９３。鍋島は洋式

砲術訓練を始め、蘭語書物を研究し、反射炉を造るために伊豆韮山の江川塾

に藩の人材を派遣して情報を交換した９４。1853(嘉永 6)年ペリーの浦賀沖の

黒船来航９５より 1 カ月半ほど遅れてロシア使節団が、長崎を訪れたが、その

時はすでに長崎港入口の神ノ島の台場に砲台が築かれ、大砲が設置されてい

た９６。この時期までは蘭学書を手掛かりとした自習期であった。 

図 28 寛永長崎港図。寛永年間

（1624-1643）頃の長崎の町を描いた

図。出典：長崎歴史文化博物館蔵。 
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1854(安政元)年にオランダは、蒸気船の献上と同時に教育派遣隊を承諾し
９７、第一次派遣隊として指揮官ヘルハルト=ぺルス=ライケン（Gerhard 
Christiaan Coenraad Pels Rijcken）他 21 名が教育にあたった。鍋島直正

は海軍創設に関し、助言を求めたが、ライケンは造船所や職人養成、水手養

成の必要性などを細かく答申した９８。第二次派遣隊は指揮官ヴィレム=ホイ

セン=ファン=カッテンディーケ（Willem Johan Cornelis ridder Huijssen 
van Kattendijke）が、ヤパン号（咸臨丸）の回航を勅命され、1857(安政 4)
年 9 月、機関将校でヘンドリック=ハー=ハルデス(Hendrik Hardes）９９を伴

い長崎港に到着した。同年 12 月には蒸気機関を据え付ける土台工事と工場

建築に取り掛かった。カッテンディーケは、飽之浦工場の工事について『長

崎海軍伝習所の日々』 [42 に以下のように記している。「蘭印のスラヴァヤを

除いては、喜望峰以東他に匹敵するもののない立派なものに仕上げたいと

思った。」 [42, p. 33] 
カッテンディーケは、輪転工場と鋳物工場は煉瓦造で計画し、1858(安政

5)年 7 月に飽之浦で煉瓦工事を起工した。その間、カッテンディーケはハル

デスを伴い、高島炭鉱を視察した。持参した炭鉱道具を早く炭鉱に据え付

け、運転させるよう提議した１００。蒸気力で地上に運ぶ方法を勧める内容が同

書に記されている。 
 
そこには良質の石炭を産する炭鉱があった（中略）海抜約百フィートの

箇所に入口（中略）坑道は約 5 フィート（中略）徒歩で 25 分なだらか

な下り（中略）およそ海面より下辺り（中略）そこにはキラキラと光っ

ている石炭があって塊で出せる（中略）湧水は人間の足と手によって動

かす水車によって汲上げ（中略）設備の不備と人力を無駄に消費してい

る点が、特に目についた。多数の女や子供が石炭を小さな竹籠に入れ

て、出口まで忙しそうに運んでいた [42, pp. 68-69]。 
 

この他に、カッテンディーケは乾船渠の模型１０１を作らせ、書面を付けて江

戸に提案した。開所から僅か 4 年あまり、1859(安政 6)年 4 月に長崎伝習所

の講義が中止となり、カッテンディーケは同年 11 月に帰国した。この間、

蒸気機関技術を指導し、近代産業化の礎を築いた。オランダ海軍派遣隊につ

いて、後に『長崎海軍伝習所の日々』にこう記している。 
 

も成功したのは機関部員の養成である。（中略）またその暁には長崎

の飽之浦工場が、日本に一大価値を有することとなろう [42, p. 186]。 
 

一方、長崎に残ったハルデスは工場建設を指揮した。ハルデスは機関方士

官であるが、カッテンディーケよりも高給１０２のエンジニアでもあった。ハル

デスは、機関のみならず建設技術にも精通していた。移転した建設関連技術
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は煉瓦の製造や硝子の製造１０３や鉄骨トラスと鋳鉄製の柱による架構等の移植

がある。楠本寿一『長崎製鉄所―日本近代工業の創始』 [43]には、鉄・ガラ

スと共にセメントが調達され、船積みされたことが記されている１０４。 
カッテンディーケやハルデス等は 1857(安政 4)年 6 月長崎に到着した。

1858(安政 5)年 3 月に長崎奉行が工場視察した時は機械が据え付けられたと

の記載もあることから、セメント使用の国内の嚆矢は飽之浦溶鉄所（後の長

崎製鉄所）時代であると考えられる。どの箇所に使われたかは不明である。

ハルデスの後任で務めたオランダ人技師も 1864(元治元)年、ポルトランド石

灰（セメント）を発注１０５した。横須賀製鉄所は長崎製鉄所と同じく造船施設

で、着工が 1865(慶応元)年フランス人技師の指導で建設が開始されたが、以

上の経緯により、長崎製鉄所が先行してセメントを使用したと考えられる
１０６。 
ハルデスは、当初予定の製鉄所造営工事を終え、1861(文久元)年 4 月に帰

国した。 

 

  

写真 7 1860（万延元)年の飽之浦製鉄所。日本初の国内産煉

瓦を使用し建設した。出典：三菱重工長崎造船所史料館『史

料館』パンフレット [44, p. 6]。 
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2.3 佐賀（鍋島）藩とグラバーの炭鉱事業 

1858(安政 5)年、米、蘭、露、英、仏との日米修好通商条約や安政五カ国

条約他により、下田に続き、函館、長崎、横浜、神戸、新潟港が次々と開港

した１０７。長崎では開港に伴って居留地建設の為の護岸整備が 1859(安政 6)年
から開始された。1860(安政 7)年に第一次外国人居留地の工事が完成し、長

崎港の東側、大浦海岸に外国人居留地が完成した。1639(寛永 16)年から

1854(嘉永 7)年の間、出島が唯一海外への窓口であった。長崎開港に伴い、

長崎はオランダからの影響が大きい出島時代から、次第に英国の影響を受け

始めることとなった。 
1859(安政 6)年、スコットランド人のグラバーが、上海から長崎に来た。

グラバーの事業には、貿易商としての活躍の他に、小菅スリップ船渠から始

まった近代造船業、薩摩藩の紡績業などがある。日本人に産業革命後の英国

の情報を伝え、密航による渡航を支援した。1868(明治元)年には、日本初の

蒸気機関を備えた近代化炭鉱を高島に於いて始めた。 
高島炭は良質なため、輸出権利を独占することで、急速な事業拡大が予想

できた。佐賀（鍋島）本藩とグラバー商会の事業契約１０８の記録が残されてい

る。当時の高島は、鍋島本藩が深堀鍋島家に与えた知行地であった。深堀鍋

島家における石炭販売は、すでに大規模１０９に行い、財源確保の重要な事業と

なっていたが、鍋島藩とグラバー商会との合弁事業計画は、それまで炭鉱事

写真 8 飽之浦製鉄所内部。蒸気機関が動力源として使用され

ている。指導にあたったオランダ人技師も映っている。出典：

後藤和雄、松本逸也編『甦る幕末写真集ライデン大学写真コレ

クションより』 [45, p. 135]。 
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業を行ってきた地主の深堀鍋島家との相談なしに行われた１１０。契約内では、

輸出石炭トン当たりの補償（1 両/トン）を地主である深堀鍋島家に支払う内

容１１１が記されている。合弁契約書十二箇条の内容については、鍋島本藩が生

産及び人事面を担当し、グラバー商会が販売面を分担の上管理すること、

「炭坑有用水揚炭揚蒸気器械１１２」を除く固定資産は双方が等分に分担し、利

潤は折半すること、契約期間は調印から七年半であること等が記述されてい

る。鍋島本藩は財政的に厳しく、採炭機械の購入費用も輸出販売ルートもな

かったことから、グラバー商会との合弁事業が有効であった１１３。炭鉱開発の

資金準備と機械設備調達のため、グラバーは 1867(慶応 3)年 4 月に英国に帰

国し、翌年 1 月に帰崎して 6 月に長崎英商ガラブル（グラバー）社中と佐賀

（鍋島）藩の松林源蔵と羽宝雷助との間で正式に契約を結んだ。その後しば

らくして、高島炭鉱の藩営化による代償金 3 万両を交付する旨の通知が

1871(明治 4)年藩庁から出ている。この財源は深堀鍋島家が周辺の炭鉱事業

を開発するための費用に充当された。 
グラバーは、英国鉱山技師モーリスらの西洋人技師を高島に招いて工事に

着手し、西洋式竪坑開発に着手した。竪坑は深さ 150 尺（45ｍ）、蒸気機関

による捲き揚げ機で炭箱や湧水の揚げ降ろしを行い、風車で坑内の空気を入

れ替える仕掛けを設けた。1869(明治 2)年 5 月に、ようやく 8 尺層（2.4ｍ）

の炭層に到達し、翌年高島炭鉱は日産 300 トンの水準に達した。しかしなが

ら、グラバー商会は高島炭鉱に集中せず、事業を拡大し続けたことから、多

額の借入れの返済がうまくいかず、1870(明治 3)年 8 月倒産した。同年掘削

を開始していた 8 尺炭層は、1871(明治 4)年に 138 尺（42ｍ）で着炭した。

1869(明治 2)年に着炭した坑を北渓井坑、新たに掘削する竪坑を南洋井坑と

呼称するようになった。 
鍋島本藩が深堀鍋島家から取り上げた高島炭鉱事業は、端島炭坑開発の引

金となった。高島炭鉱を鍋島本藩の直轄事業とされた深堀鍋島家は、炭鉱採

掘権の譲渡の代償として得た資金を得て１１４、周辺諸島の炭鉱開発を行った。

旧領主鍋島孫六郎、渡辺聞櫓、峰如松、峰真興、深堀楳伍等は、香焼島、沖

ノ島、伊王島、端島、二子島、中ノ島などの開発を行った。 
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2.4 小山が移植した西洋技術と端島開発 

1863(文久 3)年建設のグラバー住宅は、和小屋でベランダを持つ住宅１１５で

ある。小山秀之進によって普請され、以降グラバーとは、密接な関係ができ

る。グラバーは、プロテスタント（改革派）の信者であった。大浦天主堂

「日本二十六聖殉教者天主堂」はカソリック教会であるが、建設資金や人材

紹介で教会を支援していた。 
「フュレ回顧録・長崎編」 [46]１１６では、天主堂建設の経緯を知ることがで

きる。大工棟梁として、力量を高く評価していたグラバーは小山をフランス

人宣教師ルイ=テオドル=フュレ（Louis-Theodore Furet）１１７神父に紹介し

た。フュレ神父の指導で、小山が工事用の図面を描いた。大浦天主堂の建設

も請負うが、フュレ神父の小山評価は非常に高かった。 
 

私は簡単に図面を描いたが、その図面をもとに大工はきわめて正確な設

計図を作成した（この日本人の大工の線画は素晴らしかった。オランダ

人からその技術を取得したということだ）。 [46, p. 2028] 
 

小山は、オランダ人から作図方法の指導を受けていた。複雑なリブ・

ヴォールト天井は、竹小舞を編み、荒土の上に漆喰塗で仕上げられた。天主

堂は 1864(文久４)年に完成した。指導したフュレ神父は途中で一時的にフラ

ンスへ帰国していたが、建設の評価が次のように記されている。 
 

このような教会を建てた経験のなかったはずの日本人たちも、また優秀

であったと言っておくべきだろう。まるでソロモンの神殿のように、計

測は確実かつ正確だったため、教会の全体がほとんど鋸もハンマーも用

いずに組み立てられたからである。 [46, pp. 2030-2031] 
 

ところが、フュレ神父後任のベルナール=プティジャン（Bernard-Thadée 
Petitjean）１１８神父が、横浜のジラール教区長に報告した書簡１１９が残ってお

り、小山の評価が異なっている。これによれば、プティジャン神父は工事の

遅延を指摘し、積極的に工事を進捗させていないことが記されていることか

ら、小山の施工評価が下げられている。 
しかし、1864(文久４)年 1 月に請負、5 月 15 日に大工切込み、同年 12 月

に完成し、1865(元治 2)年 1 月に献堂式とある。請負開始からの全工程が 1
年間であり、上棟から半年で仕上げていることから、わざと工事工程を遅れ

させたとは考えにくい。プティジャン神父が、日本伝統の土塗壁を下地とす

る漆喰技術の知識を理解していたかは不明であるが、下塗りや中塗等の乾燥

期間が、工程の遅れに影響したと考えるのが適当であろう。 
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小山は 36 歳の頃には、すでに実

兄の北野織部とともに居留地の埋

立てを完成させ、グルーム住宅、

グラバー住宅、オルト住宅を完成

させていた。この頃までの洋風建

築は、主に地域の大工や左官の伝

統的構法技術によって建造されて

いた。 
大浦天主堂建設は西洋式建築技

術ではなく、伝統的な日本技術で

建設がなされた、天井面の曲線も

竹や漆喰で仕上げられ、正面入口

横の石造を感じさせる部分には瓦

を漆喰目地で固めた。 
西洋式建築技術が導入される過

程においては、類似技術を活用し

洋風化させる技術や技能が求めら

れた。小山や日本の土木建築の職

人達の技術力をフュレ神父は高く評価したと考えられる。 
長崎の洋風建築は地域に培われていた技術が折衷され、多くの大工たちが

技術を共有し地域に同化されていった。長崎の居留地は、多くの洋館で埋め

尽くされることになった。1875(明治 8)年にベアトが撮影したオランダ、ラ

イデン大学収蔵の写真 10 では、多くの洋館建築を確認することができる。 

写真 9 創建当初の大浦天主堂。出典：後藤

和雄、松本逸也編『甦る幕末写真集ライデン

大学写真コレクションより』。 [45, p. 125]。 
 

写真 10 大浦天主堂が改修された 1875(明治 8)年以前の長崎外

国人居留地。出典：後藤和雄、松本逸也編『甦る幕末写真集ライ

デン大学写真コレクションより』。 [45, p. 125]。 
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小山は高島炭鉱で近代化された炭鉱技術を修得した。1875(明治 8)年 9
月、高島炭坑の採掘請負人を続けながら、小山は端島の炭鉱開発事業に乗り

出した。契約書写しが、長崎歴史文化博物館に所蔵されている。小山は、天

草の小山一族から資金を集め、英国人エラスムス=ガワー（E , H , M 
Gower）ら外国人技術者を招聘１２０し、機械設備を整備している。渡辺聞櫓と

深堀楳伍とは出炭量の歩合で支払う約束とし、内外人宛ての石炭売却は小山

の裁量に委ねられた。 
端島炭坑の近代化事業は、小山がそれまでの技術蓄積と一族の資金を集め

着手したものであった。ところが、開発着手から一年足らずの 1876(明治

9)年 6 月、海底の坑道に水が浸入した。7 月の台風襲来で大出水し、坑道が

崩壊した。その後 1876(明治 9)年、1879(明治 12)年まで契約を延長。復旧

を試みるが、十分な資金調達ができず、事業を成功させることができなかっ

た。 

 
2.5 三菱海運業時代に蓄積された建築技術 

三菱の始まりは、海運業であった。1870(明治 3)年、土佐藩経営の開成館

を受け継ぎ土佐開成商会を興した後、九十九商社から 1872(明治 5)年に三ツ

川商会となり、1873(明治 6)年に三菱商会になった。更に、1874(明治 7)年
には三菱蒸汽船会社となり、本社を東京に移転させた。1875(明治 8)年 2 月

には、上海定期航路を開いた。同年 9 月には政府が保護していた日本国郵便

蒸汽船会社が解散し、船舶 17 隻の他人員や施設を吸収し、郵便汽船三菱会

社と改称した。 
郵便汽船三菱会社は、国際航路の路線も有する規模となったことから、欧

州建築の技術情報を直接入手できる環境があったと考えられる。1875(明治

8)年 12 月には上海ボイド商会と折半出資の合弁で横浜に三菱製鉄所を操業

した。営業の主眼は、自社船の修繕であるが、1880(明治 13)年頃には 400
人から 500 人の従業員を擁する規模となった。横浜港内で埋立てを行い、三

菱製鉄所の本格的拡充計画を目論むところまで行った
１２１
。1884(明治 17)年

に、郵便汽船三菱会社へ長崎造船所引受の打診が入り借用し、3 年後に三菱

社が買収１２２した。蘭人指導で開始された長崎製鉄所から官営造船所で培われ

た技術と、ボイド商会及び三菱で培われた技術が合流した。 
1876(明治 9)年から 1879(明治 12)年まで、山口半六１２３は文部省海外留学

生に選抜され、古市公威１２４等とともにパリのエコール・サントラル（工学・

技術系エリート養成学校 École Centrale）１２５に留学した。山口は、エコー

ル・サントラルを終了後、同大学のミューレル教授より建築研修や煉瓦製造

研修を受け、1881(明治 14)年に帰国した。山口は翌年 1 月に郵便汽船三菱

会社に入社し、仏人ジュール=レスカス（Jules Lescasse）の下で設計活動
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を行った。レスカス
１２６
は、郵便汽船三菱会社に 1880(明治 13)年建築技師と

して雇われ、東京に七つ蔵と呼ばれた７棟の煉瓦倉庫群１２７を設計した。レス

カスは日本における煉瓦造について高い見識をもっていたが１２８、その下で、

山口は在職中に支社や出張所、大阪の倉庫橋梁工事や函館の倉庫堀割架橋等

工事を担当した。 
山口は留学時代エコール・サントラルでフランソワ=コワニエ(François 

Coignet)教授に学んだ。コワニエは金属製のメッシュによってコンクリート

の補強技術を開発した先駆者で、実際に 6 階建てのアパートも建てた１２９。レ

スカスや山口半六が郵便汽船三菱会社に移植した煉瓦構造物の技術は、国際

的水準に達していたと考えられるだけでなく、フランスで始まるコンクリー

ト系の新技術も情報として日本に持ち込んだと考えることができる。 
 

2.6 三菱高島炭鉱への移行期時代 

1）官営時代から蓬莱社時代の変遷 

官営炭鉱と蓬莱社時代の高島炭鉱に関して、小林正彬の研究が詳しい。グ

ラバー商会が、1870(明治 3)年 8 月に倒産し、負債額の約 5 割を持つオラン

ダ商社（Netherland Trading Company）は、共同経営者としてグラバーの

契約を引き継いだ１３０。1872(明治 5)年 3 月、鍋島藩主鍋島直正はオランダ商

社との合弁による経営を改めて工部省に出願したが、明治政府が発した鉱山

心得書１３１を理由に、鍋島とオランダ商会との合弁事業を工部省は許可しな

かった。鉱物資源の所有は政府にあるとし、外国人の投資による権利を排除

した１３２。 
工部省からは伊万里県を通じて 1872(明治 5)年５月に却下を通知し、６月

には官収の方針を出した。旧鍋島藩の松林源蔵は、炭鉱経営の一切を伊万里

県に引き継ぐが、1873 年(明治 6)年 7 月に日本坑法が発せられ、坑区所有権

が外国人に移ることを阻止する規定１３３が公布された。同年９月、破産したグ

ラバー商会の管財人ボードインらは政府を相手取り領事裁判所に提訴１３４する

が敗訴し、保証金の支払いで決着がついた。 
官営となった 1874(明治 7)年 1 月、長崎浦五島町に鉱山寮仮出張所を設置

し、鉱山権助の伊東保義を派遣し、鉱山寮の単独経営に移行した。小山秀は

オランダ商社一部未払いに対して 1874(明治 7)年 1 月 31 日に口上書を長崎

県令宮川房之へ提出した。同年 2 月、小山は引続き請負人となったことが、

『炭坑誌・長崎県石炭史年表』の筑豊石炭鉱業史年表と日本労働運動史料に

記されている。 
 
元高島炭鉱請負人小山秀、同坑の貸付金の返済につきオランダ商会より

返金斡旋方を長崎県令宮川房之へ依頼１３５。 
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鉱山寮ニ引継キノ節、右同様ニテ壱名ヲ増ス｡杉森吉松・内田安太郎・

島谷國吉・小山秀 [35, pp. 48-49] 
 

官営が短期間だったこともあり、資料は少ないが、採炭事務機関として高

島支庁が長崎に設置されたこと、採炭量が年産は７万トンであったこと、設

備増設や補修に６万７千円が投じられたことがわかる。また、高島炭鉱は官

営になったことで、流罪等の囚人が労働力として利用されていたとの推定１３６

が記されている。官営から移行後は、囚人労働について不明である。 
官営時代に、外国船の寄港を許し、石炭を直接高島から輸出ができる環境

が整った１３７。払下げ後においても高島から直に海外へ石炭輸出ができる環境

は、他炭鉱に比べ売炭等で有利であった。後の蓬莱社から岩崎彌太郎への譲

渡折衝の際の好条件となったようである。他の炭鉱に先駆けて整備された高

島炭鉱の特徴ということができる。 
官営期間はわずか 10 カ月で、高島炭鉱は後藤象二郎が代表を務める蓬莱

社に払い下げられた。井上馨も払下げ運動を起こしていたが、その後、後藤

の参加を知り手を引いた。 
後藤は政府への即納金や運転資金の大部分をマセソン商会からの借入金

１３８

で賄ったため、蓬莱社の事業となった後もマセソン商会の介入を余儀なくさ

せられた。一旦は日本坑法によって外国資本を排除したが、後藤の借入金の

為、事実上の経営復帰となった１３９。 
蓬莱社の高島炭鉱経営は、1876(明治 9)年コレラの発生もあり、下期の出

炭量が上期約 8 万トンの 30％以下まで下った。後藤に代わり社長となった

竹内綱１４０は、翌 1877(明治 10)年西南の役に関与したことから禁獄された。

1878(明治 11)年 2 月には、後藤がマセソン商会の鉱山代理人を解任したこと

から、逆にマセソン商会から控訴されるなどの問題が発生し、難問が山積し

た。1878(明治 11)年 7 月、2,000 人余の同盟罷工が発生し、後藤がマセソン

商会と約束した 10 月末の 20 万ドルの支払いは不可能となった。 
後藤象二郎を政治家として高く評価する福沢諭吉は、高島炭鉱の買収を岩

崎彌太郎に頼んだ。後藤は彌太郎の弟、彌之助の義父である。しかし、彌太

郎は後藤に対し苦い過去の経験もあり、買収には容易に応じなかった。彌之

助は炭鉱の推定埋蔵量や出炭予想、収支予測、すで存施設の資産評価、さら

に、海運業にとっての燃料の価値や石炭販売の利ざやなどを示し、買収すべ

しとねばり強く彌太郎を説得した。 
蓬莱社時代も 6 年間の合計が 89 万トンと採炭量

１４１
が多く、高島炭鉱は利

益をあげていた。しかし、外資資本への利益分配、外国人技術者への高給

与、海外への販売権利、労資問題対策等の諸問題が多くあり、ついに後藤は

経営破綻した。しかし、この時代は近代産業化の勃興期で、高島炭鉱は、国
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内で先鞭をつけることに成功したといえる。 
英国からの技術移転が行われ、蒸気機関を利用した採炭技術は、国内に拡

がった。同時代、国家の利潤の源泉は鉱業１４２に依存したが、富国の為、産業

を強化することと、近代的経営で大規模に行う事が求められ、政商と呼ばれ

る人々に払い下げられた。高島炭鉱の場合は、佐賀（鍋島）本藩とグラバー

商会の合弁で近代化事業が開始されたが、日本坑法による官営化、旧士族と

商人達の合弁会社への払下げを経て、三菱（岩崎家）に譲渡された。三菱は

人的資源に恵まれていたこと、資本力が充分であったことで、高島炭坑そし

て端島炭坑は近代炭鉱としての経営が開始された。 
 

2）隣接した高島坑の労資環境 

高島炭鉱の高島坑における労働環境を見ておきたい。高島炭鉱は日本初の

近代化炭鉱ではあるが、グラバー商会と佐賀（鍋島）藩が共同で採炭を開始

した。2 年後の 1870(明治 3)年に、炭坑労務者の同盟罷工が 3 回起こった。

同年 1 月に納屋間の喧嘩が起り、3 月には小山秀之進の事務所を数百人が

襲った１４３。6 月には賃下げに対して 400 人が集結し、異人部屋や器械場に乱

暴を働いた。佐賀（鍋島）藩の軍隊出動で落ち着いた１４４。その後も、度々労

働運動が起きた。1872(明治 5)年 12 月から翌年にかけて 2 回の暴動が起こ

り、警官が出動した。「官営時代は事業期間が短かったこともあり、労働環

境については、囚人を労働力に入れたこと等が知られるにすぎない」 [33, p. 

56]と『明治前期肥前石炭礦業史料集』には、記されている。 
後藤象二郎の蓬莱社時代には、1875(明治 8)年 12 月にガス爆発で 48 人が

死亡し、1876(明治 9)年 7 月には坑内大火災が発生した。同年 9 月にはコレ

ラ患者発生と 1878(明治 11)年 7 月には 2,000 人の同盟罷工が起こり、度々

問題が発生した１４５。後藤象二郎に代わり、竹内綱が蓬莱社社長となるが、直

前の 1876(明治 9)年 3 月には「出炭請負舎エノ達書」を発し、納屋頭、炭鉱

夫間の不満解消や分配の平等化などを行った。しかしながら、経営が行き詰

まり、1881(明治 14)年に三菱（岩崎彌太郎）へ譲渡１４６したのであった。 
この間に見る炭鉱事業は、起業家の単独事業ではなく、鍋島藩の借財補填

目的や政治の利権争い、外国資本の投機対象と深く関わっている。『明治前

期肥前石炭礦業史料集』には、高島の出炭量は、1870(明治 3)年には日産

300 トン１４７と記されている。 
「後藤象二郎より買収以後の三菱炭鉱」 [15]によれば、官営時代の出炭量

は年間 7 万トンで、蓬莱社時代の 1875(明治 8)年から 1880(明治 13)年まで

の出炭量は、年間 12 万トンから 23 万トン１４８と記されている。これらの資

料から、近代技術により生産効率は上がるが、それ以上に官営期以外は外国

資本の投機的な関係が強く、高収益を強いられた状況の中での厳しい労資関
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係が見える。 
 

3）端島の深堀鍋島家時代の埋立整備 

三菱が関係する以前、深堀鍋島家時代の埋立事業に関しては一部資料が残

るだけである。1862(文久 2)年の「彼杵郡高島図」（図 8）を見る限り、採炭

可能な場所を確認できないが、1874(明治 7)年に渡辺聞櫓と深堀楳伍が提出

した「借区開坑願」には 1870(明治 3)年に請負稼奉願が出され採掘が行われ

ていた。仮区開坑願（図 11）に添付された島の形が楕円形に示されている

のみで、埋立ての痕跡を知る資料とならない。また、「明治三年(1870）天草

の人、小山某開鉱に着手」と、東京電機大学阿久井研究室編「実測・軍艦島

（序）高密度居住空間の構成」 [6]の年表に記載されているが、1875(明治 8)
年以前の端島坑との関わりについて詳かではない。 

 
小山が渡辺聞櫓等とかわした定約証

（図 29）には、以下のように記載され

ている。「汐留め石垣破損修繕ならび

にギジ土打直し、坑内水揚げ仕繰り其

の他、九月一日よりの坑業に掛りし、

諸入費一切、請負人相弁じ申すべく

候」 
以上のことから、小山が採炭請負と

一緒に護岸整備を行う契約をしていた

ことがわかる。契約翌年に塩水侵入、

7 月には台風で大出水を起こす。同年

9 月小山は端島坑業出炭請負条約を

1879(明治 12)年まで更新すると共に、

坑主渡辺等が設立した深堀会社から、

1 万 5 千円の借金をし、復旧にあた

る。 
 
 

『日本石炭讀本』 [32]では、飽之浦製鉄所で蒸気機関とポンプ技術を習得

した片山逸太郎が、「端島坑（小山秀之進所有）が排水難で廃絶に頻したの

を復活させたこともある」１４９と伝えている。片山は 1876(明治 9)年には筑豊

に戻っていることから、片山が協力したのは、1876(明治 9)年ではないかと

考えられる。当然、護岸も小山によって復旧されたと考えられる。 
三菱が採炭準備を開始する以前から天草石工の護岸技術が使われて整備が

図 29 定約証（写し）、定約延長明治 9
年より。出典：長崎歴史文化博物館蔵。 
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なされていたと考えられる。その位置について、長谷川芳之助の測量図の東

海岸部（図 12 の A2 部）が深堀鍋島家時代の護岸整備位置と推測可能であ

る。長崎地方法務局の字図上の字端島 2（新 1409）、3（新 1410）、4（新

1411）（図 6 参照）と破線部の位置はほぼ一致する。長谷川の測量には坑口

の凡例があり、東北部に竪坑東中央部に横坑の表示があり、護岸はその周辺

に整備されている。破線部の位置は、深堀鍋島家時代に炭鉱開発を目的に護

岸を整備し、埋立てた場所であると考えられる。その痕跡や利用された技術

を明確にするには、今後の研究を俟ちたい。 
 

2.7 前史技術変遷の検証 

時代を反映しながら建築様式の変化を遂げてきた西洋社会と違い、建築様

式や建築技術の日本における伝達や影響は、成長過程に特徴がある。長崎は

西欧の様々な文化、情報、技術が入ってきていたため、他の地域に比べて移

転や置換が比較的早期に経験できたと考えられる。 
土木や建築物の先端技術は、軍事周辺１５０にあるものも多い。長崎製鉄所は

長崎が先行した顕著な事例であり、近代化に大きな影響を与えた。幕末から

明治初期の近代産業化が蒸気機関等の利用を前提とするならば、高島炭鉱が

初源であろう。近代産業化は、明治期に横浜製鉄所や富岡製糸場などでも始

まっているが、高島炭鉱は海外との商業活動も先んじて開始していた。つま

り、高島炭鉱は他地域の事業が技術移転や学習から始まったこととは異なっ

ている。高島炭鉱事業には、外国資本の介入もあり、経営や技術が自立する

まで時間を要した。 
工部省が設置され、工部大学校から卒業生が輩出されるまでは、開港地で

あった横浜、神戸、長崎の土木建築技術と情報は、他都市に比べて実経験が

早かったといえる。 
長崎開港に伴って居留地が建設され、大規模な護岸整備が 1859(安政 6)年

から開始された。居留地となる前の梅ヶ崎や大浦付近は、地盤の悪い潟地で

あった。潟地での高度な護岸技術を必要としたため、天草郡赤崎村庄屋北野

織部が請負う１５１こととなった。埋立て外周の石垣には天草石が使用され、天

草の合津村樋合島等から船で運びこまれた１５２。1860(安政 7)年に第一次外国

人居留地の工事が完成した。 
居留地が建設されると、外国人のための住居等が整備された。小山は

1863(文久 3)年にグラバー住宅を、1864(文久 4)年には大浦天主堂を竣工さ

せた。小山は折衷した様式を用いたことにより、西洋化された擬洋風建築建

造物の先駆者となる。 
薩摩藩とグラバーとの共同出資で、1866(慶応 2)年から 1868(明治元)年ま

でに小菅修船場が建造された。これらの居留地護岸築造や修船場護岸、居留
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地内の排水溝には、天川技術が利用されている。長崎居留地建設の小屋組み

は、多くが和小屋で建設されている。ところが、小菅修船場の巻上げ小屋は

長崎製鉄所と同じく、通称コンニャク煉瓦と呼ばれる煉瓦積で、鋳鉄の柱と

鋳鉄鋼材や鉄棒でキングポストトラス（写真 11）の洋小屋組
１５３
であった。 

 
1868(明治元)年には、長崎製鉄所のドイツ人造船図師ネーリング=ホーケ

ルが設計した長さ 13 間、幅 3 間 8 合の｢鉄製のくろがね橋｣１５４（写真 12）が

長崎市街地中心部に竣工し、鉄橋における嚆矢となった。 
時代が変わり慶応から明治に入ると、長崎製鉄所には新たな展開が始まっ

た。総括責任者に、井上聞多１５５が任命され、経営の多角化を図った１５６。英国

式元込式銃の製造や精米機を製作し、精米所を開設した。1870(明治 3)年に

は、｢伊王島燈明台取建｣の請負記録がある１５７。伊王島灯台では、イギリス人

技師、リチャード=ヘンリー=ブラントン（Richard Henry Brunton）１５８によ

る改造工事を長崎製鉄所が請負った。 

写真 12 くろがね橋、長崎

製鉄所ドイツ人造船図師ネ

―リング,ホーケル設計。出

典：祖父江陽一「炭坑機械

化の先駆者・片山逸太」

『西日本文化』、No.460。 

[47, p. 22] 。 原出典：三菱重

工業長崎造船所史料館。 
 

写真 11 飽之浦製鉄所の三

角トラス。出典：後藤和

雄、松本逸也編『甦る幕末

写真集ライデン大学写真コ

レクションより』 [45, p. 

135]。 
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1871(明治 4)年に、工部省所管長崎製鉄所から長崎造船所と改称される

が、造船所の第一船渠において、新たな欧州近代技術が導入された。

1874(明治 7)年には、横須賀製鉄所水利建築課長として来日したフランス人

建築師長ワンサン=フロランを雇入れた。フロランは、立神船渠（写真 13）
の基本設計と工事を行い、1879(明治 12)年 5 月に竣工させた。船渠に隣接

して煉瓦造のポンプ室や煙突も建設させた。 

1875(明治 8)年に、大浦天主堂に隣接して羅典神学校がマルコ=マリ=ド=ロ

（Marc Marie de Rotz）１５９
神父の設計により建設された。ド=ロ神父は仏西

部の生れで、教会建設のために建設技術も学んでいた。フランスの伝統的な

ピゼ
１６０
の技術を導入したと考えられる。「この技術は鉄筋コンクリートが発

明される背景になった」、とケネス=フランプトン（Kenneth Frampton）の

『現代建築史』 [48, p. 66]に記されている
１６１
が、地元の在来技術である天川よ

りも、更に雨水に強い消石灰を利用した技術が導入された。その技術は、鉄

川与助
１６２
などが建設する教会堂建築を中心に広がった

１６３ 。 
コンクリート技術利用においても、1877(明治 10)年のブラントン技師設計

による伊王島灯台吏員所の建設は無筋コンクリート造の嚆矢であった。 
1879(明治 12)年、工部大学校の造家学科生が卒業する前に、オランダ、英

国、プロシア、ドイツ、フランスの建築情報や技術が、領事館や商会、ド,
ロ神父等の教会建築ルートで導入された。 

1857(安政 4)年の飽之浦製鉄所建設から 1877(明治 20)年まで、わずか 20

写真 13 立神第一船渠、1879(明
治 12)年竣工 出典：三菱造船株

式会社『創業百年の長崎造船所』 

[20, p. 117]。 
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年程の間に、欧州のセメント実用化までの西洋建造技術の殆どが長崎におい

て実践されたといえる。西欧近代技術を先駆けて取得、実践していた。 
炭鉱業においては 1880(明治 13)年に海外留学組が先端技術を取得して帰

国し、外国人技師にかわって邦人が指揮を、取るようになった。三菱はその

先陣をきった。 
端島坑に関して、官金補助を行って外国商人から独立させるような提案書

が、1876(明治 9)年に上海総領事品川忠直から大蔵卿大隈重信に提出されて

いる１６４。高島炭鉱は後藤に払い下げられたが、実質上外資排除も直輸出も実

現できず、マセソン商会の傘下にあった。品川の意見書の中には、三菱の会

社名を挙げ、三菱の資力に注目した。品川忠直の提案から、5 年後には高島

炭鉱が三菱へ渡り、10 年後には紆余曲折を経て三菱が端島の事業に着手し

た。端島坑の事業は大企業（文末脚注 31 参照）が参入した。“長崎”と“三

菱”両者の技術蓄積が、近代建築を有した炭鉱都市の出現には必要不可欠の

ものであったと考えられる。 
 

2.8 章 結 

16 世紀の中頃から約 1 世紀の間に、欧州から宗教とともに建築土木・医

療・教育・軍事など多くの西洋技術が豊後や松浦、天草、島原へと持ち込ま

れた。幕府は布教活動弾圧で建築物等を破壊したが、平戸や長崎では交易や

都市整備で得た組積技術が、石橋や護岸築造に確実に浸透していったと考え

られる。その代表的な技術が天川漆喰であったが、技術は平戸や天草の石工

達によって地域に定着した。 
1857(安政 4)年飽之浦溶鉄所は西洋近代技術導入の先駆けであった。建築

技術においても、煉瓦製造、セメント使用、鉄骨トラス使用は嚆矢である。

長崎伝習所に付帯して建造されたが、官営と三菱に引き継がれ近代造船業の

礎を築く。官営時代は鉄橋や銃の製造など多角的な経営を計った。灯台の建

設工事や船渠建造工事など建設土木の技術蓄積も多い。 
長﨑は開港に伴いオランダや中国以外の交易も始まり、次第に英国からの

影響を受ける。英国商人グラバーは鍋島本藩と炭鉱事業を合併事業で開始す

る。グラバーは英国の鉱山技師を招聘し国内初の西洋式堅坑開発を行った。

グラバー住宅を請負った小山秀之進はグラバーと共に高島炭鉱開発に共同出

資者として参画する。小山は大浦天主堂他多くの近代洋風建築を請負い、高

島炭鉱でも採炭請負や施設整備工事を行いながら、西洋近代技術を修得して

いった。1875(明治 8)年、端島坑業出炭請負条約を渡辺聞櫓等と結び端島の

採炭事業に着手するが、坑道に水が浸入し災害も加わり、復旧ができず事業

を断念した。近代化の合理的経営を成し遂げるに十分な資本力がなかった結

果だと考えられる。 
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1881(明治 14)年、郵便汽船三菱会社は高島炭鉱事業に取組む。本格的な鉱

業事業の取組みはそれまでに経験がなかった。外国人技師の技術から邦人技

師の転換を図る。長谷川芳之助と南部球吾二名の海外で近代採炭技術を習得

してきた技師を高島炭鉱に配置する。それまでの三菱は海運事業を中心に事

業を展開してきた。その間横浜で造船所建設を準備していたが、1884(明治

17)年長崎造船所引受の打診が入り、造船業の本拠地を長崎に移す。郵便汽

船三菱会社時代に培ってきた技術と長崎が幕末以降技術移転してきた技術

が、炭鉱業と造船業の中で受容されていく。同時に大資本の三菱が鉱業事業

を大規模に行っていくことで、大きな利潤が生れ、造船業や企業の多角経営

の基盤を構築していくこととなる。 
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第 3 章 三菱操業以降の端島 
 

3.1 三菱の組織大改革 
3.2 造船業転換にみる三菱の企業姿勢 
3.3 端島坑の坑内事故と事業再開 

1）官報記録より 
2）事業再開後の端島坑 

3.4 炭鉱の納屋制度廃止以前の生活環境 
3.5 炭鉱事業の整備と技術蓄積 
3.6 土地利用と基盤整備 
3.7 1890 年代の土木・建築・造船技術 

1）土木技術 
2）三菱の建築技術 
3）三菱の造船業と企業姿勢 

3.8 章 結 
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3.1 三菱の組織大改革 

岩崎彌太郎は 1885(明治 18)年 2 月に亡くなると、郵便汽船三菱会社は第

一段階として、海運業から鉱業を軸にすえた事業へと大改革を図った。

1886(明治 19)年 3 月三菱社を創立した。三菱は優秀な人材確保を彌太郎の

時代から積極的に行っていた。人材は国内外を問わず、1882(明治 15)年には

従業員 2,500 人中、400 人の外国人を雇用していた。三菱は外国人登用に熱

心で、1872(明治 5)年に入社したデンマーク人の鉱山技師、フレデリック=ク

レブス（Frederick , Krebs）は、後に本社管事１６５まで上りつめた。 
海外留学した長谷川芳之助や、南部球吾も重要な職席についた。1881(明

治 14)年当時、外国人坑山師ストダートやジョセフ=ウォータースの月給は

700～800 円程であった。日本人坑山師の給与は、高取伊好１６６が 150 円、長

谷川、南部は 100 円と格差が大きい。しかしながら、長谷川と南部の参画

で、それまで外国人に頼っていた技術を日本人技師が徐々に行うようになっ

た１６７。1887(明治 20)年にストダートが顧問に退き、その翌年に南部が高島

炭鉱の炭坑長となった。南部は、その後本社鉱業部長兼炭坑部長を務め、三

菱炭鉱業の基礎をつくった。 
この時期は、海外留学や実践的研究を体得した優秀な日本人が活躍する時

代に入った。炭鉱業は他の産業に先んじて、欧米の先端技術と肩を並べるレ

ベルに近づいた。三井が三池炭坑の払下げを受けたのは 1889(明治 22)年な

ので、三菱は他炭鉱より早くに邦人による近代産業化に取組む。また、三菱

は岡山の吉岡鉱山等を入手し稼働させていたので、炭鉱業・鉱山業を併行し

て行うことで、景気の変動に強い企業体質を作っていた。景気の良い時は炭

鉱業が利益を上げ、不況時には鉱山業が利益を上げる強い企業体質をつくっ

た。1886(明治 19)年から 1893 年(明治 26)年、三菱合資会社以前の三菱社時

代の全利益の 41.8％を炭鉱事業が、6.9％を鉱山事業が利益を上げ、造船や

地所事業を始めとする三菱の多角経営基盤の強化に貢献した。 
三菱の造船業は、1884(明治 17)年に、工部省から借受けた。3 年後の

1887(明治 20)年には、三菱社が長崎造船所の払下げを受けた。同年には東京

倉庫会社を深川に設立し
１６８
、1889(明治 22)年には、神戸に造船工場を設立す

ることを決めた。三菱は炭鉱・鉱山事業関連と造船事業と共に倉庫業が先行

して事業化された。造船業と倉庫業には関連する土木、港湾、工場、倉庫等

の新建造技術が要求されたが、三菱内部の技術者や委嘱者で計画を行い、直

営で工事
１６９
を行った

１７０
。 
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3.2 造船業転換にみる三菱の企業姿勢 

三菱の造船業は 1876(明治 9)年に、上海ボイド商会と横浜で合弁の三菱製

鉄所を創業した。営業の主眼は、自社船の修繕であったが、本格的造船事業

計画を目論むところまで行っていた１７１。1884(明治 17)年、長崎造船所借受

けの打診が入り、借受けた。当初は 25 年の借用期間が設定されていたが、3
年後の 1887(明治 20)年には払下げを受けた。三菱が世界的大企業となる基

盤は、海運業を手放した三菱社への再建取組み方に見ることができよう。 
初代三菱（長崎）造船所長は、1884(明治 17)年から高島炭鉱事務長の山脇

正勝が兼務したが、三菱製鉄所から移ってきた生産部門の責任者 J .F .コー

ダー（J . F .Calder）も“Manager”と呼ばれた。借受け期から払下げまで

は、工部省時代からの残留者が山脇の代理を務め、財務部門も製造部門も官

営組と三菱組の二重構造による管理体制で推移した。 
三菱社は管事 F .クレブスを派遣し、1888(明治 21)年末に体制を整えた。

しかしながら、1890(明治 23)年頃までは設計部門の指示や取引を英国人が指

揮ていた。1892(明治 25)年、事務会計方の中村久恒が副支配人となる頃に

なって、次第に指導実権が日本人に移った。 
岩崎彌太郎亡き後、彌之助と荘田平五郎、長谷川芳之助が、三菱社の実質

的なリーダーとなった１７２。福沢諭吉の後押しで 1875(明治 8)年に三菱蒸汽船

会社に入社した荘田は、郵便汽船三菱会社(明治 8 年 9 月改称）の職能機構

と財務会計組織を近代的大企業に相応しい形に創り上げ「三菱汽船会社規

則」１７３をまとめた。荘田は彌太郎から全幅の信用を得た人物であった。 
長谷川は、高島炭鉱に勤めた後、1883(明治 16)年岡山県の吉岡鉱山へ移動

した。そこで、技術者の経営参画を図り、鉱山業の体制を強化した。また、

八幡の製鉄事業と密接に関係する筑豊炭田進出に奔走し、三菱社が製鉄事業

に進出する願書を 1889(明治 22)年提出した。 
日本の富国に製鉄業が欠かせないものであっても、三菱社の経営陣の殆ど

が、製鉄事業がどのようなものかを十分に理解せず、長谷川が 1889(明治

22)年に提起する新事業が準備される時期があった。荘田は三菱社での製鉄

事業取組の可能性調査を含め英国に出張した。 
荘田が 1889(明治 22)年グラスゴーの滞在中に、丸の内及び近辺の陸軍用

地約 10 万 7 千坪が払い下げられる情報を知り、買い取ってロンドンのよう

なオフィス街建設を行うべしと打電した。オフィス街構想がどの程度具体的

にイメージされたか不明である１７４。しかし、日本近代化の過程において、都

市が果たす役割が重要であることを荘田は認識していたと考えられる。以

降、荘田は多くの建築家と関係をもつこととなった。 
荘田が、製鉄業を三菱社が創業する可能性をどのように報告したかわから
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ないが、彌之助は製鉄事業への進出を断念し、造船業を三菱社の中核に据

え、丸の内を買い取る決断をした。これについて、中西洋は以下のように記

している。 
 

三菱社のうち三菱造船所をどう位置づけるか。船舶修理業ではなく外洋

汽船を建造する企業とするなら事態は一変する（中略）造船業は兄彌太

郎の創始した海運業の発展を支えつつ、なおそれを超え出る可能性をひ

めた事業としてイメージされたかもしれない [19, p. 70]。 
 

長谷川芳之助は鉄鋼事業の継続を訴えたが、開発事業計画が中止となる。

三菱社が筑豊の新入炭鉱を取得するには、製鉄業と一体化で取組むことが与

件となっていたが、三菱は断念した１７５。製鉄業成就を期する長谷川は、

1893(明治 26)年に三菱社を退社したが、退職以降八幡製鉄所事業の支援を継

続した１７６。 
1891(明治 24)年、アメリカ、ペンシルベニア大学の留学から帰国した岩崎

彌太郎の息子、岩崎久彌が副社長になった。彌之助を補佐した管事、川田小

一郎も日本銀行総裁となり、職を退いた。1894(明治 27)年、三菱合資会社と

して新体制が始まると、3 代目社長の岩崎久彌と荘田両名が全てを仕切るこ

ととなった。間もなく、荘田は管事兼三菱支配人に任命され、長崎にて執務

するようになった。 
 

3.3 端島坑の坑内事故と事業再開 

1）官報記録より 

端島坑での事業開始直後は深堀鍋島家の下で整備された第一竪坑を利用し

て、早期の採炭開始を図った。第 1 章 3 項で三菱での事業開始年と設定した

1886(明治 19)年と、出炭開始記録の 1891(明治 24)年に長い空白期間がある

ことは不自然である。しかし、1887(明治 20)年には以下の大災害が生じてお

り、採炭作業に着手していたことが、官報で確認できる。 
 
端島炭坑浸水の状況 去ル(明治 20 年)8 月 12 日長崎県西彼杵郡高濱村

端島炭坑坑内浸水ノ報アリ（中略）轟然大砲ヲ発シタルニ均シキ響キア

リ坑夫等ノ驚愕一方ナラス皆先ヲ争ヒテ坑内ヲ出テ採坑ノ為ニ入坑シ居

タル人員 53 名ノ内 21 名ハ漸ク一命ヲ全フスルコトヲ得タレ残リ 32 名

ハ此變災ヲ免ル能ハスシテ… 
（官報 1887(明治 20)年 8 月 30 日 内閣官報局発行 1252 号 p343） 

 
当時の仮坑区券は彌之助に下付されていたので、三菱の管理下での事故で

あったと考えられる。爆発や浸水があった未曽有の大災害であるが、第一竪

坑は、かつて水没したこともあったので、坑内が脆弱になっていたのではな
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いかと考えられる。1887(明治 20)年の坑内浸水は、排水に 2 週間を要する

水量であった。また、その後被災者捜索や 32 名の遺体搬送などを行う必要

もあった。同年末には『福陵新報』１７７高島炭坑事件の新聞報道があり、追随

する記事が 1888(明治 21)年まで続いた。端島坑や高島坑の事故処理や報道

対応や労資間調整など複合要因があり、採炭復旧までには時間を要したと考

えられる。1890(明治 23)年に三菱（岩崎彌之助）は鍋島孫六郎から正式に建

物・機械等の譲渡を受け溜水の排水を行った。 
『高島炭礦史』の「高島炭坑来翰」1891(明治 24)年分に記載された端島炭

坑第壱回報告では、下記のように記載されている。 
 
坑内巻器械 同機械ハ坑外ニ設置シ巻綱は井坑ノ一部ヨリ坑内ニ通ジ壱

片磐以下石炭箱ノ昇降ニ使用スルモノナルガ其ノ意匠ノ許ス限リハ充分

手入レヲナシタル故ニ当分使用ニ差支エナクモ [2, p. 123] 
 

坑道や機械を修理や交換１７８しながら再開したことが確認できる。汽缶、坑

内巻器械１７９、井坑巻器械、坑内外ポンプ、坑内揚水等の内容が記載されてい

る。器械類がどの時代の物か詳細には明記されないが、10 年程前までは使

用されていたので、深堀鍋島家時代の物も含まれていたと考えられる。三菱

社時代の端島坑はそのような環境下で操業が開始された。 
 

2）事業再開後の端島坑 

1892(明治 25)年端島炭坑採掘特許願に添付の石炭坑区実測図（図 31）で

は、採掘関連建造物や居住施設の配置が確認できる。すでに三菱社による環

境整備が始まっていることから、石炭坑区実測図には三菱社が整備した建築

も含まれていたと考えられる。石炭坑区実測図に 1890(明治 23)年、譲渡さ

れた建物登記証書添付図面資料を元に 3DCG 化した端島と建築の合成画像

を作成し、隣島の中ノ島との比較を行った。中ノ島坑は 1884(明治 17)年に

出炭を開始し事業が行われているが、 

写真 14 中ノ島。出典：長崎歴史文化博物館

蔵。 

図 30 端島 1890(明治 23)年の 3DCG。南側

から端島を鳥瞰。筆者作成。右側東岸から南

岸の低部に炭鉱関連施設、南西の斜面地を利

用して居住施設が配置されている。 
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端島も中ノ島と同様の土地利用を行っていたことが端島 3DCG（図 30）
と中ノ島写真（写真 14）の照合で確認できる。島の東側、北側は炭鉱関連

施設が配置され、南側、南西側は居住施設が配置されている。西側に平坦な

土地はなく斜面を利用した居住区が山の中腹まで利用されている。長崎端島

炭坑付属地所建物登記証１８０に添付の図面では、居住施設の大半は木造板葺平

屋で労働者が同居して暮らす建築物である。 

 
  

 
 

図 32 端島坑の納屋平面図。上は 10 号、下は 20 号。出典：三菱史料館蔵。 

図 31 1892(明治 25)
年 8 月 30 日端島炭坑

採掘特許願石炭坑区

実測図。（官地 9 千

坪、海底 23 万千坪）

図中数字は筆者推測

の号棟番号を記載。3
号には釜と記載があ

るので、蒸気機関が

設置されていたと考

えられる。横坑の近

くに位置していたと

考えられる。 
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当時の炭鉱に見られる納屋制度１８１に従った間取りと配置となっており、大

規模な建築物である。隣島の高島炭鉱の納屋における、炭坑労務者の賃金徴

集資料が残っている。『炭坑誌・長崎県石炭史年表』によれば、炭坑労務者

賃金から、手数料を 6％と、その他に生活必需品や賄いからも 40％近くを徴

収した１８２。1887(明治 20)年末から、『福陵新報』や『東雲新聞』１８３の記事

で高島炭坑の報道が過熱した。1888(明治 21)年 6 月発刊の雑誌『日本人』

に、松岡好一による「高島炭坑の惨状」１８４が掲載され、労働問題が一大社会

問題となった。明治政府は 1890(明治 23)年に「鉱業条例」を制定し、労働

者保護を目指すが、その後も依然として納屋制度が伸長した。端島坑は、そ

のような労働環境と社会問題を抱える時代を背景に、事業に着手した。 
1893(明治 26)年には、第二竪坑開鑿に着手し、162m の第二層（1.5m）

炭層に着炭した１８５。翌 1894(明治 27)年には、第二竪坑の東側 27m の位置に

第三竪坑を開鑿し、第四層五尺炭層、及び 下層 1 丈炭層に着炭、海面下

図 33 長崎県端島炭坑付属地所建物登記証書。出典：三菱史料館蔵。1890(明
治 23)年 8 月～1892(明治 25)年 2 月。青色は押入、赤色は便所、茶色は土間、

縦ハッチングは下屋/板間。建築は全て木造。号棟番号を□で囲っているのは瓦

葺き。その他は板葺き。用途等は付属地所建物登記証の記載内容による。 

1 号から 20 号棟平

面資料は端島炭坑付

属地所建物登記証書

に添付の資料を元に

一覧できるよう筆者

が作成。 
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1,600 尺（480m）１８６に達した。 
1888(明治 21)年から 1897(明治 30)年の出炭量表１８７によれば、高島坑、中

ノ島坑、端島坑の出炭量が全体として減少した。中ノ島坑は、1893(明治 26)
年 5 月に廃坑となり、端島坑への採炭依存が高まった。 

1892(明治 25)年には、高島坑、中ノ島坑、端島坑の合計で年間 40 万トン

近くの出炭量があったが、1897(明治 30)年にはその 40％程の 153,367 トン

まで下った。同年、高島坑の出炭を端島坑が越え、その後は端島坑の出炭量

が高島坑を上回り、端島坑は長崎周辺での三菱主要坑として推移した。 

 
3.4 炭鉱の納屋制度廃止以前の生活環境 

端島の 1890 年代の諸職工や坑夫数は明らかにされていないが、『三菱鑛

業社史』の表から１８８1890 年代初期の人数を採炭量との比率で採炭量から推

定した。1899(明治 32)年の諸職工と坑夫合計 1382 名、採炭量は 87,195t で
あることから、一人当たりの採炭量は 6.3t/人である。1891(明治 24)年は

29,903t であることから、29,903t÷（6.3t/人）＝475 人の計算となる。作業

能率は近代式機器導入以前の効率が悪いと考えられるので、諸職工と坑夫の

500 人程が従事したと考えられる。2 年後の 1893(明治 26)年には 79,222t と

表 4 1888 年から 1897 年の高島炭鉱出炭量（単位トン） 
資料出典：高島炭礦史 [2] 
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なるので、1,200 人を超える炭鉱関連就労者が働き、更に護岸工事等の建設

従事者や生活賄い者、家族を加えると 1,500～1,600 人前後の島民が生活す

る炭鉱町へ成長を遂げていたと推測することができる。 
1890 年代中頃は南西側の一部を除き平地は殆ど炭坑施設区域であった。

居住区は約 2ha ほどの強い勾配の斜面地を利用し、木造建物でヘクタール当

たり 700～800 人/ha となる、高密な居住環境ができていたと考えられる。 
炭鉱町には炭鉱就労者や建設関連就労者を支える、仮設的な市場や商店も

必要となった。子供達の教育には、1893(明治 26)年に三菱私立小学校が設置

され、家族での生活環境が整備されるに至った。 
島内生活で も重要な環境整備は、飲料水確保であった。飲料用水源が確

保できない端島では、1891(明治 24)年に飲料用蒸留水機を設置した。それま

での飲料水確保に関する記述は確認できないが、『炭坑誌・長崎県石炭史

年表』には、以下の記述１８９がある。「高島では 1887(明治 20)年塩分のある旧

坑湧水を飲用（中略）本村旧立坪ノ溜水ハ晴天久ク続クトキハ塩気ノ水ナリ 

[35, p. 93]」。また、蒸留水の設備以前は、飲料水を船で運搬していた記録もあ

る１９０。『炭坑誌・長崎県石炭史年表』によれば、次のような伝染病の経験１９１

から、端島でも対策に有効な飲料用蒸留水機が整備されたと考えられる。 
 

明治 18 年 9 月 17 日 先般来悪疫流行ニテ出炭減少し（高島坑）両坑

ニテ、僅カニ二百五十屯至三百五十屯位ニテ従来ﾉ半高ヨリ減少シ… 
9.25 コレラ新患者ナシ、今年ノ病勢実ニ唱猖獗ニシテ甚キ日ニ至テハ

発病百三十二名死亡八十余名ノ多キニ達セシコトアリ [35, p. 83] 。 
 

1893(明治 26)年の第二竪坑の採炭開始から一年後、1894(明治 27)年 2 月

23 日に炭坑労務者 200 人が食事改善を要求して同盟罷工を起した。炭坑労

務者は社員や警官の説得を聞かず、納屋等を破壊した。翌 24 日午後に警官

が出動し、炭坑労務者 39 人を逮捕して鎮圧した１９２。労資の環境は厳しい状

況を迎え、第三竪坑は、1894(明治 27)年に開鑿を開始したが、端島坑の炭層

の傾斜勾配が大きいことや、採炭場が海底 480ｍと深いことから、送風や排

水など諸問題が多く発生し、坑道内での労働環境の悪化がさらに進んだ。 
1897(明治 30)年には、第一堅坑での坑内出火や、廃坑からの海水浸入な

ど、生命を脅かすような事故も発生し、炭坑労務者の同盟罷工が起こった。

『日本近代化の基礎過程（下）』に、以下のように記されている。 
 

同坑(第一坑)は第一層は去〔3月〕13 日瓦斯より出火し為に同坑々夫を

新坑の方へ使用することとなしたけれども新坑は狭隘にして全部を使用

すること能はざれば残余の坑夫と坑外の事業に使用したるに給金少なし

とて常に不平を吐くものありしが、又々本月 13 日第二層坑内に（中
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略）廃坑より少しく海水浸入し、危険の模様あるより、殆ど一千余名の

坑夫は我々とても生命を賭して就業することは出来ずと言い出し（中

略）機械を以て上下する様に設け呉れざれば就業せず退場せんと不服を

唱へ（中略）遂に十三日二時頃宇三郎小屋の坑夫等一同不服を唱えて蜂

起し出したるを手初めとして全島の坑夫挙って之に応じて同盟休工を唱

え出し勢なかなか不穏 [19, p. 895]。 
 

1897(明治 30)年 4 月 23 日に、同盟罷工を扇動した炭坑労務者 20 名程が

高島坑へ移動となり、いったんは納まったが、6 月と 7 月に高島で同盟罷工

が再燃した。この時の要求や同盟罷工は、今までとは異なった変化が起き

た。納屋や納屋頭に対して、待遇と生活品等課金への不満を暴露し、納屋制

度廃止を訴えた。一方、三菱合資会社に、合理的要求（4 章 2 項参照）を突

き付ける行動に出た１９３。同年 5 月末には、炭坑労務者一統から高島炭鉱への

6 項１９４からなる願いが提出され、6 月初めに追願いが提出された。それらの

要求に対し、炭坑長の大木良直１９５は、対策を具体的に検討するに至り、本社

と連絡をとった。その結果、同年 7 月に納屋制度廃止の命令が社長名で出さ

れた。大木直良はすぐに、炭坑労務者取扱に係る改革要点 10 項目１９６を発

し、納屋頭に精算金を渡すことを決定した。改革要点項目に炭坑労務者の妻

帯を促進し、所帯分離の方針が提示された。この改革が、端島炭坑の居住環

境整備を伴った都市化への大改革の始まりであった。 
 

3.5 炭鉱事業の整備と技術蓄積 

前述したが、郵便汽船三菱会社は長谷川芳之助と南部球吾を社員として迎

えた。二人は米国コロンビア大学で鉱山学を修め、長谷川は更にドイツのフ

ライブルク鉱山大学で鉄鋼の研究をして帰国した。1875(明治 8)年派遣され

た文部省海外留学生第一期 10 名
１９７
のうち 2 名が、三菱の鉱山事業に関係す

ることになった。三菱は先駆けて
１９８
日本人技術者による管理体制を整備し

た。長谷川は、学者や技術者の登用を図り、技術刷新と経営合理化を進め

た。1887(明治 20)年に 32 歳で本社副支配人となり、技術のトップとして三

菱社に在籍した。南部は 1887(明治 20)年に高島炭鉱責任者のポストを引継

いだ。邦人による技術体制が整う。 
炭坑と土木に関連した技術について、1886(明治 19)年から 1890(明治 23)

年の高島炭鉱中ノ島坑のセメント使用量を南部球吾が報告した資料に、輸入

セメントが報告されている。坑内機械基礎や海岸石垣用・煙突用等に使用さ

れていた１９９。護岸石垣の工事に有効であったセメント技術は高島炭鉱の施設

整備等に使用され技術蓄積された。 
端島での護岸の基礎工事に用いた工法が 1891(明治 24)年 3 月長崎県に提

出した端島海面埋立方法書に記されている２００。1908(明治 41)年発行の『日
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本炭礦誌』には、明治中期から後期にかけた時期の詳細を確認できる。

1893(明治 26)年第二竪坑を開鑿、東側に 27ｍ離れて第三竪坑を 1894(明治

27)年に開鑿した。第三竪坑捲座小屋施設（写真 15）は煉瓦造で建設され、

一部現存している。筆者は 2011 年(平成 23)年調査を行った。 
使用された煉瓦は 1924(大正 13)年の日本標準規格によって標準化される

以前の物であるが、焼しめが良く風化の影響が少ないので、良質に製造され

たと考えられる。サイズには若干のばらつきがあった２０１。しかしながら、製

造元が解からないため、製造地域は特定できなかった。 
第二竪坑捲揚櫓は木材が使用され、高さ 13m / 42cm 角の杉赤身角材が、

第三竪坑捲揚櫓(写真 15)は高さ 18 m / 57cm 角のオレゴンパイン角材が使用

されていた
２０２
。 

 

 
1907(明治 40)年頃の炭坑を取材した『日本炭礦誌』によれば、端島は残柱

式という工法を適用したとある。「炭柱は方形又は長方形にして、十間（18
ｍ）乃至二十間（36ｍ）とし、坑道は普通幅十二尺（3.6ｍ）内外とす」 [11, 

pp. 418-419]。削岩には圧縮空気を原動力とした削岩機によるか、炭層に「ノー

ベル」会社製「セグリナイト」を充填し、電気により爆発させ掘削してい

た。坑道は松材によって枠が組まれる支柱法が用いられ、炭層の多くは脆弱

で崩壊しやすく、坑内では至る所に松材の組枠、打柱、木積、空木積で崩落

防止策を行った。坑内排水は直高 45ｍから 60ｍ毎に蒸気を利用した汲み上

げポンプで排水した。通風は深度が深くなると重要な課題となるので、扇風

機が設置された。端島炭坑の特徴には、強い勾配の傾斜が挙げられる。隣接

の高島が東北部において 20 度から 25 度、南西部においては、30 度から 50
度の傾斜である。端島の勾配は、概ね同じあるが、一部は 60 度から 70 度に

も至った２０３。坑内の安全のためには、高度な支保工の安全対策を求められ

写真 15 第三竪坑捲揚櫓。出典：片寄俊秀氏提供。 
左上に水槽が見えることから大正期の写真とみられる。 
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た。坑内の運搬は、蒸気を利用する捲揚機械を整備し、井坑には捲揚台の装

置を整備し、炭車を入れ昇降させた。動力源としては蒸気機関が有効であっ

た。蒸気や廃熱は坑内の作業環境を著しく悪化させる要因でもあった。その

ために炭坑労務者達から不満が出た。このように解決する必要がある技術的

課題も少なくなかった。 
 

3.6 土地利用と基盤整備 

まず、土地利用の配置資料についての作成前提を示す。 

Ⅰ.図面等資料 
明治大正期の建物の配置が も詳細に配置が記されているのは、1917(大

正 6)年 12 月に提出された九州帝国大学山田義勇の実習報文「高島炭坑端島

支坑報告書」に添付された資料である。その資料を基本に前後の建設整備を

調べ、土地利用の変遷を検討した。他の建物配置資料は 1892(明治 25)年の

「石炭坑採掘特許願添付図」及び 1897(明治 30)年「端島炭坑増区に係わる

鉱区訂正添付図」である。それ以外は入手できていない
２０４
。 

Ⅱ.模型資料 
グラバー園に端島模型がある。明治 42 年作成と記載があるが、模型の高

島、二子島間の形状から 1907(明治 40)年頃と推測できる。他に参考とした

のは、部分的な情報であるが、社宅戸数は三菱財務資料を参考にした。 
Ⅲ.その他参考資料 
他に推定作業として

２０５ 
① 端島西部の埋立は山部を切り崩して行われていることから、山土の

移動と造成の関係を検討して建築可能な場所を特定させる作業を行っ

た。 
② 「明治 34 年新築の小学校は宮ノ下の社宅付近に造られた」

２０６
このよ

うな記載から、宮があったところを特定し、その下に社宅があったと社

宅位置を推定する作業を行った。 
③ 1901(明治 34)年の国土地理院測量図を基に土地利用を推定する作業

を行った。 
④ 年代を特定した写真から、建築物位置を特定する作業を行った。

２０７ 
Ⅳ 図 34,35,36,38,39,42,43,44 共通事項 
① 次期に埋立予定区域を破線で表示 
② 埋立直後の部分既存埋立部分も破線で表示 
③ 居住区と炭坑施設区の境界線は一点鎖線で表示 
④ 居住関連施設は黒塗りで表示 
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高島炭鉱端島坑が譲渡された 1890(明治 23)年以前の 1886(明治 19)年頃か

ら、三菱社が関与した事業が開始されたが、初期の整備を「端島石炭坑採掘

特許願」（図 15）で確認できる。第一竪坑のある北部と石炭積出桟橋がある

東部および東南部が炭坑施設部として利用され、居住施設は南西部斜面を利

用している。西側の島中央部には細く深い入江が山の際まで入り込み、島西

側の南部と北部を分断し、狭い島内で一体となった土地利用を阻害してい

る。三菱社が事業着手する以前の土地利用整備が、比較的波浪による被害が

横坑 

竪坑 

石炭積出桟橋 

第一堅坑 

石炭積出桟橋 

図 36 1897(明治 30)年推測図。2016 年に筆者作成。 

図 35 1891(明治 24)年。資料出典：「端島石炭坑採掘特許願」、三菱史料館蔵。 

図 34 1881(明治 14)年。資料出典：｢端島石炭坑出願坑区実測図｣、三菱史料館蔵。 

第二竪坑 

第三堅坑 

炭坑事務所 
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少なく、石炭が採掘し易かった東部の一部であった。 
三菱社時代に入ると北部や南部の岩礁が露出した場所を選び、護岸を整備

し用地確保を始めた。埋立拡張に関しては、第 1 章で報告したが、埋立では

ない山側斜面地造成事業による用地確保に関して検証する。 
東側炭坑施設部の埋立と併行して整備された。北西部は一部山側を切り崩

して平坦なエリアの確保が開始された。南部も同様に露出した岩礁を利用し

護岸が整備され、炭坑施設に関連する施設や納屋の施設も整備された。北部

及び南部の整備は 1886(明治 19)年に始まり、1891(明治 24)年から 1892(明
治 25)年頃までには、炭坑施設用と居住用合わせて 20 棟の建築物が配置さ

れ、出炭も開始された。 
引き続き、有効な土地確保は埋立し拡張するが、西側中央部の整備は山を

崩し、深い入江を埋め、殆ど垂直に近い石垣を雛段状に積み上げて造成し

た。東側海岸の埋立は初期においては山を崩し、その後は坑内から排出され

る土砂を利用できたが、西側の海岸は、山間部を段状に山を伐り、居住地と

して整備された。西側の埋立を伴う海岸線整備は 1898(明治 31)年から

1899(明治 32)年に整備された。 
1894(明治 27)年には、社宅数が 29 棟、1897(明治 30)年には 34 棟となっ

た。譲渡時は社宅の分類は明記されていないが、譲渡の際の添付資料から

10 棟程が居住用社宅と確認できることから、5、6 年の期間に用地確保も含

めて 20 棟程が、西側の斜面に建設された。 
住棟の殆どが、斜面と造成が簡素で効率よく配置が可能なように、等高線

に沿って建てられた。海抜高度の高い部分は職員社宅に利用され、低地は炭

坑労務者や土木建設の関係者が生活した。1893(明治 26)年に、三菱の私立小

学校が、南部西側の高台に設置された。1897(明治 30)年以前住宅を含む土地

利用の資料は、「端島石炭坑採掘特許願」以外に確認できないため、今後の

資料発掘を俟ちたい。 
 

3.7 1890 年代の土木・建築・造船技術 

1）土木技術 

1-1 長崎での展開 

1886(明治 19)年に、長崎居留地に問題が起こった。『長崎水道百年史』 

[49]によれば、居留地で貿易商を営む英人フレデリック=リンガー（Frederick 
Ringer)が上水道を整備しなければ、外国人全員が横浜や神戸に活動の場を

求めると金井俊行長崎区長に要求した２０８。金井は日下義夫県令と図って長崎

区立水道事業を決意し、大型の土木事業が開始された。1891(明治 24)年に本

河内高部ダムが、長崎県技師吉村長策によって石積みとコンクリートで建造

された。吉村は『The Water Supply of Cities and Towns』２０９を手引書とし
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ながらダムを完成させたが、セメントやコンクリートを多用した。これは、

わが国における重力式ダムの嚆矢である
２１０
。 

近代水道の建設の第一歩となるが、資材は殆どが輸入品にたより、長崎造

船所やリンガー商会、三井物産長崎支店の他に東京、横浜、大阪、神戸の会

社が入札に参加した。セメントも、日本では大量生産できないことから輸入

品に頼っていた。煉瓦も大量に必要となることから、55 万個を諫早の長崎

監獄に発注し受刑者に製造させた。この時期、大型建造物に対応できる資材

供給体制が長崎に整ったと考えられる。同時に技術者が育成された。 
 

1-2 端島 北部埋立整備から採炭準備開始 

埋立事業の着工期に関して、これまで『高島炭礦史』には「端島坑は明治

23 年 8 月三菱（岩崎彌太郎）が買収後、直ちに敷地拡張の計を立て、翌 24
年 3 月 19 日副坑長松林公二郎名義をもって長崎県知事に海面埋立てを願い

出、これが認許を得て工事に着手した」 [2, p. 171]と、されてきたが、本論に

おいて以下のように検証した。 
第 1 章では三菱端島坑の事業開始年を検証した。第 3 章では官報記録よ

り、端島採炭がすでに行われていた事を検証した。それらの検証から、護岸

工事については、認許以降の工事着手ではなく、すでに 1887(明治 20)年頃

から着手された事業を指すものであると考えられる。 
1886(明治 19)年に大資本の三菱社が参入し、端島の近代都市化への準備が

始まった。1892(明治 25)年の端島石炭坑採掘特許願（図 37）では、北側の

山の一部（A 部）を切崩して埋立てに利用されていることが確認できる。前

述した『高島炭礦史』と記載内容が一致する。長崎県知事への護岸埋立願い

の中で、埋立 BI 区部（図 24 参照）に関しては工事よりも遅れて提出された

可能性が高い。1887(明治 20）頃からの整備であると考えられる。 
1891(明治 24)年 3 月、『高島炭礦史』の「高島炭坑来翰」では、海岸埋築

報告について「同業ハ未タ其筋の許可ナキ故ニ始業ナラズ」 [2, p. 124]とある

が BI 区はすでに仮設的に先行した整備が行われていて、未着工部分は C 区

ではないかと考えられる。端島において、護岸整備が未整備の状況で採炭準

備を開始した場合、台風時は壊滅的な被害が発生する危険性が高いため、三

菱社はリスクを回避したと考えられる。 
また、1892(明治 25)年 8 月の「端島石炭坑採掘特許願」で検証すると、

北部護岸も整備され、石炭積出し用波止場も整備されていることから、埋立

（埋立 BI 区）は 1891(明治 24)年までに完了したものと考えられる。（埋立

BⅡ区）が深堀鍋島家時代埋立てより拡張されているが、600 ㎡未満の小規

模なものであり、年代は BI 区と同時期だと考えられる。 
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『高島炭礦史』によれば、1891(明治 24)年 3 月、長崎県に提出した端島

海面埋立方法書に以下のように記されている。 
 
端島海面埋立方法書

２１１
 地堀丁堀 石垣構造ノ場所長弐百七拾六間ノ処

一面盤石アルニ依リ巾三尺深五寸鑿堀シテ石垣根石ヲ据付〔セメント〕

ヲ以テ密着セシメルモノトス [2, p. 171] 
 
岩礁部に基礎石の根石をセメントで固定したということである。これは水

中にセメントを利用した長崎製鉄所で取得した技術工法が利用されたと考え

られる。加えて、南部の報告と時期が近いことから、輸入セメントの可能性

が高い。この端島海面埋立方法書には、石垣築造や溝渠築造や埋立て方法も

記され、石垣は約 500m に及ぶと記載されている。 
 
石垣築造 石垣弐百七拾六間高弐拾六尺水表石面壱尺二寸角皿壱尺二寸

角三尺トシテ裏築石ハ壱尺角表石垣ハ荒石トシテ中込ハ栗石ト石灰赤土

ノ混合物トヲ以間隙ナク積上ゲ壱間ニ三寸ノ勾配ニ築造スルモノトス 
[2, p. 171] 

 
平均高が水面から 26 尺の本格的な護岸工事である。表石は 1 尺 2 寸角、

裏築石 1 尺中込は石灰と赤土の混合物（天川）である。旧来から利用されて

いた天草石と石工技術が使われていたことが、窺い知れる。勾配が高さ 1 間

対して 3 寸であることから、直立に近い積上げが行われたものと考えられ

る。石垣延長が 500m 近い内容となっていることから、北部から東部の炭坑

図 37 1892(明治 25)年の端島石炭坑採掘特許願。出典：三菱史料館蔵に A 部を筆者

加筆。図内 A 部は旧測量図（長谷川測量）より斜面を伐り崩している。図内の海岸

破線部は護岸整備された位置と考えられる。 
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施設区域の護岸は 1897(明治 30)年以前に完了した。埋立は「近傍山土等ヲ

以埋立搗土」とあるが、埋立は 1894(明治 27)年の「端島炭坑鉱区訂正願

届」添付図面（図 17）により、第二、第三堅坑坑口近くから埋立てが完了

している。 
1887(明治 20)年頃、島北部の山を削って埋め、中盤の 1891(明治 24)年以

降は採炭に関連した土砂等を利用し埋立を行った。初期段階から護岸工事は

天草から切り出した砂岩をセメントや天川技術で築造した。東岸、南岸埋立

は B 区から D 区まで連続して行われた。炭坑施設地区から先行し、約 3,800
坪（12,500 ㎡）の炭坑施設地区と 900 坪（3,000 ㎡）の住居区を確保した。

1897(明治 30)年以前の埋立事業で、安定した炭鉱事業用の土地が確保される

に至ったと考える。 
 

2）三菱の建築技術 

1890(明治 23)年、三菱社は丸の内に土地を取得した。同年曾禰達蔵が三菱

社に入社した。曾禰は、工部大学校で一期生として、ジョサイア=コンドル

（Josiah Conder）の下で学んだ後、1879(明治 12)年工部省に入り、工部大

学校助教授、海軍省呉鎮守府の建築部長を経て三菱社に入社した。海軍時代

の 1886(明治 19)年には造家学会の創設発起人になった。曾禰は三菱社入社

以前からコンクリート等に興味を示し、1888(明治 21)年には 2 件のセメン

トの材料試験報告を発表
２１２
した。入社後も 1892(明治 25)年に学会の『建築

雑誌』にコンクリート建築
２１３
を紹介し、セメント等の事例紹介や論文の発表

をいち早く国内で行った。1893(明治 26)年にはシカゴで開催されていた博覧

会及び万国建築家会議に出席のため渡米した。1894(明治 27)年には恩師コン

ドル設計の丸の内三菱一号館工事監督を曾禰が担当した。翌 1895(明治 28)
年と 1896(明治 29)年にはコンドルと三菱二、三号館の共同設計を行い竣工

させた。地所事業の基盤はこの時代に始まった。 
 

3）三菱の造船業と企業姿勢 

三菱造船所における 初期の船舶建造は、1887(明治 20)年進水の 200ｔの

夕顔丸２１４で、長崎港と高島、端島間の貨客船兼曳船として 1962(昭和 37)年
２１５まで活躍した。夕顔丸は貴重な一歩であるが、彌之助の目指す造船業は本

格的な航洋汽船２１６を造ることであった。1890(明治 23)年には筑後川丸２１７を

竣工させた。三菱造船所に技術的不安を持つ発注側の大阪商船２１８が英国への

材料調達要望をだしたが、断固として彌之助が認めなかった２１９。しかし、筑

後川丸以下 3 汽船の建造過程２２０で、三菱造船所は鋼鉄汽船建造にかかわるす

べてのノウハウを手中にしたといわれている。このような物造りに取組む姿

勢が当時の三菱の企業体質をつくった。 
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1892(明治 25)年、ドイツ船が座礁のため大部分を破損し入渠したが、船の

規模が大きく、間に合わせの修理しかできなかったことから、立神船渠を急

遽拡張することとなった
２２１
。日清戦争の影響で着工は遅れたが、1894(明治

27)年、三菱造船所では大型化する船舶に対応するため、立神船渠の拡張工

事に着手し、翌年には第二船渠の建設工事に着手した。同年には念願の本格

汽船で国内造船史上画期的な大型貨客船、常陸丸
２２２
の建造が許可された。筑

後川丸建造以降、目ぼしい新船受注がないことから、1592t の須磨丸
２２３
を自

社船として建造した。その当時、1000t を超える外洋汽船は国内では建造不

可能と考えられていたが、須磨丸は 1895(明治 28)年に竣工した。外洋汽船

の建造は三菱造船所の実験的試みであった。須磨丸は大阪商船に売却され、

大きな利益
２２４
をもたらし、後の三菱の造船業に影響を与えた。 

1890 年代三菱は岩崎彌之助が造船業を牽引し、外洋汽船が建造できるま

での基礎を築き、三菱の中核事業としての造船業を位置付けた。組織も

1893(明治 26)年 12 月三菱合資会社を発足させた。 
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3.8 章 結 

三菱は 1881(明治 14)年から高島炭鉱にて操業を開始したが、すぐに邦人

による近代産業化に取組んだ。1884(明治 17)年には長崎造船所を借受け、造

船業の拠点を長崎に移した。1887(明治 20)年には三菱社が払下げを受け、岩

崎彌之助は造船業を三菱の中核事業とする。炭鉱業で得た利益を背景に造船

業、続いて地所事業に進出する。 
端島の開削準備は 1886(明治 19)年から埋立や炭坑機材等の整備を行う。

しかし、1887(明治 20)年 8 月の坑内事故が発生した。同年には、隣接の高

島炭坑で社会問題となった高島炭坑事件もあり、再採炭に手間取る。ようや

く、1891(明治 24)年に出炭を開始した。当時、端島には炭坑労務者が 500
人程、他に護岸整備の従事者も生活をしていたと考えられる。採炭開始後、

採炭量は急激に増加し、1894(明治 27)年頃には島民人口が 1,500 人を超え

ていたと考えられる。 
住居や施設の基盤は三菱が端島を譲渡される以前に整備されていた施設等

が利用されたと考えられる。 
1892(明治 25)年譲渡時の資料や再現 CG を元に検討すると、居住部の施設

は殆どが板葺き木造の平屋造で、仮設的な施設であった。建物の土地利用の

密度は低い、といえる。逆に、居住施設内の密度は高かったと考えられる。

炭坑施設と居住施設の他の建築物は資料から推測できない。 
1891(明治 24)年、端島には飲料用の蒸留機械を設置していた。長崎の都市

部に近代水道が供給開始した同年の給水整備であるが、端島と長崎市の水道

設備事業に共通するのは、コレラ等の伝染病対策であった。 
教育施設としては 1893(明治 26)年には三菱社立の小学校が開校された。 
1890 年代中頃は端島坑でも労働環境改善の要求が激しさを増してくる。

1894(明治 27)年には同盟罷工が発生、警官が出動し、炭坑労務者 39 人を逮

捕した鎮圧した。炭坑の合理的経営と労働者管理の労資問題は、狭く限定し

た島内で根本的な問題解決を図る必要性に迫られる。 
炭坑と造船と地所の事業について、1880 年代後半からは炭坑事業が三菱

社の多角化を推進させる財源を確保した時期であった。その中で造船業はよ

うやく 1000ｔを超える外洋汽船の建造が可能な技術力を身に着けた。ま

た、地所事業も、丸の内の土地を入手した 1889(明治 22)年から都市開発を

開始したが、三菱一号館が 1894(明治 27)年竣工し、二号館が 1895(明治 28)
年三号館が 1896(明治 29)年にようやく竣工し、地所事業の基礎を築いた。

丸の内の開発事業は大正時代の端島の炭鉱都市づくりに影響を与えることと

なる。 
  



 
 

80 

 

第 4 章 納屋制度廃止 
 

4.1 坑内環境整備の要求と改善 
4.2 納屋制度廃止と新体制 
4.3 三菱炭鉱業についての分析 
4.4 土地利用と基盤整備 
4.5 台風災害と解雇 
4.6 埋立事業 1897(明治 30)年～1901(明治 34)年 
4.7 1900 年代の土木・建築・造船技術 

1）土木技術 
2）長崎の建築技術 
3）三菱の建築技術 
4）三菱の造船技術 

4.8 章 結 
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4.1 坑内環境整備の要求と改善 

工業生産性を向上させたい三菱は、この時期、電化等の新技術を導入し、

環境改善を図る。『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関

係:1855～1900 年』 [19, p. 895]
２２５
によれば、炭坑労務者が坑内の環境改善の内

容を要求していたことがわかる。これは、納屋制度廃止の大騒動が起こる直

前 1897(明治 30)年 3 月の地元紙『鎮西日報』（3 章 4 参照）に掲載された。 
その後 4 月 23 日に一旦は炭坑労務者を扇動した二十名程を高島に移動さ

せたが、その後高島でも激しい同盟罷工が起きた。 
端島坑の海底における石炭層は強い勾配の傾斜となっている。採炭部が海

底深く、排熱処理が困難で課題となっており、坑内排熱の環境改善に取り込

む必要性があった。 
納屋制度廃止直前の 1897(明治 30)年 5 月に坑内での機械化を坑夫達が要

望したが、機械化の追加整備は動力源である蒸気機関が排熱を発するため、

単に動力機械を設置するという訳にはいかない。だが、坑内の排熱が処理で

きないと、新たな問題を抱えることとなることから、根本的な解決を要し

た。高島炭鉱副坑長の妻木栗造が電気の専門家であった。その解決を電化に

よって図る計画を立案した。1900(明治 33)年 9 月
２２６
には、高島に先駆けて

30kw の直流発電機を設置し、坑内外の電化を開始した。 
三菱の明治期の殆どの炭坑動力源は、蒸気機関に依存し、坑内の合理化を

図ってきたが、1907(明治 40)年には工費 15 万円をかけ、坑内のポンプ及び

巻揚げ機械作業の電気設備に切り替えた
２２７ 

。1908(明治 41)年『日本炭礦

誌』の端島坑排水運搬の動力及機械変更工事について以下の記載がある
２２８
。 

 

従来坑内排水用喞筒及曵揚機械等は、総て蒸気力に依て運搬せるも、漸次

坑内の拡延に伴ひ。温度昇進して操業上の不便少なからざるを以て、是等

排水及運搬上の設備、即ち喞筒曵揚機等を変更し、蒸気力に代ふるに電気

力を以てし、其効率を増大して、坑内温度の軽減を謀るを目的とし、曩に

諸機械を外国に注文し、其大半は到着せり [11, p. 421] 
 

『高島炭礦史』 [2, p. 208]には「15~30 馬力の排水用ポンプ（各ポンプ座に

2 台ずつ）、運搬用として電気巻揚機 2 台を新設した。」端島坑の動力転換は

1910(明治 43)年に排水ポンプ、続いて 1911(明治 44)年電気巻揚機と高島坑

に先行して設置された。また、1907(明治 40)年 6 月に深堀、高島間と、高

島、端島間に通信用海底ケーブルが敷設され、電信業務が開始となり、9 月

に電話が開通した
２２９
。 
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4.2 納屋制度廃止と新体制 

『福陵新聞』が 1887(明治 20)年末「高島炭坑事件」
２３０
を記事にし、社会

問題化させた。雑誌『日本人』が「高島炭坑の惨状」を掲載し、一大社会問

題へと進展した。1888(明治 21)年犬養毅による『朝野新聞』の論説「高島炭

坑の実況」において “納屋頭を廃し炭坑労務者を炭坑社の直轄と為すこ

と”の提案
２３１
、及び清浦警保局長改革案が示された。それから、9 年が経過

し、1897(明治 30)年 7 月に納屋制度廃止の命令書が社長名で出された。廃

止直前までの交渉は以下の通りであった。『高島炭礦史』の記載資料におい

て確認する。1897(明治 30)年 5 月 30 日に、炭坑労務者一統から高島炭鉱へ

の 6 項からなる願いが提出された。6 月初めには追願書も追加された。その

内容を以下に示す。 
1897(明治 30)年 5 月の願いと 6 月の追願

２３２ 
 

願 

第一項 今般貴坑々夫一般賃銭且ハ日用品代価ノ騰貴ハ従来ノ賃銭物価

ニ準シ其正比例ヲ以テ御定相成度候事 
第二項 坑夫賃金増額ニ従テ自然事業ノ厳ナラサル様御使役相成度候事 
第三項 従来甲乙丙丁戊ノ採炭判然ナラサル故其区別確ト御定相成度候

事 
第四項 従来カヘリ函ト唱ヘ一応満函シタル炭ヲ没収スルハ御改良相成

度候事 
第五項 従来貴坑ニ於テハ坑夫勉励ニ対スル賞与金無之ニ付自今慰労金

トシテ一ヵ月ノ事業高ニ応シ相当ノ御賞与相成度候事 
第六項 自今坑夫ノ休業ハ一ヵ月三回ト公然御許可相成度候事 
明治三十年五月三十日              坑夫一統 
高島炭坑 御中 

追願書 

第一項 当坑々夫ニ対シ衛生上注意アリタキ事 
第二項 従来納屋頭ノ坑夫ニ対スル使役用法ハ圧制ノ処為アルヲ以テ改

良アリキ事 
第三項 抑モ炭坑事業ハ通常事業ヨリハ過激ニシテ人身上甚タ不適当ノ

処アルヲ以テ適当ノ就業時間及相応ノ事業ヲ仰付ラレタキ事 
右ノ通懇願ニ及候也               坑夫一統 
高島炭坑 御中   
[2, pp. 156-157] 

 

炭坑労務者達の要求が発端で納屋制度は廃止され直轄雇用となった。

『高島炭礦史』によれば、その後同年 7 月に会社が出した現場の具体的方針
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には炭坑労務者要求の他に新たな追加項目が盛り込まれ、改革要点 10 項目
２３３
が示された。以下に要約を記す。 

一、納屋頭を廃止する事。 
一、坑夫は可成妻帯し分離する事。 
一、坑内事業に婦女使役を始める事。 
一、炭坑が直接に賄方を取り扱う事。 
一、道具や必需品の代価支払いの事。 
一、坑夫事業賃六歩手数料廃止の事。 
一、就業日数に応じた負債返済の事。 
一、坑夫勘定支払いは月２回又は３回とする事。 
一、坑夫分離をはかり家屋の模様替え改築を行う事。 
一、納屋頭廃止への炭坑が支払う支出の事 
[2, p. 160] 

 

この 10 項目に盛り込まれた内容には、次の 3 項目が含まれており、注目

される。妻帯を促進させ、“生活分離”をさせる方針と、坑内に“婦女を労

働力”として利用させること、その為の“改築”を進めること。妻帯と世帯

分離は会社側が望む同盟罷工を起こし難い安定した生活環境を整えることに

繋がっていると考えられる。婦女の労働は一つには妻帯による居住の安定

と、より安価な坑内労働力の確保という経済的効率との側面があると考えら

れる。高島炭坑長を務めた南部球吾は婦人労働者の参画には批判的な考え
２３４

を持っていたが、安定した生産性向上は経営側にとって大命題であった。納

屋制度廃止は、労資間の近代化を進めていくうえで大きな課題であった。 
一連の納屋制度廃止運動が、それまでの要求と違っていたことを中西洋が

指摘
２３５
している。納屋頭の中には、同盟罷工を積極的に止めようとしない者

２３６
もいた。すでに納屋制度の管理者側も内部体制の軋轢を生じていたとい

う。労務者を確保し安定した採炭を維持することは、企業側の大きな環境整

備の課題であったが、納屋制度が廃止されたことで、労働力の確保は三菱合

資会社が直接炭坑労務者の人員供給を進めることとなった。 
納屋制度廃止においては、炭坑労務者たちの要求を三菱側が受入れた、と

いうような経過で『高島炭礦史』に記述されている。納屋制度が廃止される

1897(明治 30)年には南部の埋立が完了し、西部も連続して埋立が進んでい

た。それらの埋立事業の目的は第一に居住区確保であったと考えられる。 
また、納屋制度廃止の改革案はすでに 1888(明治 21)年に、犬養毅と清浦

警保局長が提示したことであったが、三菱合資会社はすでに居住整備の対策

準備を行っていた。この移行期に一連の同盟罷工が起こり、炭坑労務者側か

ら要求が出された時期が一致したのではないか、とも考えられる。会社側か

らの回答が速やかに提示されていたからである。 
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4.3 三菱炭鉱業についての分析 

左項目は端島炭坑営業勘定帳賃貸試算表項目を示す。1899(明治 32)年から医局費が年

から税金が勘定科目に計上されている。 
 

表 5 1894～1906(明治 27～39)年の端島の貸借対照表（単位:円）三菱史料館所蔵。 

表 6 貸借対照表による採炭と建設整備の相関関係。 

左グラフは勘定帳賃貸試算表項目のすべてをグラフにしている。右グラフは、金額が大き

い売炭勘定と貸方・借方勘定を除いて他項目を示す。運炭費の経費増加がわかる。

1905(明治 38)年には甚大台風被害をもたらすので、器械費以外に経費が下がっている。

全体的に経費が上昇するが運炭費・坑内費・器械費の経費を下げるかが経営の課題であっ

た。 

単位：千円 単位：千円 
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三菱合資会社財務台帳をもとにグラフ化すると、納屋制度改革以降、

1904(明治 37)年頃までは売炭勘定が上がり、右肩上がりに成長していること

が確認できる。しかしながら、採炭場所が海底深くなるにつれ運炭費が徐々

に上昇し、10 年程で 3 倍以上に膨らんで経営を圧迫するようになる。それ

に伴って、機械費や電力費などの経費も増加し、徐々に経営が悪化した。所

帯分離の方針に伴い妻帯を進めた結果、居住エリアの拡大や家屋造作費が

1903(明治 36)年までは継続して増加したが、それ以降は家屋施設整備が中断

した。所帯分離を図った施設整備事業が完了したのか、経営の悪化による整

備中断かは、財務台帳からは不明である。 
1904(明治 37)年には、端島の製塩事業が開始された。排熱利用の製塩は、

蒸留水確保と一挙両得の事業で、良質な塩の確保だけでなく、不況時の支援

にも有効であった。しかしながら、ついに 1901(明治 34)年には高島坑の採

炭量が 1888(明治 21)年のピーク時の 19％まで落ち
２３７
、1893(明治 26)年には

隣接の中ノ島坑が廃坑
２３８
となって、1903(明治 36)年に高島坑はピーク時の

50％を割るまで下がった。1904(明治 37)年に端島坑は高島炭鉱全体の採炭

量の 62％を採掘した。端島坑の経営改善は高島炭鉱全体の経営を大きく左

右する状況となった。炭鉱経営が厳しさを増す中で 1904(明治 37)年日露戦

争が始まり、次第に炭坑労務者の確保が厳しくなった。 

表 7 償却費を除く家屋整備関連費の累計。 
※累計建築金額を分析のために建築償却費を減して作成した表。整備の年度進行が検証

できる。表 5 のデータをもとに筆者作成。 

※建設費償却無での累計が 1903(明治 36)年で横ばいとなることから、家屋の整備が

中止されていたことを確認できる。1905(明治 38)年の台風被害で家屋勘定（財産）が

下がっていたことが確認できる。 
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そのような社会情勢の中で、1905(明治 38)年 8 月には未曾有の台風が襲

来し、南部の護岸が一部崩壊し大被害を受けた。1905(明治 38)年の営業利益

は納屋制度廃止以来の初めての赤字決算となった。1906(明治 39)年は、創業

から閉山した 1974(昭和 49)年までの、 低の採炭量となった。 
 
4.4 土地利用と基盤整備 

納屋制度廃止後の居住環境整備のために埋立工事と炭坑労務者住宅が

1898(明治 31)年頃から急速に整備された。端島の埋立地の法務局届よりも早

い時期の 1896(明治 29)年には第三竪坑が完成した。1897(明治 30)年には島

南部 D 地区での埋立てが完了した。1899(明治 32)年頃までには居住地域の

西部と南西区 E 地区の埋立てを完成させた。 
1894(明治 27)年から 1906(明治 39)年までの地所家屋費に関して、三菱史

料館に所蔵される各炭坑決算勘定書で確認することができる。1897(明治 30)
年から 1903(明治 36)年にかけて施設整備においては高額の家屋整備費用が

発電機 30kw 設置 

表 8 売炭勘定、運炭費、日給雇用人、利益、島面積の相関図（1897～1911）。資料

出典：『高島炭礦史』 [2]、『三菱鑛業社史』 [1]、『日本炭礦誌』 [11]、「高島炭坑端

島支坑報告書」 [34]、『日本近代化の基礎過程（上、中、下』 [17] [18] [19]。筆者作成。 

※1900 年代は納屋制度廃止の影響で、環境整備が進み、利益も上昇する。1900 年

に電化をはかるが、経費等が増し、利益は横ばい傾向。1900 年代中頃から運炭費が

上昇し、利益を圧迫する。そのような中日露戦争が勃発し、1905(明治 38 年）未曽

有の被害を出した台風が端島を襲う。 
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計上されている。『高島炭礦史』には、高島炭坑月報等
２３９
からの転載があ

り、1899(明治 32)年に 53～56 号棟、1900 年(明治 33)年には 65、66、68
号棟の炭坑労務者住居の建設が確認できるが、納屋制度廃止以降の南部埋立

地での世帯分離に沿って建設された住居と考えられる。 
三菱合資会社の財務関連台帳から社宅整備の経過を表 9 に示す。社宅の面

積は 1903(明治 36)年まで増加し続け、納屋制度廃止時の 270％まで広さを

確保した。1897(明治 30)年頃に約 1,700 人であった島民人口も、1901(明治

34)年頃まで上昇し、2,100 人程度となったが、日露戦争が始まる 1904(明治

37)年には 1,600 人を割るようになった。つまり、一人当たりの面積は 3 倍

近くまで増加したこととなる。1 棟当たりの面積も若干 88％と下がり、分棟

化の傾向がみられ、所帯分離が進んでいたと考えられる。 
 
表 9 財務資料による社宅数と坪数の変遷。資料出典：各炭坑決算勘定書（社史附表）

三菱史料館蔵。筆者作成。 
注：明治 32 年分は資料無につき、前後年の平均値。 
 

表 10 1904(明治 37)年との坪数比較。資料出典：各炭坑決算勘定書（社史附表）三菱

史料館蔵。筆者作成。 
左：表 9 より、決算年毎の社宅、事業所、災害仮設住宅別に合計した坪数（面積）表。

右：左表の数値をグラフ化したもの。 

南部埋立地には、木造 2 階建
２４０
の炭坑労務者住宅が 5 列で 15 棟計画され

た。住棟は棟軸が東北から南西に向けて配置された。居住区整備は単に住戸

数を増加させるのみでなく、都市整備を行おうと意図していたことが窺い知

れる。ほぼ中央部の通りは住棟の間隔が広めに取られ、式典祭事などが行い

坪数/棟

決算年 西暦

明治

棟数 坪数 （千円） 棟数 坪数 棟数 坪数 棟数 坪数 棟数 坪数 棟数 坪数 棟数 坪数 棟数 坪数 棟数 坪数 棟数 坪数 棟数 坪数

社宅計 29 34 933 45 1,282 60 1,577 74 1,873 84 2,208 100 2,387 104 2,504 104 2,504

屋根板葺き 社宅 22 526 3,155 24 563 16 389 11 240 5 91 5 91 14 28 14 28 14 28

瓦葺き 社宅 3 74 1,100

納屋 4 178 1,400

災害仮設社宅 13 305 21 442

事業所 6 142 1,700 6 157 9 141 11 141 12 141 15 241 17 282 19 441 19 441 21 473 21 473

ｶﾞﾙﾊﾞ板葺き 事業所 6 184 935 7 239 6 390 9 436 12 481 12 475 14 530 14 530 14 530 16 530 17 580

屋根板葺き 事業所 3 52 50

ーー板葺き 事業所 2 78 180

七歩板葺 事業所 1 11 30

合計 47 1,245 8,550 54 1,434 64 1,882 82 2,223 100 2,564 112 2,952 131 3,199 137 3,475 137 3,475 92 2,456 116 2,982
※Ｍ32年：資料無推定値
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371

決算年 西暦 1,897 1,898 1,899 1,900 1,901 1,902 1,903 1,904 1,905 1,906

明治 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

933 1,282 1,577 1,873 2,208 2,387 2,504 2,504 1,149 1,488
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Ｍ37年比との減少値
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やすいエリアを確保し、メインストリート化されている。1898(明治 31)年か

ら 1899(明治 32)年に埋立てた南部埋立地には、演芸場や遊郭等の娯楽遊興

施設も併設し、遊郭の企業外施設の規模を拡充し整備していた。 
坑労務者住宅の規模は、写真 16 から、1 階が 2 間（3.6 m）×3 間（5.5 

m）で、2 階が 2 間（3.6 m）×2 間（3.6m）と考えられる。上下で 2 住

戸、10 住戸で一棟を標準としたと推測できる。屋根は土葺き杉皮下地の和

瓦葺きを漆喰目地で補強、外壁は竹小舞土壁の上、木縦張り、2 階に物干台

が置かれた。納屋制度廃止以降の世帯分離の方針に従い、厳しい自然環境や

労働環境対策として建設された所帯向きの住居であるが、同時代の炭坑労務

者住宅に比べて良質の住戸建築仕様であると考えられる。 
 

写真 16 1912(大正元)
年頃の端島南部。出

典：端島閉山 40 周年記

念事業実行委員会編

『GREAT HASHIMA 

大いなる端島』 [50, p. 
001] 
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1904(明治 37)年に衛生環境改善にも着手した。島民の増加に対応し、飲料水

の確保も規模を拡大して整備が進んだ。1904(明治 37)年に動力排熱を利用し

た製塩事業を起し飲料用蒸留水を確保した。汽灌用水として海水を使用して

いたが、放棄していた濃鹹水を利用し、塩と蒸留水の両方を得ていた。工場

は端島のみならず高島にも建設され、端島には煎熬釜が９釜設置された。

1907(明治 40)年には端島工場だけでも年間 11,093 石
２４１
の産塩高を上げた。 

  

写真 17 製塩工場。出典：端

島閉山 40 周年記念事業実行委

員会編『GREAT HASHIMA 

大いなる端島』 [50, p. 016] 
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図 38,39 は、1900 年代の住宅整備を示す。1900 年代は納屋制度廃止以

降、世帯分離方針に従い、居住施設面積を増加させていったと考えられる。

社宅整備の状況（表 9）の資料やグラバー園の端島模型を参考に配置図を作

成してみると、社宅数も 100 棟を超え、端島全体に整備は拡大し一定の整備

が完了していたと考えられる。病院、製塩所も衛生や安全対策や飲料水確保

のために整備され、教育環境としての小学校も設置されていた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

4.5 台風災害と解雇 

端島は島が外洋に面していること、元来は岩礁を度重なる埋立てによって

陸化した島であったことから、常に自然災害に脅かされてきたといえよう。

発電所 

図 38 1900(明治 33)年。資料出典：1901(明治 34)年国土地理院測量図（図 25）。注 

明治 34 年以前の小学校は南部山頂付近との説がある。 
「明治 34 年に新築の小学校は宮ノ下の社宅付近に造られた」このような記載から、宮

の場所を特定。その下に社宅の位置を推定した。筆者作図。 

端島神社 

第二竪坑 

 

第三竪坑 

第一竪坑廃坑 

宮ノ下 

第三堅坑 選炭場 

製塩乾燥室 第二堅坑 
製塩場 

図 39 1905(明治 38)年。資料出典：グラバー園の端島模型。注：グラバー園内設置模

型は 1909(明治 42)年作成と記載されている。二子島近辺の埋立形状から 1907(明治 40)
年頃の地形が作成されたと考えられる。模型資料に写真 4～7 の B,C,D を照合し、北部

建物を配置して筆者が推測、作図した。太線破線部は台風被害で納屋全壊 30 棟、半壊

9 棟の被害区域を推測。円で囲った建物は避難場所となった小学校。 

小学校 

小学校 
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また、炭層が強い勾配の上に海底深くにあるので、厳しい労働環境にあるな

ど、課題が多い炭鉱であった。そのため自然災害や労働災害の対策を常に行

いながら、生産性を上げることが三菱合資会社の重要な課題であった。

1898(明治 31)年 12 月、台風ではないが暴雨被害が発生していた。高島炭鉱

被害金額として、1,594 円が計上され、翌年 1 月復旧工事に着手している。 
その後 1905(明治 38)年 8 月の台風災害は甚大な被害を出し、労働者集め

に大きな影響を与えた。炭鉱の炭坑労務者数も、一時千人を超えていたが、

壊滅的な被害を受け、納屋制度廃止頃の 642 人まで下がった。 
表 9 に示すように、納屋制度の廃止以降、炭坑労務者住宅整備を推進した

が、その殆どが 1905(明治 38)年に発生した台風で被害を受けた。推測する

被害エリアを図 39 の太線破線部で囲み示す。破壊された防潮堤があったエ

リアだけに限らず、防潮堤を乗り越えてくる大波が、低地にある建築物の上

に覆いかぶさり破壊的な波力となった。特に埋土による脆弱な地盤の流出が

あったと考えられる。労資対策に併せて、台風災害対策の構造的な強化を行

う必要にせまられていった。 
1905(明治 38)年 8 月 11 日、端島を襲った台風について『炭坑誌・長崎県

石炭史年表』に被害状況が記載されている。 
 

台風で避難、不満続出、223 名を即日解雇、暴風雨で納屋 30 棟全壊、9
棟半壊、20 万円の損害 納屋住 850 人（家族とも 1,200 人）病院・小

学校に収容。 
今まで三人五人と限られて起居していたものが一堂に集合したため、談

話の種は進んで坑夫対炭坑社の問題に移り、或者は待遇酷薄（中略）食

物の不足、給料の不平、事務員の傲慢（中略）一時に平素うっ積せし自

分勝手の不平を持出（中略）がやがやとさわぎ始め、同盟罷工などの激

語もきこへ、漸く不穏の形勢を示し殺気立ち（中略）重立つ事務員ら集

会の末、断固たる処理をとることを一決 [35, p. 158] 
 
こうした不穏な動きに対し、三菱は断固たる態度で臨んだ。納屋制度廃止

以降、三菱合資会社は坑内の電化や埋立事業、炭坑労務者住居整備等の環境

改善を積極的に推進してきていたので、こうした不満を唱える者に対して強

硬な方針を打ち出し、不満者を即刻解雇したものと考えられる。 
台風被害は、社宅の面積に換算して 1904(明治 37)年に 2,500 坪ほど計上

されていたのが、1905(明治 38)年に発生した台風被害では 1,150 坪へと

55％減じている。緊急に仮設宿舎を建設したが、1903(明治 36)年には 1,474
人いた日給日雇人が 1906(明治 39)年には 1,070 人と僅か 3 年で、27％減と

なった。 
高島坑では、1906(明治 39)年の坑内ガス爆発で死者２４２が 307 人出た。
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1907(明治 40)年の労働状態２４３について、『炭坑誌・長崎県石炭史年表』に

は、日本労働運動史料（労働運動史料刊行委員会、昭和 37）から引用した

以下の記述がある。 
 
高島ハ昨年三月坑内瓦斯爆発ニ際シ多数ノ罹災者ヲ出シ、端島は一昨年

八月水災ニ基因シ頓ニ坑夫数ヲ減シタル以テ、尓来各方面ノ募集ニ従事

スルモ特ニ近来一般事業勃興ノ為メ応募者少ナキヲ以テ補充ヲナス克ハ

ズ [35, p. 170] 
 
台風による端島の居住環境の被災や高島坑のガス爆発災害は、甚大な被害

を与えていたと考えられる。三菱合資会社は労務者集めに奔走していたと思

われるが、きわめて困難な状況が生じていた。 
 

4.6 埋立事業 1897(明治 30)年～1901(明治 34)年 

1897(明治 30)年には第一竪坑が坑内火災で水没し廃坑となった。そのた

め、北部の土地利用にも変更が出た。端島では、昭和期の東北部を除き、殆

どの埋立て事業が 1901(明治 34)年までに完了した。その結果、端島は埋立

地を含めると 5.6 万㎡
２４４
の人工島へと拡張した。また、この時期の埋立て事

業はもっぱら居住区及び関連した生活区であった。西側海岸は海岸線が複雑

に入り組んでいる上に外海側に面して、埋立整備事業は難航していた。 
1894(明治 27)年提出の端島炭坑鉱区訂正願届の添付図（図 17）から、C

区の埋立過程を窺い知ることができる。1899(明治 32)年に長崎県へ提出した

埋立地所有認定願いから、南部 D 地区はすでに工事が完了したことがわか

る。D 地区は E 地区に先行して埋立が行われたと考えられる。E 地区に

1898(明治 31)年の住宅建設の報告があることから、D 地区は 1897(明治 30)
年には完成していたと考えられる。D 地区一部は坑内土砂処分地として利用

し、大正期以降に埋立てられた。D 地区の南側、西側 D 地区の埋立てが完

了した。1897(明治 30)年に海面埋立願を長崎県に提出しているが、工事完了

した区域と海面埋立願に食違いが見られる。 
図 21 にみられるように西側護岸をより直線的に埋立の計画を行ったが、

露出していた岩礁もないことから、変更を余儀なくされたことが推測でき

る。当時の技術では、南側、西側の岩礁がない箇所での基礎工事は台風等の

災害に耐える護岸工事は困難であったと考えられる。外海に面した護岸は

度々破壊された。1905(明治 38)年の台風では南側護岸が破壊されたことを伝

える被害記録がある。1925(大正 14)年にも西側と南部の護岸が破壊された。 
埋立困難な E 地区埋立は、1898(明治 31)年から 1899(明治 32)年に完了し

たと考えられる。三菱合資会社の財務関連台帳に記載された社宅面積で確認

すると、2,500 坪計上された面積が 1,150 坪へと 55％減じた
２４５
。 
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4.7 1900 年代の土木・建築・造船技術 

1）土木技術 

長崎市内の土木技術は 1900 年代も規模が拡大し進展する。吉村は、本河

内高部ダム完成後、大阪、広島軍用水道、神戸、舞鶴要港水道を完成させ、

1898(明治 31)年に佐世保海軍の水道工事長として長崎へ戻り、長崎市顧問と

なった。 
新たに水道事業拡張が計画され、西山ダムや小ヶ倉ダム等鉄筋コンクリー

ト造ダムが建造
２４６
された。本河内低部ダムは 1903(明治 36)年に完成し、翌

年は西山ダム、高部浄水場が完成した
２４７
。両方共にコンクリート重力式で施

工され、使用したセメントは神戸水道専用ダムに次いで国産第 2 号であっ

た。 

1892(明治 25)年頃
２４８
から、神戸の和田岬では、神戸三菱船渠の計画が始

まった
２４９
。1899(明治 32)年頃まで、地質等の調査は当初曾禰の管理下で行わ

れた。粘土質の地盤や湧水問題など乾船渠工事や埋立工事は問題が山積と

なった。三菱（神戸）造船所の計画を遂行するために、1900(明治 33)年に三

菱の岩崎久彌社長は、白石直治に神戸和田岬船渠工事設計を委嘱した
２５０
。同

時に、白石は三菱造船所第三船渠や和田岬東京倉庫の建設に携わることと

なった。受諾後すぐに欧米に渡り、情報収集のための視察や建設工具類の購

入を行った。白石は、帰国後の 1900(明治 33)年 6 月に高橋元吉郎
２５１
と広沢

範敏
２５２
を三菱合資会社の神戸建築所に招聘した。彼らは関西鉄道時代の部下

であった。1901(明治 34)年、三菱（長崎）造船所第三船渠建設工事に着手、

1905(明治 38)年に竣工した。この船渠は当時、東洋一２５３の規模を誇ってい

た。白石が発表した論文で、エンジニアリングの高さだけでなく、工事費を

抑えるための材料や工法などの検討内容が報告され、高度な技術が実践的に

行われていたことが伺える。白石が岩崎久彌社長から三菱の嘱託を依頼され

ていた 1900(明治 33)年頃、端島では在来技術の天川とセメントを併用し

て埋立事業が盛んに行われていた。 
1899(明治 32)年 6 月、高島炭坑長大木良直が長崎県知事に提出した

埋立願書が「明治三十二年第二課事務簿海面埋立之部」に収録されている。

その埋立願書には護岸建造の構法が細かく記載されている
２５４
。 

 
…水面埋立面積千百十五坪、地盤丁堀長八拾間、石垣長百五拾間（中

略）石材ハ割石 面一尺二寸角・長二尺乃至二尺 五寸 玄触築合瑞摺

合胴飼尻共天川及ヒセメントヲ以テ据付 裏込ハ割栗石ヲ間断ナク天

川及ヒセメントヲ以テ積上築造スルモノト ス（中略）埋土ハ坑内修繕

ノ為ノ掘鑿スル所 ノ土石ヲ一定ノ函車ニ搭載シ軌道ニヨリ埋立地マデ

運搬スルモノトス 



 
 

94 

 

 
明治期の端島埋立は、海水面から露出した岩礁の上に基礎部の殆どが築

かれた。1886(明治 19)年三菱期に入ると、天川に代わって基礎の根石にセ

メントを敷設した。1899(明治 32)年の埋立では更にセメントの使用範囲

を拡大した。裏込に割栗石と天川とセメントを併用した改良構法を行っ

て護岸を整備した。その技術は 1901(明治 34）に着工する三菱造船所の乾船

渠に反映されていった。 

 
 

写真 18 1906(明治 39)年の三菱造船所第三船渠。出典：『画

報近代百年史』第八集 [51, p. 648] 

図 40 三菱造船所第三船渠図面。出典：白石直治「A New Graving Dock At Nagasaki,Japan」 [52] 



 
 

95 

 

 
白石直治は、1906(明治 39)年に三菱造船所第三船渠乾船渠の建設に関す

る論文「A New Graving Dock At Nagasaki ,Japan」 [52]を米国土木学会で

発表したが、ポルトランドセメントの他に五島列島産 puzzolana２５５
や石

灰を調合し岸壁工事が行われたと報告し、経済性の優位性と不透水性の

向上に役立てたと述べている。 
三菱は長崎において、乾船渠建設工事に在来の天川工法と新たな技術と

の融合を成し遂げており、こうした技術は端島の埋築や護岸建設にも活かさ

れていたと考えられる。端島は、石炭繋船埠頭と運搬機械や貯炭場が整備さ

れ、200t 内外の積載可能船舶が着岸可能な埠頭の環境整備が行われた。 
1905(明治 38)年 7 月、三菱合資会社は高島炭坑長大木良直名で、長崎県

に「公有水面埋立申請」を行った。面積は 341 坪（1,127 ㎡）と小規模であ

るが、第三竪坑のある事業用地の東南部（図 24 の G 区）である。石垣長さ

は六十四間八尺（約 118m）と長いので、護岸の嵩上げをかねた補強ではな

いかと考えられる。 
工事の方法書が記載されているが、その中に示された岩盤基礎部の様子を

以下に示す。 
「石垣築造筒一寸ハ海面露出ノ岩石ニ前書（中弐尺深 3 寸）ノ丁堀ヲナシ

天川及セメントヲ以テ地盤据付ケルモノトス」 
土木技術者の白石は、第 5 代、吉村長策は第 14 代の両者共に日本土木学

会会長を務めた。同時期に鉄筋コンクリート技術を駆使したインフラ事業を

長崎で行った。この二つの事業の技術情報共有を白石と吉村が図っていたか

は定かではない。並行するように、1905(明治 38)年佐世保では真島健三郎が

佐世保の海軍港内の第一烹炊と潜水器具庫に取組み、1906(明治 39)年神戸で

は白石が神戸和田岬の油倉庫と東京倉庫の建設に取組んだ。 
 

2）長崎の建築技術 

1898(明治 31)年建設の長崎ホテルが、長崎に本拠を置くリンガー商会を事

業主体として建てられた。この設計はコンドル
２５６
によって行われた。長崎ホ

テルは、当時の日本を代表する国際的なホテルであった。大浦海岸通りの海

岸に面して建設された。 
同年には海星学園が大規模に新築された。海星学園は、フランス人修道士

ジョゼフ=センネツの設計で一部地下室をもつ煉瓦造 2 階建、修道院風の建

築であった。センネツは、同時に清心女学校（現マリア園）を煉瓦造 3 階建

のロマネスク様式で設計した。 
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1904(明治 37)年には香港上海銀行長崎支店が、正面にアーケードとベラン

ダを有した石造 3 階建で建築
２５７
された。港に面する正面は、1 階は連続した

アーチを組んだアーケードとし、2、3 階部の中央にはコリント式の４本の

円柱を立てその両脇に２本の角柱を二層の高さ通し内側はベランダとした。

設計した下田菊太郎
２５８
は米国でデザインや技術を学び、特に鉄骨については

前線の知識を得て帰国していた。香港上海銀行長崎支店において、下田は

ギリシャ・コリンシャン様式を有した本格的な銀行建築を出現させた。 

 
本格的な近代洋風建築の出現によって、設計から施工までの近代的建築工

程の習得が行われた。小山秀之進が蘭人から製図法を学び、大浦天主堂を建

造(1864 年）した約 40 年後、長崎及び端島・高島を含む周辺地域では資材

供給体制・設計技術・仮設工事体制・近代建築建造技術の対応可能な職人・

建設現場管理能力が整っていたと考えられる。工部省工学寮の外国人による

建築教育が開始されたのは、1871(明治 4)年であるので、長崎は横浜や神戸

の開港地以外の他地域に比べて 10 年程近代建築技術の習得が早い。1900(明
治 33)年、山口半六は長崎市から街路設計の嘱託

２５９
を受けているが、近代洋

風建築等の建造と共に近代都市としての機能や要素が整っていたと考えられ

る。 
 

3）三菱の建築技術 

曾禰が率いた丸ノ内建築所は三菱三号館以降、建築活動が停滞した。

1897(明治 30)年から 5 年程、丸ノ内建築所が神戸へ移動し、そこで、設計

を行っていたが、その間の 1900(明治 33)年に保岡勝也が入社した。保岡は

同年 8 月に入社し、神戸に勤務することなった。曾禰の監督下で進められて

いた神戸和田岬の地質調査の成果報告が、白石直治に引き渡された直後で

あった
２６０
。白石と保岡は、その時期に、同じ神戸に居た。三菱の土木、建築

写真 19 左が香港上海銀

行、右が長崎ホテル。出

典：長崎歴史文化博物館

蔵。 
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の技師であることから、出合った可能性は高い。白石は神戸の和田建築所長

であった。白石が高橋元吉郎と共に取組んだ三菱造船所第三船渠などのコン

クリート技術情報を保岡が得ていたと考えられる。 
1901(明治 34)年、曾禰達蔵が岩崎久彌に随行し、ロンドンへ出張した。こ

れは、東京・丸の内開発の視察のためであった。帰国後、三菱四号館以降の

設計は曾禰が行った。 
保岡は 1902(明治 35)年、三菱を退職し、再び帝国大学大学院に入学した

２６１
。大学院から再び三菱合資会社に戻る 1904(明治 37)年までの 2 年間に劇

場研究を行う。一方で、海外建築情報や室内採光研究やコンクリート系の研

究成果を『建築雑誌』に次々と発表していた。1903(明治 36)年 5 月に、保

岡は「第五回内國勸業博覽會視察報告」 [53]を『建築雑誌』に投稿した。小

野田セメントが出品した鉄筋入りのコンクリート梁の荷重実験に興味を示

し、高く評価している。 
三菱造船所構内においては、1904(明治 37)年に荘田平五郎所長宅（迎賓

館、占勝閣）が曾禰達蔵の設計で建設された。同時期に第三船渠が建造さ

れた。占勝閣の建築においても、部分的であるが地下厨房の天井部はコ

ンクリートを利用していた。曾禰は、1906(明治 39)年の退社まで技師長と

して三菱を率いた。 
 

4）三菱の造船技術 

1897(明治 30)年に荘田平五郎が所長として、長崎の三菱造船所に着任し、

現地で采配をふるった。日清戦争では、主力艦以外にも海外からの購入船に

依拠していたが、問題になり、その後、国内での造船業が奨励された。

1000t 級を超える船を建造できるようなったとは云え、6000t 級の外洋汽船

の受注を海外の造船所と競い、建造するのは冒険的な一大事業であった。そ

れを建議したのが荘田であった。 
1898(明治 31)年竣工の常陸丸は、この造船所が国際級の造船企業となる決

定的な飛躍台となった。中西洋は、『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所

とその労資関係:1855～1900 年』で、常陸丸について以下のように記してい

る。 
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1898(明治 31)年常陸丸の完成で国際的にトップクラスの汽船のマーケッ

トを確保する見通しを得たのである。（中略）国際級の巨船をつくると

いう課題を担えるだけの任用であったと指摘し、丸田秀実・杉谷安一・

山本長方を記している。 [19, pp. 305-325] 

 
丸田らは留学組、或いは優秀な経歴を持つ技術者である。三菱造船所では

彼らを海外の新技術情報を取得するため視察に出向かせ、責任ある地位に充

てた。三菱造船所は重工業事業者として国際的に通用する水準が設定され、

海外の先端情報を入手し、体制を整えた。同時に設計部門や現場責任者の裁

量権も与えたと考えられる。 
常盤丸は造船奨励法

２６２
初の認可が下ったロイド級

２６３
の貨客船であった。

常盤丸第二船は、8 年後 1906(明治 39)年に建造されたが、奥山恒五郎
２６４
に

よって室内装飾が行われた
２６５
。奥山は保岡と同じく東京帝国大学建築学科卒

で助手を務めていたが、1902(明治 35)年に長崎の造船所技師として赴任して

いた。常盤丸第二船が竣工した年に英国に留学していた岩崎小彌太が帰国し

て副社長に就任し、荘田平五郎は、造船所長を丸太秀實に引継いだ。 
  

写真 20 常盤丸

（第一船）1898(明
治 31)年。出典：

三菱重工長崎造船

所史料館『史料

館』パンフレット, 
[44, p. 9]。 
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4.8 章 結 

1897(明治 30)年の第一堅坑の廃坑と納屋制度の廃止から三菱の経営は大き

な転換期を迎える。端島は人口 2,000 人近くが生活する島となっていた。

1897(明治 30)年には炭坑労務者住宅も 34 棟、炭坑施設も 20 棟があった。

住宅は大部屋の納屋であったので、建替えが必要となる。また、納屋制度の

廃止は所帯分離と婦女使役がセットとして実行されたこともあり、その後 6
年間で約 3 倍の棟数に炭坑労務者住宅が建設された。埋立地の隙間なく炭坑

労務者住宅が建設され、納屋制度廃止で目標とした居住施設整備は一定の成

果を上げた。 
1897(明治 30)年頃には、神社が島北側の山頂部に建てられ、お祭りなど自

治的な機能も必要となる。教育施設も 1901(明治 34)年には小学校の規模を

拡大し、北部宮ノ下に新築校舎を建設した。小学校は 1921(大正 11)年公立

に移管されたが、その間三菱社立小学校が唯一の教育機関であった。 
1904(明治 37)年頃までは採炭量は増加するが、運炭費の上昇もあり、利益

は減少傾向となる。1900 年代初頭には人口が 2,500 人程となり、増加する

人口に対して、飲料水の供給は重要な課題であった。1904(明治 37)年、製塩

業の事業化が行われ、飲料水の確保が促進される。 
1900(明治 33)年端島で電灯が点灯される。長崎市では 7 年前から点灯し

ていたが、人口 5 万人の市に成長していた。佐世保での点灯は 1905(明治

38)年であるので、端島の電化は進んでいた。1918(大正 7)年に海底ケーブル

で高島から送電されるまで、電力を自家発電で賄っていた。1890 年代に埋

立事業は南部・西部・北部の埋立が連続して行われ 1900(明治 33)年頃には

殆どが完了していた。昭和期の埋立を除き、端島の外郭線が完成する。埋立

技術は地元で継承された天草石工及び天川漆喰の改良技術が用いられた。南

部や西部は居住区として土地利用が行われ、1900(明治 33)年初頭埋立の北部

は病院の用地として利用された。 
1905(明治 38)年護岸が破壊された、そのときは 1,200 人の被災者が学校

に避難している。台風などの自然災害等は国、県、市など公的機関が担当す

るが、端島において、災害対応は企業の重要な役目である。島外と隔離され

た環境の中の避難施設や病院施設等は緊急対応が可能な、自立した機能を、

企業が整備する必要がでる。同時に強靭な護岸の整備が必要となると共に、

炭坑労務者住居の建築物が強靭な性能を有する必要性も生じる。 
三菱社は外洋汽船の建造で造船業の飛躍を目指す。造船業の拠点は神戸に

も広げた。長崎では国際的にも通用する第三船渠の建造に着手し、1905(明
治 38)年に完成させる。欧米の先端技術が導入された建造工事であった。地
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所事業も曾禰達蔵から保岡勝也技師長の時代に交代し、造船業同様に国際的

な情報を取得しながら技術を取得する時代へと変化していく。 
造船業は国際航路で通用する船舶建造を目指した。そのため造船部門は、

より国際的な視野での取組みが必要とされた。技術的側面だけでなくデザイ

ンにおいても、19 世紀末芸術の潮流が世界を席巻する中、世界的なデザイ

ン潮流に順応する必要があった。その情報は社内で共有されたと考えられ

る。 
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第 5 章 軍艦島の黎明期 
 

5.1 職制機構改革と再生 
5.2 二子坑開発と都市環境整備 
5.3 台風災害後の炭坑労務者住宅や施設整備の課題 
5.4 明治後期、島内環境の変化 
5.5 三菱の土木・建築・造船のコンクリート技術連携 
5.6 船舶装飾デザインと建築デザイン 
5.7 長崎の建築デザイン 
5.8 三菱の建築事情と保岡欧米視察 
5.9 高島炭坑長、日下部義太郎の視察 
5.10 明治期三菱端島坑の成立と展開 
5.11 章 結 
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5.1 職制機構改革と再生 

1908(明治 41)年、三菱合資会社は、日露戦争からの反動不況を乗り越え、

新しい体制を築くために職制機構改革に踏み切った。1887(明治 20 年）代に

おいて、前半三菱社の全利益の 50％を超えていた炭鉱部門も、中盤から

徐々に下降し、後半には 20％台に落ちた。1897(明治 30 年）代において、

前半は 40％前半に回復したが、中盤以降は 20％弱の状態となった。

1903(明治 36)年以降は鉱山部門が炭鉱部門に変わり、三菱合資会社の全利益

の 50％をあげるようになった
２６６
。 

職制機構改革前 10 年間の三菱合資会社の部別純益を見ると、炭鉱、鉱山

合算の利益は平均で 65％あり、三菱合資会社全体の資本原資となっている

ことがわかる。社会の好不景気に影響を受けにくいよう、炭鉱と鉱山が補完

できる企業体質を整えてきたことが功を奏し、三菱合資会社は安定した収益

を上げていた
２６７
。 

1904(明治 37)年以降、炭鉱事業は業績が不振で、多角経営化を支えてきた

基盤に陰りが出てきた。炭鉱事業に支えられながら成長を遂げていた造船事

業も、高い技術力を発揮することが出来ていたが、利益は三菱合資会社総利

益の中ではわずか 6％程度で、赤字年が三分の一もあり、業績が低迷してい

た。 

1910(明治 43)年には、本社直轄であった丸ノ内建築所が地所課所管とな

り、地所課営繕係と改称された。翌 1911(明治 44)年、地所課も地所部と

なった。地所部も造船事業同様、炭鉱事業が高い収益を上げていた時に、丸

の内の地所を取得していたが、地所事業の収益は低いが安定した事業となっ

ていた。1908(明治 41)年、鉱業部、銀行部、造船部、庶務部の 4 部が設置

され、独立採算制が実施された。1911(明治 44)年には鉱業部は鉱山部、営業

部に分割され、翌 1912(大正 2)年には鉱山部から分離した炭坑部が新設され

るなど、激しい組織変更が行われた。それに伴い、独立部に大幅な権限の譲

渡が行われることとなった。 
そのような中、炭鉱事業は主力炭鉱の再生を果たす準備を始めた。職制機

構改革に先立つ 1907(明治 40)年に高島炭鉱では大事業が開始された
２６８
。中

ノ島坑は多量の出水に遭遇し、1893(明治 26)年に廃坑していたが、高島に隣

接する二子島から 2 キロ程離れた中ノ島坑底部の採炭工事が始められていっ

た。中ノ島坑の下部に残った石炭層を二子島から海底隧道で近づき、採炭し

ようという計画であった。二子島入口から海下 360m まで斜坑道で掘下げ、

中ノ島まで到着させようとする事業であった。 
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5.2 二子坑開発と都市環境整備 

大木良直炭坑長の提案で開始した二子坑開削は、高島炭鉱の将来を占う一

大事業であった。中ノ島坑は廃坑となっていたが、高島に隣接する二子島か

ら海底深く坑道を掘り、中ノ島北西部の炭層の採炭する計画を立てた。大木

は高島炭鉱の石炭埋蔵量から推定し、高島炭鉱復活の可能性を追求し提案し

た。開坑案を本社に出向き、伺い出たところ 、無謀な計画であると却下さ

れた２６９。その後承諾されたが、大木は工事の途中で病に倒れ、杉本恵２７０炭坑

長が事業を引継いだ。 
1908(明治 41)年発行の『日本炭礦誌』には、高島と中ノ島と端島周辺の石

炭の埋蔵に関して、以下のように記されている。 
 
高島・中ノ島・端島の三島に於いて、巳に採掘せる区域の関係、及炭層

の状況より察するに、三島に於いて包囲せられたる海面は、其底下悉く

數多の炭層を包蔵せる一大宝庫たるものの如く、（中略）、仮に一日一千

噸の出炭をするも、尚優に百余年の星霜を維持することを得べし 
[11, p. 418] 
 

工事は大木、杉本、妻木栗造
２７１
と三代の炭坑長に引き継がれ、1907(明治

40)年着工から 6 年後の 1913(大正 2)年 1 月、高島と端島のほぼ中間部
２７２
で

着炭した。 
 
 

 
 
 
当時の三菱合資会社が威信をかけ

て、この事業を進めていったこと

は、着炭時に岩崎久彌社長が来島し

たことや祝賀会の様子
２７３
、『日本鉱業

会誌』２７４によって、窺い知ることが

できる。 
三菱は三島の間に埋蔵する海底資源について「百余年の星霜を維持するこ

とを得べし」いう考えがあった。そこから、高島炭鉱、わけても端島坑の近

高島坑 

斜坑 

1907 着手 

1913 着炭 

中ノ島坑 

1893 廃坑 

二子坑 

端島坑 

図 41 二子坑開削図と掘削範囲

図。資料出典：『高島炭礦史』 
[2, p. 500]。 
掘削完了までの範囲を示す。ま

た、高島と二子島は埋立によって

繋がった状態になっている。 
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代化が積極的に行われていった。このことが、高密な人工都市を可能とす

る、高度な土木建築技術の導入を推進していくことに繋がっていったと考え

られる。1913(大正 2)年には二子坑から出炭を開始したが、炭質は脆弱粗悪
２７５
で、期待した結果をすぐには得られなかった。 
都市環境整備の視点でみると土木技術と電気技術の進展が確認できる。坑

口は、高さ 3.6m、幅 4.2m 石造で工事が行われ
２７６
、土木技術については坑

道に造船所第三船渠コンクリートの技術蓄積が利用されたことがわかる。二

子坑は 1907(明治 40)年の着工であることから、三菱造船所と同じ経営下に

ある高島炭鉱は、1905(明治 38)年竣工の第三船渠の技術等蓄積を利用したと

考えられる。 
電気技術に関しては 1906(明治 39)年から副坑長の妻木が欧米の電気技術

を導入し、炭坑内の電化を進めた
２７７
。1907(明治 40)年頃は坑内の主要部、及

び坑外は全て、電灯整備された。第二・三坑ともに、径 24 尺（7m）巾 8 尺

（2.4m）の扇風機装置し通風を改善した。 
炭鉱責任者である坑山師の役割については『松田武一郎小伝』 [54]

２７８
が詳

しい。松田武一郎は、1883(明治 16)年に郵便汽船三菱会社に入社し、翌年高

島炭鉱に赴任した。イギリス人技師の下で試掘調査を習得し、 晩年には撫

順炭鉱の炭坑長として、後藤新平の下で働いた。後藤から懇願され、岩崎の

許しを得て、三菱合資会社から移籍した。中国撫順において松田は、炭鉱関

連整備に関して相当の権限
２７９
を有していた。撫順の炭鉱都市の基盤整備につ

いては、街づくりから着手し
２８０
、全ての建築に関与する権限を与えられた。

計画は 1907(明治 40)年の頃であるが、三菱の炭坑長の見識と能力は、地域

計画も指揮可能な統率者であったことが窺い知れる。 
 

5.3 台風災害後の炭坑労務者住宅や施設整備の課題 

1905(明治 38)年の台風被害が『東洋日の出新聞』では 20 万円の損害と記

されているが、他の経営視点で損失について検討を行う。台風災害が生じな

かった場合、取得し得たと予想される利益について、『高島炭礦史』の財務

資料から下落分を勘案した。端島炭坑は 1900(明治 33)年頃、年平均 15 万円

の利益を上げる炭坑となるが、台風災害が生じなかった場合の予想収益は約

25 万円と分析
２８１
できる。これは経営上は損害金といえる。（表 11 参照） 

1907(明治 40)年頃以降は強靭な基盤を有する施設整備が必要不可欠な条件

となった。1905(明治 38)年災害の復興仮設住宅整備が漸く整った 1908(明治

41)年 8 月に再び台風が襲い、石炭積込桟橋が再びを流失した。被害額は

8,500 円と 3 年前よりは少ないが、「明治 38 年ニ於ケル風害ノ惨状ヲ想起シ

恐怖ノ念ニ駆ラレ一時全島騒然」と 1908(明治 41)年 8 月の状況が『三菱社

誌 21』 [49]に記述されている。 
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表 11 1905(明治 38)年の台風による収益減の検討グラフ。資料出典：高島炭礦史 [2, p. 

183]
２８２  

X 軸は西暦年、Y 軸は収益金額（単位、千円）。青線は利益の平均を示し、黄色部分は

予定利益より減少した部分を示す。 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
また、1914(大正 3)年にも暴風雨の被害が起きた。同年 6 月の台風では桟

橋が流出し、「瓦斯ノ鼻表交番所付近の住宅ヲ倒壊シ進ンデ第三坑捲機械室

窓ヲ破リ」とあるように、大きな被害を受けた。端島における被害総額が 4
万 5 千 9 百円と『三菱社誌 23』 [56]に記録

２８３
されている。同資料の「高島炭

坑起業費追加認許」では復旧費用として四階建坑夫社宅建設費を二万七千八

百八十円と計上されているが、この予算は 30 号棟の建設費である。 
 

5.4 明治後期、島内環境の変化 

前掲の写真 16 は、現在確認できる 古の島内写真で、右手に製塩工場の

煙突が 2 本確認できることから、1906(明治 39)年以降である。1905(明治

38)年、端島は台風で大災害を被ったが、左手前の炭坑労務者住居は災害後

復旧されつつある時期のものと考えられる。したがって、1910 年代の写真

ではないかと考えられる。小学校も開校していることから、島内ではすでに

多くの子供達が生活していることがわかる。 
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写真 21 では、すでに電化のための電柱が敷設されていることが見てとれ

る。坑内排水の試運転が行われ、1911(明治 44)年には第三竪坑の坑内電気巻

揚機が落成となり、坑内の環境改善を電化により図ろうとしたものであろう
２８４
。 

その頃、すでに学校や病院といった医療施設や教育福利厚生施設が整備さ

れていた。1890 年代後半には南部埋立地も完了し、住戸の整備に続き、娯

楽、遊興施設も建設されていった。娯楽や遊興は炭坑労務者の獲得にとって

必要なものであった。1905(明治 38)年の台風被害時に多数の炭坑労務者解雇

者を出し、それ以降の炭坑労務者を集めるために、相当難儀していた経緯が

『炭坑誌・長崎県石炭史年表』三菱端島労働状況 1907(明治 40 年 3 月～8
月）出典：筑豊石炭鉱業史年表に見てとれる。 

 

A 

B 

製塩所 

小学校 

発電所 選炭場 

製塩乾燥室 

写真 21 1920(大正 9)年頃。電柱のある労務者住宅。出典：

『GREAT HASHIMA 大いなる端島』 [50, p. 011] 

図 42 1911(明治 44)年推測図。出典：グラバー園の模型と「高島炭坑端島支坑報告

書」 [34]から筆者が推測し作成した。A 部は（写真 24）から配置を推測し、B 部は旧

14 号棟以前にも建築物があったと推測して配置している。 
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①坑夫募集人は応募者 1 人に付 3 円ずつ手数料を得る 炭坑を楽園の如

く吹聴し、世人を欺瞞 
②坑夫は何れも故郷忘れ難く、募集人の舌端に欺かれたるを悔いている

③会社は淫売婦を雇い随所に淫売店を開業させ更に賭博を奨励 
④坑夫はあわれこの陥穽に落入り、前借の弱見に自由を縛り去られてい

る 
 

…端島ハ一昨年八月水

災二起因シ頓ニ坑夫数

ヲ減シタルを以テ、尓

来各方面ノ募集二従事

スルモ特ニ近来一般事

業勃興ノ為メ応募者少

ナキヲ以テ補充ヲナス

克ハズ [35, p. 170] 

 
写真 22 は、台風襲来

時、波浪で破壊された南部

の護岸位置から撮影された

ものである。右奥に 30 号

棟が見える。土砂は海に流

出し岩盤まで見えている。

手前の 3 階建の建物は遊郭

であると考えられる。3 階に

エプロン姿の女性の姿が見

える。 
写真 23 は、30 号棟側か

ら撮影されている。青色楕

円内は遊郭であった。木造 3
階建、屋根はその厚さやフ

ラットであることから、コ

ンクリート造であると考え

られる。写真 22 と 23 の 2
方向から撮影された写真に CG 画像を重ね合わせて推測すると、遊郭の間口

と奥行きは 4 間（7.3m）×8 間（14.5m）であると考えられる。写真は

1925(大正 14)年の台風直後に撮影されたものであろう。写真 23 の木造 3 階

の建物は、1917(大正 6)年の山田義勇の実習報文「高島炭坑端島支坑報告

書」に配置されていない。したがって三菱社外の建物だと考えられる。 

写真 22 台風災害時の 3 階建遊郭。1925(大正 14
年）の台風被害時の写真と考えられる。号棟名及び位

置は三菱関連図面資料から確認できないが、写真 23
で位置の確認ができる。右側が 30 号棟。出典：片寄

俊秀氏提供。 

写真 23 台風で破壊された護岸南部 E 区。出典：阿

久井喜孝,滋賀秀實『軍艦島実測調査資料集』 [7]。 
左上に「大正 14 年」の記載があるので 1925(大正

14)年と考えられる。 
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写真 23 の赤色楕円内の建築は演舞場である。島での労働者確保のための

高層高密化を整備する他に、炭鉱経営の安定した環境整備と、娯楽を含めた

労務者生活環境整備を図る施設整備の目標とする内容が少しずつ明確になっ

ている。 

 

 

 
図 43 は、山田義勇が 1917(大正 6)年 12 月に提出した実習報文「高島炭坑

端島支坑報告書」 [34]の添付資料の平面配置図と写真 24 とを照合させ作成

したものである。『高島炭礦史』には、1913(大正 2）と記載され、旧 14 号

棟が撮影されている。周辺の建築は、当時ないし以前の建築であると推測

し、A 部区域の建物配置を行った。B 部の敷地は旧 14 号棟以前にも建物が

あったと推測し配置した。小学校も一段高い位置に増設されていた。昭和期

の埋立を除き埋立事業も完了し、埋立造成した区域には、1901(明治 34)年頃

造成の F 区を除き、炭坑労務者の住居が埋め尽くされていた。 も高台 B

A B 
C D E 演舞場 

14 号棟 

寺 

図 43 1917(大正 6)年。資料出典：九州帝国大学に提出した山田義勇実習報文「高島炭

坑端島支坑報告書」 [34]、九州大学蔵。 

写真 24 旧 14 号棟付近。出典：高島炭礦史 [2] 
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部に位置することとなる副坑長宅等の職員住宅は、まだ建設されていなかっ

た。 
図 43 の B、C、E の位置は空白となっている。1916(大正 5)年 A 部に鉄筋

コンクリート造 7 階の炭坑労務者住宅が完成している。B 円内の破線で示さ

れた建物は建設予定の病院である。C は建設予定の寺である。D 部は建設前

の日給社宅の敷地に建設されていた炭坑労務者住宅であるが、その後解体さ

れた。E 部は遊郭である。建設年は未詳だが、1925(大正 14)年の台風被害の

写真があるので、同時代に建設されたのではないかと推測される。 
山田義勇「高島炭坑端島支坑報告書」の配置図には高台部の副坑長宅等が

記載されているが、1917(大正 6)年撮影の絵はがきに姿が見えない。 
写真 25 の左側には、1916(大正 5)年増築を経て 7 階となった 30 号棟が

写っていることから、1917(大正 6)年以降であると考えられる。 
こうした写真は、絵はがき仕立てにされ、組２８５で同時に制作販売されたと

考えられる。病院は『三菱社誌 26』 [57, p. 3354]に日給社宅の建設年と同時に

予算が計上されていることから、端島の病院と考えられ、レントゲン医療設

備を備えていた。近代建築のような外観をした和風料亭は、二子島に同名の

料亭があったことから、高島炭鉱ではあるものの、端島外の写真のようであ

る。護岸部の魚市場は、端島風景と考えられるが確定できない。しかしなが

ら、当時の端島は市場が開かれ、露店商が軒を並べて、炭鉱産業の炭鉱都市

に至っていたと考えられる。 
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写真 27 工事中の日給社宅（16・17・18 号棟）南南西方向から撮影。 
右上：病院ﾚﾝﾄｹﾞﾝ室、左下：病院内待合廊下。 
出典：高嶋炭坑ゑはかき、平原健二氏蔵。 

写真 26 東側護岸部の写真。南南西方向から撮影。 
右上：露店商、左下：魚市場。出典：高嶋炭坑ゑはかき、平原健二氏蔵。 

写真 25 東側（炭坑施設区）東南東方向から撮影。左上：料亭旗亭武蔵野内部。 
右下：料亭旗亭外観。出典：高嶋炭坑ゑはかき、平原健二氏蔵。 
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1917(大正 6)年 12 月に山田義勇が九州帝国大学に提出した実習報文「高

島炭坑端島支坑報告書」に 1916(大正 5)年 6 月から 1917(大正 6)年 7 月まで

の端島の総人口と坑夫数の毎月の推移が報告されていた。端島 30 号棟が竣

工する直前 6 月の総人口は 2,966 人坑夫数 1,236 人２８６。高層の鉄筋コンク

リート造での炭坑労務者住宅が整備される以前に約 3,000 人が居住した。端

島住居区域の面積を算出すると約 3.15/ha となるが、人口密度は大正初期に

おいて、ヘクタールあたり、すでに 940 人/ha 居住を可能とした端島が出現

した。 
1918(大正 7)年から、日給社宅 16、17、18 号棟が建設された。九州帝国

大学に提出した石井伝弘の 1922(大正 11)年提出の実習報文「The Report of 
Hashima Mine」 [58, p. 4]には「端島炭坑の人口は約 3,500 人」（韓国人 115
人を含む）と記されていたことから、人口密度は大正期において、ヘクター

ルあたり、千人を超えて、約 1,100 人/ha の高密度な居住を可能とした人工

島軍艦島が出現していた２８７。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 44 1921(大正 10)年。資料出典：端島坑外図、三菱鉱業所蔵。他「高島炭坑端島支

坑報告書」 [34] 九州大学蔵。 
端島住居区域の範囲について、境界線を一点鎖線部分に設定し、筆者が 3.15ha の面積

を算出した。 

  

遊郭 

病院 

30 号棟 

日給社宅 

選炭場 
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5.5 三菱の土木・建築・造船のコンクリート技術連携 

日本におけるコンクリート技術の受容と普及は、土木領域が先行したと考

えられる。長崎県技師として水道事業のダム建設事業に貢献した吉村長策や

白石直治の存在もこうした土木領域の中で、特筆される業績を残した。白石

は三菱造船所第三船渠を竣工させた。さらに高橋元吉郎や広沢範敏等と共

に、神戸では油倉庫、東京倉庫 D 号倉庫、第 7 号倉庫、G 号倉庫と鉄筋コ

ンクリート造の倉庫建築の実現に貢献した。白石はその建設過程で行った実

験やコンクリート構造計算等においても、独自の理論を提示し、1911(明治

44)年英国土木工師会２８８へ論文「A ferro-concrete warehouse at Kobe」 [59] 

[60]を提出している。 
三橋四郎「鐵筋混凝土並に其應用」 [61]によれば、曾禰達蔵は、これらの

鉄筋コンクリート建築を高橋に案内され、神戸で見学した。1908(明治 41)年
6 月、三橋四郎の地学協会演説２８９後の質疑応答中に、曾禰が D 号倉庫の見学

を報告している２９０。この報告で、曾禰が締めくくりとして以下のように謝辞

を述べたが、この報告から三菱の中で実践されていた鉄筋コンクリート技術

の概要を把握することができる。日本建築界の中で三菱の技術陣が、先鞭を

つけていたことがわかる。 
 
三橋君の鉄筋コンクリートの御話は同君が多年の御研究の一部を発表さ

れたのでありますが、此の鉄筋コンクリートは十九世紀末から二十世紀

始に於てエライ速力を以て進歩発展して居る構造の方法で私はもう二十

世紀の総ての六かしき構造と云うものは、此の鉄筋コンクリートを以て

解決せざるものはないと云って可なりと思うものであります、… [61] 
 
白石は 1906(明治 39)年、神戸和田岬の高濱埋立て護岸を、新たな方法で

図 1 白石直治のコンクリート構造計

算、英国工師会提出論文（訳文）より

抜粋。出典：南海洋八郎『工學博士白

石直治傳』 [24, p. 176] 
英国工師会提出の論文は英文で提出さ

れたが、工学士須山英次郎が 1911(明
治 44)年 7 月に和訳し同好の士に頒布

した。 
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工事した。それは鉄筋コンクリート・ケーソン（箱型積畳材）工事であっ

た。須山英次郎が白石の許可を得て、工学会誌に発表した論文「神戸岬鉄筋

コンクリート・ケーソン製造工事概況」２９１では、鉄筋はアンネビック式が使

用２９２されたと記載されている。 
三菱を率いた岩崎久彌２９３はペンシルベニア大学留学の時に、同大ウィリア

ム=バー（William H. Burr）博士２９４を通じて、白石の土木技師としての優秀

さを知っていた。 
1905(明治 38)年、陸軍に応召されていた高橋が復帰し、三菱合資会社本社

技師となった。高橋は、翌 1906(明治 39)年神戸建築所副長２９５となったが、

白石は殆ど不在であったため、実質的には所長を務めていた。同年に、油倉

庫、翌年には D 号倉庫が着工した。現場では高橋が指揮をとった。1908(明
治 41)年には広沢も本社技師となった。この間に丸ノ内建築所では保岡が技

師長となった。コンクリート技術に関しては三菱内部の技術者間で共有が図

られたと考えられる。 
1908(明治 41)年、三菱造船所構内で日本 初の船型試験水槽が完成した。

ここでもコンクリートが使用された。鉄筋コンクリート技術は 1910(明治

43)年頃までには神戸建築所、丸ノ内建築所、三菱造船所内に蓄積されたと

考えられる。端島の 初の鉄筋コンクリート造となる 30 号棟は、1916(大正

5)年に建設された。同年には三菱造船所構内に鉄筋コンクリート造の材料試

験場（実験場）が建設された。 
世界的に見れば、鉄筋コンクリートの利用は土木、建築に先行して他領域

から試行されていったといえよう。1855（安政 2)年のパリ万博に、針金を

ボート状に組み、モルタルを塗って造ったコンクリート船が出展された。
２９６。三菱造船所においても、1919(大正 8)年には末広恭二２９７が設計した鉄筋

コンクリート船が進水した２９８。 
末広は鉄筋コンクリート船製造で特許を取得した２９９。末広はコンクリート

船の実践のみならず、1924(大正 13)年の東京帝国大学工学部新館大講堂で行

われた「構造物振動の理論及其測定方法」講演記録 [62] ３００で、下記のように

まとめている。「要するに、建築物の剛體としての振動は、今日迄、少しも

考慮されていませんが、之は振動学上大に留意をする事柄である様に考えら

れます」。 [62] 
造船学者で振動・地震学の権威者であった末広は、大学在学中に岩崎家私

塾に寄宿し、子弟の教育係を務めた３０１。三菱研究所の創設に尽力し、

1918(大正 7)年に初代三菱研究所所長を務めた。こうした末広の高い技術見

識は、その後の三菱研究所の知的基盤を発展させ、造船のみならず、土木、

建築、機械製造といった領域を超えて、包括的に、三菱の技術革新に貢献し

たと考えられる。 
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5.6 船舶装飾デザインと建築デザイン 

1906(明治 39)年に進水した常盤丸の室内装飾意匠は三菱造船所技師の奥山

恒五郎によって行われた。1908(明治 41)年に進水した姉妹船、天洋丸、地洋

丸、春洋丸の室内装飾意匠は英国のアルダンヒールトン社に外注され、世界

を席巻していたアール・ヌーボー様式でデザインされた３０２。1908(明治 41)
年進水した帝国海事協会発注の櫻丸の室内装飾意匠３０３は、三菱丸ノ内建築所

技師長の保岡と技師の本野精吾が行った。1909(明治 42)年進水した熱田丸

は、日本郵船株式会社の欧州航路汽船として建造されたが、奥山が室内装飾

意匠を行った３０４。『建築雑誌』1911(明治 44)年 297 号「春洋丸を觀る」 [63]

に同年進水した春洋丸見学後の編集委員の感想が記されている。 
 

後に一般に仕事、殊に木工事並に仕上の程度は確かに陸上の建築界の

技量の上にあるを示している。陸上に於いてはいかなる工場に於いても

海上の此大建築の請負者三菱造船所と此点に肩を並べるものはなかろ

う。換言すれば建築界は造船界に比して技術の程度は遥かに劣っている

と云わねばならぬ。これが 後に痛切に自分の神経を刺激した本船参観

の紀念である３０５ [63, p. 487]。 
 
文中の「技量」という点が注目される。これは単に木工事並びに仕上げの

技や程度を示すものではなく、世界の影響を受けた当時のデザイン様式への

理解や、応用の意図を抱含したものであったと考えられる。その点からも、

すでにこの時期の三菱の技術陣には世界の同時代潮流を読み取って反映する

力が備えられており、造船のみならず、土木や建築に向けても技術面や意匠

面から世界に比した活動を行っていたと窺える。 
 

5.7 長崎の建築デザイン 

1907(明治 40)年、中国・上海の英国領事館に組織されていた工部局の技

師、ウィリアム=コーワン（William Cowan）の設計によって長崎の英国領

事館が建設された。長崎英国領事館は、煉瓦造二階建、2 階ベランダに立つ

イオニア式双柱と両端にうがたれた丸窓などヴィクトリアン・ゴシックを基

調とする折衷様式で、当時の長崎においては、完成度の高い建築であった。 
同時期の諫早に位置する長崎監獄は山下啓次郎の設計で 1901(明治 34)年

に起工し、1907(明治 40)年に竣工した。これは、当時の明治政府が威信をか

けて計画した日本五大監獄の一つと称され、本館はゴシック様式の煉瓦造で

あった。作業場等の大架構は木造トラスで、大規模な建築であった 
1911(明治 44)年に竣工した長崎県庁は、ルネサンス様式、煉瓦造 3 階建で

あった。辰野金吾が監修し、長崎県技師山田七五郎が設計を担当した。曾禰
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は三菱を退職し、1908(明治 41)年曾禰中條建築事務所を開設していたが、

1911(明治 44)年長崎で明治生命保険長崎支店を竣工させていた。端島におい

ても三菱には大規模な煉瓦造建築（写真 17）が 1904(明治 37)年に完成して

いる。 
4 章 4.7 2）において、長崎及び周辺に近代洋風建築を建設可能な環境が

整えられてきたと述べた。1900 年代後半では邦人設計監理での本格的な建

設が可能となる。同時に鉄筋コンクリート技術を取り入れた建築物も長崎に

出現する。吉村長策は 1898(明治 31)年佐世保鎮守府に在籍し、長崎の水道

事業の指導を行いながら、建築科長として真島健三郎が設計し 1905(明治

38)年 9 月竣工の第一烹炊場を指導する立場にあった。軍内施設の為技術秘

密が漏れることがなかったとしても、鉄筋コンクリート建築物の建設環境は

整っていた。 
1857(安政 4)年の飽之浦溶鉄所建設から、わずか半世紀後には、煉瓦造、

石造、鉄骨造、鉄筋コンクリート造の技術蓄積と実践経験をもつ施工者、材

料供給組織が長崎に存在した。また、オランダ、イギリス、フランス、ドイ

ツ、アメリカ各国と建築技術は建造を通じて伝わって来ていた。長崎には近

代建築が出現可能な環境の必要条件は、整っていたと考えられる。 
 

5.8 三菱の建築事情と保岡欧米視察 

1904(明治 37)年 11 月、保岡が東京帝国大学大学院から三菱合資会社に復

帰した。翌年 1 月からの「丸ノ内建築所日誌」
３０６
に保岡の行動記録が残され

ているが、保岡は病気がちの曾禰に代わり、すでに所長代行を務めていた
３０７。東京倉庫会社等の打合せも記録に残っている。保岡が技師長となった

1906(明治 39)年から、退職し三菱合資会社から嘱託を受けた 1912(大正元)
年までの三菱建築をみると、鉄筋コンクリート化への移行が顕著である。前

述の高橋や広沢が、本社技師として保岡在籍中の建築設計に関わったかは不

明であるが、保岡はさまざまな情報源から鉄筋コンクリート技術情報を得て

いたと考えられる。 
1908(明治 41)年、保岡は欧米

３０８
に渡航した。ウィーンで開催された建築家

大会
３０９
に出席することと、欧米の建築事業視察が目的であった。しかしなが

ら、日本を出発した後に開催日程が変更されていた。保岡は、その情報を知

らず、到着する前に建築家大会が終了していたため、大会には参加できてい

ない。保岡の欧米における建築と都市視察は 1908(明治 41)年 3 月から翌年

まで及んだ。英国では首都ロンドンや造船業が盛んなグラスゴーの他、産業

革命後に変革を遂げた都市への訪問が多い。経路は不明であるが、保岡が荘

田平五郎に送った手紙に訪問都市が示されていることから、図 46 に示す。 
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1875(明治 8)年に職人、労働者住居改良法、1890(明治 23)年に労働者階級

住宅法が施行されていた英国では、労働者のための住宅環境改善が進んでい

た。1889(明治 22)年に設立されたギネス・トラストはイギリス全土に 2500
戸以上を供給した。ロンドンの都市部３１０では 6 階建の労働者用住宅を建設し

た３１１。1860 年代から 1890(明治 23)年まで労働者住宅を建設し、民間非営利

セクターが住宅環境整備を行っていた。整備は 1890(明治 23)年以降も継続

され、公共セクターと同等の二万戸を 1890(明治 23)年から 1914(大正 3)年
までの間に建設していった。当時、滞英中の保岡は共同住居にも強い興味を

持っていた。1919(大正 8)年には「今後の都市住宅」を建築雑誌に寄稿３１２し

ている。英国では、保岡は、労働者住宅環境についても視察したと考えられ

る。保岡は先進技術情報や欧州の建築事情を携え、1909(明治 42)年に帰国。

炭鉱都市の整備や労働者住宅の整備に関する情報も併せて、荘田平五郎に報

告したと考えられる。 

保岡の欧州視察から帰国後に建設された東京・丸の内の三菱十二号館

（1910 年）、十三号館(1911 年）では大量のセメントが使用３１３された。2 棟

は、三菱における建築が、鉄筋コンクリート造へ変容していく過渡期の建築

である。保岡は建築学会の『建築雑誌』「卷末附圖三菱合資會社第十二号十

三号兩館設計説明」 [64]３１４で、三菱十四号館以降は鉄筋コンクリート造にす

ることを報告した。また、鉄筋コンクリート造により壁厚が薄くなり、部屋

が広くなるのは、営業上望ましいと述べた。三菱十四号館３１５から三菱二十一

号館３１６にかけて連続した建設により、三菱の貸事務所は鉄筋コンクリート造

の構造を標準として造られることとなり、経営的にもオフィスビルにおける

著しい近代化が果たし遂げられることになっていった。 

図 46 保岡のイギリス訪問

都市一覧。保岡勝也自筆の手

紙（三菱史料館蔵）より、筆

者作成。 
 
※訪問先は大都市の他に炭坑

業を含む鉱工業の発達した都

市が多い。 
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5.9 高島炭坑長、日下部義太郎の視察 

1913(大正 2)年、高島炭坑長が妻木から日下部義太郎３１７に交代した。就任

に先立ち欧米視察を終えた日下部は、同年 11 月に高島炭鉱に着任した。採

炭に関する先端技術と共に、ニューヨークやシカゴで高層化された都市環境

を視察して帰国している。 
日下部は、坑内にあっては採炭方法の効率化と改善を図った。採炭作業よ

りも坑道の維持管理や運炭などの経費が圧迫している状況を、工法の見直し

や先端技術を採用する事によって改善を図った３１８。坑外にあっては、端島炭

坑事業の不安定要素である台風災害対策と、欧米で視察してきた事例を参考

に都市基盤整備を計画した。 
日下部が欧米への視察中の 1914(大正 3)年、端島の炭層のうち も厚層と

なった十二尺層新炭層が偶然に発見された。同年 11 月から採掘を開始し

た。更に、1915(大正 4)年には十二尺層の下に、四枚の新しい層を発見した
３１９。 
日下部は、環境改善投資を追加決定した。これにより端島では安定操業と

高密居住が可能な炭坑労務者住宅の建設に着手した。護岸を鉄筋コンクリー

トで補強し、妻帯者が居住可能な炭坑労務者の住宅建設を、高層化しながら

鉄筋コンクリート造で進めていった。高層化と高密の都市づくりは「ニュー

ヨークやシカゴで高層建築を沢山見て帰ったので、ここに考えが及んだ次

第」 [65, p. 35] ３２０と述べた。同時に、欧米視察で感じていた都市社会の中で、

宗教の位置づけや行為に注目した。日下部は炭坑労務者の生活を精神面から

も安定させるために、宗教による人身の指導は必要だと考え、端島（軍艦

島）に寺を建てた。宗教活動の他にも、児童に対して幼稚園や日曜学校等を

開き、教育的な活動を開始した３２１。日本の近代化において、動力源を有する

機械化、資本投資による近代経営化、労働生産性向上の近代化に続き、都市

に宗教的思想善導主義を導入した炭鉱都市づくりは、注目に値する改革で

あったといえよう。 
 

5.10 明治期三菱端島坑の成立と展開 

1886(明治 19)年前後、三菱社時代に入ってからもなお、端島では、外国人

技術者の影響が残るが、長谷川芳之助や南部球吾などの就業により、国内で

は も早い時期に英国人鉱山師がジョン=ストダートからの自立を果たし

た。1893(明治 26)年端島第二竪坑の掘削以降は、三菱は試掘から掘削、搬出

までを刷新した。ただし、端島坑は高島坑に比べて炭層傾斜が大きく、急傾

斜での作業環境整備や深い掘削場所からの石炭搬出技術を更新する必要が

あった。 
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1900 年代に入ると、高島炭鉱の主力坑が高島坑から端島坑に代わった。

1897(明治 30)年は、納屋制度が廃止され高島炭鉱も新体制での稼働を開始し

た。1900 年代では居住区を含めた都市化への準備が始まった。炭坑内の技

術革新のみならず、生活の環境整備面においても、衛生上安全な飲料水確保

や電化に取り組んだ。しかしなお、端島坑は海底炭鉱であること、台風災害

の多発地であることが、大きな課題として残った。 
台風が直撃した時には、危険な状況に遭遇した。海底炭鉱であることは、

坑口付近の護岸が破壊されると、坑内に海水が入り、廃坑に繋がる可能性が

あった。陸上において護岸が破壊された場合、建築にも甚大な被害が出る。

破壊されない場合でも、防波堤を乗り越えた大波は、陸上部にある物品を洗

い流してしまう。1905(明治 38)年に発生した台風の被害は甚大であったため

に、こうした問題に根本的に取り組まねばならない時期となった。その後、

日露戦争の反動不況もあり、1908(明治 41)年に三菱合資会社は組織全体の改

革を断行した。1906(明治 39)年 7 月に三菱合資会社の鉱山部は、独立採算

事業性をとることとなり、同時に高島炭鉱復活を懸けた二子坑開発を開始さ

せる。 
1900 年代初頭まで、高島炭鉱事業は高収益が確保でき、その利潤で三菱

全体の財源を下支えすることができた。以降は炭鉱業自体の経営が厳しい時

代を迎え、抜本的な経営改革期となった。1887(明治 20)年頃からの 20 年程

の期間で、採炭の技術革新を行い、納屋制度の廃止等組織を更新した。ま

た、電化等生産力向上の坑内環境整備や、埋立事業を伴う生活環境の整備対

策を行った。1910 年代以降、国際的にも通用する鉱業技術や建築土木技術

の更新を行い、安定した生産性向上を図れるよう島内の環境整備方針を図っ

た。 
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5.11 章 結  

端島が軍艦島に変貌を遂げる期の検証であるが、高島炭鉱は大木良直炭坑

長が提案したように、復活をかけて事業を行う必要性が生まれていたと考え

られる。1904(明治 37)年、日露戦争以降の反動不況は炭鉱事業にも影響を与

え、業績不振で多角経営を支えてきた基盤にも陰りが出てきていた。三菱合

資会社は経営合理化の為の職制改革に踏み切った。端島坑も利益が減少する

中で 1905(明治 38)年の台風被害に遭遇し大損害を生じさせた。その後の復

旧も不景気な社会環境で進展しない。坑内の環境改善は新たに動力電化を行

い改善するが、台風被害時に多数の解雇者を出し、その後、炭坑労務者の確

保も困難な状況が続く。1907(明治 40)年、大木炭坑長は高島炭鉱の復活をか

けた二子坑開削の一大事業に取組む。二代の後任炭坑長に引継がれ 6 年後の

1913(大正 2)年に着炭するが、すぐには良い結果が得られなかった。二子坑

に高島炭鉱の復活を託したが、端島炭坑の経営効率や環境改善を根本的に改

善する必要性が出る。 
1900 年代後半に入ると島の人口がさらに増加し、1908(明治 41)年の記録

では 2,800 人で住居数 400 戸に増える。端島坑は深部の炭層掘削の為、運炭

費が経営を圧迫していた。動力用に電力を利用し、坑内の環境整備は進み、

坑外では娯楽遊興施設も整備されるが、炭坑労務者は入れ替わりが多く、安

定した生活環境が整備されたとは言いがたい状況が続いた。高島炭鉱の経営

は端島坑の安定した採炭の確保が重要な課題となる。強靭で安定した生活環

境の整備を達成することが目標となる。技師長の保岡は 1908(明治 41)年、

欧米の建築技術の視察に行き、丸の内の都市開発に取組んでいたが、事務所

建築の鉄筋コンクリート化を進めていた。造船所でも第三船渠を完成させ鉄

筋コンクリート技術を利用した環境整備を行っていた。長崎都市部でも近代

建築工法を採用した事例も増え、建造の技術・材料等が整っていた。日下部

は 1913 年(大正 2)年に高島炭坑長として着任する。欧米では高層化された都

市を視察してきたが、安定した生活環境を構築する試みを丸の内・造船所と

連携を取って始める。 
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第 6 章 コンクリート技術伝達と近代建築 
 

6.1 日本の近代建築についての考察 
6.2 国内のコンクリート技術導入期 
6.3 鉄筋コンクリート造の選択 
6.4 近代建築の伝達経路 
6.5 近代建築潮流と日本人の接点 
6.6 合理主義建築と 30 号棟計画 
6.7 章 結 
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6.1 日本の近代建築についての考察 

日本における近代建築の発生は西欧の誕生の歴史と異なる。とはいえ技術

的情報や、建築事例にふれることなく建築ができることはない。以下の内容

は日本の近代建築の導入期を的確に表現していると考えられる。 
 
「意匠と構造」あるいは「様式と技術」とは、この時期の建築家の活動

の両側面を形作っていったことになる。両者とも海外からの移植であ

り、完成されたものの導入であった点に変わりはないが、これがアーキ

テクトとエンジニアとによる別個の導入過程でなく、一人の建築家の活

動が二つの側面であったという点で、日本の建築家のあり方を、ある意

味で方向づけたことになるのである。 [66, p. 139] 
 

本研究では白石直治を土木技師又はエンジニアと、保岡勝也を建築家又は

技師と分けて記述したが、上記に照らし合わせると、分ける意味を感じな

い。 
また、近代建築の創世記に受け入れられた技術中心主義的な考え方 

 
建築の構成する個々の要素を切り離し、相互の関連を無視した上でそれ

を技術的に処理するという技術中心主義である。 [66, p. 140] 
 
という稲垣栄三『日本近代建築 その成立過程』の論に立つと、鉄筋コン

クリート技術は三菱の技術者達に容易に浸透していったように考えられる。 
西洋社会が蓄積してきた建築様式を打破する合理主義の発生といったよう

な創造は日本国内では起きなかったと考えられる。しかし、合理主義による

様式ではなく合理主義経営が影響して、すでに欧米で出現していた合理主義

建築事例に影響を受け、類似する建築が出現した場合、合理主義か技術中心

主義かが曖昧である。筆者は共有される概念もあると考える。 
本研究ではその意味において、30 号棟から継続して建設された建築を近

代建築という記述をした。 
その上で、技術を含む建築情報や欧米の近代建築事例が三菱に伝達されて

きたか、経路を探してみた。 
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6.2 国内のコンクリート技術導入期 

日本の近代化過程で本格的な鉄筋コンクリート構造技術を反映させた建築

物は、1911(明治 44)年竣工の遠藤於菟、酒井祐之助設計の横浜三井物産横浜

支店と、1912(大正元)年竣工の横河民輔設計の三井貸事務所等を見ることが

できる。 
一方、先行して長崎県佐世保の海軍構内で 1905(明治 38)年に竣工した真

島健三郎設計の第一烹炊と潜水器具庫も、重要な先行事例として評価されて

きた。1906(明治 39)年には、白石直治設計の神戸和田岬の油倉庫が竣工して

いる。これらは、国内で鉄筋コンクリートに関する技術伝搬のための書籍３２２

が出版される以前の建築として注目される。海外からの情報を理解し、実践

した優れた事例であったといえよう。中でも特に、白石は三菱にコンクリー

ト技術を移植した技術者として注目できる。 
白石は、実験的に行った約 20 坪の油倉庫に引続き、1907(明治 40)年には

463.8 坪の東京倉庫 D 号倉庫を設計し、翌 1908(明治 41)年 5 月に竣工させ

た。一連の工事は高橋元吉郎を主任として行われ、新たに実験や改良を加

え、1910(明治 43)年に建設された G 号倉庫では、独自の構造計算理論を示

すまでに至った。この成果は英国工師会へ論文として提出された。 
鉄筋コンクリート創成期における真島による佐世保海軍構内の鉄筋コンク

リート造建築と、白石による神戸の油倉庫の鉄筋コンクリート造建築の出現

は、いずれも軍需や産業用の施設であったが、こうした技術受容期の事例と

して注目される。この領域で先駆的な論考をおこなった堀勇良は真島自身が

記した「鉄筋コンクリートの思い出」に注目しており興味深い３２３。 
 

帰朝(明治 37 年 3 月―註）後先ず自分に関係の厚い船渠方面の建築に試

みんと思い立ち、第一着手として上長の同意を得る方便として、30 尺

計りのＴ形桁の制作荷重試験を行ふたのであるが、之が存外なく当っ

て、容易に上長の同意が得られ、十川君の思い出に記載されている建築

や煙突を純鉄筋コンクリートとして実現するに至ったのである [25, p. 63] 
 
一方、白石の鉄筋コンクリート造の実践に対しては、曾禰達蔵の発言が参

考となる。曾禰は、1908(明治 41)年の建築学会で三橋四郎演説後の質疑に対

して以下のように発言している。 
 

三菱の土木技師に高橋元吉郎という工学士がありまして、神戸建築所の

常任技師であります其の上に白石直治君が居られて時々神戸に赴き実地

を視察されるのです。数年前から両君共に鉄筋コンクリートの効能を頻

りに説かれて、之を土木工事及び家屋建築に用いたいとうことを主張せ

られた、これに就いては色々の試験もされ鉄筋コンクリート杭も作り海
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中打ちこみも試みられたるが、之を實地に用いる時期は中々なくやっと

一昨年でしたか、僅かに 20 坪かそこらの始めて拵へられた [61, p. 476] ３２４ 
 

上記 20 坪の倉庫は、1906(明治 39)年建設の油倉庫と考えられる。また、

白石の鉄筋コンクリート構造物実用化への試みは、すでに 1902(明治 35)年
には長崎第三船渠を着工していたので、真島より先行していた。三菱の経営

者に対して、白石が倉庫建設を鉄筋コンクリートで施工することの重要性と

共に、家屋建設や住宅への利用も提言していたのは大変興味深い。1905(明
治 38)年神戸に輸入綿花の倉庫需要が起き、白石が予て提案していた鉄筋コ

ンクリート造の建設が決まった。『工學博士白石直治傳』には、次のように

記されている。 
 

…由来吾国に於ける倉庫業の発達は、甚だ遅々たるもので、其の建築の

如き頗る非能率的であった。乍然、欧米に於いては夙に一大躍進を来た

し、其の建築設備等も、嶄然たる整備を企圖して居た。第 2 回の欧米旅

行より帰って先生は、理想的倉庫を建築して、その刷新を促す可く考案

する處があった
３２５
。 [24, p. 161] 

 

白石は、欧米の先端的な試行や経済合理性の情報をいち早く取得していた

が、第 2 回の米、英、仏、独、ベルギーの視察から戻った 1900(明治 33)年
から鉄筋コンクリート造での建設機会を伺っていた。1906(明治 39)年以降、

倉庫建築は鉄筋コンクリート造が主流となったが、D 号倉庫は日本における

一大転機となった。 

鉄筋コンクリート構造に関し、稲垣栄三
３２６
は、建築家がこの工法の優秀さ

を確認したのは、1906(明治 39)年 4 月 18 日のサンフランシスコ大地震の結

果によってであると述べている
３２７
。鉄筋コンクリート構造の有用性が地震に

よって実証されたことは確かだが、鉄筋コンクリート技術導入は、海軍や三

菱において、すでに始まっていた。 
欧米の建築界では工場や車庫建築等を含め、鉄筋コンクリート構造によっ

て出現した建築を近代建築として位置づけられているが、日本においては倉

庫等の建築物は土木の範疇に置かれ、当時、建築家の用いる構造方法ではな

いと考えている技師もいた
３２８
。評価が分かれていた時代であった。 

村松貞次郎は「engineer architect」に対しての再評価を指摘している
３２９
。1906(明治 39)年サンフランシスコ地震の調査に行った佐野利器は東京帝

国大学工科大学で、新たに鉄筋コンクリート造を独立科目として起こしてい

る
３３０
。しかし、すでに白石や吉村を中心とする engineer architect 達が現場

の実践から鉄筋コンクリート構造技術の受容と実用化を行い活躍していた。 
『建築雑誌』にはサンフランシスコ大地震が起きた 1906(明治 39)年 4 月
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以前にも、鉄筋コンクリートやコンクリートについての講演記録や報告が発

表されていた。 
海軍が鉄筋コンクリートの実用化を始めた同時期に、鉄筋コンクリート技

術情報が報告されていた。1905(明治 38)年 3 月、柴垣鼎太郎３３１の講演３３２

で、ベトン・アルメ（鉄筋コンクリート）の紹介やモニール式（Monier）
３３３、メラン式（Melan）３３４やアンネビック式（Hennebique）など欧州で始

まった鉄筋コンクリート工法を紹介している。1903(明治 36)年開催の第五回

内国勧業博覧会に鉄筋コンクリート梁が出品されたこと、上野帝国図書館で

も床や防火壁への使用から徐々に鉄筋コンクリート造へ移行していることが

報告されている。資料データとしてセメントの生産量と輸出入を示しなが

ら、国内における建設材料調達は、鉄材よりセメントを得る方が容易になっ

ていると報告されている３３５。 
さらに、経済的で安全な鉄筋コンクリートを研究するのは、建築家の責務

である等々を柴垣は講演した。 
同じく 1905(明治 38)年『建築雑誌』の第 19 集 222 号 [67]には、ベトン製

倉庫建設３３６の報告記事があり、ベトン製倉庫としては嚆矢であるとの記載が

ある。種々試験中であること、規模は大阪住友倉庫 100 坪位であること等が

記されている。しかしながら、同記事中に「厚さが 2 尺位」との記載もあ

り、壁厚が厚すぎることや、この倉庫は鉄骨も鉄筋も使用していない、と記

されている資料３３７もある。大阪住友倉庫のベトン製倉庫においては無筋コン

クリート造で建設され、鉄筋コンクリート造への過渡期であったと考えられ

る。 
真島が設計した海軍内の鉄筋コンクリート建築は、軍施設の針尾無線塔や

埠頭、倉庫等に技術的波及が確認できるが、海軍外への技術波及は把握でき

ない。建築事例や技術情報は、軍規則上公表しにくかったようで３３８、一般に

社会技術情報としても広がらなかったと考えられる。白石の鉄筋コンクリー

ト建築は港湾施設と一体化した倉庫であったこと、火災に強い建築物で倉庫

建築に適合していたことから建築界へも影響を与えている。ただし、明治末

期(1910 年）頃までの建築界は、片山東熊設計の赤坂離宮や、辰野金吾設計

の東京駅、辰野が監修した長崎県庁舎などのような西欧様式建築への追随が

近代化であるというように評価され、白石が設計し具現化した近代建築の礎

としての倉庫建築には、社会的関心が醸成されていなかった。端島（軍艦

島）における近代建築の出現につながる系譜は、限られた条件を克服する過

程を通して、三菱で醸成されていたといえよう。 
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6.3 鉄筋コンクリート造の選択 

1916(大正 5)年、30 号棟が完成した。その概要は鉄筋コンクリート造地上

7 階地下 1 階床面積 1.152 坪（3.808 ㎡）あった。白石が設計した鉄筋コン

クリート造の倉庫建築以降、事務所建築等においても多くが鉄筋コンクリー

ト造で建設されたが、鉄筋コンクリート造 7 階建及び高層の集合住居建築は

出現していない。 
この時期に建てられた類似の建築を概観すれば、以下のとおりである。 

（1）1911(明治 44)年、遠藤於莵設計、三井物産横浜支店、横浜市、4 階建半

地下付 
（2）1912(大正元)年、横河民輔設計、三井貸事務所、地上 6 階建地下 1 階 
（3）1914(大正 3)年、保岡勝也（三菱技師長）設計、三菱二十一号館、5 階 

東京丸の内の三菱二十一号館は、延面積が 2.153 坪（7.120 ㎡）と、端島

（軍艦島）の 30 号棟 1.152 坪（3.808 ㎡）を上回っていたが、管見すると

ころでは、階数、規模ともに上回った事例を他には把握できない。 
1913(大正 2)年から 1918(大正 7)年に高島炭坑長を務めた日下部義太郎

は、高密な人口が居住可能な環境を整備するために高層化を発意したと「懐

旧談 相知、高島の二十年」 [65]で述べているが、建築構造が鉄筋コンク

リート造である必然性はないと考えられる。1913(大正 2)年の渡米中に、日

下部が目にしたニューヨークやシカゴの高層建築群は、殆どが鉄骨造である

が、30 号棟では鉄骨造を選択してはいない。端島は塩害にあいやすく、鉄

骨造の場合は防錆対策を行ったとしても、メンテナンスに高額費用が必要と

なる。鉄骨造のメンテナンス面でのデメリットは、すでに体得していたはず

である。 
さらに、建設計画時の大問題として、1914(大正 3)年 7 月に、第一次欧州

大戦が勃発し、8 月には対独戦線を布告したため、各種鋼材価格が暴騰する

事態が起こっていた。1916(大正 5)年 4 月には英国が鉄鋼禁輸を断行し、米

国も 1917(大正 6)年 8 月に鉄鋼禁輸を断行した。居住環境の高層化を図る必

要があったとしても、鉄骨造の建設では工費が高くつき困難であった。 
端島では、1904(明治 37)年に製塩工場の建築で煉瓦造を経験しているが、

建築の容積の割には壁が多く、しかも厚い壁が必要となる。また、煉瓦造は

鉄筋コンクリート造に比べて倍以上の総重量が必要となる。煉瓦工場を作る

には土地が無く、資材搬入の他にも工期が長期に渡ることから、組積構造で

は端島での高層化建築は不向きであった。 
一方、1913(大正 2)年に竣工した 5 階建ての旧 14 号棟は鉄筋コンクリー

ト技術を併用
３３９
して建設された。軸組は木造であるが、各階の床や屋上には

鉄筋が入ったコンクリート版が用いられていた。火災性能に関しては有効で

あったと考えられるが、当時の木造技術で台風等に耐えることが可能な高層
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の建築物建造は困難なことであったと考えられる。 
1900(明治 33)年以降、セメントの生産が増加し、輸出超過する程までに国

内で生産され、以前より安価に入手可能であった。逆に、製鉄は輸入資源に

依存していたこと、第一次大戦の影響下鉄鋼が禁輸され材料代が高騰し高価

であった。 
これらの理由から、三菱は 1906(明治 39)年から 1914(大正 3)年にかけ

て、土木や建築を基盤としながらも、鉄筋コンクリート構造技術の積極的な

受容と実用化に向けて盤石な用意がなされていた。さらに、自然の風雨に晒

された端島の炭坑労務者用住宅施設としての 30 号棟建設に際して、鉄筋コ

ンクリート造で、なおかつ装飾や壁面の外観意匠につきもののデザインを極

力省いた簡素な状態を旨として建てられることとなった。 
結果として、このことは、近代主義に立脚して建てられていた当時の欧米

社会におけるモダニズム建築の特徴と共振しあう同時代性を有していた。 
技術の進展や資材の調達等の背景から、鉄筋コンクリート造による炭坑労

務者用住宅が、進展していったことがわかる。しかし、三菱の 30 号棟の設

計にあたって近代主義を敷衍したと考えるより、結果として極めて類似した

建物が成立していったと考えるのが、妥当であろう。 
 

6.4 近代建築の伝達経路   

三菱における鉄筋コンクリート技術情報の受容と実用化に関する伝達経緯

については前述した。白石直治は、岩崎久彌社長の求めに応じ、1899(明治

32)年に技術情報収集と資材発注のために渡欧し、1900(明治 33)年に帰国し

た。白石はコンクリート技術を利用した長崎の三菱造船所第三船渠や神戸の

和田岬の港湾事業を始めた。 
1900(明治 33)年、辰野金吾の下で学んだ保岡勝也が、東京帝国大学を卒業

して、三菱合資会社に就職した。保岡は神戸勤務となったが３４０、1900(明治

33)年に白石も嘱託として神戸で建築所所長を務めていたため、保岡は白石

を通じて欧州の建築情報を得ていた可能性が高い。保岡は 2 年 3 か月の在籍

後、三菱合資会社を退社し大学院に戻ったが、在学中に三橋四郎らと共に建

築学会の評議員兼編輯員を務めた。 
1904(明治 37)年、保岡は三菱合資会社に復帰し、翌年からコンクリートに

関する技術論文の翻訳や欧州の鉄筋コンクリート造の建築情報を担当した。

保岡は 1906(明治 39)年、『建築雑誌』228 号に「白耳義における鉄筋混凝

土」 [68, pp. 800-808]３４１を寄稿したが、その中でアンネビック社の特許情報や、

1906(明治 39)年にフランスにおける鉄筋コンクリート構造の規約を定めた技

師コンシデール
３４２
等の情報を伝えている。 

一方、白石は三菱造船所第三船渠を 1905(明治 38)年に完成させ、1906(明
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治 39)年には油倉庫が、1907(明治 40)年には東京倉庫 D 棟が鉄筋コンクリー

ト造で着工されている。 
1908(明治 41)年、三菱技師長となっていた保岡が欧州の視察をしていた

頃、建築の骨格構造において新しい技術が完成し、フランスに新しい建築の

動きが台頭していた。新しい近代建築の情報や動きに刺激を受け、保岡の建

築計画手法に変化が起ったと考えられる。 
保岡が渡欧先から三菱の荘田平五郎に葉書を送っている。パリもルートに

入っていたことから、鉄筋コンクリート情報に興味を持つ保岡は、オーギュ

スト=ペレ（Perrt Auguste）３４３
が設計し、1903(明治 36)年に竣工したフラン

クリン街のアパートと、1905(明治 38)年竣工のポンチュウー街の車庫を見学

した可能性があると考えられる。 
1909(明治 42)年、保岡が帰国後の設計活動をみると、東京・丸の内の建築

群は鉄筋コンクリート構法を採用した事務所建築が次々と現れており、この

時期、三菱合資会社の建築は煉瓦造からの転換が顕著であった。 
保岡は欧米の視察を通じて、鉄筋コンクリート造の可能性を見出していた

と考られる。白石は 1905(明治 38)年以前から鉄筋コンクリート造を家屋建

築に用いたいと主張３４４していた。土木の白石と建築の保岡の両者が、鉄筋コ

ンクリート造による建築化を準備していたと考えられる。保岡は『建築雑

誌』の「三菱合資會社第十二号十三号兩館設計説明」 [64]で、「現在（1911
年－註）工事中の十四号館及至、二十号館は全部鉄筋コンクリートにする

筈」と報告している。 
保岡は 1912(大正元)年に三菱合資会社を退職したが、嘱託として鉄筋コン

クリート造の丸の内三菱二十一号館を設計した。三菱二十一号館が竣工した

1914(大正 3)年に端島の 30 号棟は 4 階建、鉄筋コンクリート造で予算化が

行われている。1913(大正 2)年に保岡勝也事務所を開設していたので、端島

に建設された近代建築群との直接の関係は確認できないが、丸ノ内建築所の

技師や技手等の技術集団が関与した可能性が高い。1916(大正 5)年に 30 号

棟が端島（軍艦島）に建設された建築と保岡勝也との関係は、今後の研究に

俟ちたい。 
 

6.5 近代建築潮流と日本人の接点 

端島（軍艦島）に近代建築が誕生する経路を探るために、近代建築の潮流

と留学や視察で情報に接触していた日本人の関係を検証する。 
イギリスでは近代建築に影響を与える運動が起こった。レイナー=バンハ

ム３４５によれば、その運動の 1 つめの流れは、1907(明治 40)年に創設された

ドイツ工作連盟に繋がった。2 つめと 3 つめはフランスに渡った。2 つめは

合理的なもの、構造という面からの建築へのアプローチであった。3 つめは
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エコール・デ・ボザール３４６に負うところが大きいアカデミックな教育によ

る、と記されている３４７。 
三菱には、2 つめの流れの合理主義的なもので、構造という面からの建築

へのアプローチであったと考えられる。中でも鉄筋コンクリート技術の採用

は大変革であった。1910(明治 43)年までに白石直治や保岡勝也によって欧米

から直接持ち込まれたと考えられる。 
1876(明治 9)年、山口半六は英仏に留学し、土木建築学を学んだ。エコー

ル・サントラルにはフランソワ=コワニエ教授３４８が在籍していたので、コン

クリート技術を学んだと考えられる。山口は帰国して郵便汽船三菱会社に勤

めた。 
三菱に土木、建築技術の情報を導入した白石は、1883(明治 16)年から米国

ペンシルベニア大学に留学し、滞在中 W.H バー博士３４９のもとで、実地経験

と共に土木技術の技術取得を行った。さらに 1886(明治 19)年にはドイツの

ベルリン工科大学で技術情報を導入した。 
白石は 1899 年(明治 22)年には岩崎久彌から委嘱を受け、船渠建造に関連

して、再び欧米を視察した。欧米ではすでに鉄筋コンクリート技術が、橋梁

や建築の実用化段階に達していた３５０ 。 
曾禰達蔵や保岡は三菱から派遣され、技師として欧米を視察した。彼らは

建築等の情報を収集し、三菱に持ち帰った。 
保岡が渡欧した 1908(明治 41)年頃、ウィーンでは、近代建築運動の一つ

であるセセッション運動３５１が起こっていた。保岡は国際建築家会議に出席こ

そできなかったものの、欧米諸国の近代建築運動の動向を知り、建築家会議

で討議された内容も入手して帰国したと考えられる。 
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6.6 合理主義建築と 30 号棟計画 

1900 年代の端島には、4.7ha に 2,000 人を超える住民が生活し、2 階建の

労働者住宅が密集していた。端島はさらに、住宅が必要となったが、埋立て

拡張は限界に達し、高密の要求に対して高層化を成し遂げるための鉄筋コン

クリート技術が採用された。 
セメントや鉄筋など建築資材を島外から運び込む必要があったことから、

建築資材搬入は 小限にとどめたと考えられる（図 50 参照）。また、外壁や

間仕切り及び内部床の造作は木造の在来工法で建築が行われていた。解体さ

れた炭坑労務者住宅から転用された木材や建具、畳等は再利用される計画が

なされた可能性がある３５２。 

 
床コンクリート部分は土地（地盤）と同様に位置づけ、廊下や階段が街路

の機能を果たした。廊下に面した吹抜けの中庭は、外部環境を持ちこむため

の機能で、1 階の土間空間や屋上は広場

機能を果たせるように計画されたと考え

られる。島外からの材料搬入を 小限に

止めることができるよう計画され、柱、

梁、床の主要構造骨格と階段部分のみが

鉄筋コンクリート造となった。その結果

コルビュジェがプロトタイプとして利用

した「ドミノの構造」（図 49）と酷似す

る建築が出現した。 
図 50 は、コンクリート部のみの中央

吹抜部の断面パースである。30 号棟は

屋上庭園を有する鉄筋コンクリート造 7

図 47 30 号棟の断面透視復元図。筆者作成。 
図 48 30 号棟の平面断面復元図。

筆者作成。 

図 49 コルビュジェによる「ドミノの構

造」。1915(大正 4)年。 出典：ケネス＝フ

ランプトン『現代建築史』 [48, p. 267]。 
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階建で計画された。中央に通気や換

気、また採光のための吹抜けがあ

る。床は平ではなく畳部と土間部で

段差を設けてある。梁もそれに合わ

せて高さが設定してある。鉄筋コン

クリート部は 小限に抑えられ、外

壁や間仕切り壁は木造で在来の工法

で工事が可能なシステムとなってい

る。各階標準の平面が採用され、工

期の短縮も図りやすかったと考えら

れる。 
昇降設備なしで高層化が可能だっ

たのは、端島の地形にあったと考え

られる。1890 年代から強い勾配の斜

面で土地利用を図っていたため、居

住地は段状に整備され、すでに海抜

30m まで達していた。建物の高層階

と地盤を渡り廊下で接続が可能であ

り、高密高層化を進める有効な手法

であった。後には、端島（軍艦島）

固有のシステムとなり、土地と建物

だけでなく建物と建物を空中廊下で

つなぐようになった。 
端島（軍艦島）の高密な人口を収

容できる都市づくりは、鉄筋コンク

リート造による高層化が重要な役割

を果たした。合理的な検討を重ね、

鉄筋コンクリート造の選択が行われ、地域事情の起居や構法が採用された合

理主義建築が誕生したといえよう。また、その過程で試行されたことが、以

降の都市づくりに反映されることとなっていったと考えられる。 
  

図 51 30 号棟の外観復元図。筆者作成。 

図 50 阿久井喜孝,滋賀秀實『軍艦島実測調

査資料集』 [7]の実測データを 3DCG で復元

した断面図。2007（平成 19)年筆者作成。 
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6.7 章 結 

この章では、まず国内への鉄筋コンクリートの技術導入期を検証した。

1900 年代の鉄筋コンクリート技術の建築利用は真島健三郎の 1906(明治 39)
年の実用化に対して白石直治の実用化は一年遅れる。実用化以降の波及につ

いては真島が軍需技術に対して軍規律上公表しにくかった。一方、白石は産

業用施設に利用していたので、白石の技術が三菱の中で広がりを確認でき

る。社会に対しての波及効果は大きかったといえる。 
1906 年(明治 39)年のサンフランシスコ地震がコンクリート構造の有用性

を知らしめたと述べられるが、白石は 1900(明治 33)年頃から、三菱でコン

クリート構造技術の有用性を主張し、サンフランシスコ地震と同年には倉庫

建築で実用化していた。また、家屋建設にも用いたいと主張していた。白石

の導入した技術は土木の範疇にとどまらず、建築にも大きな影響を及ぼし

た。岩崎久彌は白石の技術力と合理的に思考する能力を高く評価し、信頼し

ていたと考えられる。丸の内の都市開発における、事務所建築への鉄筋コン

クリート技術利用は保岡勝也によって導入推進された。1910 年代の鉄筋コ

ンクリート技術利用は土木・建築・造船の関連した技師達にとって共通する

受容期であったと考えられる。稲垣栄三が示したところの技術中心主義で近

代建築の受容を捉えたかもしれない。しかし、技術中心主義建築と合理主義

建築の範囲判別が理解し難い。両者の共通する概念の中に、端島（軍艦島）

建築群は存在すると考えられる。 
欧米での新建築運動からの近代建築発生の展開と日本の近代建築は異なる

が、三菱の場合、経営者が岩崎彌之助も、久彌も、小彌太も海外で教育を受

けていることから、合理主義経営と合理主義建築の関係に気が付きながら調

整を図り技術導入を決断したのではないかと考えられる。 
合理主義経営を取り入れ、大企業を目指した三菱には、合理主義の考えに

即した建築を誕生させる素地があったと考えられる。炭鉱業において、経営

の効率と技術の評価、経済性の評価を等しく図った結果、新しいかたちと機

能を備えた 30 号棟建築が受容されたと考えられる。 
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第 7 章 総括 と 結論 
 

7.1 高層高密化がもたらした産業都市の変容 
1）納屋制度廃止と居住施設整備（第 1 段階） 
2）居住施設整備と暴風災害（第 2 段階） 
3）高島炭鉱復活と二子坑開削（第 2 段階） 
4）1914(大正 3)年の災害復旧事業（第 3 段階） 

7.2 生産性向上と労資関係 
1）三菱炭鉱技術の先進性 
2）企業収益と労働運動対策 
3）労資間調整と荘田平五郎の対策 
4）生産性向上と婦女労働 

7.3 導入された計画と技術 
1）コンクリート導入以前の技術 
2）三菱のコンクリート技術導入 
3）丸の内三菱二十一号館と端島旧 14 号棟の関連の検証 
4）造船所と端島の鉄筋コンクリート造建築物の関連の検証 
5）端島 30 号棟建設の課題 

7.4 端島から軍艦島へ 
1）端島から軍艦島への形の変化 
2）経済的優位性の判断 
3）都市化への目標の設定 

7.5 結 論 
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7.1 高層高密化がもたらした産業都市の変容 

1867(慶応 3)年から 1881(明治 14)年までの高島炭鉱における近代産業化は

外国資本に大きな影響を受けた。それは、資本を英国商社に依存して経営を

行ったからだと考えられる。1873(明治 6)年日本坑法の発令により、資本が

国内の企業に変換された以降も、1887(明治 20)年頃までは英国技術者の影響

が残った。 
日本が近代化を急速に進めたい明治初期、その利潤の原資は鉱物に依存し

た。しかしながら、鉱業は近代的経営、合理的経営を大規模に行うことが求

められた。端島のように外洋に面した小島で炭坑主が採炭設備投資や災害対

策を行い続けるには莫大な資金源が必要であった。外国資本からの脱却を三

菱に求めた経過は 2 章 8 で検証したが、当然の結果であったと考えられる。 
端島の風雨災害は、容赦なく護岸や生活環境を破壊し続けた。三菱は合理

的な経営改善と共に、炭坑労務者の生活環境改善や雇用制度の改善も迫られ

た。 
近代的な建築物誕生の「遠因は納屋解体にある」、と『三菱鑛業社史』に

記述
３５３
されている。しかし、納屋制度廃止時に近代建築での施設計画が決

まったとは考えられない。 
端島坑は 1900 年代から高島炭鉱の主力坑として、三菱の多角経営化の財

源を支えていくこととなるが、大正期に端島（軍艦島）と呼ばれる環境へと

変遷する過程は、次の 3 段階に整理できる。 
 

1）納屋制度廃止と居住施設整備（第 1 段階） 

第 4 章 2 で述べたように、納屋制度の廃止は生活分離と婦女使役を伴って

いた。生活分離によって集会を行いにくくする同盟罷工対策と、婦女使役の

開始は生産労働力の確保と考えられる。納屋制度廃止は間接経費の削除であ

ることから、炭坑労務者にとって待遇改善と実質的な賃金アップの要求であ

るが、この納屋制度廃止の改革のなかに、企業側は安定した生産性の向上を

図る必要があった。 
炭坑労務者の要求から、三菱側の改革要点提示までの期間が短いことか

ら、要求以降に対応を検討したのではなく、すでに検討が行われていたと考

えられる。明治前期 大の労働問題といわれる
３５４
高島炭坑問題以来の労使対

策課題３５５が残っていた。納屋制度の廃止が社長名で出されたのは 1897(明治

30)年 7 月である。1888(明治 21)年警保局長の清浦奎吾が勧告した納屋制度

の改良を三菱は検討し、対策準備を行っていたと考えられる。 
続いて、納屋制度廃止と関係が深い居住施設整備に関連した事業を検証す

る。居住区域の埋立は納屋制度廃止時には南部 D 区域が進行中であった。

続いて南西部 E 区が開始され、改革に沿った方針で、居住施設が連続して整
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備されている（表 9）。埋立事業も進行し、納屋制度廃止時の土地台帳（表

１参照）に記載されたデータでは 140％までに拡張された。納屋制度廃止時

の住宅に比べて、住棟数で 305％、床面積は 270％まで拡張された。 
納屋制度廃止時の所帯分離方針に沿った計画が実行され、1903(明治 36)年

頃までに居住施設整備は成果をあげたといえる。 
 

2）居住施設整備と暴風災害（第 2 段階） 

1905(明治 38)年暴風災害に遭い、社宅 30 棟が全壊し、9 棟が半壊した。

納屋制度廃止時 34 棟だった社宅は 104 棟まで整備が進んでいたが、埋立地

域の居住用施設の大半を失くした。 
しかしながら、3 年後の 1908(明治 41)年に再び台風が襲来し、端島の島

民は恐怖に陥った。1913(大正 2)年には台風ではないが、暴風被害が発生し

た。1914(大正 3)年は 6 月、7 月、8 月と、たて続けに暴風被害の報告が

あった。表 12 に示す。 
表 12 暴風被害 出典：『三菱社誌 20-23』３５６・３５７・３５８・３５９・３６０・３６１ 

 
1897(明治 30)年頃からの埋立事業は南部と西部を行い、居住区を整備し

た。しかしながら、埋立地での居住区整備は暴風災害への脆弱さを立証する

こととなった。安定した採炭操業を目指した三菱は、納屋制度廃止の方針を

出したが、所帯分離の施設整備方針を見直す必要が生じたと考えられる。 
 
3）高島炭鉱復活と二子坑開削（第 2 段階） 

二子坑開削については、5 章 2 で検証したが、高島炭鉱は 1905(明治 38)
年の台風以降、採炭量が大きく減少し、事業が低迷した。高島炭鉱復活をは

かる二子坑開削として巨額な資金を投じた。 

年 月日 1905(明治 38)年以降の暴風災害記録（三菱社誌より） 

1908 明治 41 8.26 
1908(明治 41)年 8 月 26 日、1905(明治 38)年に於ける風害の

惨状を想起し恐怖 

1913 大正 2 1.21 坑内の操業には差支え無し、坑外建築物被害著しく 

1914 大正 3 

6.3 

桟橋は流失、船は全て沈没、護岸を超えて社宅を圧倒し、第

三坑浸水の為坑夫は全て出坑を命じた。損害額は端島のみで

45,900 円であった。6 月の台風被害は三菱造船所と石炭を運

ぶ船舶にも、工場建物崩壊や運炭船 8 隻全損など大きな被害

を及ぼした。 

7.26 
端島桟橋流失建物被害甚しく高島と端島と二子島の 3 島の被

害高 48,675 円であった 

8.25 
高島炭坑起業費追加認許が下され、復旧工事として四階建坑

夫社宅建築費 27,880 円が計上 
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1913(大正 2)年 1 月、高島と端島のほぼ中間部で着炭した。1913(大正 2)
年に二子坑から出炭を開始したが、炭質は脆弱粗悪３６２で、期待した結果をす

ぐには得られなかった。 
1914(大正 3)年には胡麻五尺層の出炭が開始されたが断層が多く、つづく

磐砥五尺層も煽石が出現し掘削を中止した。1915(大正 4)年に入り、坑内外

での設備の新設・増強が進められた。同年に掘削を開始した新五尺層も断層

頻発等状況は悪かった。 
端島と隣接した炭層であるが、中ノ島北西海底域の二子坑の出炭環境は、

好転しない状況が続いた。 
二子坑が採炭を開始した 1913(大正 2)年から 10 年間の採炭量を高島坑・

二子坑・端島坑で比較すると、端島坑が 50％を超え、高島坑は 30％、二子

坑は 20％程度であった。端島坑が高島炭鉱全体を支えることとなった。 
 

表 13 高島坑と二子坑、端島坑の採炭量比較。資料出典：『高島炭礦史』 [2, p. 491]記

載のデータを筆者が表に作成。 

西暦 大正 高島坑 
構成

比 
二子島坑 

構成

比 
端島坑 

構成

比 
合計 

1913 2 66,008 28% 8,785 4% 162,363 68% 237,156 

1914 3 72,869 29% 16,834 7% 158,910 64% 248,613 

1915 4 65,042 28% 24,885 11% 139,046 61% 228,973 

1916 5 56,054 25% 22,715 10% 142,779 64% 221,548 

1917 6 73,012 28% 56,622 21% 133,990 51% 263,624 

1918 7 67,349 25% 60,491 23% 138,909 52% 266,749 

1919 8 75,866 28% 68,819 26% 123,239 46% 267,924 

1920 9 89,448 29% 81,627 27% 134,093 44% 305,168 

1921 10 107,791 32% 87,383 26% 139,442 42% 334,616 

1922 11 91,089 28% 89,734 28% 141,615 44% 322,438 

採炭累計 764,528 28% 517,895 19% 1,414,386 52% 2,696,809 

        単位、ｔ 
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4）1914(大正 3)年の災害復旧事業（第 3 段階） 

納屋制度廃止時の改革を継続したまま、暴風対策強化が課題となる中、

1914(大正 3)年 6 月には高島炭鉱だけでなく、三菱造船所の構内施設にも、

大きな被害が生じた。同年 7 月 23 日から 29 日、岩崎久彌社長は長崎を視

察のために訪れていた。久彌社長滞在中に台風が襲来し、被害３６３が生じた。

端島坑の被害だけでも 21,800 円が報告されていた。8 月に 3 度目の暴風の

襲来があり、高島、二子、端島に被害を及ぼした。坑夫住居の一部埋土流出

が報告されている。8 月 25 日、台風被害の災害対策費が緊急に予算化さ

れ、高島炭鉱起業費追加が決定された３６４。端島関連の予算が 9 件で主要な 3
件は 4 階建坑夫社宅建設費が予算 27,880 円と、雇人坑夫社宅被害復旧工事

費が 10,740 円と南岸鉄筋コンクリート突起工事費 14,000 円で決定された。

4 階建坑夫社宅は、その予算金額及び階数から鉄筋コンクリート造で 30 号

棟建設費で予定された。 
端島の暴風対策の強靭化は速やかに予算化されたが、工事の着工は

1915(大正 4)年 6 月まで延期されていた。その間、4 階建で計画された坑夫

社宅が７階建に変更された。工事期間中の 1916(大正 5)年 3 月『三菱社誌

25』 [69, p. 2950]で、「端島坑少年及婦女坑内使役」の報告３６５があり、少年婦女

を坑内で作業させる試みが良好な結果を得られたとある。 
このことから、予算決定から着工までの 10 カ月間に都市化計画骨子がま

とめられ、強靭な計画だけでなく、炭鉱労務者の少年婦女就労を促進させる

ことができるよう少年婦女が生活しやすい、娯楽や商店街区の整備、児童教

育にも利用できる寺の整備等準備が始まったと考えられる。高層化と空地の

確保は連動していたと考えられる。（図 53 参照） 
 

7.2 生産性向上と労資関係 

1）三菱炭鉱技術の先進性 

第 2 章でふれたが、高島炭鉱は 1868(明治元)年以降、炭鉱近代化の先駆け

として、近代技術導入を図ってきた。グラバーは英国の技師を雇い、海外か

らの資金も調達し炭鉱における近代産業化を図る。1874(明治 7)年官営とな

るが、高島は海外への直接積出が可能な環境となった。同年 12 月払下げを

後藤象二郎率いる蓬莱社が払下げを受けた後も、後藤はマセソン商会から資

金を調達したことから、影響を受け続けた。駐上海総領事品川忠直は大蔵卿

大隈重信に外商から独立して行うよう提言している。また、品川は三菱の資

本力に注目していた。高島炭鉱は海外の資金や市場に左右され、石炭事業と

しては国際的な関係が早期に成立したが、技術においても同様に先行した。 
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高島炭鉱は 1881(明治 14)年三菱に買収されるが、同年共にコロンビア大

学で鉱山学を学んだ長谷川芳之助と南部球吾は高島炭鉱に赴任。1884（明治

17）年には筑豊や撫順炭鉱で業績をあげることとなる松田武一郎が入社、他

にも二子坑開削を立案した大木良直等、高い技術を持った技師を高島炭鉱に

在籍させていた。高島炭鉱は先端の機械も早期に導入していた。1884（明治

17）年頃、日本では高島炭鉱にしかないダイヤモンド・ボーリングの試掘機

械があったが、三菱は三井三池炭鉱竪坑の炭層調査も協力していた３６６。 

 
 
 
三井にはマサチューセッツ工科大の鉱山学科を卒業し、1884(明治 17)年工

部省で鉱山次席を務めた団伊玖磨が、三池炭鉱を三井へ売却した 1889（明

治 22）年以降、炭鉱社事務長として在籍することとなるが、炭鉱事業や採

炭技術導入は三菱が先行していたと考えられる。 
 

2）企業収益と労働運動対策 

『新長崎市史』 [70]で前川雅夫は、端島と高島に隣接する二子島の坑内を

連絡する計画があったが、坑内火災があり、中止となった。海底隧道による

一体化を技術的に解決することはできた。しかし、一緒に住むと高島と端島

の労働運動が活発化する。労働組合ができれば経営を牽制するようになるか

ら、経営側が連絡坑道を接続しなかったと推論
３６７
している。また、そのこと

が、端島（軍艦島）近代建築群の発生に繋がったとも述べている。 
日下部炭坑長も連絡坑道復活を検討し提案したが、その後、両坑を連絡す

る「利害問題がやかましくなり、沙汰止みとなった」と後に述べているが、

労働問題対策か隧道開通の技術的問題か経営リスクの問題か、日下部の「懐

旧談 相知、高島の二十年」 [65, p. 34]からは判別できない。 

図 52 石炭産業関連の構成資産の相関図。資料出典：世界遺産推薦書添付資料に端

島坑の三菱着工年の変更と三菱及び三井の企業所属炭坑技師を記した。筆者作成。 
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坑道が開通できていた場合、端島の都市化計画が変更されていたかは定か

でない。しかし、九州帝国大学の山田義勇実習報文「高島炭坑端島支坑報告

書」に以下の記述がある。 

 
端島ハ蠣瀬坑（高島坑－註）及二子坑ノ如ク、断層ノ複雑ナルモノモナ

ク、第三紀以後ニ噴出セル火山岩ヲ見ズ、島ノ周辺ニハ大断層アリト雖

モ、其大部分ハ断層先ノ探炭ニ成功シ、其炭量ノ如キモ頗ル確実ニシテ

豊富ナルモノアルヲ以テ、三菱炭坑部ガ其ノ創業費ノ大部分ヲ高島炭坑

殊ニ端島坑ニ投ズルモノニシテ高島炭坑ノ将来ハ全ク端島坑の運命ニヨ

リテ指配セラル丶ヤ勿論ナリ [34, p. 1] 

 
実習報文は 1917(大正 6)年 12 月であるが、端島坑が高島炭鉱の利益の中

核となっていたことが理解できる。高島坑や二子坑に比べて安定した採炭が

可能で、炭量も豊富と記されているので、端島坑は大きな利益を得ることが

可能な炭坑であった。 
労働運動対策は安定した生産環境維持には重要な課題であるが、二子坑開

削も十分な実績を上げていなかった。前項で述べたように、炭層の採炭安定

性は端島坑が二子坑に勝っていた。 
 

3）労資間調整と荘田平五郎の対策 

1905(明治 38)年日露戦争が終結し、反動不況が起こった。全国的に鉱山・

重工業部門などをはじめ他産業にわたって争議が頻発に起き、1906(明治 39)
年に入っても続いていた

３６８
。鉱山での争議は厳しさを増したが、1907(明治

40)年三菱造船所でも大規模な同盟罷業が発生した。戦時中軍需の増大で活

況を呈した炭鉱や造船所は、その反動が大きく、争議は賃金要求が焦点と

なった。戦後の物価上昇により、労働者の生活が窮迫したことが大きく影響

した。 
各地で争議が起こり、労資関係の安定策が論議される中、1908(明治 41)年

に政府は懸案であった工場法の制定に動き出した３６９。工場法は 1916(大正 5)
年 9 月に鉱夫労役扶助規則と同時に施行されることとなった。 
しかしながら、三菱の荘田平五郎は「配財の不均衡」を主因として生じて

いる労働運動に対し、国が法的処置を講じることには批判的であった３７０。高

島炭鉱では 1918(大正 7)年 1 月に、「鉱夫扶助規則」が実施され、坑夫の確

保や関心を引くことができるよう、この時期に坑夫の定着を促進させる労務

改善が図られた。改善は、1906(明治 39)年から、段階的に行われているが、

前項の 1905(明治 38)年暴風災害被害以降の変革開始の時期と一致する。

1906(明治 39)年、高島炭坑坑夫扶助料の増額が行われ、従来の弔慰料が 3
倍に引き上げられた。また、1910(明治 43)年には雇傭規則、賞罰規則、勤勉



 
 

139 

 

坑夫賞与規則が改定された３７１。高島炭鉱の労資間調整は、三菱造船所に影響

を受けながら、規則改訂や待遇改善が行われていったと考えられる。 
 

4）生産性向上と婦女労働 

納屋制度廃止で直轄雇用を行う必要が生じた三菱合資会社は、所帯分離と

婦女使役を推進しようとした。三菱合資会社が直接行う炭坑労務者確保は困

難であったが、婦女使役を促進させることは、妻帯者の島内定着者を増やす

意味でも合理的であった。当時、九州の炭坑は婦女の労働力が大きな比率を

占めていた。婦女の使役を促進させることは、経営側にとって生産安定につ

ながると考えられていた。 
高島炭坑の第 2 代（1888-96 年）炭坑長南部球吾３７２は、婦女使役を禁止し

ていた。「懐古談 高島炭坑の今昔」 [71]によれば、南部は高島に赴任する以

前に英国の炭坑を視察し、英国では婦人の坑内労働は禁止されていたことか

ら、婦人の入坑禁止を提唱したようである。婦女の使役は経営側にも大きな

課題であったと考えられる。納屋制度下では風紀の取り締まりができない

が、納屋制度廃止により風紀が管理できるようになったから宜しい３７３という

内容の記述がある。 
企業は炭坑生産性向上のため、再度婦女使役を促進させる決断を行った。

1897(明治 30)年の納屋制度廃止時からは、国内企業の労資関係が大きく変化

していた。1916(大正 5)年頃は前述の荘田の労資問題に対する考え方が反映

されたと考えられる。『日本における労資関係の展開』 [72, p. 276]によれば、

荘田は「日常に於ける施設待遇に意を注ぐ」
３７４
と主張しているが、同時に労

働生産性において効率の向上を求めていた。荘田は 1906(明治 39)年まで三

菱造船所の長崎所長をつとめ、高島炭鉱の「鉱夫扶助規則」など労務管理の

充実を図った。同時代の労働運動の争議が、賃金要求が焦点となった中で、

生産性向上と施設待遇の双方の視点で調整を図っていたと考えられる。 
端島の都市化環境整備は、荘田が主張した労資調整の中で進んでいき、中

でも家族を端島に定住させる婦女使役の環境を整えた施設整備が、重要で

あったと考えられる。 
 

7.3 導入された計画と技術 

1）コンクリート導入以前の技術 

明治期の端島の護岸は天川の技術で建造された。三菱社が端島での事業を

開始した後の 1891(明治 24)年も根石の据付にセメントを使用した記録があ

るが、根石外は天川が使用された。水中でも凝固力がある天川は強固な護岸

造りには必要な技術であった。第 3 代大木良直炭坑長（1896-1908 年）が県

に願い出た 1906(明治 39)年の埋立方法書に記載された内容も、天川及びセ
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メントの組み合わせであった。端島では 1905(明治）38 年の台風被害後も護

岸工事は天川とセメントの両素材を使用していたことから、端島の護岸は天

川技術で維持されたと云える。鉄筋コンクリートの土木・建築技術が本格的

に端島に導入されるのは日下部義太郎（1913-1919 年）が坑長となって以降

である。端島は天草石工等の護岸技術で、端島埋立護岸を維持してきた。陸

上部においても有効な土地利用を図るために急傾斜の崖地は天川の技術を利

用していた。 
 

表 14 明治期の天川及びセメント利用の埋立技術。 

西暦 明治 願内容 願人 埋立方法書ノ抜粋 

1891 24 端島海面埋立方法書 松林公次郎 

地堀丁堀：石垣根石ヲ据付「セメン

ト」ヲ以テ密着セシメルノモトス 石

垣築造：…中込ハ栗石ト石灰赤土ノ混

合物（天川）トヲ間隙ナク積上壱間ニ

三寸ノ勾配ニ築造スルモノトス 

1899 32 公有水面埋立方法書 大木良直 

…石材ハ割石玄触築合端摺合胴飼尻飼

共、天川ヲ以テ据付、裏込ハ割栗石ヲ

間断ナク天川及セメントヲ以テヲ積上

築造スルモノトス 

1906 39 公有水面埋立方法書 大木良直 

石垣築造：天川及セメントヲ以テ地盤

据付ルモノトス（中略）玄触築トシセ

メント天川を以テ充填シ、裏込は石天

川ヲ凡壱尺角 

出典：長崎県事務簿 海面埋立之部  長崎歴史文化博物館 蔵 

 
2）三菱のコンクリート技術導入 

セメントやコンクリート技術が長崎や三菱に導入された経路については前

述した。白石直治が設計した第三船渠では、白石指導で国際水準に達した船

渠建造技術を三菱は取得するに至っている。以降、コンクリート技術は炭坑

の坑道にも防水や補強等の技術に利用された
３７５
。白石は倉庫建築にも鉄筋コ

ンクリート造を普及させた。保岡勝也も鉄筋コンクリート造の先駆者として

丸の内で鉄筋コンクリート造への移行を進めた。造船所内でも、末広恭二が

鉄筋コンクリート船の建造を指導し、造船所構内では 1908(明治 41)年に大

型の試験水槽が鉄筋コンクリート造で建造された。三菱関連の土木・建築・

造船の各分野において、鉄筋コンクリート技術が受容された。鉄筋コンク

リート造で建設された近代建築群が端島を軍艦島に変容させることとなって

いくが、鉄筋コンクリート造での高層化建築技術導入は造船・丸の内開発と

一体の中で推進されたと考えられる。 
 
3）丸の内三菱二十一号館と端島旧 14 号棟の関連の検証 

30 号棟は 1916(大正 5)年に建設された。日本 初の高層共同住宅の鉄筋

コンクリート造 7 階建の建築物である。30 号棟が着工される 2 年前に建設
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された端島の旧 14 号棟は、コンクリートを床と屋根に使用した木造 5 階建

の合理主義的な混構造建築物であった
３７６
。屋上もあり、従来とは全く違う構

法で建設されていた。 
前年の 1912(大正元)年、保岡勝也は嘱託として、三菱二十一号館という当

時国内 大規模の鉄筋コンクリート造を東京丸の内で設計中であった。三菱

の鉄筋コンクリート造の技術情報は丸ノ内建築所にあり、三菱十四号館から

二十一号館まで連続して工事が行われた。 
1914(大正 3)年 6 月 25 日、三菱丸の内二十一号館が竣工したが、三菱内

におけるこれらの事業の関連性を考えると、1914(大正 3)年竣工の端島旧 14
号棟の設計にも関係した可能性があると考えられる。保岡の事務所開設後の

建築の中には、木造と鉄筋コンクリート構造を併用した木骨鉄網混凝土造３７７

がある。直接の関与について、資料の確認はできていない。今後の研究に俟

つ。 
 

4）造船所と端島の鉄筋コンクリート造建築物の関連の検証 

三菱造船所内において、1916(大正 5)年には鉄筋コンクリート造による材

料試験場（実験場）３７８の出現を見た。 
三菱造船所には 1898(明治 31)年に竣工した煉瓦造の旧木型場（現三菱史

料館）を設計した堀江豊吉３７９や、1908(明治 41)年に完成した鉄筋コンク

リート製の船型試験水槽建造の経験者もいた。 
鉄筋コンクリート船を建造した末広恭二は三菱研究所（東京）の初代所長

に就任し、鉄筋コンクリート技術理論に関しては、白石以降の技術理論強化

がなされていたと考えられる。 
高島炭鉱の建築技術者が鉄筋コンクリート造設計の技術を有していなかっ

たとことは推測できる。しかしながら、端島 30 号棟の設計が丸ノ内建築所

で行われたか、三菱造船所（長崎）内で行われたかは不明である。しかし、

三菱造船所は長崎で本格的に鉄筋コンクリート造で施設整備を開始してい

た。1916(大正 5)年には三菱造船所魚形水雷工場建設費用３８０に鉄筋コンク

リート造 3 棟、工費 7.95 万円の予算が計上されている。この頃から、三菱

では神戸の倉庫建築や丸の内の事務所建築以外にも、長崎や北九州等地域で

も鉄筋コンクリート造が受容の段階からから標準的に用いられ始めたと考え

られる。 
 

5）端島 30 号棟建設の課題 

30 号棟は前述したとおり、当初の予算は 4 階建で、後に 7 階建に変更さ

れた。炭坑労務者用住宅であるため、コストの削減は当然求められていた。

船舶での資材輸送費は余分なコストが必要となることから、 小限にとどめ
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たと考えられる。柱、梁や床の部分のみを鉄筋コンクリート造としている。

内部の間仕切りや建具に転用できる材料は旧来の炭坑労務者住宅部材を使用

したと考えられる。これにより、材料調達コストの低減を図られるばかりで

なく、工期短縮にも役立ったと考えられる。丸の内の鉄筋コンクリート造で

は、工期も長かったことから、工期短縮の改善が必要であった。端島の建築

は、予算削減と工期短縮の実験的要素としても取り組まれた可能性があった

と考えられる。 
 

7.4 端島から軍艦島へ 

1）端島から軍艦島への形の変化 

筆者は端島（軍艦島）が採炭事業を行っていた 1970(昭和 45)年頃の景色

を、端島（軍艦島）の東側野母崎半島から何度も見た。昼も夜（写真 28）
も軍艦の印象であったことを記憶している。 

 
軍艦島と呼ばれるようになった 1921(大正 10)年から現在に至るまで、100

年近くの間、軍艦島の通称が親しまれてきた。実際に目にした頃と、通称が

名付けられた頃の島のシルエットには変化がみられる。 
1904(明治 37)年頃の写真（写真 2 参照）では軍艦のシルエットには見え

ない。山の稜線がはっきりと見えていた。 
端島に 30 号棟が完成した 1916(大正 5)年頃（写真 25 参照）は、まだ水平

垂直線が少なく軍艦島のシルエットだろうかと疑わしい。二本の煙突から出

ている煙が、進んでいる船の印象を感じる程度である。 
本研究では 30 号棟が建設を開始した 1915(大正 4)年までを端島、以降を

端島（軍艦島）と記述した。 

写真 28 端島の全盛期（昭和 40 年頃）の夜景。出典：『高島炭礦史』 [2] 
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30 号棟が完成して以降のほとんどの炭坑労務者住宅が鉄筋コンクリート

造で建築された。30 号棟建設に続いて日給社宅が完成した 1918(大正 7)
年、島のシルエットに変化が見られる。（写真 29）より直線的で水平・垂直

な線が増す。 

 
1921(大正 10 年）に三菱造船所で進水した戦艦土佐に似ていたことから通

称軍艦島と呼ばれるようになった。その後さらに建築物の外郭線がシルエッ

トを変化させ、軍艦島らしさを増した。 
 
2）経済的優位性の判断 

鉄筋コンクリート造の経済的優位性を経営者側に伝えることができる人材

と、その事を理解し経営判断できる人材がいたことについて検証する。 
炭坑労務者住宅の整備は火災による災害との関係も大きいが、端島は台風

災害対策が 大の課題であったと考えられる。また、費用対効果が課題で、

経済性と強靭性が構造工法選定の優先事項であったと考えられる。 
1914(大正 3)年 6 月の台風後、岩崎久彌社長が長崎に出張し、7 月 23 日か

ら 29 日まで長崎に滞在していた。25 日、久彌社長は台風を現地で経験し

た。当時、高島炭坑長の日下部は欧米視察中であったが、復旧予算３８１の執行

が緊急決定された。階数及び工事予算額から推測すると、鉄筋コンクリート

造での予算処置であり、久彌社長の決断で即時決定されたと考えられる。 
1910 年代から、三菱は倉庫建築や事務所建築以外にも鉄筋コンクリート

造を標準化し始めた。経済的優位性の判断は、三菱が神戸や丸の内の鉄筋コ

ンクリート建築技術を受容する段階ですでに経験していた。これらは岩崎久

彌や荘田平五郎３８２、岩崎小彌太３８３の判断で決定、実行されたと考えられる。

1914(大正 3)年 6 月の台風被害の復旧費（5 章 3 参照）が 2 か月後に鉄筋コ

ンクリート造で決定されたことは、経済的優位性をすでに知っていた三菱の

経営者達にとって、当然の結論であったと考えられる。 
  

写真 29 1920 年頃の端島。出典：片寄俊秀氏提供。 
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3）都市化への目標の設定 

何故端島に 7 階建の鉄筋コンクリート造が建設されたのだろうか。暴風被

害の復旧事業として速やかに予算が組まれ、4 階建で予算が準備された。予

算決定から着工まで 9 カ月ほどかかっているが、早急な復旧を行うとした

ら、4 階建鉄筋コンクリート造で工事を行った場合、準備期間と建設工期合

わせて 8 ヶ月ほどの工期短縮が可能であったと考えられる。 
炭坑長の日下部は着工までの準備期間での検討で、端島が納屋廃止以降継

続して抱えていた婦女使役促進の課題を解決しようとしたと考えられる。7
階建て建設は都市化させるための居住機能以外の空地確保を目的としたので

はないかと考えられる。 
1916(大正 5)年に竣工した南部の 30 号棟の建設に続いて、日給社宅

（16,17,18 号棟 6 階）が 1918(大正 7)年建設された。北部の小学校近くに計

画された。当時としては巨大な居住施設であった。続いて日給社宅の南側木

造 7 棟が壊され、19・20 号棟が建設されるというように、宿舎移設・旧宿

舎撤去解体・増築が段階的に行われ、日給社宅の全ての工事が完了するのは

1928(昭和 3)年であった。計画当初の階数は 12 階まで増築が可能である、

との記録３８４もある。 
30 号棟建設から約 12 年間の計画が 30 号棟建設直前に一体として計画さ

れたと考えられる。確保できた空地に 50 号棟（昭和館：映画館）が

1927(昭和 2)年建設された。その間には泉福寺が 1921(大正 10)年に建設され

ている。30 号棟から日給社宅までの区域の密集した低層木造の炭坑労務者

住宅を一掃し、商店・料理屋・床屋・映画館・寺などが軒を並べ、映画館の

前には小規模な広場ができた。婦女子も生活しやすい環境へと整備する為の

高層化であったと考えられる。 
1916(大正 5)年 4 月 10 日の『大阪朝日新聞』に以下の記述があり、端島

炭坑が紹介されている。 
 

東京の銀座ならいざしらず斯かる絶海の一孤島に…鉄筋コンクリートを以

て七階の高層が打建てられんとは恐らく何人も想像しないところであろう 
 

このようなイメージを発信することが坑夫確保に必要であると、計画され

たと考えると、4 階建の鉄筋コンクリート造計画の見直しが説明できる。 
また、端島の都市化整備は、荘田が主張した「努めて其の日常に於ける施

設待遇に意を注ぐと共に労働者を愛撫することを怠るべからず」とも符合

し、家族を端島に定住させることを容易にする施設整備が構想されたと考え

られる。 
1907(明治 40)年頃には、端島の労働状況のイメージは悪く伝え３８５られて

いた。端島にとって環境改善や島のイメージ改善は、安定した就労者を増加
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30 号 床屋 

日給社映画
料理

商店 寺 

させ採炭の生産性を向上安定させるための大きな課題であった。 
1921(大正 10)年軍艦島として紹介される頃には、日給社宅の一期工事も完

成し、世帯数 630 人口 3,271 人
３８６
が居住する人工島となっていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
  

図 53 30 号棟建設から 12 年間の整備。1928（昭和 3)年頃。資料出典：「大正・昭和

初期の高島炭坑端島坑社宅街の変遷」 [8, p. 160]を参照に筆者作成。ハッチング（グ

レー）部は映画館前の広場や商店・料理屋に繋がる街区が生まれた。建築を高層化する

ことで都市化された、町のにぎわい空間といえる。 

運動場 

仮設市場 
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7.5 結 論 

端島は、三菱が関与する以前から地元資本による採炭事業が開始されてい

た。資本力不足から自然災害を克服できず、1890(明治 23)年三菱へ譲渡され

たが、三菱の関与は 4 年程遡る。1881(明治 14)年三菱は高島炭鉱で炭坑事

業を行っていたが、労使間の問題が起こっていた。三菱が関与し始めても、

明治期の端島では地元の天川技術が護岸を守り、採炭が行なわれていた。高

島より災害環境が厳しい端島でも労使問題を解決する必要があった。三菱は

機械化を促進し、労働環境改善を行うが、以前から指摘されていた納屋制度

の廃止を 1897(明治 30)年に決定した。近代的な建築物の誕生の「遠因は納

屋解体にある」と『三菱鑛業社史』に記述されているが、端島から軍艦島へ

と向かうには次の 3 段階の過程があったと考えられる。 
第 1 段階は、1897(明治 30)年に納屋制度の廃止が実行され、三菱が出し

た改革要点 10 項目に沿った環境整備の段階であった。1904(明治 37)年頃に

は居住施設環境整備において、住戸数は世帯分離が可能な段階に達していた

と考えられる。 
第 2 段階は、1905(明治 38)年の暴風で壊滅的な被害を受けた以降の段階

である。災害復旧事業は仮設建築により 2 年程で整備されたが、社会不況が

続く中、本格的な災害対策整備が進まない。高島炭鉱復活をかけた二子坑開

削が始まるが、期待した結果はすぐには出なかった。端島はその後も度々暴

風被害に遭い、強靭化の必要性が求められた。納屋制度廃止では、婦女使役

を目指したが、依然として改善が見られない。 
第 3 段階は、1914(大正 3)年だけで 3 回の暴風災害を受け、強靭化計画の

予算が緊急決定した以降の段階である。新炭層も見つかり、採炭効率化を図

るために、総合的な計画を立案し、婦女子も生活しやすい労働環境と生活環

境整備を目指した。 
 

本研究において明らかにしたことは、以下の 6 つである。 
1. 端島埋立の変遷を明らかにした。明治期の埋立の定説に齟齬があった

ので、修正を加えた。三菱が 1881(明治 14)年頃から測量等の調査が行

われて準備が行われていたこと。また、端島での事業を 1886(明治 19)
年頃開始したことを明らかにした。 

2. 端島坑の坑内の採炭技術や環境改善技術以外の埋立埋築や建築施設技

術において、三菱期に入っても明治期までは地元で継承された天草石

工及び、天川技術を改良しながら護岸を整備した。端島（軍艦島）の

基盤部を維持し、採炭活動を行っていた。地上部においても、坑内施

設以外は伝統的な構法で整備されていた。 
3. 端島は 1900 年代中頃に、島の人口は 1,500 人を超えていた。急斜面を
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利用しながら、800 人/ha（居住区）の人口密度を有した居住区は木造

でつくられていたが、さらに強靭化と都市化を図る必要があった。 
4. 端島坑を含む高島炭鉱は国外との交易拠点地である長崎と隣接し、石

炭需要に支えられた。国内で も早く近代産業化が行われ、高質炭で

あったことから、大きな利潤を得た。引継いだ三菱は、大規模な近代

的経営で事業に取組んだ。高島・端島・中ノ島の 3 島間の海底資源が

あり、先端技術を導入し合理的経営の元に施設整備を行った。高島炭

鉱復活にかけた二子坑開削と端島の整備との関係を明らかにした。 
5. 炭鉱業で得た利潤は、三菱の原資となり、造船や地所事業等の多角経

営を可能とした。明治中盤まで炭坑業が経営的な下支えを行うが、そ

の後、造船業は国際的な競争力を得て、三菱の主事業となった。炭鉱

事業は造船業や地所事業と相互に補完や協力を行う。やがて、分社化

されたが、端島（軍艦島）は、それ以前に造船業の船渠建造技術から

土木基盤整備の影響を受け、地所事業からは建築技術の影響をうけ都

市化を目指したと考えられる。特に、鉄筋コンクリート造建築では端

島において工期短縮や工費削減等の実験的役目も担ったと考えられ

る。合理主義経営を必要とされる鉱山事業は、合理主義建築の誕生に

大きな影響を与えたと考えられる。 
6. 労資関係において、企業側は賃金対策や待遇改善の他に施設整備に重

きを置いた。端島坑では、納屋制度廃止以降坑内環境改善や居住施設

整備など行っていたが、再度、少年及婦女坑内使役を推進する。就労

の安定した炭坑労務者を確保して、生産性向上を図りたいと考えてい

た三菱にとって、総合的な街区計画を行い、根本的な環境改善を図ろ

うとした。合理的経営を行っていた三菱では、合理主義の近代建築誕

生の可能性が高かったと考えられる。 
 
深堀鍋島家時代からの土地利用に見られる斜面地の利用は、昇降機に頼ら

ない高層化を容易にした。狭く入組んでいた路地的な要素は廊下や階段に移

行され、階段や渡り廊下で斜面部の既存の道に繋がった。広場的な空間は地

盤面と屋上に分離された。地盤面の広場に面して、映画館やお寺、商店など

が街並みを構成した。炭鉱労務者の住宅を高層化することにより空地が生ま

れ、高層建築に囲まれた足元には、利便性が高く、文化的な生活を可能とす

る街区が出現した。つまり、長期定住の炭坑労務者を増やすための環境整備

が近代の合理主義に合致する、という考えに至ったことが、近代建築を生み

出した。そのことが直線的なシルエットになり、軍艦島らしさを醸し出した

と考える。 
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初期の高島炭坑端島坑社宅街の変遷」 [8, p. 160]を参照に筆者作成。 p.145 
 

2.表 
表 1 土地台帳と各炭坑決算勘定書の比較。出典：長崎税務管理局字図、長崎地方法務

局蔵。三菱史料館蔵、および長崎地方法務局蔵資料より筆者作成。 p.19 
表 2 各炭坑決算勘定書より抜粋した地所資料。出典：三菱史料館蔵資料より筆者作

成。 p.19 
表 3 1890(明治 23)年に三菱が端島を所有または買収と記述する資料一覧。 p.34 
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表 4 1888 年から 1897 年の高島炭鉱出炭量（単位トン）。資料出典：高島炭礦史 [2]  
p.68 

表 5 1894～1906(明治 27～39)年の端島の貸借対照表（単位:円）三菱史料館蔵。 

p.84 
表 6 貸借対照表による採炭と建設整備の相関関係。 p.84 
表 7 償却費を除く家屋整備関連費の累計。 p.85 
表 8 売炭勘定、運炭費、日給雇用人、利益、島面積の相関図（1897～1911）。資料出

典：『高島炭礦史』 [2]、『三菱鑛業社史』 [1]、『日本炭礦誌』 [10]、「高島炭坑端島

支坑報告書」 [32]、『日本近代化の基礎過程（上、中、下』 [17] [18] [19]。筆者作

成。 p.86 

表 9 財務資料による社宅数と坪数の変遷。資料出典：各炭坑決算勘定書（社史附表）

三菱史料館蔵。筆者作成。 p.87 
表 10 1904(明治 37)年との坪数比較。資料出典：各炭坑決算勘定書（社史附表）三菱

史料館蔵。筆者作成。 p.87 
表 11 1905(明治 38)年の台風による収益減の検討グラフ。資料出典：高島炭礦史 [2, p. 

183] p.105 
表 12 暴風被害。出典：『三菱社誌 20-23』 p.134 
表 13 高島坑と二子坑、端島坑の採炭量比較。資料出典：『高島炭礦史』 [2, p. 491]記載

のデータを筆者が表に作成。 p.135 
表 14 明治期の天川及びセメント利用の埋立技術。 p.140 

 
3.写真 
写真 1 端島から中ノ島を望む、明治初期頃。出典：長崎歴史文化博物館蔵。 p.26 
写真 2 1904(明治 37)年頃の端島。出典：片寄俊秀氏提供。「明治 37 年頃のはしま」

と記載がある。 p.30 
写真 3 写真 A。出典：長崎歴史文化博物館蔵。 p.37 
写真 4 写真 B。出典：『三菱鑛業社史』 [1]に 1906(明治 39)年とあるが、1905(明治

38)年発行『九州鉄道案内』 [36, p. 70]に同じ写真が掲載。 p.38 
写真 5 写真 C。出典：長崎歴史文化博物館蔵。 p.38 
写真 6 写真 D。出典：『三菱鑛業社史』 [1]に 1907(明治 40)年と記載。 p.38 
写真 7 1860（万延元)年の飽之浦製鉄所。日本初の国内産煉瓦を使用し建設した。出

典：三菱重工長崎造船所史料館『史料館』 [44, p. 6]パンフレット。 p.46 
写真 8 飽之浦製鉄所内部。蒸気機関が動力源として使用されている。指導にあたった

オランダ人技師も映っている。出典：後藤和雄、松本逸也編『甦る幕末写真集ラ

イデン大学写真コレクションより』 [45, p. 135] p.47 
写真 9 創建当初の大浦天主堂。出典：後藤和雄、松本逸也編『甦る幕末写真集ライデ

ン大学写真コレクションより』 [45, p. 125] p.50 
写真 10 大浦天主堂が改修された 1875(明治 8)年以前の長崎外国人居留地。出典：後

藤和雄、松本逸也編『甦る幕末写真集ライデン大学写真コレクションより』 [45, p. 

125] p.50 
写真 11 飽之浦製鉄所の三角トラス。出典：後藤和雄、松本逸也編『甦る幕末写真集

ライデン大学写真コレクションより』 [45, p. 135] p.57 
写真 12 くろがね橋、長崎製鉄所ドイツ人造船図師ネ―リング,ホーケル設計。出典：

祖父江陽一「炭坑機械化の先駆者・片山逸太」 [47, p. 22]、『西日本文化』、2012
（平成 24)年、NO.460。原出典：三菱重工業長崎造船所史料館。 p.57 

写真 13 立神第一船渠。出典：三菱造船株式会社『創業百年の長崎造船所』 [20, p. 

117]。 p.58 
写真 14 中ノ島。出典：長崎歴史文化博物館蔵。 p.65 
写真 15 第三竪坑捲揚櫓。出典：片寄俊秀氏提供。 p.71 
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写真 16 1912(大正元)年頃の端島南部。出典：端島閉山 40 周年記念事業実行委員会編

『GREAT HASHIMA 大いなる端島』 [50, p. 001]。 p.88 
写真 17 製塩工場。出典：端島閉山 40 周年記念事業実行委員会編『GREAT 

HASHIMA 大いなる端島』 [50, p. 016] p.89 
写真 18 1906(明治 39)年の長崎造船所第三船渠。出典：『画報近代百年史』第八集 [51, 

p. 648]。 p.94 
写真 19 左が香港上海銀行、右が長崎ホテル。出典：長崎歴史文化博物館蔵。 p.96 
写真 20 常盤丸 1898(明治 31)年。出典：三菱重工長崎造船所史料館『史料館』 [44, p. 

9]パンフレット。 p.98 
写真 21 1920(大正 9)年頃。電柱のある労務者住宅。出典：端島閉山 40 周年記念事業

実行委員会編『GREAT HASHIMA 大いなる端島』 [50, p. 011] p.106 
写真 22 台風災害時の３階建遊郭。1925(大正 14）年の台風被害時の写真と考えられ

る。出典：片寄俊秀氏提供。 p.107 
写真 23 台風で破壊された護岸南部 E 区。出典：阿久井喜孝,滋賀秀實『軍艦島実測調

査資料集』 [7]。 p.107 
写真 24 旧 14 号棟付近。出典：高島炭礦史 [2] p.108 
写真 25 東側（炭坑施設区）東南東方向から撮影。左上：料亭旗亭武蔵野内部。右

下：料亭旗亭外観。出典：高嶋炭坑ゑはかき、平原健二氏蔵。 p.110 
写真 26 東側護岸部の写真。南南西方向から撮影。右上：露店商、左下：魚市場。出

典：高嶋炭坑ゑはかき、平原健二氏蔵。 p.110 
写真 27 工事中の日給社宅（16・17 号棟）南南西方向から撮影。右上：病院レントゲ

ン室、左下：病院内待合廊下。出典：高嶋炭坑ゑはかき、平原健二氏蔵。 p.110 
写真 28 端島の全盛期（昭和 40 年頃）の夜景。出典：『高島炭礦史』 [2]。 p.142 
写真 29 1920 年頃の端島。出典：片寄俊秀氏提供。 p.143  
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註 記 

１ 中西洋『日本近代化の基礎過程(上) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [17, p. 3] に記載。建設計画当初

は、長崎奉行荒尾石見守が江戸老中に宛てた書翰に「反射炉鎔鉱炉築立方 陸用具取付方等の儀去己〔安政4年〕七月中

奉伺置候処…」と反射炉鎔鉱炉築立と記載されているように、建設目的が熔鉱か製鉄か明確ではなく、文献によっては、

飽之浦溶鉄所や飽之浦製鉄所との記載がある。また、1858（安政5)年3月には初代責任者長崎奉行が示した、経営方針

協議資料で、製鉄所との記載がある。 

２ 軍艦島と呼ばれるようになったのは、『長崎日日新聞』が1921(大正10)年、端島は軍艦「土佐」似ていると記事にし

たことから、と言われているが、1916(大正5)年大阪『朝日新聞』も「銀座ならいざしらず（中略）高層のアパートが」

と報じている。本研究では鉄筋コンクリート造7階建ての30号棟が建設する以前の1915(大正4)年までを端島とし、以

降を軍艦島と表記する。 

３ 「土佐」は戦艦として1922(大正11)年三菱造船所で建造された。ワシントン海軍軍縮条約の締結により、建造中止命

令が発令され、同年7月に未完成のまま海軍に引き渡された。 

４ 片寄俊秀,赤松公人,有川博,久米村涼「軍艦島の生活環境：（その1）生活環境形成史」 [4]中の図「島内人口と出炭量の

年次変化」に記載の国勢調査人数。  

５ 1991（平成3)年に新日本建築家協会が主催し、長崎県と長崎市の共催で行われた、シンポジウム、ワークショップ、

都市コンペを開催。企画にはレム=コールハースや槇文彦、マイケル=ロトンディなど世界的に活躍する建築家が参加し

た。都市コンペの審査員は、レム=コールハース（Rem Koolhaas）とマイケル=ロトンディ（Michael Rotondi）、マッシ

ミリアーノ=フクサス（Massimiliano Fuksas）、高松伸、北川原温、堀池秀人が行い、筆者は銅賞を受賞した。 

６ レム=コールハース（Rem Koolhaas）1944年オランダ生まれ 建築家、都市計画家。ジャーナリストおよび脚本家

としての活動の後、ロンドンにある英国建築協会付属建築専門大学（AAスクール）で学ぶ。建築設計事務所OMA

（Office for Metropolitan Architecture）とその研究機関であるAMOの所長。ハーバード大学院デザイン学部教授 

７ 北川原温は、1951年長野県生まれの建築家、東京芸術大学教授。日本建築学会賞作品賞、日本芸術院賞、日本建築大

賞、村野藤吾賞、ケネス=F=ブラウン建築文化大賞など受賞多数。 

８ 1947（昭和22)年に日本建築設計監理協会、そして1955（昭和30)年の世界建築家連合への加盟に伴い、翌1956（昭

和31)年に改組、改名して日本建築家協会となった。その後、日本建築設計監理協会連合会と合併し、1987（昭和62)年

に「新日本建築家協会」として再スタートを切った。1996（平成8)年に名称を日本建築家協会に変更し、現在に至る。 

９ 軍艦島でのシンポジウムを企画当時、筆者は、『熊本日日新聞』から取材を受け、1994（平成6)年2月7日付の同新

聞に下記のタイトルで記事が掲載された。「炭鉱閉山から20年、注目集める廃墟の人工島、わずか6.3ヘクタールに 盛

期5,300人、都市問題の“教科書”建築家、シンポなど計画」。 

１０ 世界文化遺産アジア学術検討会、World Cultural Heritage Asia Academic Symposium  2004.11.01  Beijing 

Institure of Technology.開催地、中国北京 北京理工大学 2004年11月1日「再生デザインと軍艦島の動き」 

１１ 2005（平成17)年に行われた軍艦島保存活用技術検討委員会（委員長宮原和明）による調査。 

１２ 都市について建築学会編『建築論事典』で香山壽夫は「建築論として意味を持つ都市論とは、都市の統合の形態お

よび意味についての論に限られる （中略）都市の存在形態、 都市とは、まず、人間を包む空間として理解されなけれ

ばならない。自己を包んで無限に拡散している空間に、ひとつの限定を与えている囲いとして建築の集合体、それが都市

である。」と述べている。規模は別として端島（軍艦島）は限定した囲い（海）に囲まれている建築の集合体であるの

で、その視点では明確であると考えられる。規模に関して、共同社会規模の12段階でしめしている〔I住居集団（人口
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40）、Ⅱ小型近隣（人口250）、Ⅲ近隣（人口1,500）Ⅳ町（人口9,000）Ⅴ市（人口50,000）Ⅵ大都市（人口300,000）

Ⅶ巨大都市（人口200万）・・・・Ⅻ世界都市（300億）〕がある。明治大正期の僅か50年で I～Ⅳ段階までを辿るが、

人口密度でいうと巨大都市の中心部に匹敵していた。 

１３ 総合研究開機構編『子供と都市』 [73, p. 252]に集録された、アレクサンダー=B=レーマン著「人間定住社会づくり

の子供の役割」において、共同社会規模と人間居住工学単位、人口の関係が示されている。その中の図「人間居住工学グ

リッド」を参考とした。 

１４ 日給社宅については、三菱鉱業セメント株式会社編『三菱鑛業社史』 [1, p. 787]に「この5棟は当初アメリカの会

社によって9階建てアパートとして設計されたものであるが」と記載。 

１５ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 172]に記載。「鉄筋コンクリート造り4階建は、（のち7階まで増

築。設計はドイツ人の手によるものと言い伝えがある）」 

１６ 日本建築学会編『近代日本建築学発達史』復刻版上 [74, p. 328]に記載。「1857（安政4)年、長崎製鉄所設置のと

き、オランダ人ハルデスによってはじめて同地のかわら業者によって製造され、慶応年間、肥前小城藩で石炭鉱のため、

イギリス人モリスが、また佐賀藩で同じく石炭鉱のため同人によって大川内でれんがを焼いた記録がある。」 

１７ 建設当初の計画は飽之浦溶鉄所と記されているが、中西洋『日本近代化の基礎過程(上) 長崎造船所とその労資関

係:1855～1900年』 [17, p. 17]では、1863（文久3)年3月にハルデス指揮による工事が完成された頃は、飽之浦製鉄所

と呼称されている。 

１８ “長崎派の分類定義”、長崎派は西洋から渡来した建築技術を西洋人との協業によって取得した棟梁や建築技師たち

を云い、その技術的流れの継承者も含む技術者達 と定義した。 

１９ 鍋島直正1814（文化11年）生まれ、第10代佐賀（鍋島）藩主。大規模な行政改革を断行し、藩校教育を推進。

大砲や蒸気船の製造、西洋医学の研究など、当時の日本で 先端といわれる佐賀藩の近代化を先導。1871 (明治4)年没。 

２０ トーマス=ブレーク=グラバー（Thomas Blake Glover) 1838年生まれ、スコットランド出身の商人。軍艦や武器

を輸入し幕末の日本で活躍した。薩摩藩の五代友厚・森有礼・寺島宗則、長澤鼎らの海外留学、長州五傑のイギリス渡航

を支援。長崎に西洋式ドックを建設し造船の街としての礎を築くなど日本の近代化に大きな役割を果たした。高島炭鉱の

経営を鍋島直正等と行った。造船、採炭、製茶貿易業を通して、日本の近代化に貢献。 

２１ 小山秀之進。天草御領村大島で1828（文政11)年生まれた。小山は実兄の北野織部と海岸埋立ての大事業を請負、

長崎に進出した。その後、秀之進が小山商会として事業を継承し、居留地の教会や洋館を次々と建築する。代表建築には

大浦天主堂、グラバー住宅、ウォルト住宅、リンガー住宅等がある。資料には、秀之進の肩書きを棟梁、或いは請負方な

どと記しているが、現在でいう建築家兼ゼネコン代表のようなことを行っていた。 

２２ 後藤象二郎、1838（天保9)年、高知城下に生まれた。土佐藩士、政治家。1858（安政5)年、吉田東洋に抜擢され

郡奉行、普請奉行に任じた。1862（文久2)年藩の航海見習生として江戸に出て航海術、蘭学、英学などを学ぶ。吉田東

洋の富国強兵路線を継承し、開成館を開設、長崎で土佐の特産品の輸出を図る。坂本竜馬と邂逅、坂本の論策である公議

政体論・大政奉還論に賛同。新政府では参与、外国事務掛大阪府知事を歴任。明治4(1871)年工部大輔、左院議長を務め

たが、征韓論政変に敗れて下野した。蓬莱社を設立、政府から高島炭鉱の払下げを受け、経営したが膨大な負債を抱え

た。1881(明治14)年岩崎弥太郎に譲渡。14年政変、国会期成同盟系の民権諸派は自由党を創設、後藤は総理に推された

が板垣に譲った。 

２３ 長崎県第二課土木係管理の明治時代の地籍、及び海面埋立ノ部資料で、長崎歴史博物館が所蔵する。 
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２４ 西山卯三，扇田信「軍艦島の生活」．『住宅研究』 [10, p. 41] に「1952 年 10 月 27 日」に端島見学したとある。

片寄俊秀,小林康博,藤永廣美「軍艦島の生活環境：（その2）島内生活管理の構造」 [12]に「1970 年以来われわれが収集

してきた（中略）会社責任者よりの聞き取り資料」とある。 

２５ 阿久井喜孝,滋賀秀實『軍艦島実測調査資料集』 [7, p. 569]の端島の埋立拡張経過図 1/4000。（砿業所資料により図

面作製）とある。 

２６ 池上重康,角哲,崎山俊雄,中野茂夫,中江研,砂本文彦,木方十根「大正・昭和初期の高島炭坑端島坑社宅街の変遷」 [8, 

p. 159]に [東大1940] 添付図を調整とある。 

２７ 実習報文資料の所在は、九州大学、森祐行名誉教授らにより論じられていたが、資料の確認と社会的認知は池上重

久、角哲らが2009（平成21)年日本建築学会東北研究発表大会において口頭発表をしたことから明示化されたものであ

る。実習報文は、明治年間を通して施設整備や埋築をはじめとする施設の拡充を続けた高島炭鉱端島坑にとって、実地測

量を通して大正初期の軍艦島を窺い知る資料としては極めて重要である。 

２８ 西山夘三 1911(明治44)年大阪生まれ、1933年石本喜久治建築設計事務所入社1944年京都帝国大学講師、1961

年同大学教授、『日本のすまい』他多数の出版がある。 

２９ 『日本炭礦誌』 [11]は、鎮西日報の高野基太郎が、高島坑や端島坑の生活実態調査と炭鉱事務所の資料をもとに出

版したもので、取材記事と企業情報を取りまとめた資料集である。 

３０高島炭礦史では1897(明治）30年が納屋解体とあるが、『住宅』1974.6「片寄の軍艦島の生活環境（その2）」 [13]

では「端島は遅れ世帯持ち坑夫（小納屋）の直轄化は1916(大正5)年以降RCアパートとともに進められたが、単身坑夫

はさらに遅れた」とある。 

３１ 小林正彬「政商より財閥へ：三菱とは何だったか」 [16, p. 109]に記載。「 後に三菱とは何だったかをまとめてみ

ると次のように考えられる。第一に、三菱は初期から、『場当たり』的な多角化ということでなく、まず、海運という基

本があったため、多角化が成功したのではないか。第二に、政府の援助で郵便汽船三菱会社となる。以前から海運業とそ

れに伴う近代的組織を作成してあったので、高島炭鉱買収や長崎造船所引受け後も、これらの経営に成功したのではない

か。第三に、三井、住友各同族は個人で会社を作ることはできないし、政治にも参加できない規定があった。岩崎（三

菱）の場合、彌之助が日本銀行総裁に就任しているように、三井・住友とは違う。彌之助の次男俊彌は旭硝子を設立して

いる。おわりに、したがって、財閥研究を三財閥とヨコに比較せず。タテに追求すると、三菱は『財閥』ではなく『大企

業』ではないか。」 

３２ 工場建築は建築家よりは機械・造船・土木などの技術者によって設計され改良が加えられてきた、（中略）近代工場

生産社会の文明を思想的な背景として19世紀末から近代建築運動の諸流派が発生し、今日の建築デザインの根本理念を

形成したのである。 [21, p. 67] 

３３ 東京電機大学阿久井研究室編「実測・軍艦島（序）高密度居住空間の構成」．『都市住宅』 [6, p. 24]に記載。「わが

国 初の、鉄筋コンクリートアパートという先進性についての、近代建築史上の意義からすれば、技術的側面のみなら

ず、造形的な意味でも、スレンダーな均等ラーメンによる、軸組構造によって、完全なるカーテン・ウォールの表現を見

せる、通称〈日給社宅〉、16～20号棟のファザード等は、当時のヨーロッパでも到達していなかった高い水準を示し、グ

ロピウスのシカゴトリビューン社・社屋コンペ応募案や、コルビュジェのドミノ理論にも先がけて屋上庭園やピロティ、

カーテン・ウォールやフリーパーティション、吹抜け廊下やメゾネットといった、現在すでに常識化され、定着化してし

まっている近代建築の造形言語が、大正初期にいち早く大規模に実現されてしまっていること」 

３４ベトンは、砂利と石灰と火山灰を混和したもの。 
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３５長崎の小菅修繕場は、明治日本の産業革命遺産の構成遺産の一つで1869(明治2)年薩摩藩とグラバーの合弁事業によ

り建設された、後に三菱の経営傘下に入る。通称ソロバン船渠と呼ばれる。 

３６中西洋『日本近代化の基礎過程(上) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [17, p. 78]に記載。「ポルトラント

石灰[但水中に用][御軍艦井御場所用]100桶」と記載がある。 

３７白石直治は、1881年東京帝国大学土木工学科を卒業し、農務省に入省。1882年東京府へ転任、土木科工事部勤務、

同年設計係。1883年東京府を退職し3月横浜発。 

米国へ留学。W.Hバー教授に就いて土木工学研究。1884年米国フローイレンセール工部大学に入学。1885年W,Hバー

教授の助手としてフェニックス橋梁会社に入社。1885年ペンシルベニア鉄道会社に入社。ペンシルベニア大学にて研

究。その際岩崎久彌と会う。同年、英・仏・西・独の出張研究（文部省留学）を命じられる。10月ニューヨーク→リバ

プールへ渡り1886年伯林大学で勉学し、1887年1月帰国。東京帝国大学工科大学教授に任じられる。1891年工学博士

となり、同年大学退官。 

３８村松貞次郎『日本建築近代化過程の技術史研究』 [21, p. 62]に記載。「白石の報告によれば、この3年前に彼が設計

した小さな油倉庫を除けば、これがわが国における 初の鉄筋コンクリート建築である、というが、おそらく正しいだろ

う。かなり高度なものがこつ然と出現した感がするが、一面、わが国の技術者の能力を誇るに足る重要な記念物であ

る。」 

３９米国土木学会の論文集。AMERICAN SOCIETY OF CIVIL ENGINEERS．

1906,Vol.LVI,TRANSACTIONS.Paper No.1023。 

４０鉄筋コンクリート造の綿花倉庫の経済優位性についての論文。John S. Sewell“THE ECONOMICAL DESIGN 

OF REINFORCED CONCRETE FLOOR SYSTEMS FOR FIRE-RESISTING STRUCTURES”．AMERICAN 

SOCIETY OF CIVIL ENGINEERS．Vol.LVI,TRANSACTIONS.Paper No.1023．1906． [75, pp. 252-410]  

４１「英国工師会提出論文」 [59] [60]Naoji Shiraishi "A Ferro-Concrete Warehouse at Kobe ⅠⅡ”Reference: 

O.C/3908. Date: 1910, Held by: Institution of Civil Engineers. 

４２ 1873年(明治6年）、香川県生まれ、1896年(明治29年）7月札幌農学校工学科卒業後、ドイツ留学。1899年(明治

32年）海軍技師に任用、翌1900年(明治33年）から佐世保鎮守府経理部建築課に勤務。1901年(明治34年）から水雷

艇船渠築造の主任として、コンクリート造建物の施工に携わり成功を収める。1903年(明治36年）から1904年(明治37

年）3月までの半年間、欧米視察。鉄筋コンクリート構造技術の先駆者として多くの重要な業績をあげている。 

４３丸山久志 1952（昭和27)年 端島生れ、1974（昭和49)年3月長崎造船大学建築学科卒、片寄に指導を受ける。  

４４・土地台帳の沿革には「明治27年訓令二題123号ヲ以テ端島字ニ合併」とあるが、相手先は未記載 

４５ 「三菱史料館所蔵 社史附表」1894(明治 27)年から 1906(明治39)年までの各炭坑決算勘定書、三菱合資会社資料

作成。 

４６ 「彼杵郡高島図」1862（文久2年）任戌秋仕立、長崎歴史博物館収蔵県書36-11 

４７ 地図作成の目的は定かでない。1828（文政11)年には長崎港内と港外のシーボルト名が記された正確な海図があ

り、港外のものには高島や端島、中ノ島が描かれている。秀島成忠編『佐賀藩海軍史』 [76, p. 56]には、1854（安政元)

年英国艦船が伊王島沖に投錨し、測量の為の上陸報告も記録に残されている。高島や中ノ島、端島は深堀領であったが、

1859（安政6)年通商条約が発効され、諸国の艦船は活発に入港していた。深堀領や周辺地域は治安防御等の精度の高い

地図が他の地域に比べ早い時期に作成されていたと考えられるが、「彼杵郡高島図」には道路や山林、畠、屋敷等が彩色

し書かれているので、税や財政の管理用ではないかと考えられる。 
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 資料出典：中島正美編『鍋島藩深堀資料集成』1975 p.412 原出典：佐賀県史中巻 p.5 

 

４９平幸治『肥前国深堀の歴史』 [77, p. 512]に記載。「本藩直営によって高島での炭鉱経営を排除された深堀の士族たち

は、明治維新ののち香焼・沖ノ島・伊王島・端島・二子島・中ノ島・などで炭鉱を開発経営した。経営にあたったのは、

旧領主鍋島孫六郎をはじめ、渡辺聞櫓・元親子や峰如松、峰真興、深堀楳伍らであった。」  

５０高野江基太郎著『日本炭礦誌』 [11, p. 417]には以下の記述がある。「明治の初、奮佐賀藩深堀に領主鍋島氏の手に創

業せしも、種々の故障に遭遇し、同二十年第１層上８尺炭層採掘の目的を以て、第一竪坑を島の東北部に開鑿し、漸く正

式の工事を始めたり。」 

５１ 「長崎県勧業課農第2函」1874(明治7)年、長崎歴史文化博物館所蔵。 

５２ 小山秀之進の17歳 年上の実兄・北野織部は赤崎村庄屋で、海事土木の専門家として知られていた。小山一族は海

岸埋立ての大事業を請負い長崎に進出した。天草から、沼船3 百隻、船頭人夫千人を動員し、19,917 坪の人工陸地を14 

カ月で完成させた。高島や端島との関係について。1868(明治元)年、佐賀藩とグラバー商会合弁企業の高島炭鉱に出資者

として参画。1869(明治2)年、北渓井坑掘進作業請負（賃金4,992両）建設作業の中心的立場。1875(明治8)年、小山秀

(明治3年秀之進より改名）は端島坑主と出炭請負契約を締結。1877(明治10)年、台風にて、端島の堤防等破壊され、小

山は大打撃を被る。 

５３ 片山逸太は、炭鉱機械化の先駆者で、長崎製鉄所で西洋の工業技術を身に付けた。長崎製鉄所辞職後、技術を活か

し炭鉱業に乗り出した。 
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５４浅井淳『日本石炭讀本（復刻版）』 [32, p. 451] に記載。「この片山逸太、大分縣大分の産、十八才にして長崎製鉄

所に入り、二十三歳で勘定役兼差配役となった。（中略）後年独立事業に就く意があり、明治4年、長崎港外の香焼炭坑

を経営して失敗した。しかし、端島炭坑（小山秀之進所有）が排水難で廃絶に頻したのを復興させたこともある。明治9

年、蒸気機械を携えて豊前田川郷の糸田村に来り」 

５５ 秀村選三，武野要子，田中直樹，細川章『明治前期肥前石炭礦業史料集』 [33, p. 366] 。高島炭坑記四、一覧表に

記載。 

５６ 北野典夫『天草海外発展史・上』 [78, pp. 171-173]に記載。天草石工と天草石材。実兄の北野織部とともに、大規

模な護岸工事を請負い、天草の石材や石工を投入した。「さらに、山口光臣氏の『長崎の洋風建築』 [79]などによれば、

全居留地海岸通りの路肩に設置された波除けの石柵（パラペット）には、すべて天草石が用いられているという。」 

５７ 前川雅夫『炭坑誌・長崎県石炭史年表』 [35, p. 45]に記載。端島炭坑出炭高は、163 万 8,124 斤。斤は、重さの単

位で、1 斤＝ 600 グラムなので、98万トン。7-12 月 の 出 炭 高 は、361万3,552斤であると、217万トン。 

５８ 筑豊石炭鉱業史年表編纂委員会編『筑豊石炭鉱業史年表』 [80 ,p. 82]に記載。 

５９ 1874(明治7)年2月に旧佐賀藩士を中心とした反乱であり、江藤新平らをリーダーとして佐賀で起こった明治政府

に対する士族反乱の一つである。佐賀の乱、佐賀戦争ともいう。不平士族による初の大規模反乱であったが、電信の情報

力と汽船の輸送力・速度を活用した政府の素早い対応もあり、激戦の末に鎮圧された。 

６０ 炭鉱事業に関係したのは峰真興の他に旧領主鍋島孫六郎をはじめ、深堀の士族たち渡辺聞櫓・元親子や峰如松や深

堀楳伍らがいた。 

６１ 小山秀は、端島炭坑借区主との契約は秀となっていたが、同時代でも秀之進で記載された資料 が残っている。若い

頃が秀之進で、1870(明治3)年秀へ改名。端島炭坑開発契約期間は、1877(明治10)年まで。採炭費用分配の他、汐留石垣

破損修理などの整備も契約内容に記載されている。長崎県立図書館所蔵文書。 

６２ 長谷川芳之助1855（安政2)年唐津藩士長谷川久徴の長男として出生。東京大学の前身開成学校に入り、1875(明治

8)年の第1回文部省留学生として、米国留学し鉱山学を修め、その後ドイツに渡り製鉄事業を研究。理学博士を取得し帰

朝。東京大学教授の内議を辞退し、郵便汽船三菱会社に1880(明治13)年入社し、翌年高島炭鉱検査役となる。1887(明治

20)年には三菱社本社副支配人となる。1893(明治26)年三菱製鉄所建設構想が中止となり、依願解傭使。退職後は八幡製

鉄所建設等に奔走。1902(明治35)年衆議院議員に当選、間もなく辞任。出典：山口正一郎『博士長谷川芳之助』 [81]・

中西洋『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 51]。 

６３ 端島石炭鉱出願坑区実測図（端島増借区願付属）が三菱史料館に収蔵されている。出版年月日には1891(明治24)年

という記載があるが、測量者の高島炭鉱での所属期間の関係から筆者は1881(明治14)年頃と説を主張。 

６４ 日本建築学会編『近代日本建築学発達史』復刻版上 [74, p. 328]に赤煉瓦の解説がある。「れんがは、煉化石と呼ば

れ煉化と略され、煉瓦 石・煉瓦と書かれ呼ばれることとなる。磚（かわ ら）とも呼ばれた。1857（安政4)年長崎製鉄所 

設置のときに、オランダ人ハルデスによってはじめて、同地のかわら業者によって製造され、(中略)記録によれば、イギ

リスがわらに 赤がわらと白がわらとあり、（中略）赤が わらは赤れんがで白がわらは耐火れんがであろう。」また、秀村

選三，武野要子，田中直樹，細川章『明治前期肥前石炭礦業史料集』 [33, p. 298]の1870(明治3)年8月25日の諸向払方

仕分書に「洋銀高：57 枚8合 3勺、支払品名座： 赤瓦ニテ風トリ築立小山払」と記載。同書 [33, p. 299]に、同年11

月14日「洋銀高：30枚、赤瓦二万代上海ヨリ取寄」とある。  

６５ 伊王島灯台は、1866（慶応2)年、幕府がアメリカ、イギリス、フランス、オランダ４カ国との間で締結した改税条

約（江戸条約）で設置を約束した8カ所の灯台の一つで、イギリス人技師、リチャード=ヘンリー=ブラントン（Richard 
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Henry Brunton）が設計し、指導の下で建造され1871(明治4)年に完成した。灯台吏員所はブラントンが灯台守の宿舎と

して設計したもので、1877(明治10)年、伊王島村の大工大渡伊勢吉によって建造された。日本では、嚆矢となる無筋コン

クリート造建築である。 

６６ 天川（あまかわ）とは、アモイから渡来した技術で、石灰と粘土を材料として混和させた漆喰工法で接着力や耐水

性に優れている。セメント同様、ポゾラント化学反応で硬化して接着力を持つ。アモイ港 は阿媽港（あまこう）と呼ば

れていたことから天川と呼ばれるようになった。煉瓦や石積みの際、接着や防水に使用される。天川仕立とも言う。「天

川」には諸説あり、旧ポルトガル領の澳門（Macau）が変じて(あまかわ)になったいう説もある。 

６７ 三菱鉱業セメント株式会社編『三菱鑛業社史』 [1, p. 70]。仮坑区券は、岩崎彌之助に対して、「明治十六年九月十

九日 工部卿 佐々木高行」が下付。 

６８ 機械師は機械係の他に測量係や製図方を担当。高島炭坑明治14年4月組織図参照高島炭礦史編纂委員会編『高島

炭礦史』 [2, p. 50] 

６９ 「長崎県肥前国西彼杵郡高浜村字端島炭坑譲渡譲受約定書」1890(明治23)年、三菱史料館所蔵。「建物売渡證」に

は構造、規模、間取りがある。 

７０ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 193]に記載。「中ノ島炭坑は峰眞興が1873(明治6)年から1874(明治

7)年調査を開始、1875(明治8)年試掘の官許を得て、1877(明治10)年試錐を開始、1879(明治12)年に堅坑開削に着手し、

1883(明治16)年には出炭を開始した。1884(明治17)年7月官営時代には、5片盤までの採掘が進んでいた。峯は大蔵省

への借金が返済できず、1884(明治17)年三菱に払下げとなった。」 

７１ 南部球吾 1855（安政2)年生まれ、越前 (現在の福井県)出身。東京大学の前身、開成学校に入り、1875(明治8)年

の第1回文部省留学生として、米国留学し長谷川芳之助と同じコロンビア大学で鉱山学を修めた。帰国後、郵便汽船三菱

会社に入社し1881(明治14)年高島炭鉱に赴任。高島炭坑長や本社鉱業部長兼炭鉱部長をつとめ三菱炭鉱業の基礎をつ

くった。 

７２ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 171]。 

７３ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』第5表 [2, p. 170]に記載。 

７４ 六海社は蓬莱社の前身。蓬莱社は1873(明治6)年征韓論を主張して敗れ、下野した後藤象二郎を中心に、士族たち

と関西商人など後藤の幅広い人脈によって設立された会社。金融、為替業および高島炭鉱経営の他、海運業、製紙業等幅

広く業務を手がけたが、経営不振でわずか3年半ほどの期間で倒産した。 

７５ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, pp. 119-121]に記載。1893(明治26)年4月7日、京都島田組総理川崎

儀三郎は、鍋島孫六郎と岩崎彌之助を相手取り、端島の「売買契約廃罷之訴」を東京地方裁判所に起こした。 

７６ 『三菱鑛業社史』 [1, p. 712]の表90「社内炭鉱における立坑」に記載。 

「深さ44ｍ、掘鑿開始年月日が明治16年で、掘鑿完了月日が明治20年」 

７７ 『三菱鑛業社史』 [1, p. 713]の表90、社内炭鉱における立坑、端島の欄備考に※印 ｐ712の（注）に「※印は三

菱買収以前の立坑を示す」とある。 

７８ 『官報』明治20年8月30日、内閣官報局発行1252号ｐ343に記載。 

「端島炭坑浸水の状況 去ル12日長崎県西彼杵郡高濱村端島炭坑坑内浸水ノ報アリ（中略）轟然大砲ヲ発シタルニ均シ

キ響キアリ坑夫等ノ驚愕一方ナラス皆先ヲ争ヒテ坑内ヲ出テ採坑ノ為ニ入坑シ居タル人員53名ノ内21名ハ漸ク一命ヲ全

フスルコトヲ得タレ残リ32名ハ此變災ヲ免ル能ハスシテ…（内務省）」 

７９「長崎県立図書館所蔵文書」小山秀は、1875(明治8)年9月に端島炭坑借区主の渡辺聞櫓、深堀楳伍と契約。 

 



 
 

172 

 

                                                                                                                            
 

８０ 前川雅夫『炭坑誌・長崎県石炭史年表』 [35, p. 56]に記載。「1.22長崎工作分局は、長崎県人小山秀の願いにより貯

船を貸与し、長崎～端島間の石炭曳船として毎日往復（期間は3.3まで）（出典）筑豊石炭鉱業史年表」 

８１ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 116]に記載。「明治13年から明治19年までの借区人はいずれも深堀

出身の峯真興（12年9月～16年4月）、鍋島孫六郎（16年9月～19年4月）、渡辺元（19年5月～）となっている」 

８２ 三菱鉱業セメント株式会社編『三菱鑛業社史』 [1, p. 70]に記載。「仮坑区券 明治十六年九月十九日 工部卿 

佐々木高行」 

８３ 「明治27年10月端島炭坑第７回貸借対照表」 

  端島炭坑営業勘定貸借試算表 

明治二七年九月三十日 

  

    

（借方）   （貸方） 

差引残高 合 計 名 称 合 計 差引残高 

21,325,360 21,325,360 採炭費     

56,268,222 56,491,792 坑内費 223,570   

59,436,404 59,436,404 器械費     

9,103,650 9,115,025 社費 11375   

64,943,652 64,943,652 運炭費     

22,607,483 22,607,483 売炭費     

1,503,910 1,503,910 地所家屋費     

2,775,900 2,775,900 給料     

62,877,700 62,877,700 囲炭代勘定     

  4,836,316 営繕勘定 4,868,510 32,194 

  529,589 工場勘定 540,335 10,746 

    雑収入金 2,814,637 2,814,637 

    売炭勘定 317,019,722 317,019,722 

26810 26,810 臨時費     

19,008,208 19,008,208 
 

    

    
 

    

319,877,299 325,478,149   325,478,149 319,877,299 

上記の表は三菱史料館収蔵 社史附表 昭和三年十月謄写 各炭坑決算勘定書(明治27年-33年)  三菱合資会社資料課

ｐ9を筆者がデータ化した一覧表。 

８４ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 116]に記載。（社誌第17巻）「渡辺は19年11月、島の北側に4カ

月かけて立坑を開坑し、海浜に堅牢な石垣を築き、機械装置の場所に充て、別に東浜を堤防で囲って貯炭場を設けた。開

坑費2,694円と、ポンプ、汽缶、煙突、石垣建築費、その他合計9,426円を要した。三菱は北部の第一立坑近辺の埋立拡

張整備からはじめ採炭準備を開始した。」 

８５ 写真右下に明治37年頃の端島と手書きで記載がある。 

８６ 萩原博文『平戸オランダ商館』 [40, p. 118]に記載。平戸の石造倉庫では、「1637（寛永14)年に造られた倉庫は延

べ2331人、1639（寛永16)年倉庫は延べ7144人の平戸住民ががボランティアで工事に参加している」と記録がある。 
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８７ 萩原博文『平戸オランダ商館』 [40, pp. 112-114]に記載。「平戸商館は、平戸港入口の埼方に平戸藩から敷地を譲り

受け、さらに海を埋め立て、倉庫や住居などを建設していた。また、川内港も埋め立て、倉庫などの施設を建築してい

た。そのほか古館に製材所、横島にオランダ船用の綱づくり作業所があり」、「幕府はここでオランダの武力を確認した。

乱の前後オランダ商館は、 新兵器である臼砲を平戸で鋳造し、幕府へ納めている。」 

８８ 萩原博文『平戸オランダ商館』 [40, p. 116]に記載。「当時の商館長カロンは1639（寛永16)年10月26日付の手紙

で、この新倉庫の完成を報告しているが、ここで『すべて石の窓枠と石壁で、漆喰で仕上げてある』と報告している。」 

８９ 萩原博文『平戸オランダ商館』 [40, p. 114]に記載。「各部屋に窓ガラスが取り付けられ、各所にオランダ建築を取

り入れたものと考えられる。輸入された台湾製のレンガも使用され、タイル800個もここに用いられたと思われる。」 

９０ 萩原博文『平戸オランダ商館』 [40, p. 128]に記載。「家光（将軍）は、 近増改築した倉庫と住居を問題にしたの

である。しかもその 大の理由は、大きさや様式とともに「大層高価で、贅と尽くしたもの」だったからである。このよ

うな建物は大名にも許されず、将軍のみ許される種類の建物と、家光は認識していたのであろう。1637（寛永14)年に新

築された倉庫と、改修された住居を見た松平輝綱も〔城郭〕のようだと述べており、これらの建物が日本において極めて

特異であったのは間違いなかろう。要するに、将軍の臣下と位置づけられているオランダ商館にとって、分不相応とみら

れ、家光の不興を買ったのであろう。」 

９１ 平幸治『肥前国深堀の歴史』 [77, pp. 451-460]に記載。「フェートン号事件1808（文化5)年8月15日、長崎を震

撼させる大事件が勃発した。英艦フェートン号の侵入である。（中略）このころヨーロッパはナポレオン戦争の 中で

あった。英仏は交戦中で、オランダはフランスの占領下にあった。東南アジアにおけるオランダの植民地もイギリスに侵

略された。フェートン号もバタビアから長崎に向うオランダ船を捕獲する目的で入港したのである。同船は大型帆船で、

長さ約36間、大砲45門を備え、船長ペリュー大佐以下350名が乗込む堂々たる軍艦であった。食糧や燃料の調達が目

的で、開港を求めるものではなかったが、長崎港は鍋島藩と福岡藩とが共に防衛を務めていたが、フェートン号侵入事件

は鍋島が警護に時に起きた。」 

９２ 秀島成忠編『佐賀藩海軍史』 [76, p. 21]。「1844（弘化元)年陰6月18日、紅毛人より蘭使節船来るを告ぐ。」欧米

の列強諸国が武力によって植民地化し、日本にもその脅威が迫っていたことを憂慮したオランダ国王は日本に使節を派遣

する。 

９３ 秀島成忠編『佐賀藩海軍史』 [76, p. 27]。「1847（弘化4)年陰10月11日、閑叟公大に海防を論じ 書を閣老阿部伊

勢守に送らる。」異国軍艦の堅牢なるを稱揚す。港外に砲台壕築を議す。オランダ使節の忠告を受け、鍋島直正は海軍創

設の忠告書を閣老阿倍伊勢守に送るが、幕府は動かず、鍋島藩は独自に近代的装備を目指した海軍を創設する。 

９４ 杉谷昭『鍋島直正』 [82, p. 48]。1850（嘉永3)年2月、閑叟は長崎砲台（伊王島、神ノ島）の増築に着手するとと

もに、同二十二日、伊豆韮山代官の江川太郎左衛門英龍のもとへ書翰を送り、大砲鋳造関係の蘭学研究が不充分であるこ

とを訴え、江川塾の蘭学書の借覧と技術者の派遣援助を依頼した。韮山の江川塾では、このころすでに反射炉の模型を試

作しており、江川英龍を中心に、蘭学者や技術者が集まって、研究がすすめられていた。江川は、老中・水野忠邦から砲

台築造の命を受けており、目付・鳥居忠耀とは反目しながらも、伊豆、相模をはじめ、房総地方などを巡視していた。閑

叟は、書翰を送るとともに、本島藤太夫を韮山へ派遣した。本島は江川英龍や佐久間象山から教えをうけ、そのころ江戸

で象先堂を開いて蘭学を教えていた伊東玄朴を通じて幕府の蔵書などを借用し、佐賀へ帰国した。 

９５黒船来航は、1853（嘉永6)年7月にマシュー=ペリー（Matthew Perry）が浦賀沖に来航したことを指す。 

９６ 平幸治『肥前国深堀の歴史』 [77, p. 480]。伊王島・神ノ島・の台場は1852（嘉永5)年秋ごろまでには一応の完成

をみたものと思われる。約1年半の工事であった。 
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９７ カッテンディーケ『長崎海軍伝習所の日々』 [42, p. 24]。1855（安政2)年にオランダ国王ヴィルレム3世陛下は、

将軍に一隻の蒸気船を献上された。その時、同時にその船を用いて、日本人を教育するために、将校機関部員および水兵

をもって組織された一派遣隊をも付け給うた。 

９８ 秀島成忠編『佐賀藩海軍史』 [76, pp. 99-103]。「1856（安政3)年陰5月（日不詳）海軍創起に関し蘭人の返答書」 

「海軍を創起する事に緊要なる事件を書記仕候様高貴の君の御名目にて私に仰付られ候」「海軍創立の緊要事件は、第一

に造船所、是れ船を造立仕り或は損し候時々修覆仕候場所にて御座候此場所は實に第一に無くて叶はぬ者にて…」1856

（安政3)年6月1日 ペレス=レイケンが詳細に藩主鍋島直正に返答している。 

９９ 秀島成忠編『佐賀藩海軍史』 [76, p. 128]。蘭人技師ハー=ハルデスは機関方士官で飽之浦溶鉄所建設の総指揮を

行ったが、第二次派遣隊総指揮官カッテン=ディーケよりも高給を得ていたエンジニアであった。機関のみならず建設技

術に精通していた。 

１００ カッテン=ディーケ『長崎海軍伝習所の日々』 [42, pp. 68-69]。3月2日、カッテンディーケは日本人船長、海軍

伝習所教官トロイエンおよびハルデスと長崎湾外の島へ航海、次に高島を訪れたが、良質の石炭を産する炭鉱があった。

先に日本に到着している炭鉱道具を、一日も早く炭鉱に据付運転させるよう提議した。（中略）蒸気力をもって地上に運

ぶ方法を勧めたものである。 

１０１ カッテン=ディーケ『長崎海軍伝習所の日々』 [42, p. 52]。「私は乾ドックの模型を作らせ、日本にもこうした

ドックを作っては、その提案をしたためた書面をつけて、江戸に送った。」 

１０２ 秀島成忠編『佐賀藩海軍史』 [76, p. 128]。指揮官カッテン=ディーケ450ギュルデン/月、機関方士官ハルデス

600ギュルデン/月、第一等士官350ギュルデン/月、第二等士官250ギュルデン/月… 

１０３ 秀島成忠編『佐賀藩海軍史』 [76, p. 155]。「七月十八日飛雲丸帆柱損し候一件（中略）一、人造硝石の法伝習亀

川新八、小田千之助へ尚又申候様。」 

１０４ 楠本寿一『長崎製鉄所-日本近代工業の創始』 [43, p. 10]。 

「機械設備の他に鉄材・セメント・ガラスなど工場建設に必要な資材類も逐次調達されたのである。ハーグの国立中央文

書館（中略）に収蔵されている船荷明細書を見ると、これらの機械や資材類は安政4年3月から4月にかけておおよそ。

13隻のオランダ船で、逐次東インドのバタビアへ向けて搬送されている。そしてバタビアに終結された機材類は、それ

までに同地で在庫していた資材類とともに、次の3隻に積みかえられ日本へ向け搬送されている。」 

１０５ 中西洋『日本近代化の基礎過程(上) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [17, pp. 77-78]。軍艦建造のた

めオランダへ発注した資材および機械類一覧（中略）一ポルトランド石灰〔但水中に用〕〔御軍艦併御場所用〕100桶

（出典）岡部駿河守→老中書翰の別紙  日本建築学会編『近代日本建築学発達史』復刻版上 [74, p. 210]  

１０６ 宮谷慶一「横須賀製鉄所建設に使用された結合材及び混和材についての研究」 [22, p. 144]に記載。「第一号船渠

には砂利、石灰、火山灰、を混和した〔べつとん〕（bēton：コンクリート）が使用されていたこと、そして石灰は野洲

（下野）産、火山灰は伊豆産のものが使用されていたことがわかる。（中略）第二船渠〔1871(明治4)年起工1874(明治7)

年竣工〕には〔シマンの代価〕とあることから、セメントが使用されていることがわかるが、先に竣工した第一船渠

〔1867（慶応3)年起工1871年(明治4)竣工〕にはベトンとのみあり、これから判断するとセメントは使用されていない

と考えられる。」 

１０７ 下田港は1854（安政元)年日米和親条約に基づき開港するが、1859（安政6)年閉港。函館は日米和親条約に基づ

き1855（安政2)年開港。長崎は日米和親条約で開港の予定が1858（安政5)年に日米修好通商条約等で1859（安政6)年
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開港。横浜は日米修好通商条約等で1859（安政6)年開港。1868(明治元)年に神戸。1869(明治2)年に新潟が同じく日米修

好通商条約等で開港し、開港五港となった。 

１０８ 平幸治『肥前国深堀の歴史』 [77, p. 507]。「契約書は佐賀藩庁名義でなく松林源蔵と羽室雷助両名とグラバーの

個人契約の形式となっていた。藩内に外国人との合弁事業に反対する者があったからであるという。」 

１０９ 平幸治『肥前国深堀の歴史』 [77, p. 496] 「高島炭は深堀鍋島家の公的経営として年番の役人二名が勤番する役

所が置かれていたという。鍛冶・製塩用の燃料として大阪伊予など手広く販売された。坑道も六ヵ所あり、運送に二〇反

帆船二五艘を要していたというから事業規模は相当おおきかった様子が窺われる。事業規模に関しては、天明六年（一七

八六）一〇月から翌年九月までの年間販売高は、一六三五貫四一〇文であった。俵数にして大俵一万七六七一俵であ

る。」 

１１０ 平幸治『肥前国深堀の歴史』 [77, pp. 504-512]。地主である深堀家に対しては契約の直前に通告したらしい。深

堀家は従わざるを得なかった。 

１１１ 秀村選三，武野要子，田中直樹，細川章『明治前期肥前石炭礦業史料集』 [33, p. 251]。（高島）石炭鉱記 条約

書 第三 輸出石炭壱噸壱両充之割地主納金之儀、三ヶ月目毎ニガラブル社中 

一手ニ而相整い事 

１１２秀村選三，武野要子，田中直樹，細川章『明治前期肥前石炭礦業史料集』 [33, p. 252]。（高島）石炭鉱記 条約

書 第六 炭坑有揚水揚蒸気器械者、双方別費ニして、各等級可備事 

１１３ 平幸治『肥前国深堀の歴史』 [77, p. 506]。「藩庁が共同経営を選択した背景には、蒸気船孟春丸とスペンサー銃

などの代金をグラバー商会が立て替えていた事情があった。1868（慶応4)年1月、藩主らの上京に際して佐賀藩は急遽

軍艦一艘を購入した。英艦ユージン丸、孟春丸である。この残代金４万3750両を高島石炭の売上金を充当することで支

払おうとしたのである。」 

１１４ 平幸治『肥前国深堀の歴史』 [77, p. 511]。「高島竪坑の藩営化による代償金三万両を交付する旨明治4年8月に

藩庁から達せられた。うち一万五千両は同年１０月に支給されたが、残金一万八千五百両は未払いである。今般高島炭鉱

は官営となり、砿山寮に移管されるらしいので、残金を払って欲しいという。なお、深堀家ではこの代償金を香焼炭鉱の

開掘資本に充当したようである。香焼ではすでに取りかかっていたので、残代金の下付がないと開掘に差し支えるとも述

べている。右の申請（炭山開闢料金奉願書咐）は工部省から一旦否決されたが、結局は明治８年７月に一万七千五百円が

支払われた。」 

１１５ 藤森照信『日本の近代建築（上）幕末・明治篇』 [83, p. 24]に記載。中国のアモイの居留地の香港上海銀行支店

長宅（1870年代）が例外的にクローバー型をとり、同じように海に向かう丘の上に立ち、これこそ原型と思われたが、

事実は逆でグラバー邸の方が早く作られている。 

１１６ 「フュレ回顧録・長崎編」 [46]は、長崎県世界遺産登録推進室『長崎県内の多様な集落が形成する文化的景観保

存調査報告書』資料編1に収録。 

１１７  ルイ=テオドル=フュレ（Louis-Theodore Furet, 1816年フランス生まれ。 

1837年ル・マン大神学校を卒業し後神学校で自然科学を教え、高校で物理学、化学、自然科学の研究助手を行い、1847

年パリ大学で理学博士を授与された。1852年再度、パリ外国宣教会神学校に入学し、宣教師となる。1855年ジラール神

父、等とともに沖縄上陸。1862年ベルナール・プティジャン神父とともに横浜へ赴く。1863年日本宣教区長であったジ

ラール神父に命じられ長崎へ。 
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日本語を知っていたので、長崎では奉行の依頼で10人ほどの若い武士にフランス語と科学の講義を行った。南山手に土

地を購入し、司祭館を建設。大浦天主堂の建築に取り掛かり、大浦天主堂の設計を行った。同年、大浦天主堂の建設をプ

ティジャン神父に引き継ぎ、一時帰国。帰国中に教会は完成し、その功績はプティジャンのみに帰せられた。（履歴は

フュレ回顧録 [46, pp. 2008-2047]より抜粋） 

１１８ ベルナール,プティジャン（Bernard-Thadée Petitjean) 1829年フランス生まれ。カトリック宣教師、パリ外国宣

教会会員、後半生を日本の布教にささげた。1862年フュレ神父とともに横浜へ赴く。1863年フュレ神父と長崎で大浦天

主堂の建設に取組む。1865年1月に献堂式。1865年大浦天主堂で信徒発見の歴史的瞬間に立ち会ったことで有名。

1868年には日本代牧区司教に任命された。1884年(明治17年）に大浦で死去し、大浦天主堂内に埋葬された。 

１１９ 北野典夫『天草海外発展史・上』 [78, p. 156]に記載。「長崎のあなたのカテドラルの建築は、都合良く運んでい

ます。しかし、工事の歩みは遅々たるもので、吾が主の誕生には竣工になりますか、私は大いに危ぶんでいます。三つの

塔と大広間および脇間の屋根と破風は半ば完成しました。もし、その気になったら、すくなくとも八日間で、外部は竣工

するのですけれども、彼は仕事を全然、中止しているのではないと見せかけるためになるだけの職人しか、遣わしており

ません…」。竣工を寸前にした頃、工事工程が遅れることを懸念したフュレ神父後任のプティジャン神父が、横浜のジ

ラール教区長に報告書を送った書簡。 

１２０ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 115]に記載。「小山は(中略)天草の小山一族から資金を集め、英国

人エラスムス=ガワー（E . H .M Gower）ら外国人技術者を招聘」 

１２１ 中西洋『日本近代化の基礎過程(下)長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 3]に記載。「三菱は明治

17年に造船業に乗り出したのではない。明治9年初頭から横浜で上海ボイド会社との合弁で(三菱製鉄所)の創業をはじめ

て以来、このときまで8年間もの経験を蓄えてきていたのである。」 

１２２ 三菱造船株式会社『創業百年の長崎造船所』 [20, p. 470]に記載。「明治20年6月7日政府より借用中の、本工

場、土地、建物、機械器具など一切を買収す（工場用地36,102坪、固定資産額459,000円）従業員 職員42名 職工

766名」 

１２３ 山口半六、1858（安政5)年松江生まれ。1876年第2回文部省海外留学生としてパリエコール・サントラルに入

学、3年で工業技師を取得し、その後現場で建築及びレンガ製造の実習を受け1881年に帰国。都市計画のスペシャリス

トでゼネラリスト的なエンジニア。 

１２４ 古市公威、1854（嘉永7)年生まれ、長崎県士族、第2回文部省海外留学生としてパリエコール・サントラルで土

木を学ぶ。初代帝大工科大学長工学会（日本工学会）理事長として、日本近代工学ならびに土木工学の制度を創った。 

１２５ エコール・サントラル フランスにおいて民間のシビルエンジニア、ないし建築家を養成する学校。 

１２６ レスカスは横浜を拠点としで西郷従道邸の設計など多くの建築設計活動を行っていた。西堀昭「明治時代の鉱山

関係フランス人について（1）-官営生野鉱山ー」3.土木技師ジュール=レスカス [84, p. 64]に記載。「『雇外国人員調―明治

14年下半カ年分』によると、レスカスは、その後明治13年7月15日より無期限で三菱会社に建築司として雇われてい

る。なお月給は洋銀400弗であった。（中略）明治5年3月から9月までレスカスが日本の地震と煉瓦建築について興味

深い論文を発表している。〔抑是迄地震ノ現象に屢々感動スル国ニ於テ（中略）横浜ニ於テ千八百七十五年八月六日同港

寄宿工長ジ,レスカス〕」日本において地震対策のため煉瓦建築については煉瓦のみでは危険であるなどの助言がなされて

いる。 

１２７ 前田裕子『ビジネス・インフラの明治-白石直治と土木の世界』 [85, p. 223]に記載。「当初、倉庫業は東京が中心

であった。東京の新倉庫は明治九年末より、荷捌所を設置していた場所に建設された。起工は13年4月、竣工は同年
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末。通称“七つ蔵”と呼ばれた七棟の倉庫群は人目を引き、東京の新名所ともなった。設計監督はフランス人の土木・建

築技術者ジュール=レスカスである。」 

１２８ 西堀昭「明治時代の鉱山関係フランス人について（1）-官営生野鉱山ー」3.土木技師ジュール=レスカス [84, p. 

65] レスカスは1874(明治7)年頃は、神田駿河台ニコラス聖堂建設に関係している、翌年レスカスは日本の地震と煉瓦

建築について論文を発表し、論文内で煉瓦造補強について、ニコライ聖堂を事例として紹介している。「既ニ東方駿河台

ニ建築シタル〔ニコライ氏〕ノ家屋ニ態々此ノ施工イタシ候煉瓦石一大束層ノ如キ壁ヲ表面ニテ釣留スルコトハ容易ナル

コト無論ニシテ鋳ノ固有力ヲ仕用スル仕方ヲ以テセバ節倹ヲ得ベシ」 

１２９ ケネス=フランプトン『現代建築史』 [48, p. 66]に記載。「1861年、コワニエは金属製のメッシュによってコン

クリートを補強する技術を開発した。そして、それを元手に、そのフェロコンクリートによる建設を専門とする 初の有

限会社を設立した。（中略）1867年には注目すべき６階建てのアパートメントを幾つも建てている。」 

１３０ 秀村選三，武野要子，田中直樹，細川章『明治前期肥前石炭礦業史料集』 [33, p. 54]。「ボッターの経歴は従来不

明の点が多いとされていたが、本資料によればグラバー商会に代わって、事実上高島炭鉱の経営・管理を担当すること

なったオランダ貿易商会が、ロンドンで雇入れ、日本に呼び寄せた事がわかる。」 

１３１ 三菱鉱業セメント株式会社編『三菱鑛業社史』 [1, p. 38]。「明治4年7月の廃藩置県後、旧佐賀藩主鍋島直大は

5年3月にオランダ商社との合弁による高島経営をあらためて工部省へ出願したが、工部省はこれを許可しなかった。既

に〔鉱山心得〕を鍋島に出願と同じ5年3月公布していた明治政府として、この処置は当然であった。」 

１３２ 北野典夫『天草海外発展史・上』 [78, p. 220] に記載。鉱物は皆、政府の所有たり。故に、諸府県下において国

民の開採せるものは、ことごとく政府よりの請負稼ぎにあらざることなし。外国人への引当てに請負鉱山の稼ぎ方を譲る

ことは決して成らざる事。 

１３３ 「鉱山心得」1873年(明治6)年7月、日本坑法が発せられ、坑区所有権が外国人に移ることを阻止する規定。  

小林正彬「後藤象二郎より買収以後の三菱高島炭坑」 [15, p. 74]。「〔外国人は借金引当ニ請負鉱山ノ稼方ヲ譲ルコトハ決

シテ不相成候事〕〔雇レ西洋人ハ技術方ニ限ルヘキ事〕〔此鉱物ナルモノ都テ政府ノ所有トス故ニ独リ政府ノミ之ヲ開採ス

ルノ分義アリ〕」 

１３４ 北野典夫『天草海外発展史・上』 [78, p. 220] 「ボードインは、領事裁判所に提訴したが、ついに敗れ去った。

かくして、明治7年（1874）1月19日、高島炭鉱はグラバーやその資産管理人ボードインら外国人共同経営者を排除し

て、完全に日本政府のものとなった。その代わりに日本政府は、三十八万両をボードインに支払うこととした。」 

１３５ 北野典夫『天草海外発展史・上』 [78, p. 221]。小山秀が1874(明治7)年1月31日に口上書を長崎県令宮川房之

へ提出[長崎県立図書館所蔵文書] 

１３６ 中西洋『日本近代化の基礎過程(中) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [18, p. 607]。「高島へ流罪等の

囚人を送る先例がどの時点まで遡及しうるかは詳らかではないが、その炭鉱労働への組織的使役に限ってみれば、ほぼ

1874(明治7)年初頭と推定して良いように思われる。」 

１３７ 小林正彬「後藤象二郎より買収以後の三菱高島炭鉱」 [15, p. 75]に記載。「官坑となったのち、高島に外国船の寄

港を許し（9月20日）、石炭の直輸出が実現したことは、合弁企業時代、グラバー商会もオランダ商会もそれを要求

し、」 

１３８ 小林正彬「後藤象二郎より買収以後の三菱高島炭鉱」 [15, p. 75]に記載。「後藤象二郎は即納金が用意できずジャ

ディーン=マセソン商会（Jardine Matheson Holdings Limited）に全額かりて大蔵省へ納入した。」 
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１３９ 小林正彬「後藤象二郎より買収以後の三菱高島炭坑」 [15, p. 75]。「グラバーを通じて佐賀藩合弁時代も、マセソ

ン商会横浜支店のパートナー、ウィッタルの独断によって出資していたため、マセソン商会が事実上の高島炭鉱主に復帰

したといえる。」 

１４０ 竹内綱 1840（天保10)年土佐生まれ、土佐藩家老伊賀氏の家臣。自由民権運動家。長男の竹内明太郎は小松製

作所の創業者で、5男は首相となった吉田茂。娘の菊子は三菱第三船渠を設計した土木学者白石直治と結婚している。竹

内綱は高島炭鉱を後藤象二郎と共に率いた。 

１４１ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 490]。2.出炭・人員・能率―（3）高島・端島出炭量 明治8年か

ら明治13年の後藤炭鉱舎 合計888,432.9ｔ 

１４２ 小林正彬「政商より財閥へ：三菱とは何だったか」 [16, p. 95]。「仮区料・坑物料を納めれば採掘は自由で、鉱山

からの財政収入は、明治10年代を通じて0.1％にも満たなかった。注目すべきは、開坑者を年間500坪（1,650㎡）当た

り、１人の割合で労働者を300日以上雇用できる者に限り（同法第20款）、開採する資金力がない借区人は他人がその借

区に掘り進んできても拒めない（第14款）とあり、民間の競合が促進された。その結果、資金のある者に採掘が集中す

ることになった。ここに、政商―第一の型、第二の型、第三の型を問わず、鉱業へ旬出する理由があった。利潤の源泉は

鉱業にしかなかったから当然で、かれらが「原始産業」（柴垣和夫『日本金融資本分析』東京大学出版会、1965年、131

頁）を好んだためではない。鉱業はもっとも近代的経営・合理的経営で大規模に行うことが求められ、それができたのが

政商である。」 

１４３  秀村選三，武野要子，田中直樹，細川章『明治前期肥前石炭礦業史料集』 [33, p. 262]に記載。「白磨崎坑を天

草小山秀之進と申者小頭として掘方したし居処、右小山江意趣有之趣に、酩酊之余り日雇共数百人小山勘場ヘ押寄及乱妨

に付、…」 

１４４ 秀村選三，武野要子，田中直樹，細川章『明治前期肥前石炭礦業史料集』 [33, p. 262]の高島石炭坑記に記載。

「一 同六月十九日、ガラブル共申談、日雇賃及直下シ処、又挙立凡三、四百人之者共浜辺江屯集、異人部屋器械場ホ及

乱防、可逃去旨申合ニ付」暴動は佐賀藩軍隊の出動で落ち着いている。 

１４５ 小林正彬「後藤象二郎より買収以後の三菱高島炭坑」 [15, pp. 81-83]。 

１４６ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 34]。1881(明治14)年3月1日、譲渡約定書が後藤象二郎と岩崎

彌太郎との間に締結された。約定第一条には「岩崎彌太郎ハ別紙計算予定書ニ掲ケタル差引ノ計算ニ基キ金六拾万円ヲ極

度トシ後藤象二郎ノ負債消却及高島炭坑営業諸勘定ノ残金ヲ支払ヒ後藤象二郎ハ之ニ対シ左ノ物件ヲ岩崎彌太郎ニ引渡ス

ベキ事」とある。その後、負債額が増え問題がでたが、福沢諭吉が間に立ち、大隈重信と計らい3月31日、後藤へ「高

島炭坑売渡証書」を提出させた。 

１４７ 秀村選三，武野要子，田中直樹，細川章『明治前期肥前石炭礦業史料集』 [33, p. 53]に記載。 

１４８ 小林正彬「後藤象二郎より買収以後の三菱炭鉱」 [15, p. 82]に記載。「しかし、前述9月にはコレラ患者発生もあ

り、日産500トンに達するのは、12月といわれる。」 

１４９ 浅井淳『日本石炭讀本』 [32, p. 323]に記載。「しかし、端島炭坑（小山秀之進所有が排水難で廃絶に頻したのを

復興させたこともある。」 

１５０軍事周辺技術の例をあげると、大砲製造に為の製鉄を行う反射炉建設や軍艦の為の造船や船渠建造や大砲設置の台

場建設等。 

１５１ 北野典夫『天草海外発展史・上』 [78, p. 134]に記載。大浦外国人居留場建設事業は将軍家の安泰にかかわる重大

事なのだとするその筋の意向は、織部も、かねて聞きおよんでいたところである。「御上様、御手繰りにも拘らせられ候
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段、御内沙汰、御重畳恐怖奉り候。御日限中成就つかまつりたく、及ばずながら出精つかまつり候覚悟に存じ、奉り候」

（北野織部・万延元年申6月16日付） 

１５２ 北野典夫『天草海外発展史・上』 [78, p. 113]に記載。「埋立地外廟の土手石垣であるが、波があたらず崩壊要因

の少ない川筋や梅ヶ崎寄りの昆布蔵の付近などは、長崎港外の伊王島や現地戸町産、あるいはありあわせの石を用いる算

段でよいとして、沖手、波がかりの場所やカーブなど主要部分は、天草から運んで〔1尺二、三寸角より、1尺四、五寸

角、引き一尺二、三寸より、二尺五寸まで〕しっかり切り込んだ良質の石材を選択し頑丈に築き立てる方針であった。

（中略）天草石は、主として合津村（松島町）の樋合島、今泉村の園部、また大矢野島などから、阿村（松島町）の船頭

達が運んだ。」 

１５３ 村松貞次郎『日本建築近代化過程の技術史研究』 [21, p. 290]に記載。「小屋について：この建築の存在を意義づ

ける主要なものとして壁体煉瓦・鋳鉄の柱及び雨樋とともに、鉄棒による特異な小屋の構造方法がある。キング・ポスト

の小屋組みで、合掌のT型・母屋のL型（ともに鍜鉄）および敷桁の⊥型（鋳鉄）の他は、径3/4ないし一寸の鍜棒に

よって構成され」 

１５４ 中西洋『日本近代化の基礎過程(上)長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [17, p. 232]。「設計は、出島居

留の蘭人ホーケルに依頼した。この人物は、維新直前まで、長崎製鉄所で設計・製図技師として雇われていたネーリング,

ホーケル〔絵図引または造船図師〕と同一であったに違いない」 

１５５ 井上聞多 後に井上馨と名前が変わる。長州山口の生まれ。明倫館に入学。1860（安政7)年敬親の小姓となり

“聞多”を与えられた。1862（文久2)年高杉晋作や久坂玄瑞・伊藤らと共にイギリス公使館焼討ちに参加する。洋行を

藩に嘆願、伊藤.山尾庸三.井上勝.遠藤謹助と共にイギリスへ密航する。国力の差を知り、開国論に転じ、1864（文久4)年

の下関戦争では伊藤と帰国し和平交渉に尽力した。1867（慶応3)年新政府により参与兼外国事務掛に任命、長崎へ赴

任。浦上四番崩れに関わった。1868年長崎府判事に就任し長崎製鉄所御用掛となり、銃製造事業や鉄橋事業に従事。 

１５６ 中西洋『日本近代化の基礎過程(上)長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [17, p. 230]に記載。1868(明治

元)年。「製鉄所の総轄責任者に任命された井上聞多は、〔その事業更張の 初の試みとして、英国式元込銃の製作〕を思い

立ち、〔約十挺の純国際の鉄砲製作に成功した〕と伝えられている。」 

１５７ 中西洋『日本近代化の基礎過程(上)長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [17, p. 232]に記載。「この期

に、長崎製鉄所が請負った建設工事の一つに〔伊王島燈明台取建〕がある。」 

１５８ リチャード=ヘンリー=ブラントン（Richard Henry Brunton)1841年スコットランド生れ、イギリスの工兵技監

にして建築家。1868年明治政府お雇い外国第1号。樫野崎灯台他の灯台を建設した。訪日にあたって灯台建設や光学、

その他機械技術を、短期間の内に英国内で実地に体得した。1870年長崎の伊王島灯台を設計し翌年完成。長崎製鉄所が

請け負った。1876年明治政府から解任され帰国した。帰国前に設計した伊王島灯台吏員所を伊王島村の大工大渡伊勢吉

が1877年完成させた。日本初の電信架設（築地 - 横浜間）、西洋式舗装技術を導入に貢献した。帰国後、英国で建築家

として活動。 

１５９ マルク=マリー=ド=ロ（Marc Marie de Rotz)1840年フランス生れ。神学校を卒業後にパリ大学に進み、1865年

（元治2年）司祭に叙階された。プティジャン神父が印刷技術を持った宣教師を募集したので来日した。長崎外海地方に

おいて、布教活動の傍ら、社会福祉活動に尽力した。1871年横浜転属、石版印刷を始めた。1873年長崎に戻り、印刷物

の発行を行った。1878年出津教会主任司祭として赴任し、外海も同時に任にあたった。1880～83年：孤児院を開設・救

助院を設立して授産活動を開始する。この施設で織布、編物、素麺、マカロニ、パン、醤油の製造などを行い、居留地な

どで販売した。1886年伝染病から救済するためド・ロ診療所を開設し、社会福祉事業に挺身した。教会建設を行った長
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崎の鉄川与助にド・ロ様壁と呼ばれた建築知識を伝授した。1914年大浦天主堂司教館の現場で足場から転落、持病が悪

化し、死去した。 

１６０ ケネス=フランプトン『現代建築史』 [48, p. 65]フランス、リヨン地方の伝統工法でピゼ（突き固めた土）と呼

ばれていた。 

１６１ ケネス=フランプトン『現代建築史』 [48, p. 66]に記載。「1789年の大革命の後のフランスは、経済活動に限界

があったが、1800年頃にヴィカは水性セメントを合成していたし、また、これまでにも〔ピゼ（突き固めた土）〕を用い

て建物を建ててきた伝統があった。こうしたことが、フランスで鉄筋コンクリートが発明される背景になったのである。

ところで、この新しい材料を 初に用いたのはフランソワ=コワニエであった。むろん彼はリヨン地方の〔ピゼ〕による

建設方法に通暁していたし、」 

１６２ 1879年(明治12年）五島列島.有川高等小学校卒業後、家業を手伝うが、20歳の時に曽根天主堂が建設された

時、天主堂建築を手掛けていた野原棟梁と出会う。 

1906年(明治39年）27歳の時に家業を相続し鉄川組をたちあげる。30代半ばに大浦天主堂に隣接する大司教館の建築

で、ド=ロ神父と出会う。以来、神父より指導をうける。 1959年に黄綬褒章、1967年には勲五等瑞宝章を授与されてい

る。 

なお、多くのカトリック教会を建設したものの、彼自身は生涯仏教徒であった。 

１６３ 1991年4月25日～6月25日まで『西日本新聞』に全51回連載された草地勉 

「より高く美しく-鉄川与助とその時代」 [86]の27話に記載。教会の施工を多数手掛けた鉄川与助はド=ロ神父に多くの

建築技術指導を受けたが、一番参考になったことを「生石灰の使い方」であると述べている。 

１６４ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 23]に記載。「駐上海総領事品川忠直の〔高島炭坑開発ニ関スル意

見書〕(『大隈文書』第5巻)において（中略）明治9年11月10日には大蔵卿大隈重信あて、高島に隣接する端島坑の開

発を官金補助により、外商から独立して行うよう提言している。」三菱の資力と海運力に注目していることも書かれてい

た。 

１６５ 当時の三菱の管事職は、社長の側近で、荘田平五郎が〔管事兼本社支配人〕、山脇が長崎の在長崎管事として3

事務所、三菱造船所、高島炭坑、三菱炭坑事務所を納めた。クレブスは明治20年末～21年なかば岩崎彌之助の長崎造船

所（社長代理）を務めた。中西洋『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 83]に

記載。 

１６６ 高取伊好1850（嘉永3)年、佐賀藩士の三男として生まれ、その後、高取家の養子となる。佐賀藩校弘道館で学

び、1871年に上京し英学塾「三叉塾」から「慶應義塾」へ進み、英学、鉱山学を学ぶ。卒業後、官費学校の「鉱山寮」

に入学。採炭技術を学んだ後、工部省に採用され高島炭鉱に赴任。長崎、佐賀県の炭鉱開発をおこない、高島炭坑取締

役、明治唐津鉱業組合長となった。 

１６７ 『高島炭礦史』 [2, pp. 50,61,114]に記載。高島炭坑1881(明治14)年4月組織図では鉱山師がジョン,ストダート

で助役に高取伊好が在籍していた。ストダートが顧問となって退くのは1887(明治20)年2月であった。替わって高島炭

鉱の坑山師は南部球吾となる。1888(明治21)年高島炭坑の職制改正が行われて、南部が初代坑長に就任（ｐ114第5図）

した。 

１６８ 三菱造船株式会社『創業百年の長崎造船所』 [20, p. 470]に記載。「1887(明治20)年 東京倉庫、深川に設立（資

本金50万円）」 
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中西洋『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 50]に記載。「（川田・肥田らと）

取締役荘田平五郎」 

１６９ 明治大正期の三菱直営工事の営繕組織について、三菱グループ企業である菱重興産で調査を行ったが、不明で

あった。 

１７０ 三菱鉱業セメント株式会社編『三菱鑛業社史』 [1, p. 787]に記載。「端島の建設された以上の6棟（30号棟・日

給社宅）の建築工事は会社直営でおこなわれたが、その概要については以下の通りである。 (1)コンクリート骨材及び鉄

筋…（2）構造体…」 

１７１ 中西洋『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 3]に記載。「三菱は明治

17年に造船業に乗り出したのではない。明治9年初頭から横浜で上海ボイド会社との合弁で〔三菱製鉄所〕の創業をは

じめて以来、このときまで8年間もの経験を蓄えてきていたのである。」、「営業の主眼は、自社船の修繕であるが、明治

10年代前半には400人から500人の従業員を擁する規模となる。1880(明治13)年には横浜港内で3万4千坪の埋立計画

を申請し、三菱製鉄所の本格的拡充計画を目論むところまで行っていた」。 

１７２ 中西洋『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 53]に記載。「以上を通し

てみれば、新体制の〔三菱社〕で実質的なリーダーシップをとることになったのは、本社にある、彌之助、荘田、長谷川

の3名だったことが見えてこよう。そしてそのやや外側に‘三菱の九州探題’と呼ばれた山脇がいた。」 

１７３ 中西洋『日本近代化の基礎過程(下) [19, p. 695]「三菱汽船会社規則」は、1875(明治8)年作成。「当商会ハ姑ク会

社ノ名ヲ命シ会社ノ体ヲ成ス（中略）全ク一家ノ事業ニシテ（中略）故ニ会社ニ関スル一切之事及ヒ褒貶黜陟等都テ社長

ノ特裁ヲ仰クヘシ」 

１７４ 前田裕子『ビジネス・インフラの明治-白石直治と土木の世界』 [85, p. 224]には 荘田がオフィス街建設の腹案

があったかを疑問視している。理由は、すでに渋沢栄一と三井が主導するビジネス街が成立していたことなどを上げてい

る。ビジネス街が成立の後に中央停車場が決まり、三菱の土地取得の状況は好転したからである。しかし、遅れてスター

トしたことが、多くの建築家と荘田を結びつけ、本格的な街区設計ができたのではないかと考えられる。 

１７５ 小林正彬「政商より財閥へ：三菱とは何だったか」 [16, p. 98]に記載。「三菱の場合、元海軍卿川村純義から

1889(明治22)年筑豊の新入炭鉱を譲受ける条件に、製鉄業進出を要請、すなわち、同年3月〔川村ハ岩崎ノ鉄業ノ計画

ヲ賛成シコレラヲ譲ル〕（第一条）とある。」 

１７６ 中西洋『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 60]に記載。「もっとも、

三菱はあきらめても、長谷川は 後まで製鉄業の創始に執着した。製鉄所の立地が 終的に八幡に確定したことも長谷川

の構想に負うものであったという。1902(明治35)年製鉄所長官となった中村雄二郎の回顧談に陸軍側からみたこの間の経

過が慨括されている。」 

１７７ 『福陵新報』は、右翼の源流と言われる玄洋社の頭山満を中心に刊行された新聞。1887年(明治20年）8月11

日に福岡で創刊された。福沢諭吉の門弟で、『時事新報』で健筆を振るっていた川村惇が主筆として迎えられた。 

１７８  高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 123]に記載。端島炭坑第1回報告には次のように報告されてい

る。「器械ノ部 汽缶。従来設置ノ汽缶ハ径六呎長サ二十七呎ノランカシャ形ノモノ六基ナリシガ内壱基ハ使用ニ適セザ

ルニツキ取除キラリ残五基ノ内第四及ビ第五号ノ弐基ハ堅固ナルモ第一第二併ニ第三号ノ三基ノ烟管何レモ狂ヒタルニツ

キ新規ノモノト交換ヘ」 

１７９  高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 123]に記載。「坑内巻器械 同機械ハ坑外ニ設置シ巻綱は井坑ノ

一部ヨリ坑内ニ通ジ壱片磐以下石炭箱ノ昇降ニ使用スルモノナルガ」 
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１８０ 「長崎端島炭坑付属地所建物登記証」三菱史料館蔵、1890(明治23)年8月～1892(明治25)年2月 

１８１ 「納屋制度」について、三菱鉱業セメント株式会社編『三菱鑛業社史』 [1, p. 300]に記載。イ、納屋頭の身分と

職責 身分は雇人で、所属坑夫の管理全般を担当した。すなわち、すべての炭坑係員の指揮に従って採炭、修繕等の坑夫

を繰出し、納屋頭またはその配下の人繰が構所内で坑夫の稼業を督励し、また納屋に住込んだ配下の身元保証の責任を

負ってこれを取り締まった。ロ、募集 自費で坑夫を募集した。ハ、受持坑夫数 制限を設けなかった。ニ、貸金 制限

を設けなかった。ホ、物品販売 坑夫の飲料および事務用品代価等は会社の許可を得た定価で販売した。 

１８２ 前川雅夫『炭坑誌・長崎県石炭史年表』 [35, p. 119]に記載。原出典『日本労働運動史料』「納屋頭ノ所得ハ坑夫

事業賃金高ノ六分ヲ手数料トシテ領収シ其他賄料ニテ多少ノ利益ヲ得ル。（中略）坑夫一日の賃銭ハ二十五銭ヨリ二十三

銭五厘ニシテ賄料其他需要品ヲ差引キ一日ニ得ルモノハ概ネ八銭至拾銭以上ニ当ル、其賄料ハ凡ソ左ノ通リ」 

１８３ 秀村選三，武野要子，田中直樹，細川章『明治前期肥前石炭礦業史料集』 [33, p. 72]に記載。「約１ヶ年にわたる

報道の中で『福陵新聞』『東雲新聞』こそ中心的な役割を果たした。とりわけ。前者の糾弾は、辛辣でかつ執拗であっ

た。」 

１８４ 秀村選三，武野要子，田中直樹，細川章『明治前期肥前石炭礦業史料集』 [33, p. 60]に記載。(明治21年）6月

18日発刊の雑誌『日本人』（第六号）に、松岡好一の「高島炭坑の惨状」が掲載され、ここに初めて都下の人々にその実

状が訴えられた。松岡の高島炭鉱論争は大きな反響を呼び、やがて単なる事件から一大社会問題へと進展していくことと

なる。 

１８５ 高野江基太郎『日本炭礦誌』 [11, p. 417]に記載。「同(明治）20年第一層上八尺炭層採掘の目的を以て、第一竪

坑を島の東北部に開鑿し、漸く正式の工事を始めたり、（中略）1893(明治26)年、島の東南部に、第二竪坑を開鑿し、深

さ五百三十余尺（162ｍ）にして、第二層胡麻五尺炭層に着し、1894(明治27)年十二月第二坑の東拾五間を隔てて、更に

第三竪坑を開鑿し、且つ第四層五尺炭層、及 下一丈炭層に着したり。」 

１８６ 前川雅夫『炭坑誌・長崎県石炭史年表』 [35, pp. 135-141]に記載。「端島530尺の新型坑を開削（159m）翌年に

は第三竪坑を開削、海底600尺（480ｍ）に達す。」 

１８７ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 490]に記載。出炭・人員・能率―（3）高島・端島出炭量の出炭量

表 

１８８ 三菱鉱業セメント株式会社編『三菱鑛業社史』 [1, p. 176]の表から1898(明治31)年と1899(明治32)年の人数が

確認できる。 

１８９ 高島炭坑事務長日誌抜に原出典『日本労働運動史料』が所収。  

１９０ 秀村選三，武野要子，田中直樹，細川章『明治前期肥前石炭礦業史料集』 [33, p. 447]に記載。「初め蒸留水を以

て飲料とせさりし時にありては飲料及用水とも之を近傍の土地より、船運する者なりしが、蒸留器械を備え付けたる後は

洗濯其の用水にのみ他方の水を仰くに過ぎずされど島民は大抵此運搬したる水を購買して飲料に供せり是れ島民が不便の

苦情を訴うる所以の一なり」 

１９１ 前川雅夫『炭坑誌・長崎県石炭史年表』 [35, p. 83]に記載。松岡好一が聞いた伝聞で、「発病者坑夫三千人の大

半、一千五百余名は該病の為に死せり」と伝えているが、1895(明治28)年コレラ感染により、500人を超える死者を出し

ている。 

１９２ 前川雅夫『炭坑誌・長崎県石炭史年表』 [35, p. 139]原出典『筑豊石炭鉱業史年表』に記載。1894(明治27)年2

月23～24日「坑夫200人が食事の改善を要求して同盟罷業、社員・警官の説諭をきかず納屋などを破壊。24日午後に

警官が出動し、坑夫39人を逮捕して鎮圧」 
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１９３ 中西洋『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 896]に記載。「一方、

三菱会社には、合理的要求を突き付ける行動に出ている。」 

１９４ 炭坑労務者一統から高島炭鉱への6項からなる願いは、2部2章2.2に記載。 

１９５ 大木良直、1882(明治15)年東京大学理学部地質採鉱科卒 高島炭坑勤務、鯰田炭坑初代所長、1888(明治20)年 

第3代高島炭坑長 納屋制度廃止の大改革を行った。 

１９６ 本論の2部2章2.2で10項目を記載。 

１９７ 鳩山和夫、エール大学、1856（安政3)年生まれ。美作勝山藩士、政治家、弁護士、法学博士。 

小村寿太郎、ハーバード大学、1855（安政2)年生まれ。下級藩士小村寛平長男、日本の外交官、政治家。外務大臣、貴

族院議員などを務めた。外交官、政治家。 

斎藤修一郎、ボストン大学、1855（安政2)年生まれ、福井藩斎藤策順の息子。外交官、農商官僚、実業家。 

松井直吉、コロンビア大学、1857（安政4)年美濃国大垣藩出身、教育者、理学博士、東京帝国大学総長。 

南部球吾、コロンビア大学、前述 

原口要、レンセラー工科大学、1851（嘉永4)年生まれ、肥前島原藩士進藤家の三男、日本の鉄道技術者、都市計画技術

者。 

平井晴二郎、レンセラー工科大学、1856（安政3)年金沢城下で生まれ。鉄道技術者、工学博士、貴族院勅選議員  

菊池武夫、ボストン大学、1854（安政元)年生まれ、陸奥国出身、法学者、中央大学初代学長、貴族院勅選議員。 

長谷川芳之助、コロンビア大学、前述。 

古市公威、1854（安政元)年生まれ、土木学会初代会長、東京帝国大学名誉教授、工学博士、帝国大学工科大学初代学

長。 

安東清人、1854（安政元)年生まれ、熊本藩士安東俊文の次男、文部官僚、熊本藩物頭。  

１９８ 団琢磨が三井の技師となるのは1884(明治17)年である。同年、工部省、鉱山局次席、三池鉱山局技師となるの

で、三菱の炭鉱事業が日本人炭鉱技術者指導体制において三井に先駆けている。 

１９９ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 172]に記載。「セメントは高島、中ノ島においては既にかなり以前

から石垣築造に用いられており、1891(明治24)年9月19日付（本第9号高島炭鉱長南部球吾発翰）による使用報告に

よって明らかである。同信は1886(明治19)年から1890(明治23)年の5カ年の高島、中ノ島のセメント使用量を、年度別

に記載しており、5カ年で、高島通常用99樽6合、坑内機械坐用・海岸石垣用237樽3合5勺/中ノ島通常用 68,268

磅、海岸石垣用・煙突用他、199,413磅、英国セメント、1樽平均360磅、馬関セメント、1樽平均400磅」と報告して

いる。 

２００ 3章７ 1）に 端島海面埋立書を記載 

２０１ 筆者の2011（平成23)年10月の実測調査で、平均サイズは、縦107mm、横224 mm、高さ52 mmであった。

煉瓦寸法にばらつきが多く、縦が±1 mm、高さが±2 mm、横は±4 mmあった。 

２０２ 高野江基太郎『日本炭礦誌』 [11, p. 420]に記載。「端島に於ける捲揚櫓は、第二坑は高四十三尺六吋径十四吋の

杉赤身角材を用ひ、径八尺の滑車を備え、第三坑は高さ六十尺径十九吋の(オレゴンパイン)角材を用ひ、滑車の径十五呎

六吋にして、…」 

２０３ 高野江基太郎『日本炭礦誌』 [11, p. 418]に記載。「高島に於いては其走向概北々東より南々西に走り、傾斜は北

東部に於て二十度及至二十五度、南西部に於て三十度及至五十度にして、北西々に向ふ。端島に於いては其走向及傾斜の

方位、高島と大差なしと雖、角度急峻にして、南西部に在ては六十度及至七十度にも及べり。」 
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２０４ 参考品として、「グラバー園に端島模型」がある。1909(明治42)年作成と記載があるが、模型の高島、二子島間

の形状から1907(明治40)年頃と推測できる。他に参考としたのは、部分的情報であるが、社宅戸数は本論表にある三菱

財務資料による社宅数を参考にした。 

２０５ 資料等には食い違いもみられたので、優先順序を設定した。年代が特定できた写真を 優先し、複合的な作業か

ら配置と土地利用を推測した。ただし、資料が少ない中での推定作業であったため、今後の新資料の発掘が必要。 

２０６端島小中学校沿革概要には 1901(明治34)年11月12日 新校舎竣工（現在の宮ノ下A社宅付近）と記載があ

る。 

２０７ 資料等には食い違いもみられたため、優先順序を設定した。年代が特定できた写真を 優先とし、複合的な作業

から配置と土地利用を推測した。資料が少ない中での推定作業であったため、新資料の発掘を俟つ。 

２０８ 長崎水道局編『長崎水道百年史』 [49, p. 49]に記載。「一方、フレデリック=リンガーは、友人の三菱炭鉱の部長

の長崎総支配人で、商工会の会員でもある瓜生震を自宅に招き〔長崎の水道が不潔だからコレラが発生するので早く近代

式の上水道を建設してほしい〕と要求した。〔もし、要求が通らなければ長崎に居る外国人全員が横浜や神戸へ総引揚げ

を行う〕ことを明らかにした。事実、居留外人団で、外務省に圧力をかけていたというのも無理なことであった。」 

２０９『The Water Supply of Cities and Towns 』 

２１０ 長崎水道局編『長崎水道百年史』 [49, p. 44]に記載。「1885(明治18)年8月 長崎浪ノ平町から発生したコレラ

は患者は記録にあるものだけでも833人、そのうち死亡者は617人を数えた。（中略）一方、居留地の外国人は衛生設備

の完備をおったえ〔それでなければ不安で居留することはできない〕と外務省に強く要望した」 当時の長崎県令の日下

義夫と区長の金井俊行は近代水道事業を計画した。しかし、事業費は長崎区（市）の年間予算の7.5倍を必要とした。内

務省から特別に5万円の国庫補助金を得る他に、1889(明治22)年に日本 初の地方債を発行し事業化した。同年県の吉

村長作技師の指導の元に着工し、1891(明治24)年の完成。重力式ダムの嚆矢である。 

２１１ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 171]に記載。 

「端島海面埋立方法書 地堀丁堀 石垣構造ノ場所長弐百七拾六間ノ処一面盤石アルニ依リ巾三尺深五寸鑿堀シテ石垣根

ヲ据付「セメント」ヲ以テ密着セシメルモノトス 

石垣築造 石垣長弐百七拾六間高平均弐拾尺水表築石面壱尺二寸角皿壱尺二寸角三尺トシテ裏石ハ壱尺角表石垣ハ総胴摺

裏石垣ハ荒石チシテ中込ハ栗石と石灰赤土ノ混合物トヲ以間隙ナク積上ゲ壱間ニ三寸ノ勾配ニ築造スルモノトス 

溝渠築造 溝渠長三十六間巾弐尺深二尺ニシテ両側築石壱尺角底ハ適当ノ張石ヲ用イ汚水ノ漏泄ヲ防グ為メニ石灰赤土の

混合物ヲ間隙ナク用充スルモノトス  

埋 立  埋立長弐百七拾六間巾平均壱拾弐間近傍山土等ヲ以埋立搗堅メ地均シスルモノトス 

右之通相違無之候也  東京都東京市神田区駿河台東紅梅町拾七番地士族 

岩崎彌之助代理長崎県西彼杵郡高島村六百八拾六番戸寄留同府士族南部球吾 

代人同県同郡同村四番戸寄留佐賀県士族」 

２１２ 『建築雑誌』第2集 [87, p. 12] 1888(明治21)年の論説及び報告、セメント及び泥灰試験。肥前佐世保鎮守府に

出張した際、取り寄せていたセメントの実験と灰泥との試験結果報告。 

２１３ 『建築雑誌』第6集61号 [88, p. 25] 1892(明治25)年にコンクリート造家屋 スタンフォード大学女生徒寄宿

舎と博物館のコンクリート造建築の紹介を行っていた。米国のランサムシステムで建築されたものであった。 

２１４ 夕顔丸は、長崎造船所 初の鉄製汽船。1887(明治20)年5月竣工。三菱炭坑社向け貨客船、206トン、330馬

力、8ノット。 
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２１５ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 412]』に記載。「昭和37年3月末に運航を停止し、これに替わっ

て野母商船が従業員および家族を運ぶことになったのである。」 

２１６ 中西洋『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 295]に航洋船について

記載。欧州線路で使用可能な定期貨客船クラスの船を指していると考えられる。「ⅱ、では、この時点でそうした主張を

なしうる産業界の主体は（中略）と問い直してみれば、それは長崎造船所を経営する三菱合資会社のほかには想いつかな

い。1000トン以上の“航洋船”をつくる能力はここにしかないからである。そしてもしそうであるなら、三菱はここで

極めて重大な新産業戦略の発信を宣言したということになろう。」 

２１７ 築後川丸、わが国 初の鋼製商船。1890(明治23)年5月竣工。 

２１８ 大阪商船、三井物産、1878(明治11)年鉄製蒸気船で三池炭の海外輸送を行った。1884(明治17)年 瀬戸内航路を

主として運航する60余りの船問屋を統合して、大阪商船を設立した。 

２１９ 中西洋『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 296]に記載。「1888(明

治21)年の筑後川丸以下3汽船の受注に際して、可能な限り（海外製造品ヲ用ヒ（中略）其分業ニ係ル者ヲ集合聯成）す

ることを三菱に要望した大阪商船会社に対して、〔長崎工場ヲシテ新船ヲ製造シ本邦之職工其他ノ熟練ヲ謀リ候事極而要

用…〕としてその申し入れを拒み、一歩も退かなかったそうであったが、」 

２２０ 筑後川丸、木曽川丸、信濃川丸の姉妹、大阪商船発注の貨客船。1890(明治23)年から1891(明治24)年竣工。わ

が国 初の鋼鉄商船で、主機としてはわが国 初の三聯式機関を装備、520馬力。 

２２１ 中西洋『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 222]に記載。塩田自叙

伝引用「明治二十五年の事である。独逸のヘレンリクマースという船（中略）が座礁の為め船底の大部分を破損して入渠

した。ところが、外板が十六尺板を使ってあって、造船場の機械が、キールベンジングもプレートローラーも何方も短く

て使えなかったので、是非なく間に合わせの仕事をして、兎に角修繕は完了したが、（中略）先ず、船渠延長のほうが急

務であるということになって、取敢へず船渠延長工事に取蒐った。」 

２２２ 常陸丸、造船奨励法 初の認可が下りた画期的なロイド級船。1898(明治31)年8月竣工。  

２２３ 須磨丸、二重船底を採用した 初の1000ｔクラス航洋商船。1895(明治28)年4月竣工。 

２２４ 中西洋『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 227]に記載。塩田自叙

伝引用「漸く明治二十八年一月十二日に進水して、須磨丸と命名せされ、総屯数千六百屯の船が三月中に竣工して、四月

五日には長崎を出て直くに宇品へ廻航して陸軍御用船になり、其年の内に六万円の利益を挙げて、後二十万円で商船会社

に売ったのであるから、会社としては成功の船であった。但し此の船は始め予の見積は十六万六、七千円であったが、竣

工時には十八万円を超えて居たのでいささか責められた。」 

２２５ 中西洋『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 895]に記載。 

「（1）紛争はまず端島で起こった。地元紙の報道によれば（鎮西日報明治30年4月18.25日）その伏線は〔同坑は第一

層は去（3月）13日瓦斯より出火し為に同坑々夫を新坑の方へ使用することとなしたけれども新坑は狭隘にして全部を使

用すること能はざれば残余の坑夫と坑外の事業に使用したるに給金少なしとて常に不平を吐くものありしが、又々本月

13日第二層坑内に（中略）廃坑より少しく海水浸入し、危険の模様あるより、殆ど一千余名の坑夫は我々とても生命を

賭して就業することは出来ずと言い出し（中略）機械を以て上下する様に設け呉れざれば就業せず退場せんと不服を唱へ

（中略）遂に十三日二時頃宇三郎小屋の坑夫等一同不服を唱えて蜂起し出したるを手初めとして全島の坑夫挙って之の応

じて同盟休工を唱え出し勢なかなか不穏…〕となったもので、」 
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２２６ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 278]』に記載。「自家発電が開始されたのは、高島本島よりも端

島、横島の方が早く、本社への報告月報によれば明治33年9月に両島同時に始められ、坑内・坑外に点灯した。」 

２２７ 前川雅夫『炭坑誌・長崎県石炭史年表』 [35, p. 166]原出典『筑豊石炭鉱業史年表』に記載。「1907(明治40)年2

月 坑内のポンプ及び巻揚げ機械作業を工費15万円をかけ、電気設備に切り替える。」 

２２８ 高野江基太郎『日本炭礦誌』 [11, p. 421]に記載。「端島坑排水運搬の動力及機械変更工事（一、）変更の理由「従

来坑内排水用喞筒及曵揚機械等は、総て蒸気力に依て運搬せるも、漸次坑内の拡延に伴ひ。温度昇進して操業上の不便少

なからざるを以て、是等排水及運搬上の設備、即ち喞筒曵揚機等を変更し、蒸気力に代ふるに電気力を以てし、其効率を

増大して、坑内温度の軽減を謀るを目的とし、曩に諸機械を外国に注文し、其大半は到着せり」 

２２９ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 279]に記載。「明治40年6月通信省のケーブル敷設船小笠原丸に

より深堀～高島、高島～端島間に通信用海底ケーブルが敷設を終了、7月から高島郵便局で電信業務を開始し、9月には

電話が開通した。」 

２３０ 『福陵新聞』1887(明治20)年末、 「高島炭坑の惨状は彼が如く残虐を極め3千余人の良民は一狐島の中に奴隷

の如く苦を甞む之を救済するの法一日も猶予せべからずと雖も…」 

２３１ 『朝野新聞』1888(明治21)年8月29日から9月14日の論説記事。秀村選三，武野要子，田中直樹，細川章

『明治前期肥前石炭礦業史料集』 [33, p. 456]に転載。犬養毅が12項目に実況を記述し、視察の上で提案も行っていた。

12項目は緒言、住所（附下水）、食物、（附飲水）、衣料（附用水）、病院、納屋頭沿革其職掌、坑夫募集、坑夫取締法

（附違約処分）、使役及賃金、坑夫の生計及其進退、患者取締法及死亡について報告。坑夫取締法の項で「吾輩をして之

が改革案を計画せしめば左の如くするの外なし納屋頭を廃し坑夫はすべて炭鉱社の直轄と為す事」と記述。 

２３２ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, pp. 156-157]に記載。「1897(明治30)年4月13日、まず端島で同盟

罷工が起こった、（中略）5月末から6月初めにかけて、こんどは高島で同盟罷工が起こった…」 

２３３ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 160]に記載。高島炭鉱現場の改革箇条書に記載された内容。 

２３４ 『石炭時報』7号、大正15年10月5日より。高島炭坑の今昔（南部球吾記） [65]「高島へ赴任する以前に英国

の炭坑を見学して来た私は、英国では既にとうから夫人の坑内労働は禁止されていたので、それを見てきている私は、第

一に婦人の入坑禁止を提唱し之を実行した。」以下、著者記 婦女作業の復活という問題も同時に発生することとなっ

た。 

２３５ 中西洋『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 896]に記載。「問題は４

つの納屋の動きである。明言はされていないが、納屋頭たち― とりわけ藤井宇三郎――は坑夫の同盟罷工を積極的に止

めようとしなかったようにみてとれる。」 

２３６ 中西洋『日本近代化の基礎過程(下) 長崎造船所とその労資関係:1855～1900年』 [19, p. 896]に記載。「しかし、

これはいまに始まったことではない。むしろ奇妙なこととして伝えられたのは、〔…今度（中略）同盟罷工したる坑夫等

は彼の賃銀上げ強請するがごとき無茶苦茶とは異にして彼等は警官等に対しては決して不敬な挙動あることなく、至て鎮

静にして（中略）聞く処に拠れば彼等坑夫中に大学生或いは中学卒業生或は曾て巡査たりしものもある由なれば或は此輩

の煽動に成りしならん乎 彼等罷工の口実情理あるが如し夫の無学文盲なる普通坑夫の言ひ得る所にあらず…（）内『鎮

西日報』明治30年4月21日引用〕といった点である。すでにこの時点で炭坑労働者の行動にも変化を生じはじめていた

のである。」 

２３７ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 490]に記載。出炭、人員、能率1888(明治21)年306,548ｔ、

1901(明治34)年58,383ｔ 
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２３８ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 193]に記載。「中ノ島炭坑は、峯眞興が明治6～7年中ノ島に来島

して地質調査を実施し、1875(明治8)年試錘の官許を得て、1877(明治10)年2月に試錐を開始し、4月深さ52ｍで上八尺

層に着炭した。その後、諸種準備を整えて1879(明治12)年開削に着手し1880(明治13)年5月に着炭した。」炭層が高島

の北渓井坑と同じ上八尺層で、採掘は残柱式で行われた。ガスの湧出量も少なく天盤岩石良好であったが、出水の問題が

あった。「1884(明治17)年官営に伴う大蔵省への借金が返済できずに三菱に払下げられた。」1890(明治23)年三菱は新竪

坑を開削する。機械通気も行い順調に推移したが、坑内出水が増大し、1893(明治26)年に廃坑となる。 

２３９ 高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 170]に記載。第5表住宅・施設工事集計、1898(明治31)年から

1900(明治33年）間の資料で坑夫、諸職工住居や役員住居や従業員関連施設の棟数が記載されている。 

２４０ 一棟サイズは、5.5×18.2ｍ程度。山田義勇「高島炭坑端島支坑報告書」 [34]添付図より住棟サイズを割り出

し、筆者が推測した。 

２４１ 高野江基太郎『日本炭礦誌』 [11, p. 421.422]に記載。「製塩事業、当坑石炭採掘業の副産物として、去る明治37

年10月より、製塩業を開始せり、要するに廃物利用を主眼とせるものにして…」1906(明治39)年から1907(明治40)年

12月までの産塩額を集計している。 

２４２ 前川雅夫『炭坑誌・長崎県石炭史年表』 [35, p. 162]原出典『筑豊石炭鉱業史年表』に記載。「1906(明治39)年3

月28日 307名が死亡、直後の報道では家族持ち139名、独身168名」また別の報道では「炭坑労務者232名役員3名

その他21名」東朝明3.29とある。 

２４３ 前川雅夫『炭坑誌・長崎県石炭史年表』 [35, p. 170]原出典『筑豊石炭鉱業史年表』に記載。「1907(明治40)年 

三菱端島労働状況 坑夫募集人は応募者1人に付3円ずつの手数料を得る 炭坑を楽園の如く吹聴し、世人を欺瞞 ②坑

夫は何れも故郷忘れ難く、募集人の舌端に欺かれたるを悔いている ③会社は淫売婦を雇い随所に淫売店を開業させ更に

賭博を奨励 ④坑夫はあわれこの陥穽に落入り、前借の弱身に自由を縛し去られている。」 

２４４ 長崎税務管理局土地台帳の中から端島の1905(明治38)年までの土地面積を集計し、㎡に換算すると56,257㎡と

なる。 

２４５ （表9）参照 出典元 三菱史料館（社史附表）各炭坑決算勘定書 

1904(明治37)年と1905(明治38)年の比較より55％減とした。 

２４６ 吉村は 新の手引書であった『The Water Supply of Towns』を翻訳し、長崎の技師らを指導した。 

２４７ 長崎水道局編『長崎水道百年史』 [49, p. 165]に記載。「拡張への体制固める：市当局も施設の増設の必要性を痛

感していた。（中略）吉村は、長崎創設水道完成後、大阪、広島軍用水道、神戸、舞鶴要港水道を完成させ、同年10月佐

世保海軍水道の工事長として赴任していた。（中略）吉村技師は、創設当時から近い将来、本河内（高部）貯水池だけで

は賄い切れないので拡張工事が必要であることを予測していた。（中略）1899年(明治32)年4月29日の市会に増設水道

計画が上程され、吉村長策技師が工事内容を説明した。問題となった点はなく原案のまま満場一致で可決された。」

1904(明治37)年には西山ダムが完成し、1905(明治38)年には造船所第三船渠が完成し、長崎の観光名所となった。 

２４８南海洋八郎『工學博士白石直治傳』 [24, p. 155]「建設事業の沿革 此処に和田岬の建設事業を説くに当り、翻っ

て、其の沿革概況を記述する必要がある。抑も三菱合資会社が、神戸に於て造船所を設立せんとする計画を樹てたのは、

明治二十五六年、即ち日清戦争勃発前であって、当初湊川の川尻付近の地をトし、東川崎町及東出町の土地を買収した。

（中略）工場の建設に適せざるのみか、川崎造船所とも隣接し、種々の不利益が考慮せられたので、後和田岬地方を選定

するに至ったものである。」 

２４９『建築雑誌』15集172号 [89, p. 133]に神戸三菱船渠の設計が報告されている。 
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２５０ 南海洋八郎『工學博士白石直治傳』 [24, p. 152]に記載。「更に、三菱合資としては、神戸和田岬の問題が停頓状

態に陥り、兵庫県庁並に神戸市との関係も、頗る面白くない状態になって居る事を理由に、此際和田岬の事業を挙げて先

生に一任する。全力を傾倒して 善の方法を講じて欲しいと言ふのであった。先生は其の翌日左の請書を提出した。 

 ------------------------------------------------------------------- 

5月1日附ヲ以テ御下命相成候神戸和田岬船渠工事設計並ニ工事監督ノ段、 

不肖ヲ願ス恐縮ニ候得共、其ノ責任ヲ帯ビ精励可仕謹御請ケ申上候也。 

明治33年5月2日                 白石直治 ㊞ 

三菱合資会社長 岩崎久彌 殿         

-------------------------------------------------------------------」 

２５１ 高橋元吉郎、諫早出身1867（慶応3)年生まれ、1890(明治23)年帝国大学工科大学土木学科卒業、同年九州鉄道

会社嘱託、1893(明治26)年第四高等中学校教授、1896(明治29)年関西鉄道会社技師、1900(明治33)年三菱合資会社入

社。1909(明治42)年逝去 

２５２ 広沢範敏、平戸出身1872(明治5)年生まれ、工手学校土木科卒業1893(明治26)年関西鉄道会社就職、1900(明治

33)年三菱合資会社入社。 

２５３ 南海洋八郎『工學博士白石直治傳』 [24, p. 183]に記載。「東洋一を誇った乾船渠 明治37年3月芽出度竣工、

世界的巨船であった二萬二千噸のミネソタ號を入渠せしめ」 

２５４『明治三十二年第二課事務簿 海面埋立之部』長崎県歴史博物館蔵 

「答申書 一、今般本村字端島海岸三菱合資会社代理人本木良直、海面埋立之願ニ付村會ノ意見ヲ聞キ処本村人民ニ於テ

毫モ支障無之比段答申仕也 明治三十二年六月十日 村會議長 内野利一郎㊞ 長崎県知事 服部一三殿」三菱合資会社

代理人、大木良直が長崎県知事宛てに提出した願書に記載。 

２５５ puzzolana は、ポゾランという火山灰珪酸白土、珪藻土などのこと。それ自体は水硬性をほとんどもたないが、

水のもとで水酸化カルシウムと反応して不溶性化合物を作り硬化する。 

２５６ ジョサイア=コンドルは英国生まれの建築家、ウィリアム=バージェスの下で実務を経験し、1876(明治9)年王立

英国建築家協会（ＲＩＢＡ）で受賞後工部大学校の造家学科の教授として着任。1879(明治12)年第一期卒業生には辰野金

吾や曾禰達蔵がいる。 

２５７ 『旧香港上海銀行長崎支店保存修理工事報告書』 [90, p. 9]に記載。コンクリート技術に関して特段のものはない

が、基礎地業工事は２尺７寸のコンクリートが使用されている。 

２５８ 下田菊太郎、1866年秋田で生まれた。工部大学校で辰野金吾に学んだが中退。同期には横河民輔がいた。三菱を

退職し文部省営繕課技師長となっていた山口半六の下で働き、その後渡米し、建築家ページ=ブラウンの事務所に勤務。

シカゴ博にて事務所案が当選し、参加。博覧会総監督Ｄ.Ｈバーナムの元に就職し、リライアンスビルなどの鉄骨建築設計

に従事（中略）米国建築家資格を得て独立… 

２５９ 深堀達夫「都市と実業教育：日仏交流史の視点山口半六と稲畑勝太郎の場合」 [91, p. 179] 年表 8月、長崎市

街路設計の途中で病没（享年43歳） 

２６０ 南海洋八郎『工學博士白石直治傳』 [24, pp. 153-154]に以下の記述がある。 

「(明治30年）6月、三菱の東京倉庫神戸支店にある、和田建築所長となった。即ち和田沿革史に依ると、6月6日、神

戸支店員永原伸雄、及廣澤範敏立会ノ上、東京倉庫兵庫支店ヨリ、豫テ貸與ノ舊 和田倉庫及、事務所一切を引取リ、和

田建築所ヲ設置シ、之レマデ曾禰工学博士監督ノ下ニ、施工中ノ〔ボーアリング〕（試験）工事ハ、7月1日ヨリ引継ヲ
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ナス。と日記にある通り、先生は廣澤、高橋（元吉郎）等 も信頼する近親の人材を、既に配置して居たのである。即ち

先生は、責任ある事業を手掛ける際、常に信頼する腹心の人材を起用した。九州鉄道にも、若松築港にも、和田岬にも、

三菱造船所にも、猪苗代水電にも、終始一貫、永年愛顧する人材を、企業と同時に糾合したもので、何時も此等の技術者

は身辺から放さなかった。」 

２６１ 川越市立博物館編『建築家保岡勝也の軌跡と川越 : 第37回企画展』 [92, p. 20]に記載。贈与金申請書、1902(明

治35)年11月5日「右ノ者、明治三十三年八月以来本社技士トシテ神戸建築ヨリ引続キ当丸ノ内第四第五両館建築ニ従

事シ致シ処今般大学院入学志願ノ旨ヲ以テ別紙ノ通リ解傭願出…」曾禰は三菱社長の岩崎久彌にたいして贈与金申請書を

提出している。 

２６２ 造船奨励法、造船工業育成のため1896(明治29)発布された。優秀船の建造促進の為に補助金制度を定めた。 

２６３ 世界基準の船級協会で、正式名はロイド船級協会という。協会の目的は、保険の対象となる船舶とその装備品を

検査する独立機関である。 

２６４ 奥山恒五郎、帝国東京大学卒業、東京帝国大学建築学科卒で助手を務めていた。1902(明治35)年に三菱造船所技

師として赴任。保岡勝也と学生時代の知友。 

２６５ 『建築雑誌』243号1907.3 [93, p. 191] 巻末附図説明。「知友奥山恒五郎君は去明治三十五年長崎造船技師とし

て赴任以降同所船室装飾を担当せられ敏腕を振つて意匠を凝らし（中略）同所 新建造にかかる常盤丸船室の写真並に説

明書にして過般同君より余に痛評せよとて送付されたるものなり。（中略）保岡勝也 記」 

２６６三菱鉱業セメント株式会社編『三菱鑛業社史』 [1, p. 106]に記載。三菱部門別所得内訳表(明治16年～26年） [1, 

p. 188]三菱合資会社の業績(明治27年～41年） 

２６７ 小林正彬「政商より財閥へ：三菱とは何だったか」 [16, pp. 100-101]を参照すると以下にまとめることができ

る。三菱は本業である海運業を共同運輸との合併、手放すことになったことで、多角化を早期に始めた。明治期におい

て、三井は物産（貿易）と鉱業であった。しかし、三井は炭坑中心で住友や古川は鉱山中心であった。三菱は炭坑と鉱山

をバランスよく事業していたので、炭鉱業は景気に強く、鉱山は不景気に強い、景気・不景気に左右されにくい企業体質

となっていた。 

２６８高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 490]資料編、高島・端間出炭量表より、 高島炭鉱は1888(明治21)

年を境に採炭量（408,183ｔ）が下降していた。1884(明治17)年採炭開始の中ノ島坑に採炭によって採炭量を増していた

ものの、下降は進んだ。端島が出炭を開始する1901(明治24年）には高島・中ノ島坑あわせて75％（304,580ｔ）まで

落ちた。採炭量を上げるために、炭坑長を務めていた大木良直が提案した1907(明治40)年大事業（二子坑開坑）が開始

される。 

２６９高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 209]に記載。この（二子坑開坑案）大工事を企画、推進したのは、

時の炭坑長大木良直であった・大木が開坑案を本社に出向き。伺い出たところ 「皆大木狂セリノ言ヲ為サシメ何人モ対

手ニナル人ナカリシト云フ、氏ハ此ノ時憤然トシテ都ヲ去リ箱根ノ山ニ入リテ又下ラズ本社ニテモ、如何トモスルコト能

ハズシテ遂ニ之ヲ許ス」 

２７０ 杉本恵、第4代高島炭坑長（1908-1911年）大木炭坑長が二子坑開削の工事途中で倒れ、その後引き継いだ。 

２７１ 妻木栗造、長州藩出身1869生まれ、帝国大学工科大学採鉱冶金科卒、高島炭坑技師として入社、高島炭鉱在勤

中電気事業攻究のため欧米に学び、炭坑への電気導入に貢献した。 第5代高島炭坑長（1911-1913年）二子坑着炭時の

炭坑長。 
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２７２高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 261]に記載。第24図 「大正2年1月26日、第二水平坑道は

855ｍで2月3日、中ノ島上八尺層の下層である十八尺層に着炭した。」 

２７３高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 262]に記載。「次いで5月1日には、二子坑着炭祝賀会を盛大に挙

行した。二子着炭祝賀費用は、炭鉱部から3,500円とされた。内訳は931円が直接従事した傭使以下坑内人夫等への賞与

金（中略）当日は、本社幹事炭鉱部長南部球吾、杉本恵炭坑部副長、…」 

２７４高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 261]に記載。「抑も坑口より、著炭點に至る間約千間の不生産的坑

道を有するは本邦他に其の例を見ざる所にして而も當炭鉱に取りては此大事業の成功と否とは實に将来の発展上に死活の

命運を扼するものと称せざるを得ず」 

２７５高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 264]に記載。「しかし、二子坑の着炭直後の状況は芳しいものでな

かった。2月末までの出炭は272tで、炭質が脆弱粗悪のため、選炭の上、全量を気缶用に自家消費した。」 

２７６高野江基太郎『日本炭礦誌』 [11, p. 420] に記載。「二子島新坑開鑿工事を起したり、（中略）特に高島の東南僅

かに数丁を隔てたる二子島に開坑し、数個の斜坑道を穿ちて、海下より、中島炭田区域に達し、各下層炭を採掘して同時

に中ノ島二子島両島間に介在せる。」 

２７７高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 264]に記載。「17年間高島だけに在勤。本社転出直前には二子着炭

の壮挙に立合う幸運にも恵まれた。高島在勤中、電気事業攻究のため欧米に学び、炭鉱の電気導入に貢献した。明治43

年10月から8カ月請われて撫順炭鉱に加勢、」 

２７８松田順吉「松田武一郎小伝」 [54]は、孫にあたる建築家松田順吉の執筆。 

２７９松田順吉「松田武一郎小伝」 [54, p. 14]に記載。松田武一郎は南満州鉄道総裁の後藤新平に対して、「以下の内容

が記された手紙を送り、それが承認され契約書の下書きが作成された。」と武一郎の孫の松田順吉が『松田武一郎小伝』

で記している。「一、小生の貴社ニ於ケル資格ハ鉱業部ノ嘱託技師長トシテ理事以上ノ待遇ヲ被与度事。一、鉱業経営ニ

関シ技術上ノ事柄ハ総テ武一郎ノ意見ヲ採用被与度事。一、鉱業部ニ属スル技師ノ進退黜陟ニ関シテハ予メ武一郎ニ被与

度事。 一、鉱業経営ニ関シ不幸ニシテ若シ理事ト意見ヲ異ニスルコトアルトキハ、武一郎ハ直接総裁ニ具申スヘキニ

付、出来得ル限リ武一郎ノ意見ヲ採用被与度事。」 

２８０松田順吉『松田武一郎小伝』 [54, p. 16]に記載。「武一郎は撫順着任前に一度視察をし、その結果から前期契約を

しているはずであるだが、着任の前に現地に指示を出したか、着任前に現地指示を出したか、着任後自ら指揮をしたかは

判然としないが、先ず着手したのが街づくりである。このような発想、手法は、当時はおろか相当近代に至るまで日本に

は無いはずで、この辺りは武一郎が外遊して学んだと思える。日本から人材を受け入れるには先ずは生活の安定が第一、

と住宅（煉瓦造）、そして単身者用宿舎、学校、病院、共同浴場、公会堂、銀行、郵便局、神社、寺院、葬祭場から墓

地、マーケット。更には外国式クラブハウスなどを建築し、これはお手のものの石炭を焚くボイラー室から蒸気を各建物

に供給（地域暖房）して暖房、給湯ができるようにした。」  

２８１表中の青線は下降しているが、青線高は予想可能な利益ラインと考えられる。黄色い部分は台風被害が無ければ取

得できた利益である。被害初年は15万円、2年3年の合計で10万円は、合計で約25万円が得られていた利益と推測で

きる。 

２８２高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 183]の第13表、明治27年～大正6年の利益推移。 

２８３三菱社史刊行会編『三菱社誌23』 [56, pp. 2114-2116]に記載。「六月三日高島炭坑暴風被害」、 [56, p. 2053]」に

記載。「高島炭坑起業費追加認許」「被害額45,900円に達す」に記載。 [56, p. 2116] 
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２８４高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 518]の資料編年表に記載。1911(明治44)年9月27日端島第三坑の

坑内電気巻揚機落成認可。 

２８５3枚の組が確認できるが、全枚数の確認はできない。 

２８６山田義勇実習報文「高島炭坑端島支坑報告書」 [34, p. 4] 「人工激増シ、現ニ3,000人ニ達スルニ至レリ、人口

稠密度ノ度ニ於イテ他ニ其ノ比ヲ見ズ。坑夫納屋ノ如キモ、鉄筋混凝土ノ七階建てノ空ニ聳ユルアリ、又十二階ノ坑夫納

屋ノ設計既ニ成リ近ク其ノ施工ニ着手セントス」 

記載されている総人口と坑夫数の一覧表には、1916(大正5)年6月から14カ月間が記載されているが、平均で3,022人

である。30号棟竣工後の3カ月間のみ10％の増が確認できるが、他は2,950人の±5％でこの期間端島の人口は安定し

て推移している。 

２８７「軍艦島の生活環境その１」 [5, p. 212] 端島砿沿革、端島砿業所資料に示された資料では1920(大正9)年端島人

口3,275人（国政調査）、所帯数630（高島町端島支所）となっていた。端島人口に韓国人は集計されていなかったと考

えられる。 

２８８「英国工師会提出論文」 [59],[60] 1911 Institute of Civil Engineers,Jan., 「A Reinforced-Concrete 

Warehouse at Kobe」 

２８９ 三橋四郎の演説は、鉄筋コンクリートの性能や材料や構法や実例などを紹介していた。その時代の先端情報を報

告し、建築の可能性「壁厚は非常に薄く出来まして も経済的である、」についても言及していた。 

２９０三橋四郎「鐵筋混凝土並に其應用」『建築雑誌』22集264号1908.6 [61] 東京倉庫建築を造る前に工事を行った

造船所構内の20坪の小規模鉄筋コンクリート建設の経験を活かし施工法が改良されていることがわかる「…其コンク

リートはどう云う風に詰めて往ったかと云うと、以前三菱の倉庫を作った時とかには或一定の高さとして一層づつ一体に

打固めて上に進みたるが、どうも面白くないので、今度はコンクリートを思切ってゆる目に練って之を壁の頂上より堰板

の内に注込んで下より上まで一度にコンクリートを築き上げ二日許の後に至りセキ板を抜いたとのことです。…」 

２９１南海洋八郎『工學博士白石直治傳』 [24, pp. 192-203]に記載。須山の論文では「鉄筋はアンネビック式にて主材

は凡て直径四分の三吋の鋼鉄円釬なり、スターラップは直径八分の三吋の鉄製円釬なり、鉄筋を組立つるに用いる鉄線は

十七番鋼鉄線及十八番鋼鉄線なり、鋼釬を曲ぐにはバーベンダーを用いたり下段ケーソンに要する鉄筋は約六噸なり。

ケーソンの側壁及び底は次に示す白石博士の鉄筋コンクリート桁公式を以て定めたり…」と書かれているが、ケーソンの

形状や施工方法などから見て、鉄筋コンクリート技術が既に高いレベルで計画がなされ、実用化に至っていたといえる。 

２９２アンネビック社の製品については、1909(明治42)年大倉土木組がフランスからアンネビック社技師を招聘し、こ

の新工法を導入し1910(明治43年）起工の築地海軍造廠材料倉庫が第1号工事と云われていた。1906(明治39)年白石直

治は先行して使っていたと考えられる。 

２９３南海洋八郎『工學博士白石直治傳』 [24, p. 63]に、白石と岩崎久彌の米国ペンシルベニア大学留学時の関係につい

て、以下の記述がある。「此の大学は日本人も相当に習った学校で、日本の留学生とは馴染み深い大学である。確か父よ

り後からだと思うが、郵船会社の重役だった土佐出身の林民雄、それから日銀総裁の三島彌太郎、岩崎久彌氏も留学せら

れた。岩崎さんは父よりも遅れて留学せられ、父が何かと世話したものである。」 

２９４南海洋八郎『工學博士白石直治傳』 [24, pp. 62-63]にバー博士について以下の記述がある。「プロフェッサー、

バーは、ブリッヂ、エンヂジアーとして、後年米国の第一人者となられた人であるが、当時84歳であったから、嘉永3

年とすると、父と7つしか年齢は違って居ない。然しバー教授は堂々たる世界的権威であった。後年になってプロフェッ
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サー、バーは、現大統領の父である、ルーズベルト初代大統領の顧問技師に任ぜられ、彼のパナマ運河の大工事を指導し

此の開鑿にあたった。大層大統領から信任を受けた人である。」 

２９５高橋元吉郎 前田裕子『ビジネス・インフラの明治-白石直治と土木の世界』 [85, p. 18]に記載された経歴。

1900(明治33)年 6月、関西鉄道株式会社依頼解職、同年6月、三菱合資会社神戸支店、技師。1901(明治34)年 2月、同

社和田建築所、技師。1904(明治37)年11月、歩兵第39連隊入隊、（応召）同年12月、後備歩兵第58連隊付。1905(明

治38)年 1月、大阪砲兵工廠付、同年 6月、陸軍歩兵大尉（→10月末に招集解除）、同年 7月、三菱合資会社本社、技

師。1906(明治39)年 １月、三菱合資会社神戸建築所副長、同年7月、三菱合資会社本社、技師 

２９６ 豊島光夫『鉄筋 前線』 [94, p. 1]に記載。補強モルタルの始祖・ランボー。｢針金をボート状に組みモルタルを

塗ってボート、そんな作品をフランス人ランボーは1850年にこしらえました。1855年のパリ万博に出展し特許も取りま

す。｣ 

２９７ 末広恭二、1877(明治10)年東京生まれ。1900(明治33)年東京帝国工科大学造船科卒業。在学中岩崎家の私塾に寄

宿し、岩崎家の教育係をした。卒業後、長崎の三菱造船所に入り実地研修。その後大学院に入り、同時に母校講師となっ

た。1902(明治35)年助教授となり、1909(明治42)年から2年間応用力学研究のため英国留学。同時に工学博士の学位を

受けた。1911(明治44)年帰朝後工科大学教授に就任。1918(大正7)年三菱研究所の初代所長となるが、研究所設立に尽力

した。鉄筋コンクリート船建造に関して主応力方向に補強筋を入れる特許を取得している。自宅も鉄筋コンクリート造

で、耐震性を改良し造った。東京帝国大学付属地震学研究所の設立に尽力した。1931（昭和6)年米国スタンフォード大

学、マサチューセッツ大学で講演。同年逝去、瑞宝章を受けた。 

２９８「海軍コンクリート造船技術概要」 [95]に記載http://www.lares.dti.ne.jp/~obsidian/ysy/gihou/cons01.html

「1919(大正8)年に進水したコンクリート船があります。 同船は造船学者として名高い末広恭二が三菱の岩崎弥太郎の発

意に基づき 計画したもので、三菱倉庫会社に所属して 艀船としての相当の成績を挙げたといいます。」 

２９９寺田寅彦「工学博士末広恭二君」 [96, p. 457] 「鉄筋コンクリートで船を造る場合に主応力の方向に鉄筋を入れ

るという も合理的な施工方法に関する特許を得ている。」 

３００『建築雑誌』40集484号 論説1926.7 [62] 

３０１寺田寅彦「工学博士末広恭二君」 [96, p. 457]「末広は岩崎家の私塾に寄食し、大学卒業まで同家の子弟の研学の

相手をし、卒業後長崎の三菱造船所に入って実地の修業をした後、大学院に入り東京大学の教壇に立つ（中略）1918(大

正7)年初代三菱研究所の創設に際してその所長となったが、その設立については末広君が主要な中心人物の一人として活

動したことは明白な事実である。」 

３０２三菱造船株式会社『創業百年の長崎造船所』 [20, p. 170]に記載。造作と家具調度とは切りはなして設計されてい

た、本船の造作設計ならびに内業制作はイギリスのアルダンヒールトン社に外注され、アール・ヌーボー様式によって施

工された。 

家具製作は英国で行われ日本へと輸送されていた。 

３０３『建築雑誌』23集265号1909.1 [97, p. 497]に記載。櫻丸は帝国海事協会発注で皇太子の御召艦となった。総噸

数3,205ｔ、9,000馬力、竣工1908(明治41)年10月 

３０４『建築雑誌』23集270号1909.6 [98, p. 283]に記載。熱田丸は、日本郵船発注貨客船。総噸数8,523ｔ、8,933馬

力、竣工1909(明治42)年3月。  

３０５『建築雑誌』25集297号 1911.9 [63]に記載。春洋丸は、東洋汽船発注客船。総噸数13,377ｔ、19,000馬力、

竣工1911(明治44)年8月。1911(明治44)年進水した春洋丸の見学後の感想が、編集者の一人記として記されている。「
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後に一般に仕事、殊に木工事並に仕上の程度は確かに陸上の建築界の技量の上にあるを示している。陸上に於いてはいか

なる工場に於いても海上の此大建築の受負者三菱造船所と此点に肩を並べるものはなかろう。換言すれば建築界は造船界

に比して技術の程度は遥かに劣っていると云わねばならぬ。これが 後に痛切に自分の神経を刺激した本船参観の紀念で

ある。」 

３０６「丸ノ内建築所日誌」は、1905(明治38)年の建築所の1年間の日誌。三菱資料館蔵。川越市立博物館編『建築家

保岡勝也の軌跡と川越 : 第37回企画展』 [92, p. 21]に記載。 

３０７川越市立博物館編『建築家保岡勝也の軌跡と川越 : 第37回企画展』 [92, p. 21]に記載。1905(明治38)年保岡勝也

の動き（要旨）丸ノ内建築所日誌より作成。翌明治39年、曾禰に代わって所長となる。 

３０８ 米国では桑港、ニューヨーク、ワシントンの他にDenver,Kansascity,Chicago,Lt.Lois,Milwaukee Buffalo等多

くの都市を回っている。ペンシルベニア駅、メトロポリタン保険会社（高塔世界一）、等先端的な建築も見学している。 

３０９建築家会議。1904年にはマドリッドで、1906年にはロンドンで、1908年にはウィーンで開催された。第7回建

築家ロンドン会議の International congress of architects. 7th, London, 1906 _に関しての開催パンフレットは

https://archive.org/details/internationalco00archgoog で確認できる。 

３１０コロンビア通り ６階建のギネス・ビルディング（タワーハムレッツ、1890-1901）が整備された。ロンドン中心

部の東隣に位置し、地区の南側の区界にはテムズ川である。タワーブリッジやロンドンブリッジもこの地区にある。 

３１１佐藤健正「英国住宅物語―近代のハウジングはどのようにつくられてきたか―」 [99, p. 21]に19世紀から20世

紀初頭の英国の労働者住宅整備が記載。 

３１２保岡勝也の論説「今後の都市住宅」『建築雑誌』33集390号1919.6 [100]。海外の共同居住の都市住宅の発表を

建築学会で行った｡ 

３１３ 十二号館ではセメント4,048樽、十三号館ではセメント3,760樽の報告が『建築雑誌』第295号にある。 [64] 

３１４保岡勝也「三菱合資會社第十二号十三号兩館設計説明」 [64]に記載。「…又、かう云う貸建築には煉瓦を用いずし

て鉄筋コンクリートを使用すると壁厚を減じ得るを以て貸し部屋の方はそれだけ大きく営業上好都合であるわけであるか

ら目下建築中の十四号及二十号館は全部鉄筋コンクリートにする筈である。…」 

３１５三菱十四号館は、1913(大正2)年完成。三菱の丸の内建設で初めての、全部鉄筋コンクリート（建築雑誌295号で

の保岡の表現）の建築物。 

３１６三菱二十一号館は、1914(大正3)年完成。建設当時の説明書 

建坪 五百三十坪外に付属家十五坪餘（二）軒高 五十二尺（三）階数 四階 

（四）貸事務所 一百二十室（五）構造 全部鉄筋コンクリート造 （六）昇降機 米国オーチス会社製八人乗二台 大

階段室に設備 （七）防火戸 各階に二箇所設備（八）金庫 各階に二箇所設備（九）暖炉 瓦斯スチームラジエター

（十）郵便 受信は各階東入口廊下付近に私書箱を置き、投函はメール、シュートの設備あり（十一）燈火及熱 電気及

瓦斯（十二）水場 各階一個所（十三）便所 各階に男子用二室婦人用一室あり（十四）自働車置き場 中庭（十五）人

力者置場 中庭付属家内 

３１７高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 232]に記載。日下部義太郎は東京帝大工科大学採鉱冶金科出身の技

師で、大木良直が高島炭坑支配人、石川直記が端島に高島炭坑副支配人をしていたときに、高島に赴任した。入社後の明

治31年から2年間を高島で過ごし、明治33年から相知炭坑の杉本恵炭坑長のもとで、勤務、さらに石川直記が相知炭坑

長として着任したのちも、そのもとで長壁式採炭法の実施に没頭した。杉本は明治41年1月10日高島炭坑長となり、鉱
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山部副部長として（44年7月1日）本社へ移ったが、日下部は、再び、1913(大正2)年11月20日、妻木栗造のあとを

襲って、高島炭坑長として、赴任した。  

３１８日下部義太郎「懐古談 相知、高島の二十年20年長壁式採炭法に終始」.『石炭時報』 [65, p. 32]に記載。「採炭

は極めて困難な時期に入ってきた。之が為坑道の維持修繕が非常なもので、一日の入坑夫千人中七百人以上は此の方にと

られ、坑木費もそれに応じて多額に上った。それで、実際採炭に従事するものは入坑夫中の僅か三割という不生産的な稼

行法によらなければならなかった。」 

３１９高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 268]に記載。「そして大正3年に、端島の坑命を格段に延長し、隆

盛を維持することになった、新炭層の一大発見があった。これは、それまで端島で採掘されてきた 下層の炭層である一

丈層の更に下に、十二尺層を発見したことであった。十二尺層の発見は、砥先16片磐砥層でポンプ座水溜を掘削中に偶

然掘り当てたものであるが、この十二尺層は、高島の十八尺層（古くは一丈八尺層といったが、蛎瀬坑の同層は一丈層と

八尺層の夾みが薄いため、一層として十八尺層と呼ぶようになった）のうちの下位八尺層と同じ層であり、端島の炭層の

うちで も重層である。十二尺層の採掘は同年11月から開始し、翌大正4年5月には、端島十二尺層着炭内祝いを挙行

し発見を祝った。更に同4年には、探炭ボーリングにより、十二尺層の下に、四枚層を発見した。この四枚層は、高島で

いう新五尺層に当たる。四枚層の採掘は、大正5年に開始した。また、翌6年には、明治以来採掘を休止していた胡麻五

尺層の採掘を目指して、残炭区域への切昇掘進を開始、胡麻五尺層に着炭、採炭を開始した。」  

３２０日下部義太郎「懐古談 相知、高島の二十年20年長壁式採炭法に終始」.『石炭時報』 [65, p. 35]に記載。「端島

に坑夫住宅を鉄筋コンクリートで先ず七階建を造り、次で九階を建てた。併し之は地面がなく埋築は困難なので広さを大

にする代りに止むなく空中に延ばしたにすぎないが、之は洋行して「ニューヨーク」や「シカゴ」で高層建築を沢山みて

帰ったのでここに考えが及んだ次第で、建築工事の施工方法も之に学んで二階づつ仕上げては直ちに坑夫を住居せしめ

段々その上を仕上げたのであった。」 

３２１日下部義太郎「懐古談 相知、高島の二十年20年長壁式採炭法に終始」.『石炭時報』 [65, p. 36]に記載。「大正

二年に洋行して欧米各国の文物を視察した中に宗教が偉大な力を持って（中略）明治政府が宗教を保護しなかった（中

略）自分は、宗教によって人心を指導しなければならぬと考えた。丁度高島に赴任した時に端島に寺がないからとて、社

長の御世話で禅宗の僧侶が一人来てくれることになったので、此の人を助けて自分の思想善導主義の実行をなし、その後

高島にも一人招聘して、集めて幼稚園風のことをやったり、日曜学校式のことをやって、児童を善導し婦人会、戸主会、

一般集会などを盛に催して出来る限り自分もそれ等の席に列して、講話などをして僧侶を助けた。」 

３２２井上秀二『鉄筋コンクリート』丸善株式会社 [101]。1906(明治39)年に田辺朔郎校閲が出版。 

３２３堀勇良 1973年京都大学工学部建築学科卒。東京大学大学院・生産技術研究所で村松貞次郎に師事。 

「日本における鉄筋コンクリート建築成立過程の構造技術史的研究」 [25]昭和56年12月発表、堀は上記論文で工学博

士を得た。 

３２４三橋四郎「鐵筋混凝土並に其應用」『建築雑誌』22集264号 [61, p. 476]に記載。鉄筋混凝土並に其応用の三橋四

郎講演後の質疑の中で曾禰達蔵が東京倉庫の鉄筋コンクリート建築物について回答を行った。「…三菱の土木技師に高橋

元吉郎という工学士がありまして、神戸建築所の常任技師であります其の上に白石直冶君が居られて時々神戸に赴き実地

を視察されるのです。数年前から両君共に鉄筋コンクリートの効能を頻りに説かれて、之を土木工事及び家屋建築に用い

たいとうことを主張せられた、これに就いては色々の試験もされ鉄筋コンクリート杭も作り海中打ちこみも試みられたる

が、之を実地に用いる時期は中々なくやっと一昨年でしたか、僅かに20坪かそこらの始めて拵へられた…」 

３２５『工學博士白石直治傳』 [24, p. 161] 
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「今日こそ、鉄筋コンクリート建造物は、決して珍しい存在ではないが、日露戦役の頃には全く空前の実現であった。単

に建築技術の問題よりも、其の耐久力が疑問とされて居た。由来吾国に於ける倉庫業の発達は、甚だ遅々たるもので、其

の建築の如き頗る非能率的であった。乍然、欧米に於いては夙に一大躍進を来たし、其の建築設備等も、嶄然たる整備を

企圖して居た。第2回の欧米旅行より帰って先生は、理想的倉庫を建築して、その刷新を促す可く考案する處があっ

た。」 

３２６稲垣栄三、1926年生まれ、東京大学工学部建築学科卒業、建築史家。1961年「明治時代における西洋建築導入

過程に関する研究」で工学博士。1969年神社建築史の研究で建築学会賞。『日本の近代建築-その成立過程』[66]で近代建

築の始まりを大正時代とする説を唱えた。 

３２７稲垣栄三『日本の近代建築-その成立過程』 [66, p. 138]に記載。「鉄・コンクリートへの関心はすでに充分かた

まっていたから、この新しい工法は建築家の間で大きな反響を呼んだ。しかし、期待をかけながらも、理論的研究が不充

分なために、設計計算方法の不合理、材料品質の不均一、施工の困難さなどが不安を残していた。建築家がこの工法の優

秀さを確認したのは、1906(明治39)年4月18日のサンフランシスコ大地震の結果によってである。」 

３２８ 村松貞次郎『日本建築近代化過程の技術史的研究』 [21, p. 64]に記載。「大正9年から昭和2年にかけて清水組

第6代の技師長として実際の技術面をリードしていた田中実においてすら、〔鉄筋コンクリートなどは土木屋のする仕事

であって、建築家の用いる構造法ではない〕といっていたという」 

３２９村松貞次郎『日本建築近代化過程の技術史的研究』 [21, p. 59]に記載。「欧米、とくにイギリスを中心とする産業

革命の過程から鉄の建築への応用が、建築家以外のむしろ造船技師・機械・土木技師たちによってはじまり、構造力学の

発展とともに、いわゆるengineer architect と従来のタイプの建築家との分化の原因になり、それらを再び統一すること

が、19世紀末からはじまる近代建築運動の一つの目的であったとするならば、わが国における以上のような分化も、そ

の一つのスケールモデルかもしれない。しかし、工部大学以来形式的にはガッチリ組織された工学の各専門別の体制があ

り、建築学についても当時既成のアカデミーが確立していたために、いわゆる建築界と他の技術部門との交流は欧米にく

らべてはるかに少なかっただろう。したがって建築家のこの新しい技術の習得は、他の分野での成果とはほとんど無縁に

建築家自らの無からはじまる蓄積過程を経なければならなかったという大きな無駄をしたわけである。ただ、建設業社は

その施行の経験を無駄なく蓄積していったと考えるべきである。」  

３３０稲垣栄三『日本の近代建築-その成立過程』 [66, p. 138]に記載。「鉄筋コンクリート造は日露戦争後、実際の建築

物（橋・倉庫）に利用されはじめる。本格的な建物の出現は明治末年であった。三井物産会社横浜支店は鉄筋コンクリー

ト造の四階建、三井貸事務所は鉄骨鉄筋コンクリート造・地上六階地下一階、これらは新工法による高層建築のもっとも

はやいものであった。また、佐野は、丸善株式会社の建物をはじめて架構式鉄骨造で造った。1906(明治39)年、佐野は工

科大学校で横河にかわって鉄骨造を講義し、また新たに鉄筋コンクリート造を独立の科目として起こした。」 

３３１柴垣鼎太郎（しばがきていたろう）、1902(明治35)年東京帝国大学建築学科卒業 建築家。1923(大正12)年の関

東大震災の復興事業を文部大臣建設課長として担当。信州大学繊維学部講堂（旧上田蚕糸専門学校講堂）を設計。旧千葉

医科大学附属医院本館などを設計。 

３３２柴垣鼎太郎「鉄筋コンクリートに就て」『建築雑誌』第19集219号 [102, p. 131]に記載。1905(明治38)年3月、

演説 鉄筋コンクリートに就いて：柴垣鼎太郎講演の記録。 

３３３モニエール式は、ジョセフ=モニエ（1823年生）が発明した鉄筋コンクリート工法。ジョセフ=モニエ（Joseph 

Monier）、フランス南部生まれ、庭師・鉄筋コンクリート技術発明者、モニエは植木鉢を強化するために、セメントに金

属メッシュを埋込み、実験を行った。実験で実用化の可能性を確信し、1867年7月に特許を取得し、1867年のパリ万国
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博覧会に展示した。その後、複数の特許を取得し、強化セメント、建物の強化セメントパネル、橋梁〔1873(明治6)年〕

や鉄筋コンクリート梁を実用化した。 

３３４メラン式は、ヨーゼフ=メラン（1854年生）が発明した鉄筋コンクリート工法。メランは強化橋梁の建設方法の

発明をしている。シュタイアーで非常に浅いアーチで42.4メートルの橋を構築した後、1898(明治32)年に有名になっ

た。その時点で、これは世界 大の鉄筋コンクリート橋だった。 

３３５『建築雑誌』第19集219号 [102, p. 133]に記載。「明治32年以前に於きましては輸入超過のみで有りまして明

治32年におきまして殆んど輸出入共同じように成りましたが、」 

1900(明治33)年のセメント輸出量は前年325％となり、セメントの生産が輸出超過する程製造され、鉄骨造よりも鉄筋コ

ンクリート造が経済的で新しい技術として、期待され構造体が移行され始めていたことが理解できる。 

３３６『建築雑誌』第19集 第222号 [67, p. 433]に記載。「ベトン製倉庫の建設 大阪住友倉庫にては今回土佐堀倉

庫敷地内にベトン製倉庫を建造する事となり、目下担当技師は建築上に付き種々試験中なるが、ベトン製の倉庫は本邦は

絶無にして唯佐世保砦内に厚さ三寸及至五寸位の室を作れるに過ぎず、倉庫としては今回を以て嚆矢とするものにて、大

抵厚さはニ尺位の見込みなるが、坪数を百坪位として竣工の暁は米穀其他気候の変化に依て変質を来すべき物品を収容保

管する予定なりと」掲載誌の発行は1905年6月であるが、神戸和田岬で白石直治が準備していた油倉庫の情報は知られ

てはいなかったと考えられる。 

３３７久保秀郎「近代都市における倉庫の空間的変遷」2008.3 [103, p. 52]に記載。「まず1906(明治39)年には住友倉庫

によって大阪土佐掘壕ベトン造り倉庫が建設された。これはまだ、鉄骨も鉄筋も使用していないベトン造りであったが、

鉄筋コンクリート造への実験的な段階であった。」 

３３８堀勇良「日本における鉄筋コンクリート建築成立過程の構造技術史研究」 [25, p. 62]に記載。真島健三郎の鉄筋コ

ンクリート工事に関しては、同窓の十川嘉太郎に以下の記述がある。「尤も此外に軍規上公表しなかった海軍省の仕事が

ある。其当時は我同窓の畏友海軍技師眞島健三郎君で、君は三十五年のころより、仏文クリストフ氏〔ベトン・アルメ〕

其他一二の原本のつき深く鉄筋コンクリートを研究し、明治三十七年佐世保第一第二船渠の喞筒及び汽慣罐室を築造した

…」 

３３９端島旧14号棟、1913(大正2)年竣工、木造5階建、陸屋根で屋上庭園あり、床や屋根はコンクリート版を使用。 

３４０保岡は神戸からの勤務となる。曾禰達蔵が退職贈与金申請を行った書類（辞令処分進展書明治30－37年：三菱史

料館蔵）に神戸からと記載がある。 

３４１保岡勝也「白耳義における鉄筋混凝土」『建築雑誌』第19集228号 [68, p. 800]1906.1。ビルダーズジャーナルに

掲載された記事の翻訳（訳者 保岡勝也） アンネビック社の情報やコンシデール氏の情報も記載されている。 

３４２エム=コンシデール、フランス人技師 白石直治が英国工師会に提出した論文にもコンクリート応力計算法に引用

されていた。 

３４３オーギュスト=ペレ（Perrt Auguste）、1874年ベルギー生まれた。パリのエコール・デ・ボザールにおいて優秀

な学生であったが、中退。弟と共に建設会社を継いだ。画期的な技術であった鉄筋コンクリートに注目し、1903年、フ

ランクリン街のアパートを竣工させ一躍脚光を浴びた。鉄筋コンクリート造の工法については、学生時代学んだオーギュ

スト=ショワジーに影響を受ける。続いて1905(明治38)年にはポンチュウー街の車庫を竣工させた。ペレの事務所には、

コルビュジェも務めたことがあった。 

３４４三橋四郎「鉄筋混凝土並に其応用」『建築雑誌』22集264号 1908.6.23 [61]に記載。三橋四郎演説後の質疑中に曾

禰達蔵が回答「三菱の土木技師に高橋元吉郎と云う工学士がありまして神戸建築所の常任技師であります。其上に工学博

 



 
 

197 

 

                                                                                                                            
 

士白石直治君が居られて、時々神戸に赴き実地を視察されるのです。数年前から両君共に鉄筋コンクリートの効能を頻り

に説かれて、之を土木工事及び家屋工事に用いたいと云うことを主張せられた。」 

３４５レイナ―=バンハム（Reyner Banham）、近代建築史家。1922年生まれ、ロンドンのコウアトールド美術学校卒

業、1958年博士号取得『アーキテキチュラル・レビュー』誌の編集長、1969年ロンドン大学環境学部教授となる。 

３４６エコール・デ・ボザール（ École des Beaux-Arts）は、17世紀パリに設立されたフランスの高等美術学校、建

築、絵画、彫刻の分野に芸術家を輩出してきた。現在は建築が切り離されている。 

３４７レイナー=バンハム『第一機械時代の理論とデザイン』 [104, p. 8]に記載。「1910年頃に表面化した一連の革新的

な動きは、（中略）1920年代へと流れ込んでいったのである。これら諸素因はすべて19世紀に端を発するものであっ

て、おおむね、3つに大別することができるであろう。第1は、自分の生きている社会に対する建築家自身の責任感であ

る。これはパギン、ラスキン、モリスに由来する主にイギリス生れの理念であって、1907(明治40)年に創設されたドイツ

工作連盟という機関において集約された。第2は、合理主義的なもの、すなわち構造という面からの建築へのアプローチ

であり、これもウィリスに由来するイギリス生まれの考え方である。フランスに渡ってヴィオレ=ル=デュックによって

いっそう精緻な理論に仕上げられた。さらにそれは19世紀の 後の年に、オーギュスト=ショワジイの手になる権威ある

書物『建築史』[105]に集大成された。第3は、アカデミックな教育の伝統である。これは世界中いたるところにみられ

るものであるが、その勢力と権威はパリのエコール・デ・ボザールに負うところが非常に多い。」 

３４８フランソワ=コワニエ、1876(明治9)年山口半六が第2回文部省派遣海外留学生でいったエコール・サントラルで

教鞭をとっていた。 

ケネス=フランプトン『現代建築史』 [48, p. 66]に記載。「1861年、コワニエは金属製のメッシュによってコンクリート

を補強する技術を開発した。そして、それを元手に、そのフェロコンクリートによる建設を専門とする 初の有限会社を

設立した」 

３４９ウィリアム=H=バー (Willam Hubert Burr)、1851年生まれ、土木橋梁エンジニアで米国の第一人者。白石直治

が渡米し師事した。ルーズベルト初代大統領の顧問技師として、パナマ運河の工事にも従事した。 

３５０1889年 アーネスト=L=ランサムによって、サンフランシスコのゴールデンゲート公園に鉄筋コンクリート造の橋

梁が完成していた。 

３５１ 1907(明治40)年に三菱造船所で進水した天洋丸では室内装飾にセセッション運動に影響を受けた意匠が施されて

いた。 

３５２阿久井・滋賀が行った30号棟の実測調査平面は6尺前後で畳が敷かれ、建具の高さは5尺6寸から7寸である。 

３５３ 出炭の増加に伴い、坑夫の増募、「家族妻帯者ヲ奨励スル方針ニヨリ一段ノ不足ヲ帰スヘキニヨリ先ツ五棟ノ新築

ニ着手シ」、臨時増築も考えられた。そして特に端島は土地の狭さもあって、大正5年日本 初の鉄筋コンクリート造り

7階建のアパートを建て、以後順次アパートを建設して、後に「軍艦島」の異名を受けたが、その遠因は納屋解体にあ

る。 [1, p. 175]。上記の五棟は日給社宅を指し、 初の鉄筋コンクリート造は30号棟を指す。 

３５４ 『明治前期肥前石炭礦業史料集』 [33, p. 73] 「高島炭鉱が明治前期の 大の労働問題と指摘される由縁は、日

本鉱業全体に関わる問題を包含していたからである。日本坑法には鉱山労働者を保護する条項が欠如していると、ネッ

トー（Netto,Curt,Adolph）は『日本鉱山編』で批判しているが、この事件を契機にようやく坑夫の保護が問題とされる

に至った。」 

３５５『福陵新聞』、『東雲新聞』や『日本人』の論争は、語句の誇張と時期的な問題を別にすれば、的を外れてはいな

かった。それ故、 も悪弊とされる納屋制度の問題が認識されるに至る。清原奎吾は、8月24日、現地にて三菱高島の
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代表者を招き納屋制度の改良を勧告し、この命を受けて、同炭坑は9月3日付をもって納屋に関する規定を改定した。 

[33, p. 72] 

３５６『三菱社誌20』 [106](明治32-38年）8月8日・『三菱社誌21』 [55](明治39-44年）8月26日・『三菱社誌

22』 [89](明治45-大正2年）1月21日・『三菱社誌23』 [56](大正3年）6月3日～8月25日 高島炭坑暴風被害 長

崎造船所暴風被害 長崎支店暴風被害 岩崎久彌長崎出張 高島炭坑起業費追加認許   

３５７三菱社誌刊行会編『三菱社誌21』明治39-44年 [55, pp. 1089-1090]に記載。 

３５８三菱社誌刊行会編『三菱社誌22』明治45-大正2年 [104, p. 1623]に記載。 

３５９三菱社誌刊行会編『三菱社誌23』大正3年 [56, pp. 2114-2116]に記載。 

３６０三菱社誌刊行会編『三菱社誌23』大正3年 [56, pp. 2160-2161]に記載。 

３６１三菱社誌刊行会編『三菱社誌23』大正3年 [56, p. 2054]に記載。 

３６２高島炭礦史編纂委員会編『高島炭礦史』 [2, p. 264]に記載。「しかし、二子坑の着炭直後の状況は芳しいものでな

かった。2月末までの出炭は272tで、炭質が脆弱粗悪のため、選炭の上、全量を気缶用に自家消費した。」 

３６３『三菱社誌』に記述。7月26の端島では桟橋が流出し、建物の被害が甚しく、近隣の高島、二子、端島の被害総

額は48,675円。 

３６４『三菱社誌25』 [69, p. 2054] 高島炭坑起業費追加認許に記載。 

３６５『三菱社誌25』 [69, p. 2950] に記載。高島炭坑ニ於テ従来十六歳以下ノ者ハ礦夫トシテ使役セザリシガ三月端

島坑ニ於テ十四歳以上十六歳以下ノ少年ヲ、五月女礦夫ヲ坑内作業ニ使役ヲ試ミ結果良好ナリ 

３６６『松田武一郎小伝』 [54, p. 8]「その当時はダイヤモンド・ボーリングの機械は、日本にはこの高島に一台だけ

で、これが使用できるのは英国人の技師だけで、父はその助手として使用法を教えれれたらしい。」 
３６７『新長崎市史 第3巻近代編』 [70, pp. 492-493]に、以下のように記述されている。「連絡坑道は関係者の常識

だった。技術的にも問題ないから着工したが工事は中断、計画は放棄された。その後原因として、日本の労資対立の深刻

化が考えられる。大正5年は隣の香焼炭鉱で労働組合友愛会ができた。工場法（日本初の労働者保護法）は9月実施され

た。そのような中での高島・端島の連絡坑道のための異論が出た。坑夫が一緒に住むと、坑夫の力が大きくなる。労働組

合ができれば経営を牽制される。それを避けるためには今までどおりがよい。」 

３６８ 兵藤釗『日本における労資関係の展開』 [72, p. 256]「この一連の争議は、先にも記したごとく各種の産業部門に

わたって全国的に起こったものであったが、なかでも激烈な形態をとった鉱山、とくに金属鉱山とならんで、日露戦争を

契機として台頭定しつつあった重工業部門が一つの焦点をなしていたことに留意しておかねばならない。」 

３６９兵藤釗『日本における労資関係の展開』 [72, p. 273]政府も1908年戌申詔書を発布して、「帝国」にふさわしい内

政、つまり民力の涵養と殖産産業を戦後経営の課題として掲げ、永年の懸案である工場法の実現へ動いていった。 

３７０ 荘田は働能率を上げることが、大切な課題であると主張した。『日本における労資関係の展開』には以下の記述が

ある。施設待遇を掲げているのは、興味深い。「資本家にして、苟も労働者の離散を念する以上は、努めて其の日常に於

ける施設待遇に意を注ぐと共に労働者を愛撫することを怠るべからず」 [72, p. 276] 

３７１『高島炭礦史』 [2, p. 249] 明治39年、高島炭坑坑夫扶助料の増額が見られる。従来の遺族扶助料は100円の範

囲内で給与してきたが、（中略）日露戦争による好況とも関連があると思われるが、従来の慰謝料の3倍という点が注目

される。 

３７２南部は1896(明治29)年9月まで高島炭坑長を務め、本社鉱業部長兼炭鉱部長をつとめ三菱炭鉱業の基礎をつくっ

た人物である。本社へ移動した。 
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３７３南部球吾「懐古談 高島炭坑の今昔」石炭時報第1巻7号に記載。今日婦人の坑内労働が大分問題となっている

が、-高島へ赴任する以前に英国の炭坑を見学して来た私は、英国では既にとうから婦人の坑内労働は禁止されていたの

で、それを見て来ている私は、第一に婦人の入坑禁止を提唱し之を実行した。現在のように炭坑が直接風紀其他の取締を

しているなら宜しいが、当時は納屋頭が坑夫を募集して来て請負で働かせていたのであるから、炭坑経営者と労働者とは

殆ど没交渉も同様であった。 [71, p. 707] 

３７４兵藤釗『日本における労資関係の展開』 [72, p. 276]に記載。・・・国家規制による労働者保護に反対し荘田平五

郎も、資本の専制を非難する声に対して、（中略）「資本家にして、苟くも労働者の離散を念とする以上は、努めて其日常

に於ける施設待遇に意を注ぐと共に労働者を愛撫する事を怠るべからず」・・・。 

３７５ 『高島炭礦史』 [2, p. 210]「坑口（二子坑）は海岸に接近するため、防水を目的に、坑口周囲海岸に高さ4.5ｍ

（15尺）の天川石垣を築き、第一斜坑は坑口より約16ｍ（9間）、第二斜坑は坑口から36ｍ（20間）まで煉瓦壁を築造

し、壁裏にはコンクリートを充填した。」 

３７６『高島炭礦史』の年表には1913(大正2)年に、旧14号棟の建設年が記されている。旧14号棟は特別な建設事業

として取組まれ、本社の技師あるいは技手が関係したのではないかと考えられる。 

３７７川越市立博物館編『建築家保岡勝也の軌跡と川越』 [92, p. 64]に記載。旧山吉デパートの化装所、付属木骨鉄網混

凝土造三階建化装所。旧山崎家別荘の蔵、鉄網コンクリート土蔵(大正14年） 等に木骨鉄網混凝土造事例がある。 

３７８材料試験場（実験場）は、2階建、地下1階、175坪/1階、工費5.5万円。 

３７９堀江豊吉、横須賀造船所黌舎在籍。卒業後、横須賀海軍技手、呉鎮守府建築部技手を経て1896(明治29)年三菱造

船所入社。1917(大正6)年まで在籍。旧木型場（現三菱史料館）を設計。 

３８０三菱社誌刊行会編『三菱社誌25』 [69, p. 3028] 大正5年6月1日 

「長崎造船所ニ於イテ魚形水雷工場建設ノコトトシ豫算金六拾六萬八千弐百九拾參圓五拾九銭ヲ認許セラル（中略）鉄筋

コンクリート造三棟續機械工場竝製作品検査場新築 79,500円」 

３８１8月25日高島炭坑起業費追加認許 

３８２建築資産価値を経営に反映させた荘田平五郎の功績は大きいと考えられる。荘田が接した建築家は、郵便汽船時代

のレスカスや山口半六、丸の内開発整備や岩崎久彌邸建築に関係するコンドル、東京倉庫建設時の白石直治、三菱技師長

時代や長崎の三菱造船所長宅（占勝閣）の曾禰達蔵等である。東京倉庫の取締役を務めていた荘田は、白石から鉄筋コン

クリート造の経済的合理性を説かれ東京倉庫建設の事業を判断したと考えられる。荘田は、岩崎彌太郎、彌之助、久彌の

三代の社長を支え、小彌太に三菱をバトンタッチしている。三菱経営の中枢にあり、建築物が企業資本となることを も

理解した人物であったと考えられる。 

３８３岩崎小彌太、岩崎久彌社長の後任となる4代目社長。1906(明治39)年にケンブリッジ大学を卒業後帰国し、28歳

で副社長となる小彌太は、福利厚生施設の整備を積極的に整備した。小彌太は合理的な経営感覚に優れ、三菱倶楽部など

の福祉環境整備にも取り組んだ近代的経営者である。建築物が有する資本価値は荘田から小彌太に引継がれたと考えられ

る。丸ビルの建設計画が行われた1920(大正9)年は株価暴落したとき、建設慎重論が幹部からでた。建設続行の決断は小

彌太社長が行い、後の丸の内街発展に貢献した。小彌太が社長に就任する1916年に、30号棟が竣工し、継続して日給社

宅建設へと向かった。その後も継続し鉄筋コンクリート造による整備が進む。 

３８４山田義勇「高島炭坑端島支坑報告書」実習報文 [34, p. 12] 
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３８５『炭坑誌 長崎県石炭年表』原典資料『筑豊石炭礦業史年表』 [35, p. 170]の記述。坑夫募集は応募者１人に付3

円づづの手数料を得る、炭坑を楽園の如く吹聴し世人を欺瞞、（中略）会社は淫売婦を雇い随所に淫売店を開業させ更に

賭博を奨励（中略）坑夫はあわれこの陥穽に落入り、前借の弱みに自由を縛し去られている。 

３８６ 片寄俊秀,赤松公人,有川博,久米村涼「軍艦島の生活環境：（その1）生活環境形成史」 [4, p. 210] 図―島内人口

と出炭量の年次変化 （出典資料：端島坑総務課）より。人世帯数は高島町端島支所からの推測値。人口は国勢調査から

の推測値。九州大学の石井伝弘が1922(大正11)年の実習報文で人口約3,500人との記載もある。 


